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ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
Ｉ
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
７
　
」

　
　
　
　
〔
二
〕
　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
　
圓
？
剛

　
　
　
　
〔
三
〕
　
．
神
話
の
神
　
田
～
閣

序
　
　
論
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論

　
　
〔
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一

一

W(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1)要

内
容
梗
概

　
シ
ラ
ー
の
問
題
提
起

約牧
歌
と
毒
舌

優
美
と
尊
厳

理
想
と
人
生

啓
蒙
批
評

批
判
精
神

自
然
と
神

シ
ラ
ー
の
遺
言

二
（
1
4
）
頁
－
　
三
（
1
5
）
頁
’

三
（
1
5
）
頁
一
　
四
（
1
6
）
頁

四
（
1
6
）
頁
－
　
六
（
1
8
）
頁

六
（
1
8
）
頁
－
一
〇
（
2
2
）
頁

一
〇
（
2
2
）
頁
－
一
四
（
2
6
）
頁

一
四
（
2
6
）
頁
－
一
七
（
2
9
）
頁
‘

一
七
（
2
9
）
頁
－
ニ
○
（
3
2
）
頁

二
〇
（
3
2
）
頁
－
二
三
（
3
5
）
頁

二
四
（
3
6
）
頁
―
二
九
（
4
1
）
頁

古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

約民
族
の
神
々
と
世
界
宗
教

悲
劇
の
死
と
復
活

偉
大
な
る
運
命

古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳

自
然
の
真
性

西
欧
選
民
意
識
粉
砕

古
典
古
代
理
念
追
求

二
九
（
4
1
）
頁
－
三
〇
（
4
2
）
頁

三
〇
（
4
2
）
頁
圭
二
二
（
4
4
）
頁

三
二
（
4
4
）
頁
－
三
五
（
4
7
）
頁

三
六
（
4
8
）
頁
―
三
九
（
5
1
）
頁

三
九
（
5
1
）
頁
－
四
六
（
5
8
）
頁

四
七
（
5
9
）
頁
－
五
二
（
6
4
）
頁

五
三
（
２
）
頁
－
五
八
（
７
）
頁

五
八
（
７
）
頁
－
七
一
　
（
2
0
）
頁

高

橋
　
　
克
　
　
己

　
人
文
学
部
独
文
研
究
室

　
　
　
〔
三
〕
　
神
話
の
神

　
　
　
ヽ
要
　
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
2
1
）
頁
－
　
七
三
（
2
2
）
頁

　
　
　
　
山
　
内
面
の
飛
翔
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
2
2
）
頁
一
　
七
五
゛
（
2
4
）
頁

　
　
　
　
閣
　
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
　
　
七
五
（
2
4
）
頁
－
　
七
八
（
2
7
）
頁

　
　
　
　
閣
　
神
話
と
寓
意
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
2
7
）
頁
－
　
八
二
（
3
1
）
頁

　
　
　
　
㈲
　
開
か
れ
た
時
空
　
　
　
　
　
　
八
二
（
3
1
）
頁
－
　
八
五
（
3
4
）
頁

　
　
　
　
閤
　
神
の
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
3
4
）
頁
－
　
八
八
（
3
7
）
頁

　
　
　
　
圓
ヽ
叡
知
直
観
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
3
7
）
頁
―
　
九
八
（
4
7
）
頁

　
　
　
　
閉
　
絶
対
的
分
裂
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
4
7
）
頁
―
一
〇
三
（
5
2
）
頁

　
　
　
　
図
　
無
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
5
2
）
頁
－
一
〇
六
（
5
5
）
頁

　
　
　
　
閣
　
堅
固
に
留
ま
る
一
者
　
　
　
÷
○
六
（
5
5
）
頁
―
一
二
Ｉ
（
6
1
）
頁

　
　
　
。
�
　
最
深
の
親
密
性

『
』
　
　
　

｝

同
時
刊
行
を
留
保

　
　
　
　
U
n
a

註
　
解
（
当
該
部
の
和
文
註
の
み
）
　
　
　
　
一
二
一
（
6
2
）
頁
－
一
一
六
（
6
5
）
頁

Ｚ
ｕ
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｎ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
　
一
一
七
（
6
6
）
頁
－
こ
一
三
（
7
2
）
頁

　
一
一
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

　
　
※
既
刊
部
唸
、
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
第
三
十
三
巻
、
人
文
科
学
、
一
三
頁
－
七
二

　
　
　
頁
所
収
（
一
九
八
五
年
三
月
刊
）
。

　
※
※
本
研
究
は
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
’
（
奨
励
研
究
固
）
に
よ
る
研
究

　
　
　
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



一

一

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
展
　
　
望

　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
相
克
は
、
古
来
容
易
な
解
決
を
許
さ
ぬ

難
問
と
し
て
西
欧
意
識
に
伸
し
掛
か
っ
て
い
る
。
本
論
は
こ
の
確
執
が
生
み
出
す
西

欧
ギ
リ
シ
ア
論
の
具
体
例
と
し
て
、
シ
ラ
ー
の
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
念
頭
に
置
き
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
象
徴
の
背
景
な
す
諸

相
を
明
確
に
し
っ
つ
、
こ
の
二
律
背
反
の
危
機
を
孕
む
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
を
調
和
あ
る
・

相
互
対
話
へ
と
ぢ
た
ら
す
べ
く
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
終
結
し
西
欧
意
識
ヘ

　
，
ｖ
　
ｓ
　
ｌ
ｌ
　
ｌ
『
゛
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
｀
　
、
‘
」
　
　
／
’
．
　
　
　
　
Ｍ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
四

．

と
現
わ
れ
隠
れ
る
濃
淡
紐
や
か
な
神
人
ギ
リ
ス
ト
像
へ
と
考
察
の
歩
を
進
め
て
ゆ
く
。

　
゛
と
こ
ろ
で
、
洒
欧
ギ
リ
ス
ド
者
の
本
質
を
．
、
「
神
聖
」
と
『
な
す
淵
源
は
、
天
地
万
有

を
「
無
か
ら
創
造
」
し
た
「
生
け
る
神
」
で
あ
ろ
今
。
も
し
こ
の
在
り
て
在
る
者
が
‘

万
古
碧
潭
空
界
月

　
　
（
道
元
「
古
鏡
」
　
〔
三
〕
�
（
1
2
8
）
）

圓
　
西
欧
選
民
意
識
粉
砕

至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
　
汝
あ
ら
ゆ
る
神
々
の
住
居
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
五
五
句
）

　
　
時
に
こ
の
召
喚
を
疾
風
怒
濤
の
浪
漫
惰
緒
を
基
調
（
〔
二
〕
口
（
６
）
）
と
し
て

　
読
み
取
る
と
、
既
に
論
述
で
示
し
た
よ
う
に
、
思
想
詩
「
パ
。
ン
と
ぶ
’
ど
う
酒
」
第
四

　
節
の
詩
想
の
咳
心
比
る
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
Ｊ
ヒ
・
う
Ｉ
イ
’
ア
ー
リ
ヒ
）

　
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
口
（
1
5
）
）
を
裏
切
る
「
悲
劇
の
死
」
（
〔
二
〕
函
（
1
3
ご
が
誕

　
生
し
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
は
、
楽
天
喜
劇
の
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
に
よ
り
し

い
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
持
主
の
如
ぐ
キ
リ

　
ス
ト
教
に
よ
り
あ
の
世
で
の
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
」
（
〔
二
〕
閣
（
７
）
。
）

　
こ
と
に
な
る
。
「
こ
れ
は
な
ら
ぬ
！
　
否
で
あ
る
。
否
、
三
度
も
否
で
あ
る
１
・
」

　
（
〔
二
〕
口
（
７
）
）
と
、
ニ
ー
チ
ェ
は
「
悲
劇
の
誕
生
、
或
い
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
精

　
神
と
空
無
の
思
想
（
ペ
シ
ミ
ス
ム
ス
）
」
（
一
八
八
六
年
）
に
お
け
る
「
自
己
批
判
の

　
試
み
」
第
七
章
で
、
自
ら
の
浪
漫
情
緒
を
厳
し
く
見
据
え
自
戒
の
念
を
深
く
し
た
。

　
こ
れ
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
の
「
空
無
の
思
想
」
へ
と
自
己
を
開
き
、
既
成
の
西
欧

　
意
識
の
殼
を
破
り
、
新
た
な
問
い
を
顕
正
し
キ
リ
ス
ト
者
自
身
に
突
き
付
け
る
敢
為

　
な
企
て
で
あ
っ
た
。

　
　
　
厳
か
に
も
汝
は
無
垢
の
小
声
に
耳
を
傾
け
、
　
　
　
＾
９

　
　
　
神
聖
な
る
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
に
犠
牲
を
捧
げ
た
の
だ
。

　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
敢
為
の
守
護
神
に
」
　
一
七
九
三
年
、
第
六
三
句
Ｉ
第
六
四
句
）

雄
弁
な
る
こ
の
ニ
ー
チ
ェ
の
瞳
目
す
べ
き
諸
著
作
が
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を

次
第
に
「
空
無
の
思
想
」
へ
と
開
き
、
深
沈
せ
る
思
索
の
渦
潮
へ
と
呑
み
込
み
ゆ
く

今
世
紀
の
曙
光
に
漸
く
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
威
容
な
す
後
期
の
雄
篇
が
衆
目
に



触
れ
る
所
と
な
っ
た
。
そ
の
一
世
紀
前
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
が
産
声
を

あ
げ
た
折
に
は
、
孤
高
の
雄
篇
は
近
世
ド
イ
ツ
文
学
の
至
宝
と
し
て
忘
却
の
淵
に
深

く
秘
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
に
ド
イ
ツ
で
は
所
謂
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
最

盛
期
で
あ
り
、
ゲ
ー
テ
自
身
が
「
こ
れ
は
全
く
出
鱈
目
（
フ
ェ
ア
ト
イ
フ
ェ
ル
ト
）

に
人
情
脆
い
＾
フ
マ
ー
（
Ｊ
）
゛
」
と
評
し
た
自
作
ギ
リ
シ
ア
劇
「
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ

ゲ
ー
ニ
ェ
」
（
一
七
八
七
年
）
が
む
し
ろ
古
典
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
「
畏
怖
と
荘
厳

（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
」
に
取
っ
て
か
わ
り
、
古
典
美
の
光
輝
を
陰
蔽
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
陰
蔽
を
破
り
明
か
ら
さ
ま
な
真
理
と
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
は
召
喚

さ
れ
る
。
後
世
ニ
ー
チ
ェ
が
辿
る
古
典
主
義
を
克
服
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
理
念

追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
を
目
指
す
道
が
、
既
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
に
明

示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
蓋
し
こ
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
は
、
シ
ラ
ー
の

思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
、
「
悪
の
華
（
フ
レ
ー
ル
ー
デ
ュ
ー
マ
ル
）
」
と

し
て
異
彩
を
放
つ
立
言
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
（
〔
一
〕
剛
（
７
）
）
に
具
現
さ
れ
た

「
批
判
精
神
」
（
〔
一
〕
閤
）
の
血
脈
カ
ン
ト
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
　
私
達
の
時
代
は
本
来
批
判
の
時
代
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
批
判
の
前
に
服
さ
ね
ば
な

　
　
ら
な
い
。
宗
教
は
自
ら
の
神
聖
に
よ
り
、
立
法
は
自
ら
の
尊
厳
に
よ
り
、
概
ね
批
判
対
象

　
　
た
る
を
逃
れ
よ
う
と
欲
す
る
。
だ
が
、
そ
う
す
る
な
ら
ば
両
者
と
も
に
然
か
る
べ
き
嫌
疑

　
　
を
自
ら
に
対
し
て
喚
起
し
、
偽
り
の
な
い
尊
敬
を
要
求
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の

　
　
よ
う
な
尊
敬
は
、
理
性
の
自
由
な
公
然
と
し
た
吟
味
に
耐
え
た
も
の
だ
け
の
み
理
性
が
認

　
　
可
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
一
版
、
一
七
八
一
年
、
序
文
、
〔
こ
㈲
（
4
3
）
）

こ
の
批
判
精
神
は
、
時
流
の
啓
蒙
知
識
人
の
よ
う
に
教
会
の
教
義
（
ド
グ
マ
）
内
容

だ
と
か
制
度
、
或
い
は
現
存
の
社
会
体
制
の
批
判
と
言
っ
た
外
化
さ
れ
た
も
の
に
啓

蒙
批
評
の
鋒
先
を
向
け
る
に
安
住
し
な
い
。
更
に
突
き
進
み
、
そ
の
よ
う
な
安
逸
を

も
打
ち
砕
き
、
批
判
精
神
は
内
へ
も
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
弓
弩
の
如
き
熾
烈

な
る
批
判
の
矢
を
放
ち
自
己
省
察
の
淵
へ
と
沈
深
し
て
ゆ
く
。

-

-

-

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

知
恵
の
切
先
は
知
者
を
目
指
し
、
日
輪
の
閃
光
の
如
く
、
神
話
の
崇
高
で
空
怖
ろ
し
い
メ

ム
ノ
ー
ン
柱
像
を
射
る
。
す
る
と
不
意
に
石
火
の
如
く
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
音
色
が

響
き
始
め
る
の
だ
。
Ｉ
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
旋
律
で
(
)
３
>

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
九
章
）

正
に
こ
の
「
畏
怖
と
荘
厳
・
（
テ
ィ
ノ
ス
）
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
9
）
）
な
る
「
ソ
ポ
ク
レ
ー

ス
の
旋
律
」
こ
そ
が
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
悲
劇
祝
祭
の
時
空
に
君
臨
す
る

「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
〔
二
〕
図
）
の
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
ー
ン
）
に

他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
で
は
、
不
可
避
（
ア
ド
ラ
イ
ス
テ
イ
ア
）
の
運
命

（
モ
イ
ラ
）
を
孕
む
世
界
秩
序
（
コ
ス
モ
ス
）
が
自
ら
微
塵
に
解
体
す
る
必
然
（
ネ

メ
シ
ス
）
な
る
現
実
を
見
据
え
直
視
す
る
「
敬
虔
・
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
」
（
〔
二
〕
閣

（
2
2
）
、
〔
二
〕
閤
（
5
3
）
）
が
眼
目
で
あ
る
。

　
　
見
よ
（
エ
。
ケ
）
、
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
が
知
恵
（
サ
ピ
エ
ン
テ
ィ
ア
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
「
告
白
」
第
五
巻
、
第
五
章
）

‘
故
に
心
眼
は
外
界
の
多
彩
に
幾
多
の
啓
蒙
批
評
を
加
え
て
飛
翔
す
る
雄
弁
を
慎
戒
し
、
・

む
し
ろ
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
自
己
意
識
を
素
直
に
厳
し
く
見
詰
め
直
し
、
そ
の
意
識

の
精
神
現
象
の
淵
へ
と
深
沈
せ
る
省
察
の
錨
を
自
己
の
内
な
る
魂
の
水
底
へ
と
降
ろ

す
の
で
あ
る
。

　
　
外
へ
往
く
な
。
・
汝
自
身
の
内
へ
と
帰
れ
。
現
存
の
深
奥
に
真
理
は
住
ま
う
。
そ
し
て
、
も

　
　
し
汝
の
本
性
が
移
ろ
い
往
く
の
を
見
い
出
し
た
ら
、
汝
自
身
を
も
越
え
た
現
存
の
彼
方
へ

　
　
と
向
か
々
。

　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
「
真
の
宗
教
に
つ
い
て
」
第
三
九
章
、
第
七
二
節
）

西
欧
キ
リ
ス
ト
者
自
身
の
自
己
意
識
を
も
越
え
、
彼
方
へ
と
問
を
発
す
る
こ
と
。
こ

れ
が
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
父
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
云
う
「
真
の
宗
教
（
レ
リ
ギ



四
　
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

オ
ー
）
」
の
謹
厳
な
る
慎
し
み
で
あ
っ
た
。

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
（
第

五
五
句
）
へ
の
問
も
、
こ
の
「
真
の
宗
教
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
」
の
姿
勢
に
倣
い
、
西

欧
キ
リ
ス
ト
者
「
自
身
を
も
越
え
た
現
存
の
彼
方
へ
と
向
か
え
」
と
語
る
。
こ
の
彼

方
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が
「
あ
ら
ゆ
る
天
上
の
神
々
の
住
居
」
（
第
五
五
句
）

と
し
て
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
二
〕
㈲
）
な
す
霊
峰
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者

（
フ
エ
‘
ス
ト
ー
ブ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
ン
ス
）
」
（
〔
三
〕
閣
）
と
し
て
峻
厳
に
聳
え
る
。

生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
）
の
全
一
な
す
万
有
（
ヘ
ン
ー

カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
が
、
造
化
の
妙
を
悉
ぐ
忌
避
す
る
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
「
バ
ル
バ

・
こ
」
の
母
漸
心
す
西
欧
件
リ
ス
ト
教
「
聖
書
」
‘
の
「
ね
た
む
神
」
（
〔
こ
〕
間

（
4
7
）
）
に
立
ち
開
か
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
ね
た
む
神
」
と
は
、
世
界
の
中
か
ら
唯
一
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
だ
け
を
選

民
と
し
て
択
び
、
こ
の
選
民
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
族
長
モ
ー
セ
に
の
み
「
在
り
て
在

る
者
（
エ
ヒ
イ
エ
ー
ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
」
と
し
て
語
り
か
け
た
「
生
け
る
神
」

イ
ェ
ホ
ヴ
ァ
ー
に
他
な
ら
な
い
。
殊
に
こ
の
「
唯
一
の
神
」
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
者

は
折
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
を
も
越
え
る
よ
り
根
源
を
認
め
る
の
で

あ
る
。
例
え
ば
「
中
世
哲
学
の
精
神
」
第
二
版
（
一
九
四
四
年
）
で
ジ
ル
ソ
ン
は
説
く
。

　
　
唯
一
の
神
が
在
り
ノ
に
の
神
が
在
り
て
在
る
存
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
、
こ
れ
が
キ
リ
ス

　
　
ト
教
哲
学
全
体
の
基
軸
な
す
試
金
石
で
あ
る
。
こ
れ
を
据
え
た
の
は
、
プ
ラ
ト
ー
ン
で
も

　
　
な
く
ヽ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
で
さ
え
も
な
く
ゝ
他
な
ら
ぬ
モ
ー
セ
な
の
で
あ
が
・

こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
族
長
モ
ー
セ
に
の
み
に
限
定
し
て
語
り
か
け
た
「
ね
た
む

　
　
　
　
ｙ

神
」
が
、
偏
に
神
人
キ
リ
ス
ト
を
道
と
し
て
西
欧
意
識
の
神
観
に
働
き
か
け
、
排
他

的
な
非
寛
容
の
思
想
を
吹
き
込
む
の
で
あ
る
。

　
　
あ
な
た
は
わ
た
し
の
ほ
か
に
、
な
に
も
の
を
も
神
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
「
旧
約
聖
書
」
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
二
〇
章
、
第
三
節
。
〔
三
〕
�
（
ｍ
）
）

敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
の
基
底
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ッ
ト
ー

テ
ィ
ー
フ
エ
）
か
ら
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
に
至
る
ま
で
悠
久
に
開
け
た

　
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）

の
時
空
が
、
こ
の
よ
う
に
排
他
的
な
非
寛
容
に
閉
じ
た
神
観
に
対
し
て
大
き
く
立
ち

開
か
る
の
で
は
あ
る
。

　
か
く
選
民
に
閉
じ
た
神
観
を
西
欧
詩
歌
に
お
い
て
確
か
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
例
え

ば
文
芸
復
興
（
ル
ヽ
萍
サ
ン
ス
）
の
曙
光
な
す
ダ
ン
テ
（
こ
一
六
五
年
－
こ
二
二
一
年
）

の
「
神
曲
」
（
一
四
七
二
年
）
｀
に
お
い
て
、
そ
の
好
例
が
見
い
出
さ
れ
よ
う
。

五
五

神
は
こ
こ
か
ら
始
祖
ア
ダ
ム
の
霊
を
（
至
福
へ
と
選
び
天
へ
と
）
引
き
上
げ
た
。

　
　
そ
の
息
子
ア
ベ
ル
の
、
そ
し
て
ノ
ア
の
（
霊
を
も
）
、
。
　
　
　
　
　
＼
・

　
　
律
法
な
す
神
の
僕
モ
ー
セ
の
（
霊
を
も
引
き
上
げ
た
）
。

族
長
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
ダ
ビ
デ
王
、

　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
（
別
名
ヤ
コ
ブ
）
と
共
に
、
そ
の
父
イ
サ
ク
と
（
十
二
人
の
）

　
　
　
　
息
子
た
ち
、

　
そ
し
て
（
求
婚
の
手
を
求
め
）
ヤ
コ
ブ
が
（
十
四
年
）
苦
役
を
な
し
た
（
妻
）

　
　
　
　
ラ
ケ
ル
、

更
に
そ
の
他
数
多
く
の
者
を
も
神
は
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
と
な
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
「
神
曲
」
「
地
獄
」
第
四
歌
、
第
五
五
句
Ｉ
第
六
一
句
）

此
所
に
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
」
で
あ
る
「
在
り
て
在

る
者
（
エ
ヒ
イ
エ
ー
ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
」
が
選
ん
だ
民
に
の
み
約
束
さ
れ
た

救
済
史
の
構
図
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
キ
リ
ス
ト
者

に
の
み
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
は
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
選
民

を
除
い
て
は
、
仏
教
徒
は
勿
論
の
こ
と
、
あ
の
崇
高
美
な
す
古
典
ギ
リ
シ
ア
人
で
さ

え
も
決
し
て
「
至
福
」
に
至
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
や
天
国
（
パ
ラ
デ
ィ
ー
ソ
）
に

至
れ
な
い
ど
こ
拓
か
、
詩
人
ダ
肘
ア
に
と
り
「
至
高
（
ソ
ヴ
ラ
ー
ノ
）
の
詩
語
々

あ
っ
た
文
芸
の
祖
ホ
メ
ー
ロ
ス
で
さ
え
、
ま
た
万
学
の
「
師
範
（
マ
エ
ス
ト
ロ
）
」



ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
把
し
て
も
、
高
々
「
地
獄
（
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
）
」
の
第
一
圏
た

る
「
辺
獄
（
リ
ム
ボ
）
」
の
住
人
に
甘
ん
じ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
「
辺

獄
」
に
当
然
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
や
プ
ラ
ト
ー
ン
も
住
居
を
与
え
ら
れ
て
お
（
リ
こ
の

上
に
あ
る
天
国
へ
の
道
た
る
「
浄
罪
界
（
プ
ル
ガ
ト
リ
オ
）
」
に
さ
え
一
歩
も
古
典

ギ
リ
シ
ア
人
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
が
召

喚
さ
れ
た
意
義
は
、
既
成
の
こ
の
よ
う
な
中
世
風
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
選
民
意
識
を

木
端
微
塵
に
粉
砕
し
、
こ
の
西
欧
選
民
意
識
に
安
住
し
た
キ
リ
ス
ト
者
を
新
た
に
敬

虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
（
レ
オ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵
へ
と
促
す
点
に
見
て
取
れ

る
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
救
済
は
「
機
械
仕
掛
け
の
神
（
デ
ウ
ス
ー
エ
ク
ス
ー
マ
キ
ー

ナ
）
」
の
如
き
姿
で
現
わ
れ
ず
、
「
形
而
上
の
あ
の
世
で
の
心
の
慰
め
」
の
安
逸
は
、

西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
時
空
に
は
何
処
に
も
無
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
至
福
（
べ
’
ア
ー

テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
は
あ
く
ま
で
、
「
あ
ら
ゆ
る
天
上
の
神
々
の
住
居
」
た
る
「
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
側
に
し
か
無
く
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
は
自
ら
の
意
識
の
奥
底
に

始
め
て
開
か
れ
る
祈
り
の
淵
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
ェ
）

か
ら
、
こ
の
「
至
福
な
。
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
に
向
か

い
、
叫
び
の
産
声
を
あ
げ
る
以
外
に
術
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
お
お
如
何
に
私
か
叫
ん
だ
壮
４
　
て
、
わ
が
声
音
が
一
体
ド

　
　
序
列
な
す
天
使
の
住
ま
う
何
処
で
聴
き
届
け
ら
れ
よ
う
か
？

　
　
（
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
」
九
こ
一
年
、
第
一
句
―
第
二
句
）

詩
入
り
ル
ケ
（
一
八
七
五
年
－
一
九
二
六
年
）
の
悲
歌
に
お
け
る
か
く
超
絶
し
た
歌

声
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
と
と

も
に
、
西
欧
意
識
に
開
か
れ
る
慎
ま
し
く
謹
厳
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵

に
諧
調
（
ハ
ル
モ
ニ
ア
ー
）
な
し
て
見
事
に
木
霊
の
反
響
を
繰
り
返
す
と
言
え
よ

　
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
浄
罪
界
（
プ
ル
ガ
ト
リ
オ
）
な
す
道
は
、
古
典
神

五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
（
〔
二
〕
㈲
）
に
相
応
し
い
西
欧
キ
リ

ス
ト
者
の
魂
の
夜
に
お
け
る
悲
劇
誕
生
（
デ
ィ
ー
ゲ
ブ
ル
ト
ー
デ
ア
ー
ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ

エ
）
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
新
生
な
す
悲
劇
誕
生
の
機
因
は
蓋
し
、
既
に
見
た
カ
ン

ト
ー
シ
ラ
ー
の
「
批
判
精
神
」
（
〔
一
〕
閤
ブ
に
端
緒
を
発
し
て
い
る
。
殊
に
こ
の
際
、

天
文
学
に
お
け
る
天
動
説
か
ら
地
動
説
へ
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
に
相
当
す
る

純
粋
理
性
批
判
（
〔
一
〕
閉
（
6
8
）
）
が
顧
慮
さ
れ
て
然
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即

ち
既
成
キ
リ
ス
ト
者
の
西
欧
意
識
が
し
か
と
根
を
張
っ
て
い
た
形
而
上
の
大
地
が

実
は
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
認
識
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
「
物
自
体
」

が
実
は
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
の
荘
厳
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
云
え

る
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
常
に
留
意
さ
れ
て
然
か
る
べ
き
は
、
私
達
が
正
に
こ
の
…
…

物
自
体
そ
の
も
の
を
、
た
と
え
認
識
で
き
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
考
え
得
る
必
然
が

あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
-
Ｓ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
二
版
、
一
七
八
七
年
、
序
文
）

。
神
性
が
既
成
キ
リ
ス
ト
者
の
西
欧
意
識
の
根
付
く
大
地
に
安
逸
に
保
証
さ
れ
得
ぬ
か

わ
り
に
、
む
し
ろ
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
か
ら
離
れ
た
星
辰
の
暗
い
過
去
の
彼
方
に

見
い
出
さ
れ
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
と
云
う
「
物
自
体
（
デ
ィ
ン
グ
ー
ア
ン
ー

ズ
ィ
ヒ
）
」
に
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
）
さ
れ
る
と
な
る
と
、
こ
の
光
明
を
「
た

と
え
認
識
で
き
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
考
え
得
る
必
然
が
あ
る
と
言
う
こ
と
」

（
註
（
7
7
）
）
が
で
き
よ
う
。
此
所
か
ら
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
に
見
ら
れ
た
詩

人
の
叫
ぶ
歌
声
’
（
註
（
7
6
）
）
が
聞
こ
え
る
。
そ
し
て
正
に
こ
の
叫
ぶ
歌
声
の
時
空
が
、

実
は
「
悲
歌
」
（
一
九
二
一
年
以
降
）
成
立
の
ほ
ぼ
一
世
紀
前
に
既
に
、
思
想
詩

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
二
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
に
お
け
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
（
第
五
五
句
・
）
の
召
喚
と
と
も
に
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ
を
と
も
な
い
高
ら
か

に
奏
で
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
意
味
深
長
な
こ
の
調
べ
は
久
し
く
実
に
一
世
紀

以
上
近
代
ド
イ
ツ
文
化
の
至
宝
と
し
て
静
か
に
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
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の
荘
厳
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
は
「
根
源
現
象

　
（
グ
ル
ン
ト
ー
ウ
ン
ト
ー
ウ
ア
フ
ェ
ノ
メ
ー
ン
）
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
0
）
）
と
し
て
、

　
経
験
（
エ
ア
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
に
お
い
て
直
観
（
ア
ン
シ
ュ
ウ
エ
ン
）
さ
れ
大
団
円

　
を
迎
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
そ
れ
は
経
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
理
念
（
イ
デ
ー
）
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
『
』
倒
・
（
2
1
）
、
・
〔
三
〕
ｍ
（
7
1
）
）

　
シ
。
ラ
ー
の
こ
の
発
言
は
此
所
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
～
に
正
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の

ｙ
脈
絡
で
は
更
に
、
「
純
粋
理
性
批
判
」
に
お
け
る
空
間
（
。
ラ
ウ
ム
。
）
。
論
を
締
め
括
る
、
。

次
の
「
批
判
的
注
意
（
エ
″
イ
ン
ネ
ル
ン
グ
）
」
が
喚
起
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
ｆ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
ｊ
ｆ
　
ｔ
　
　
Φ

そ
れ
は
Ｉ
空
間
表
象
に
よ
っ
て
直
観
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
決
し
て
物
自
体
で
は

な
い
、
ま
た
空
間
は
物
の
形
式
Ｉ
換
言
す
れ
ば
、
物
に
い
わ
ば
そ
れ
自
体
固
有
で
あ
る

よ
う
な
形
式
で
は
な
い
、
つ
ま
り
対
象
自
体
は
、
我
々
に
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
て
、
我
々
が
外
的
対
象
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
我
々
の
感
性
の
単
な
る
表
象

に
ほ
か
な
ら
な
い
、
そ
し
て
こ
の
感
性
の
形
式
が
即
ち
空
間
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
空
間
と
い
う
形
式
の
真
の
相
関
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
物
自
体
は
、
こ
の
形
式
に
よ
っ
て

は
ま
っ
た
く
認
識
せ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
認
識
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
も
な
い
、
従
っ
て
物

自
体
は
ヽ
経
験
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
劫
句
。

　
　
　
　
　
｛
先
験
的
原
理
論
、
第
｝
部
門
　
先
験
的
感
性
論
、
第
一
節
　
空
間
論
）

「
経
験
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
い
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
至
福
な
る

ギ
リ
シ
ア
」
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
歴
史
（
ゲ
シ
ヒ
テ
）
意
識
に
「
偉
大
な
る
運
命

（
ゲ
シ
ッ
ク
）
」
（
第
六
二
句
）
と
し
て
重
く
伸
し
掛
か
る
。
こ
の
よ
う
な
熾
烈
な
る

西
欧
精
神
史
の
時
空
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
中
央
部
（
第
四
節
―
第
六
節
）

に
開
か
れ
、
カ
ン
ト
が
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
一
版
の
序
文
（
一
七
八
一
年
）
で
語

り
出
だ
し
た
「
果
て
し
な
い
無
限
の
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
形
而
上
学
と
云
う
戦

場
＾
カ
ム
デ
フ
゜
プ
ラ
監
7
7
9
ご
が
、
換
言
す
れ
ば
既
に
示
し
た
「
存
在
と
時
間
」

　
　
（
一
九
二
七
年
）
の
序
論
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
焦
眉
の
急
と
し
た
「
新
た
に
燃
え
上
が

　
　
る
実
有
（
ウ
ー
シ
ア
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ
ン
ト
マ
キ
ア
ー
）
」
（
〔
二
〕

　
　
㈲
（
駝
）
）
が
火
蓋
を
切
り
、
「
存
在
（
ザ
イ
ン
）
へ
の
問
を
明
確
に
繰
り
返
す
必

　
　
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
」
．
（
〔
二
〕
即
（
認
）
）
の
鋭
い
眼
光
が
、
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ

　
　
ス
）
な
る
パ
ラ
ス
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
の
飼
眼
（
〔
二
〕
剛
（
貿
）
）
の
如
き
厳
粛
な

　
　
視
線
を
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
向
け
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ

　
　
タ
ー
ス
）
」
を
問
う
こ
と
こ
そ
、
「
実
有
¨
（
ウ
ー
シ
ア
）
に
関
す
る
存
在
（
ザ
イ
ン
）

　
　
へ
む
町
」
の
生
々
し
い
『
修
羅
場
を
軋
り
広
ザ
る
現
実
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
・

　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
Ｆ
　
－
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

＼
　
こ
の
よ
う
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
、
ｆ
カ
ン
ト
風
「
物
自
体
」
．
の
秘
蔵
，
（
フ
ｆ

　
　
　
ー
　
￥
　
　
　
１
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
｀
　
　
　
Ｉ

　
　
‐
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
な
す
重
厚
な
基
調
、
（
グ
ル
ク
ト
・
手
－
ン
ブ
に
お
い
て
掴
む

，
丁
と
、
そ
の
，
「
至
福
ト
は
西
欧
牛
リ
ス
ト
者
に
と
り
自
明
の
神
性
な
す
「
根
源
現
象
」
ｊ



「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
と
の
相
互
対
話
を
な
す
。
こ
の
生
死
の
選
追
を
「
ド
ゥ
イ
ー

ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
（
一
九
こ
一
年
）
で
今
世
紀
の
詩
人
リ
ル
ケ
は
言
葉
巧
み
に
次

の
よ
う
に
言
い
中
て
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
究
竟
か
の
者
た
ち
は
、
も
は
や
私
達
を
一
切
求
め
な
く
な
る
の
だ
、
あ
の
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
の
者
た
ち
は
、

　
　
　
　
　
　
　
死
者
は
こ
の
世
の
習
か
ら
穏
や
か
に
解
離
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
子

　
　
　
　
　
　
　
和
ら
か
に
母
の
乳
房
か
ら
離
れ
生
い
育
つ
に
似
て
い
る
。
だ
が
私
た
ち
生
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
か
く
も
威
容
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
神
秘
（
ゲ
ハ
イ
ム
ニ
ス
）
を
求
め
、
こ
の
荘
厳
な
る
悲
哀
か
ら
、
か
く
も
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
な
る

　
　
九
〇
　
　
　
至
福
へ
の
歩
み
を
辿
る
の
だ
。
―
こ
の
私
達
が
果
し
て
死
者
な
し
で
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ゆ
け
よ
う
翫
7
8
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
第
八
六
句
－
第
九
〇
句
）

生
者
の
死
圏
へ
の
不
可
避
の
依
存
関
係
が
此
所
に
見
事
に
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
。
畢

竟
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
と
は
、
「
威
容
な
る
神
秘
（
ゲ
ハ
イ
ム
ニ
ス
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
ｓ
χ

を
求
め
る
生
者
に
必
定
の
問
で
あ
り
、
こ
の
問
を
立
て
る
生
け
る
魂
の
夜
（
ゼ
ー
レ

ン
ー
ナ
ハ
ト
）
に
向
か
い
、
死
圏
な
す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
日
（
ダ
ー
ク
）
」
’

（
〔
二
〕
剛
（
1
0
5
）
）
が
「
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
」
で
力
強
く
働
き

か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
熾
烈
な
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き
英
霊
ギ
リ
シ

ア
の
雄
姿
を
前
に
し
て
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
敬
虔
な
る
意
識
は
、
畏
怖
と
荘
厳

（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
す
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵
に
立

ち
、
崇
高
美
な
す
こ
の
死
圏
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
厳
粛
に
身
構
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
崇
高
な
る
神
々
に
嘉
せ
ら
れ
ぬ
も
の
は
何
で
あ
れ
、
光
明
に
眼
差
し
を
向
け
る
を
許
さ
れ

　
　
　
　
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

　
　
　
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
を
眼
前
に
し
て
、
覇
気
を
欠
く
も
の
は
相
応
し
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
九
三
句
１
第
九
四
句
）

七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

　
　
剛
　
古
典
古
代
理
念
追
求

　
　
私
達
が
偉
大
と
な
る
唯
一
の
道
、
実
際
も
し
出
来
る
こ
と
な
ら
、
他
者
の
追
雛
（
ナ
。
ハ

　
　
ア
ー
ム
ン
グ
）
を
許
さ
ぬ
存
在
と
な
る
唯
一
の
道
は
、
古
典
古
代
を
模
倣
（
ナ
ッ
ハ
ア
ー

　
　
ム
ン
グ
゛
す
る
こ
と
で
あ
が
♂

　
　
　
（
「
絵
画
と
彫
刻
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
芸
術
作
品
模
倣
論
」
　
一
七
五
五
年
）

　
十
八
世
紀
半
ば
過
ぎ
に
名
高
い
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
模
倣
論
」
で
、
こ
の
よ
う
に
美

術
史
家
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
（
一
七
一
七
年
－
六
八
年
）
が
古
典
古
代
へ
の
道
標
を
打

ち
立
て
た
こ
と
に
よ
り
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
理
念
追
求
（
イ

デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
成
程
古
典
古
代
は
一
部
の
識

者
の
教
養
財
と
し
て
、
或
い
は
豪
邸
の
庭
園
の
そ
こ
此
所
に
配
置
さ
れ
た
彫
塑
と
し

て
、
幾
多
の
姿
を
取
り
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
世
界
を
飾
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
数

多
く
の
絢
爛
豪
華
な
富
の
一
部
を
形
造
る
に
過
ぎ
ず
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
が

古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
止
み
難
き
依
存
関
係
へ
と
凝
集
し
、
こ
こ
か
ら
現
存
の
「
至
福

（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
探
求
が
焦
眉
の
急
と
し
て
追
求
さ
れ
る
に
は
、
正
に
こ

の
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
模
倣
論
」
の
筆
力
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
も
は
や
古
典
古
代
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
「
詩
学
」
の
規
範
だ
と
か
、
エ
ウ

リ
ー
ピ
デ
ー
ス
の
戯
曲
に
あ
ら
わ
れ
た
微
妙
な
表
現
上
の
作
法
に
拘
泥
す
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
そ
の
本
質
か
ら
問
わ
れ
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
は
真
正
面
か
ら
古
典
ギ
リ

シ
ア
と
向
き
あ
い
つ
つ
、
自
己
の
現
存
の
根
本
問
題
を
古
典
へ
の
問
い
に
投
入
す
る

の
で
あ
る
。
余
断
な
き
こ
の
現
存
探
求
の
修
羅
場
、
か
く
「
新
た
に
燃
え
上
が
る

実
有
（
ウ
ー
シ
ア
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ
ン
ト
マ
キ
ア
ー
）
」
（
〔
二
〕
閤

（
5
2
）
）
の
只
中
で
は
、
古
典
学
者
の
博
識
が
単
な
る
知
的
遊
戯
衝
動
へ
と
安
直
な

傾
斜
を
示
さ
ぬ
よ
う
、
絶
え
ず
求
道
者
の
直
向
な
問
い
か
け
が
見
張
う
て
い
る
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
模
倣
論
」
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
が
見
詰
め



八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
｛
｝
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

る
古
代
芸
術
の
白
眉
は
、
「
高
貴
な
る
単
純
と
静
か
な
偉
大
」
な
す
典
雅
沈
静
の
美

で
あ
っ
た
。

　
　
高
貴
な
る
単
純
と
静
か
な
偉
大
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
そ
れ
は
同
時
に
古
代
ギ
リ
シ
ア

　
　
最
盛
期
の
諸
著
作
に
備
わ
る
真
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
学
派
の
諸
著

　
　
作
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
特
質
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
の
よ
う
な
卓
越
し
た
偉
大
を
形
造
る
。
実

　
　
は
古
代
人
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
自
身
も
こ
の
自
ら
の
偉
大
に
達
し
た

　
　
の
で
あ
る
。
Ｉ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

此
所
に
云
テ
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
学
派
の
諸
著
作
」
＼
の
筆
頭
な
す
雄
渾
な
る
ア
ン
テ
ィ

カ
散
文
は
～
何
に
こ
り
プ
ラ
ト
ー
ー
ｙ
・
・
の
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
対
話
篇
で
あ
ろ
う
。
～
つ
ま
ね

　
　
　
　
ｄ
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

古
典
ギ
リ
シ
ア
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
世
界
が
ソ
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
学
知

｛
ロ
ゴ
ス
｝
の
明
鏡
へ
と
静
ま
り
ゆ
く
Ｉ
叡
知
界
が
ダ
イ
ア
ゲ
ル
マ
ン
拓
は
、
典
雅
沈

静
な
す
古
典
美
の
殿
堂
と
し
て
映
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
ぐ
此
所
で
、
西
欧
キ

リ
ス
ト
者
が
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
へ
の
問
い
で
自
然
と
辿
り
着
く
知

恵
（
ソ
ピ
ア
ー
）
な
す
神
言
｀
（
ロ
ゴ
ス
）
の
権
化
キ
リ
ス
ト
が
問
わ
れ
て
も
不
思
議

で
は
あ
る
ま
い
。
著
作
の
上
で
言
葉
の
表
面
に
は
現
わ
れ
て
来
な
い
の
で
あ
る
が
、

　
　
最
盛
期
」
の
証
左
と
看
傲
す
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
観
点
に
対
し
て
は
、
後
世
ニ
ー
チ
ェ

　
　
が
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
一
八
七
二
年
）
に
お
い
て
鋭
い
批
判
の
刃
を
向
け
て
い
る
。

　
　
確
か
に
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
の
み
関
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
を
考
量
す
れ
ば
、
ア
リ
ス

　
　
ト
テ
レ
ー
ス
や
プ
ラ
ト
ー
ン
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
や
ア
イ
ス
キ
ュ

　
　
ロ
ス
の
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ズ
）
が
太
刀
打
ち
出
来
る
わ
け
が
無
い
。
実
際
少
な
く
と

　
　
も
後
世
キ
リ
ス
ト
教
父
は
、
こ
の
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
よ
り
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
ヘ

　
　
の
傾
斜
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
に
、
古
典
ギ
リ
シ
．
ア
を
も
凌
ぐ
キ
リ
ヌ
争
教
西
欧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
♂
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
ｓ
　
ー
　
中
丿

　
士
活
路
を
見
い
出
し
た
。

‘
か
く
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
．
「
ね
た
む
神
」
（
〔
一
こ
闇

　
　
　
（
む
）
）
が
古
典
ギ
，
ー
ク
ァ
の
ォ
リ
ュ
ペ
ポ
λ
の
神
か
を
偶
像
と
し
て
破
壊
し
て
ゆ

　
　
　
メ
暴
虐
行
為
が
正
当
化
さ
れ
る
下
地
が
整
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
之

大
」
が
、
古
典
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
二
〕
㈲
）
と
好
対
称
を

な
し
て
念
頭
に
浮
か
ぶ
な
ら
ば
、
こ
の
熾
烈
な
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き

オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
界
に
悠
然
と
立
ち
開
か
っ
た
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
ー
プ
ラ
ト
ー
ン

の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
こ
そ
が
、
世
界
に
宥
和
の
調
べ
な
す
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
の
権
化

キ
リ
ス
ト
ヘ
の
道
と
し
て
、
古
典
美
の
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
る
理
由
が
判
然
と
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
典
雅
沈
静
の
美
な
す
プ
ラ
ト
ー
ン
に
よ
る
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー

ス
対
話
篇
を
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
は
「
ギ
リ
シ
、
ア
最
盛
（
ベ
ス
ト
）
期
」
の
証
左
と

看
倣
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
古
典
美
に
こ
そ
参
学
推
参
し
て
不
抜
の
精
神
を
獲
ん
と

企
て
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
学
派
の
諸
著
作
」
を
「
ギ
リ
シ
ア



ス
）
の
雄
姿
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
努
力
は
あ
た
か
な
「
蛮
地
タ
ウ

リ
ス
か
ら
ゲ
ー
テ
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
が
、
海
の
彼
方
の
故
国
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
向
け

た
あ
の
憧
憬
の
眼
差
し
以
上
に
は
達
し
な
か
っ
た
」
（
〔
こ
・
閉
（
6
2
）
）
と
‘
表
一
現
さ

れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
古
典
美
を
「
模
倣
（
ナ
ッ
ハ
ア
ー
ム
ン

グ
）
」
（
註
（
8
3
）
）
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
「
他
者
の
追
縦
を
許
さ
ぬ
、
つ
ま
り
他

人
に
模
倣
な
ど
出
来
ぬ
」
唯
一
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
成
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

と
言
う
こ
と
は
、
他
者
の
追
雛
を
許
さ
ぬ
古
典
美
そ
の
も
の
に
自
ら
成
る
と
云
う
こ

と
で
あ
る
。
か
く
し
て
古
典
美
そ
の
も
の
が
、
あ
た
か
も
「
物
自
体
」
（
〔
二
〕
圓

（
7
7
）
）
と
し
て
絶
対
存
在
と
し
て
実
在
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
詩
人
ゲ
ー

テ
の
術
語
で
換
言
す
れ
ば
、
経
験
に
お
い
て
直
観
可
能
な
「
根
源
現
象
」
（
〔
一
〕
閣

（
2
0
）
）
と
し
て
古
典
の
本
質
が
直
知
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
〔
一
〕
㈲
（
2
8
）
）
が
、
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
（
〔
二
〕

圓
（
7
8
）
）
で
以
て
鋭
い
吟
味
脊
加
え
る
’
。

古
典
古
代
と
は
未
来
と
過
去
と
の
同
時
の
産
物
で
あ
る
。
Ｉ
ゲ
ー
テ
は
自
然
（
ナ
ー

ト
ゥ
ー
ラ
）
を
も
一
種
の
（
博
物
学
風
）
古
典
古
代
と
し
て
観
察
（
ベ
ト
ラ
ハ
テ
ン
）
す

る
。
ド
レ
古
典
古
代
の
性
格
（
を
記
述
描
写
し
）
－
例
の
寸
鉄
詩
（
エ
ピ
グ
ラ
ム
）
だ
。

－
引
古
典
古
代
は
或
る
別
世
界
か
ら
来
る
Ｉ
そ
れ
は
あ
た
か
も
天
か
ら
降
っ
て
湧
い
た

の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
「
断
章
」
　
一
七
九
八
年
－
九
九
年
）

も
し
「
模
倣
」
の
た
め
の
原
形
な
い
し
原
像
た
る
「
根
源
現
象
」
と
し
て
古
典
古
代

を
実
在
化
し
絶
対
存
在
と
し
て
把
え
る
と
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」

の
如
き
認
識
喜
劇
の
大
団
円
に
終
っ
て
し
ま
う
と
ノ
ヴ
″
－
リ
ス
は
見
て
取
る
。
事

態
は
そ
の
よ
う
な
安
逸
な
結
末
を
招
か
ず
、
む
し
ろ
「
未
来
と
過
去
」
と
が
真
剣
な

対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
な
す
人
知
の
修
羅
場
に
お
い
て
始
め
て
古
典
古
代

（
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
）
。
と
言
え
る
も
の
が
問
わ
れ
得
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

　
故
に
問
の
場
に
「
未
来
と
過
去
と
の
同
時
の
産
物
」
（
註
、
（
8
5
）
）
。
と
し
て
古
典

古
代
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
世
の
価
値
評
価
や
意
味
づ
け
を
抜

き
に
し
て
絶
対
な
る
自
己
の
閉
鎖
性
へ
と
古
典
古
代
が
居
直
る
こ
と
な
く
、
。
生
死
の

対
話
（
〔
二
〕
圓
（
8
1
）
）
と
し
て
昔
今
の
選
遁
の
場
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
対
話
に
よ
り
。
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
古
典
古
代
は
ま
ず
「
物
自
体
」
の
秘

蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
の
荘
厳
に
住
ま
う
。
だ
が
そ
れ
は
晴
が
ま
し
く

「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
と
し
て
現
わ
れ
る
か
わ
り
に
、
死
圏
な
ず
過
去
と
し
て
現
在

の
生
者
に
働
き
か
け
、
「
生
者
は
、
か
く
も
威
容
な
る
神
秘
（
ゲ
ハ
イ
ム
ニ
ス
）
を

求
め
、
こ
の
荘
厳
な
る
悲
哀
か
ら
、
か
く
も
度
重
な
る
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）

へ
の
歩
み
を
辿
る
」
（
〔
二
〕
叩
（
8
1
）
）
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
古
典
古
代
は
カ
ン

ト
ー
シ
ラ
ー
の
言
う
「
理
念
（
イ
デ
ー
）
」
（
〔
三
〕
剛
（
7
1
）
）
と
し
て
樹
立
さ
れ
、

現
在
キ
～
ｙ
ス
ト
者
が
無
限
な
る
未
来
に
向
か
い
。
理
念
追
求
（
イ
デ
＾
一
¨
「
ス
ム
ス
」
す

べ
き
生
け
る
「
過
去
の
神
性
（
フ
ェ
ア
ガ
ン
グ
ン
ー
ゲ
ッ
ト
リ
ヘ
ス
）
」
（
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
」
第
一
〇
〇
句
）
が
甦
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
生
き
た
昨
今
の
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ケ
テ
ィ
ケ
ー
）
を
ノ
ヴ
″
Ｉ
リ
ス
も
「
断

章
」
（
一
七
九
八
年
）
で
次
の
よ
う
に
言
明
し
て
い
る
。

古
典
文
学
は
古
代
芸
術
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
達
に
も
と
も
と
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

－
そ
れ
は
本
来
手
も
と
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
－
そ
う
で
は
な
く
て
古
典
は
私
達

に
よ
り
始
め
て
も
た
ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
苦
闘
す
る
精
神
豊
か
な
古
代
研
究
に
よ
り

始
め
て
、
古
典
文
学
と
言
え
る
も
の
が
私
達
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
に
誕
生

し
た
古
典
は
ヽ
。
・
古
代
人
自
身
が
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
抑
・

確
か
に
、
死
圏
「
至
福
な
る
～
Ｉ
シ
ア
」
を
息
づ
か
せ
る
の
は
、
「
威
容
な
る
神
秘

（
ゲ
ハ
イ
ム
ニ
ス
）
を
求
め
、
こ
の
荘
厳
な
る
悲
哀
か
ら
、
か
く
も
度
重
な
る
至
福

（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
ぺ
の
歩
み
を
辿
る
生
者
」
（
〔
二
〕
圓
（
8
1
）
）
た
る
西
欧

キ
リ
ス
ト
者
の
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
の
基
底
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ

グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
な
の
で
あ
り
、
こ
の
西
欧
意
識
に
開
け
る
魂
の
夜
（
ゼ
ー



－

○

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
Ｓ
Ｓ

レ
ン
ー
ナ
ハ
ト
）
に
お
い
て
始
め
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
日
昼
（
ダ
ー
ク
）

の
光
明
が
、
濃
淡
細
や
か
な
明
暗
に
色
彩
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
既
に
示
し
た
カ
ミ
ュ
の
「
真
昼
の
思
想
」
（
〔
二
〕
（
１
）
）
で
語
れ
ば
こ
う
表
現

で
き
る
。

　
　
　
西
欧
の
夜
の
只
中
で
、
日
輪
に
輝
く
思
想
が
曙
光
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

こ
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
牛
リ
ス
ー
ト
教
西
欧
と
の
拓
と
８
　
一
と
の
相
互
対
話
（
デ
ィ
ア
レ

ク
テ
ィ
ケ
ー
）
は
蓋
し
、
’
こ
の
相
克
矛
盾
す
る
両
者
の
桔
抗
に
よ
り
二
律
背
反
な
す

　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
ｒ
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
ｉ
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
゛
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

明
暗
が
不
可
分
の
表
裏
一
体
と
な
る
所
に
成
立
す
る
。
。
こ
の
脈
絡
を
更
に
カ
ミ
ュ
は

次
の
よ
う
に
語
り
出
だ
じ
て
い
た
。
”
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
゛
　
“
　
。
｀
　
’
　
　
　
゛
‘
　
　
’
　
　
　
　
－
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
　
　
　
・
・

　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ー
　
　
ー
ａ
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｋ
　
Ｉ

　
　
　
・
西
欧
は
常
に
真
昼
と
真
夜
中
と
の
間
の
。
闘
争
を
繰
り
返
し
た
。
西
欧
が
堕
落
し
た
の
ば
、
。

　
　
　
　
　
　
　
４
″
　
　
・
Ｉ

　
　
　
夜
で
昼
を
陰
蔽
し
て
、
こ
の
闘
争
を
空
漠
化
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
″
『
　
　
　
　
一

「
夜
で
昼
を
陰
蔽
し
て
、
こ
の
闘
争
を
空
漠
化
さ
せ
た
」
と
は
例
え
ば
、
先
の
ヴ
ィ

ン
ケ
ル
マ
ン
の
場
合
の
よ
う
に
、
古
典
美
探
求
に
お
い
て
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
か

ら
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
へ
の
傾
斜
を
の
み
取
り
出
し
「
模
倣
（
ナ
。
ハ
ア
ー
ム
ン
グ
）
」

（
註
（
8
3
）
）
の
対
象
と
し
た
経
緯
に
見
い
出
さ
れ
得
よ
う
。
む
し
ろ
、
そ
こ
に
云

う
「
高
貴
な
る
単
純
と
静
か
な
偉
大
」
（
註
（
8
4
）
）
な
す
「
濃
密
な
る
造
形
へ
と

結
晶
」
（
〔
二
〕
㈲
（
2
5
）
）
し
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
崇
高
美
の
「
充
足
し
た
外
面
」
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
内
面
の
充
溢
を
も
現
わ
す
「
生
け
る
静
謐
・
（
レ
ベ
ン

デ
ィ
ゲ
ー
ル
ー
エ
）
」
（
〔
こ
恋
（
1
7
）
）
を
見
据
え
、
そ
こ
に
「
生
け
。
る
自
然
が

今
や
甲
冑
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、
し
て
至
高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基

底
な
す
深
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）
に
至
る
ま
で
水
底
深
く
、
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ

ス
）
に
則
り
、
神
聖
な
る
温
沌
（
カ
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、
新
た
な
る
霊
感
乞
削
ぴ

掴
む
」
（
〔
二
〕
閣
（
2
3
）
）
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
・
・
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
（
〔
二
〕
㈲

（
3
3
）
）
へ
と
心
を
開
く
こ
と
が
肝
要
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
実
に
、
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
を
真
摯
に
受
け
継

い
だ
と
思
わ
れ
る
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
「
断
章
」
（
一
七
九
八
年
－
九
九
年
）
や
思

想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。
殊

に
思
想
詩
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
け
る
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」

の
轟
く
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
に

お
い
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
像
が
、
厳
粛
な
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
敬
虔
な
る
祈
り
（
レ

リ
ギ
オ
ー
）
の
基
底
が
ら
濃
密
な
る
造
形
結
晶
へ
と
鋳
直
さ
れ
、
典
雅
沈
静
な
る

「
最
高
の
休
止
（
ル
ー
エ
）
こ
の
’
・
み
Ｉ
方
ら
ず
同
時
に
「
最
高
の
活
動
（
ベ
ヴ
ェ
ト
グ

ン
グ
）
」
（
・
〔
二
〕
’
悶
（
1
3
）
）
≒
な
す
「
生
け
る
静
謐
」
た
る
～
至
高
の
極
致
の
明
鏡

へ
と
映
し
出
さ
れ
」
（
〔
一
〕
順
’
（
1
8
）
）
た
の
で
あ
る
。
だ
が
尚
こ
の
よ
う
な
成
果

へ
と
、
時
代
が
直
ち
に
眼
差
を
向
け
た
わ
廿
で
は
な
い
。
　
ｊ

　
　
と
こ
ろ
で
、
近
頃
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
念
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
‘

　
　
生
活
で
な
し
う
る
一
つ
の
見
解
を
述
べ
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

　
　
ど
ん
な
学
者
も
、
カ
ン
ト
に
始
ま
る
あ
の
偉
大
な
哲
学
の
動
き
を
し
り
ぞ
け
、
こ
れ
に
抵

　
　
抗
し
、
こ
れ
を
軽
ん
じ
た
り
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
真

　
　
の
古
代
研
究
家
は
別
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
そ
の
研
究
が
独
特
で
あ
る
た
め
、
他
の
誰
よ
り

　
　
も
格
別
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
…
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
も
こ
の
幸
運
を
得
た

　
　
が
、
そ
の
際
、
造
形
芸
術
と
実
生
活
と
が
相
共
に
大
い
に
彼
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
も
と

　
　
よ
り
で
あ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
　
一
八
〇
五
年
）

辛
く
も
ゲ
ー
テ
が
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
と
と
も
に
最
後
の
避
難
所
と
考
え
た
古
典
古
代

の
「
静
か
な
」
牙
城
は
、
既
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
と
と
も
に
、
十
八
、

十
九
世
紀
の
転
換
点
に
お
い
て
実
は
玉
砕
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
既
に

一
八
〇
一
年
、
ノ
ヴ
″
Ｉ
リ
ス
は
三
十
歳
に
達
す
る
一
歩
手
前
で
早
世
し
、
一
八
〇

四
年
に
カ
ン
ト
、
一
八
〇
五
年
に
シ
ラ
ー
が
世
を
去
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
も
狂
気
の

後
半
生
（
一
八
〇
七
年
－
四
三
年
）
へ
の
一
歩
手
前
で
世
に
埋
も
れ
て
い
た
。
む
し

ろ
「
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
」
（
一
八
〇
五
年
）
に
お
け
る
右
記
の
ゲ
ー
テ
の
発
言
の
方



が
、
衆
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
例
の
博

物
学
者
風
（
〔
一
〕
閣
（
2
4
）
）
の
自
然
観
察
の
視
点
か
ら
ゲ
ー
テ
は
古
典
古
代
を

も
「
根
源
現
象
（
ウ
ア
フ
ェ
ノ
メ
ー
ン
）
」
と
し
て
掴
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

先
に
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
言
う
通
り
、
「
ゲ
ー
テ
は
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
）
を
も
一

種
の
古
典
古
代
と
し
て
観
察
（
ベ
ト
ラ
ハ
テ
ン
）
、
す
る
」
（
註
（
8
5
）
）
の
み
な
ら

ず
、
古
典
古
代
探
求
も
ゲ
ー
テ
に
あ
っ
て
は
一
種
の
博
物
学
者
風
自
然
観
察
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
に
博
物
学
標
本

の
よ
う
に
多
彩
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
古
典
知
識
の
宝
庫
が
実
に
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
七
こ
ろ
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
体
験
の
初
期
の
基
調
は
、
既
に
見

た
詩
歌
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
守
護
神
に
寄
せ
る
讃
歌
」
（
一
七
九
〇
年
）
に
お
け
る

表
現
「
陶
然
（
ト
ル
ン
ケ
ン
）
た
る
マ
イ
オ
ー
ン
の
子
（
ホ
メ
ー
ロ
ス
。
）
」
（
〔
二
〕

間
（
5
4
）
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
感
激
に
溢
れ
霊
感
の
高
揚
に
身
を
委
ね
た
疾

風
怒
濤
の
浪
漫
情
緒
で
あ
っ
た
。
故
に
詩
人
の
課
題
は
ま
ず
冷
静
な
る
沈
思
へ
と
目

覚
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
。
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

ｊ
深
沈
す
る
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
ハ
イ
ト
）
が
君
を
去
る
と
こ
ろ
が
、
君
の
霊
感
の
高
揚

（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
）
の
限
界
な
の
だ
。
…
…
深
み
へ
と
落
ち
込
む
と
同
様
。
に
、
高
み

へ
と
落
ち
こ
む
こ
と
も
有
リ
得
る
。
深
み
へ
と
落
ち
込
ま
ぬ
よ
う
に
柔
軟
性
あ
る
精
神
が
、

高
み
へ
と
落
ち
込
ま
ぬ
よ
う
に
覚
醒
し
沈
深
す
る
思
念
（
ベ
ズ
ィ
ヌ
ン
グ
）
に
宿
る
重
力

が
妨
げ
抑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
省
察
」
一
七
九
九
年
）

此
所
に
は
既
に
、
後
に
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
（
一
八
〇
四
年
）
第
一
章

で
論
究
さ
れ
る
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
へ
の
眼
差
し
が
見
て
取
れ

る
。
こ
の
「
平
衡
」
と
は
、
「
一
つ
の
感
性
体
系
で
あ
る
人
間
存
在
全
体
が
自
然
の

威
力
（
エ
レ
メ
ン
ト
ブ
の
影
響
下
で
自
己
展
開
す
る
様
式
’
の
計
測
（
カ
ル
キ
ュ
ル
）

法
則
＾
ゲ
ゼ
ッ
（
河
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
現
存
全
体
が
生
け
び
飢
が
＾
ナ
ト

ー
　
一
　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
）
の
有
り
の
ま
ま
の
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
に
自

己
意
識
を
開
き
、
俗
に
閉
じ
た
分
別
知
性
の
「
冷
た
き
逆
説
（
パ
ラ
ド
ク
サ
）
思
考
」

と
そ
の
裏
に
過
ぎ
ぬ
。
「
燃
え
る
感
激
（
ア
フ
エ
ー
ク
ト
）
」
（
〔
二
〕
閤
（
5
0
）
）
へ
と

解
消
す
る
こ
と
な
く
、
「
陶
酔
（
ラ
ウ
シ
ュ
）
と
同
様
に
冷
た
さ
（
フ
ロ
ス
ト
）
」

（
〔
二
〕
倒
（
5
3
）
）
を
も
慎
戒
し
、
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ

オ
ー
）
の
基
底
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
に
お
い
て
、
「
明
鏡
の
水
面
か

ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
を
し
か
と
飲
み
ほ
す
」
の
で

あ
る
。

－
五

二
〇

　
　
　
　
　
そ
し
て
緑
濃
き
木
蔭
に
深
く
坐
し
、

ま
た
頭
の
上
で
微
風
に
楡
の
木
立
ち
が
戦
ぐ
と
、

涼
し
く
息
吹
く
小
川
に
佇
ず
み
ド
イ
ツ
の
詩
人
は

か
つ
歌
う
の
だ
、
も
し
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
の
水
を

し
か
と
飲
み
ほ
す
と
、
遠
い
彼
方
へ
と
静
聴
す
る
耳
を
そ
ば
だ
て
、

魂
の
歌
を
＾
歌
う
の
旅
び

（
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
、
第
一
五
句
―
第
二
〇
句
）

「
霊
感
の
高
揚
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
）
」
が
「
冷
た
い
逆
説
（
パ
ラ
ド
ク
サ
）
思

考
」
な
す
分
別
知
の
心
垢
た
る
皮
肉
で
曇
る
こ
と
無
き
。
「
明
鏡
の
水
面
」
へ
と
至
る

を
目
指
し
、
「
深
沈
す
る
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
ハ
イ
ト
）
」
が
「
思
念
（
ベ
ズ
ィ

ヌ
ン
グ
）
に
宿
る
重
力
（
シ
ュ
ヴ
ェ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
）
」
（
註
（
8
9
）
）
の
力
強
く
働

き
か
け
る
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
が
焦
眉
の
急
な
の
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
こ
泡
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
「
霊
感
」
と
「
覚
醒
」
の
「
平
衡
」

を
、
自
ら
問
い
を
立
て
る
古
典
古
代
の
芸
術
創
作
そ
の
も
の
の
中
に
も
見
い
出
し
、

一
八
〇
一
年
十
二
月
四
日
付
友
人
ベ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
宛
書
簡
で
、
「
イ
ー
リ
ア
ス
」

の
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
以
来
の
古
典
ギ
丿
シ
ア
芸
術
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

杢
米
民
族
に
固
有
な
も
の
は
、
文
化
形
式
の
進
展
に
お
い
て
常
に
民
族
の
長
所
た
る
を
失
っ

て
ゆ
く
。
だ
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が
聖
な
る
激
情
（
パ
ト
ス
）
に
不
得
手
な
の
は
、
こ



-

一

一

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
二
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

れ
が
ギ
リ
シ
ア
固
有
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
な
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が

ホ
メ
ー
ロ
ス
以
来
叙
述
の
才
に
長
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
途
方
も
な
‘
い
ギ
リ
シ
ア
人
ホ
メ
ー

ロ
ス
が
実
に
精
神
力
に
富
み
、
（
ギ
リ
シ
ア
よ
り
も
寒
冷
な
）
西
欧
風
ユ
ー
ツ
ー
女
神

の
冷
静
な
る
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
ハ
イ
ト
）
を
自
ら
の
（
熾
烈
な
る
日
輪
の
如
き
）
ポ

イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
国
家
の
た
め
に
奪
取
し
、
か
く
も
真
実
味
を
も
っ
て
こ
の
疎
遠
な

覚
醒
を
自
己
の
も
の
と
し
た
か
ら
な
の
Ｉ
リ
。

し
冊
に
所
謂
「
デ
ィ
オ
。
ニ
ュ
ド
ソ
ス
神
バ
。
コ
ス
の
陶
芦
（
ラ
ウ
シ

こ
こ
で
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
に
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
文
化
の

　
'
-

/ e
＾
＼

;

麿
に
所
謂
「
デ
ィ
オ
。
ニ
ュ
ド
ソ
ス
神
バ
。
コ
ス
の
陶
酔
「
ラ
ウ
シ
Ｊ
ご
」
が
あ
ふ
の
’

　
　
無
い
め
と
問
う
の
で
は
な
い
。
’
む
し
ろ
詩
人
の
関
心
は
例
の
「
詩
芸
術
の
最
高
蜂
」
‘

　
　
（
〔
二
〕
園
（
2
6
）
）
’
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ご
あ
。
の
若
き
日
の
論
文
・

～
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
に
お
げ
＆
美
し
い
諸
芸
術
の
歴
史
」
（
一
七
九
〇
年
）
が
目
指
’

　
。
し
た
「
詩
芸
術
の
最
高
峰
」
と
は
、
「
圧
縮
さ
れ
た
短
か
さ
の
中
に
、
叙
事
詩
の
造

　
　
形
と
悲
劇
の
激
情
（
パ
ト
ス
）
と
を
統
一
し
た
と
言
え
る
ほ
ど
の
無
比
の
も
の
」

　
　
（
〔
二
〕
園
（
2
6
）
）
た
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
抒
情
詩
の
精
華
ピ
ン
ダ
ロ
ス
の
祝
勝
歌
で

　
　
あ
っ
た
。
こ
の
「
濃
密
な
る
造
形
の
結
晶
」
（
〔
二
〕
園
（
2
5
）
）
へ
と
至
。
る
べ
く
、

　
　
「
霊
感
の
高
揚
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
）
」
と
「
深
沈
す
る
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン

　
　
バ
イ
ト
）
」
と
の
間
に
高
次
な
る
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
を
樹
立

　
　
す
る
こ
と
が
詩
人
の
目
標
で
あ
り
、
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
苦
闘
す
る
問
い
か
け

　
　
か
ら
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
な
す
「
（
日
輪
の
如
き
熾
烈
な
る
）
ポ
イ
ボ
ス
神
ア

　
　
ポ
ロ
ー
ン
国
家
」
に
固
有
の
「
聖
な
る
激
情
（
パ
ト
ス
）
」
が
語
ら
れ
、
そ
の
対
極

　
　
に
あ
る
「
西
欧
風
ユ
ー
ノ
ー
女
神
の
冷
静
な
る
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
ハ
イ
ト
）
」

　
　
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
り
わ
け
苦
闘
を
通
し
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
「
疎
遠
な
覚
醒
を
自
己

　
　
の
も
の
と
し
た
」
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
歌
の
始
祖
「
か
の
ホ
メ
ー
ロ
ス
風
の
沈
着
な
る

　
　
精
神
（
ガ
イ
ス
テ
ス
ー
ゲ
ー
ゲ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
）
で
あ
り
叙
述
の
才
」
（
註
（
9
2
）
）

　
　
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
乾
い
た
真
実
味
（
ト
ロ
ッ
ケ
ネ
ー
ヴ
ァ
ー
ル

　
　
ハ
フ
テ
ィ
ヒ
カ
イ
『
』
ご
＾
シ
ラ
ー
「
素
朴
文
学
と
情
感
文
学
に
つ
い
て
」
　
一
七
九
五

年
－
九
六
年
）
を
追
求
し
、
「
古
代
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ

れ
た
歩
み
」
に
相
応
し
い
荘
重
で
悠
然
と
し
た
古
典
詩
歌
造
形
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が

目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
心
う
ち
明
け
て
言
う
と
、
僕
は
ま
す
ま
す
一
層
こ
う
思
う
の
だ
。
詩
歌
の
精
神

と
生
命
を
表
出
す
る
に
は
、
詩
歌
形
式
を
真
実
に
認
識
す
れ
ば
、
何
と
有
益
で
困
難
も
軽

減
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
と
。
そ
ｔ
て
驚
か
ず
に
は
お
れ
な
い
の
だ
。
も
し
あ
の
古
代
芸

’
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩
み
を
顧
慮
す
る
と
、
何
と
僕
た
ち
が

ど
ん
な
に
も
右
往
左
往
し
て
い
る
こ
と
か
と
。
・
ｊ
・
僕
の
こ
と
を
冷
徹
な
理
論
家
だ
と
尋

が
思
い
た
け
れ
ば
、
そ
う
思
う
が
良
い
。
僕
社
自
ら
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
何
か
知
っ
て

い
る
じ
、
君
と
全
く
意
気
投
合
で
き
る
の
だ
、
も
し
一
面
的
な
諸
概
念
か
ら
取
り
繕
い
継

昧
合
わ
せ
た
僕
た
ち
の
色
槌
せ
た
美
学
綱
要
を
君
が
火
屁
『
く
べ
て
し
ま
お
か
と
言
う
な
ら
く
．

ｆ
ｏ
　
　
　
卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

’
は
　
　
ｙ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
（
一
七
九
九
年
十
二
月
四
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ヽ
－
宛
書
簡
二
〇
二
）
ド
、
。
’
‘

こ
こ
ま
で
決
然
と
断
言
で
き
る
ま
で
の
苦
闘
は
徒
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と

察
せ
ら
れ
る
。
自
ら
の
時
代
の
「
色
槌
せ
た
美
学
綱
要
」
と
は
他
な
ら
ぬ
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
自
身
が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
先
師
シ
ラ
ー
や
カ
ン
ト
の
労
作
以
外
の
何
で
あ

ろ
う
か
。
だ
が
そ
れ
ら
を
も
凌
ぐ
自
己
認
識
へ
の
突
破
を
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
歌
の

「
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩
み
」
（
註
（
9
5
）
）
　
へ
の
沈
潜
が
も

た
ら
さ
な
か
っ
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
確
か
に
一
年
程
前
に

は
、
こ
の
よ
う
に
語
る
詩
人
も
暗
中
模
索
に
七
転
八
倒
し
て
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。

私
も
意
欲
に
燃
え
、
詩
作
と
思
索
に
よ
り
、
世
界
に
あ
る
こ
の
唯
一
無
比
の
ギ
リ
シ
ア
人

を
模
索
す
る
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
驚
鳥
の
よ
う
に
平
べ
っ
た
い
足
を
近
代
の
水
に
つ
け
て

立
ち
、
無
力
に
も
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
天
空
へ
と
雄
飛
し
よ
う
と
腕
く
ば
か
り
な
の
で
、
何

を
な
し
何
を
語
ろ
う
と
も
、
一
層
と
不
器
用
に
韻
の
辻
棲
が
合
わ
ず
支
離
滅
裂
に
な
る
一

方
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
一
七
二
、
〔
二
〕
閣
（
2
2
）
）



か
く
「
支
離
滅
裂
」
の
絶
望
の
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）
に
立
ち
な
が
ら
も
、
「
唯
一

無
比
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
天
空
」
に
滋
る
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
〔
二
〕

回
（
2
1
）
）
を
目
指
す
眼
差
し
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
、
只
管
に
直
向
に
彼
方
の
古
典

古
代
へ
と
一
意
専
心
に
問
う
姿
勢
に
は
揺
ら
ぎ
の
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中
途
半
端

な
教
養
と
し
て
西
欧
自
我
意
識
拡
張
の
贅
肉
と
し
て
で
は
な
く
、
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）

た
る
「
自
然
の
真
性
」
（
〔
二
〕
閤
）
を
破
邪
顕
正
せ
ん
と
す
る
求
法
の
糧
と
し
て
、

「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
す
る
意
志
が
燃
え
上
が
る
の

で
あ
る
。
こ
の
燃
焼
す
る
焦
点
で
先
師
シ
ラ
ー
の
言
う
「
最
高
の
休
止
（
ル
ー
エ
）

と
最
高
の
活
動
（
ベ
ヴ
ェ
ー
グ
ン
グ
）
」
（
〔
一
〕
恋
（
1
3
）
）
が
見
据
え
ら
れ
、
「
そ

れ
を
表
現
す
る
の
に
、
悟
性
は
い
か
な
る
概
念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
」

な
い
不
立
文
字
の
沈
黙
な
す
空
無
の
重
鎮
た
る
生
け
る
明
鏡
が
至
高
の
極
致
（
〔
二

口
（
1
8
）
）
と
し
て
立
ち
開
か
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
古
典
古
代
の
崇
高
美
が
、
’
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
は
徒
な
ら
ぬ
物
々
し
い

姿
で
立
ち
陽
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・
例
え
ば
当
該
の
一
七
九
九
年
頃
成
立
し
た
論

文
「
私
達
が
古
典
古
代
を
見
る
べ
き
視
点
」
で
は
、
こ
の
こ
と
が
如
実
な
詩
人
自
身

の
苦
慮
と
し
て
物
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
際
、
至
難
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
古
典
古
代
が
私
達
の
根
源
（
ウ
ア
シ
ュ
プ
ル
ン
グ
）

　
　
か
ら
の
衝
動
に
対
し
て
、
全
き
姿
で
立
ち
開
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
…
…
あ

　
　
ら
ゆ
る
諸
民
族
没
落
の
一
般
的
根
拠
は
、
即
ち
諸
民
族
の
根
源
（
オ
リ
ー
ゴ
ー
）
な
す
独

　
　
創
性
（
オ
リ
ギ
ナ
リ
デ
ー
ト
）
、
つ
ま
り
諸
民
族
固
有
の
生
け
る
自
然
本
性
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー

　
　
ラ
）
が
、
あ
の
実
定
的
に
働
き
か
け
る
（
古
典
古
代
の
）
諸
形
式
に
、
つ
ま
り
諸
民
族
の

　
　
父
祖
た
ち
が
も
た
ら
し
た
（
古
典
文
化
と
云
う
）
華
美
（
＾
叫
ク
ス
ス
）
に
屈
伏
し
た
こ
と

　
　
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
私
達
の
運
命
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

か
く
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
「
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩

み
」
（
註
（
9
5
）
）
に
目
を
澄
ま
す
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
と
な
る
。
だ
が
こ
の
危

機
の
只
中
で
「
か
の
。
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る

形
式
」
（
〔
二
〕
回
（
1
5
）
）
が
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
よ
り
見
据
え
ら
れ
て
ゆ
く

一

一
一一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
７
　
論
　
（
高
橋
）

の
で
あ
る
。
詩
人
の
内
奥
か
ら
と
の
「
自
然
の
真
性
（
メ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
ァ
ー
ル
ハ

イ
ト
）
」
（
〔
二
〕
閣
）
が
萌
え
る
基
底
で
は
、
威
圧
的
に
さ
え
強
力
に
働
き
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｚ
．
ｙ

古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
歌
と
真
正
面
か
ら
対
決
し
つ
つ
も
、
同
時
に
直
向
な
理
念
追
求

（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
問
い
か
け
に
よ
り
、
自
ら
の
内
か
ら
自
ず
と
古
典
古
代
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
～
～

響
き
合
う
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水

を
飲
み
ほ
す
ド
イ
ツ
の
詩
人
が
歌
う
魂
の
歌
（
ゼ
ー
レ
ン
ー
ゲ
ザ
ン
グ
）
」
（
註
（
9
1
）
）

い
響
き
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
自
ら
の
苦
境
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
古
典
悲
劇
神
話
の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ

ス
の
如
く
敢
て
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

別
の
面
か
ら
見
る
と
、
私
達
の
置
か
れ
た
こ
の
諸
事
情
が
正
に
、
こ
の
上
な
く
恵
ま
れ
た

も
の
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
の
形
成
衝
動
は
、
盲
目
に
働
く
か
、
或
い
は
意
識

（
ベ
ヴ
ス
ト
ー
ザ
イ
ン
）
の
上
で
働
く
か
で
差
異
が
あ
る
。
λ
７
）
意
識
の
上
で
働
け
ば
、

芸
術
家
は
自
ら
の
由
来
と
努
力
目
標
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
私
達
が
古
典
古
代
を
見
る
べ
き
視
点
」
）

こ
の
探
求
の
姿
勢
は
明
ら
か
に
詩
人
の
友
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
索
の
金
字
塔
「
精
神
現
象

学
」
（
一
八
〇
七
年
）
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
一
脈
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
死
圏
な

す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
物
々
し
い
神
威
か
ら
悲
雄
の
如
く
目
を
逸
ら
さ
ず
。

Ｔ
心
不
乱
に
生
者
た
る
自
己
意
識
の
根
底
に
開
け
る
敬
虔
な
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）

の
深
淵
か
ら
、
こ
れ
を
召
喚
し
倦
ま
ず
問
い
続
け
る
詩
作
の
裸
形
が
正
に
、
「
死
を

厭
い
、
荒
廃
か
ら
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
回
避
す
る
生
で
は
な
く
ブ
こ
の
死
を
耐
え
、

こ
の
死
の
只
中
に
お
い
て
自
立
す
る
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
の
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
に

他
な
ら
な
い
か
ら
で
、
「
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
が
こ
の
よ
う
な
力
量
で
あ
る
の
は
、

否
定
的
な
も
の
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
こ
れ
は
何
で
も
な
い
と
か
偽
り
で
あ
る
と
か
言
っ

て
片
を
つ
け
、
別
事
に
移
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
実
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く

。
て
、
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
が
否
定
的
な
も
の
を
直
視
し
、
こ
の
否
定
的
な
も
の
に
留



一
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

ま
る
か
ら
こ
そ
そ
う
な
の
で
あ
る
」
（
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
序
論
、
〔
三
〕

ｍ
（
花
）
）
。

　
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
論
文
「
古
代
を
見
る
べ
き
視
点
」
で
「
こ
の
上
な
く
恵
ま

れ
た
」
（
註
（
回
）
）
と
言
う
の
は
、
同
時
に
「
こ
の
上
な
く
苦
し
い
」
と
云
う
こ

と
で
あ
る
。
事
態
は
決
し
て
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
到
来
の
如
き
、
安
逸
な
る

「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
　
個
（
７
）
）
な
し
て
一
件
落
着
し
、
喜
劇
誕
生
な

す
大
団
円
の
「
高
み
へ
と
落
ち
込
ま
ぬ
よ
う
に
覚
醒
（
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
し
沈
深
す

る
思
念
（
ベ
ズ
ィ
’
ヌ
ン
グ
）
化
宿
る
重
力
が
妨
げ
る
」
（
註
（
郎
）
）
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
魂
の
躍
勣
は
正
に
、
先
師
た
る
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
血
脈
を
ひ
い
て
い
る
と

看
傲
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
三
　
　
丁

‘
　
’
　
　
　
　
　
ノ
　
　
士
　
’
フ

加
い
’
‘
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
’
　
｜
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
ら
　
　
　
’
’

　
　
バ
た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い
真
剣
な
熱
意
に
だ
け
こ
た
え
て
，

　
　
’
。
、

実
は
一
七
九
九
年
十
二
月
三
日
に
シ
テ
ー
は
、
親
友
ゲ
ー
テ
が
宮
廷
人
と
し
て
働
く

小
邦
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
首
都
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
に
転
居
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
知
ら
ず
、
当

の
手
紙
は
曲
折
を
経
て
一
八
〇
一
年
六
月
十
六
日
に
ヴ
″
イ
マ
ー
ル
の
シ
ラ
ー
の
も

と
に
届
い
た
。
だ
が
返
事
は
無
か
っ
た
。

　
こ
の
経
緯
は
様
々
に
解
か
れ
得
よ
う
が
、
実
生
活
上
の
紆
余
曲
折
は
本
論
の
か
か

わ
る
所
で
は
な
い
。
む
し
ろ
此
所
で
は
シ
ラ
ー
と
ゲ
ー
テ
と
の
協
力
に
な
る
所
謂

ヴ
・
ア
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
が
提
示
し
、
後
世
ニ
１
　
。
チ
。
エ
の
批
判
対
象
と
な
る
擬
古
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

観
（
ク
ラ
シ
ズ
ム
ー
）
の
範
型
た
る
「
丸
く
収
ま
っ
’
だ
芸
術
品
」
』
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
、
）

と
、
古
典
’
（
ク
ラ
ツ
。
ク
）
゛
精
神
を
理
念
追
求
し
て
倦
ま
ぬ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
濃
密
な
る
造
形
の
結
晶
と
し
て
象
眼
さ
れ
た
「
畏
怖
と
荘
厳

（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
剛
‘
よ
1
5
）
）
ど
の
１
　
暉
へ
と
眼
差
し
を
向
け
て

み
よ
う
。
こ
の
脈
絡
で
詩
人
シ
ラ
ー
は
特
異
な
地
位
を
占
め
る
。
一
方
で
は
思
想
詩

「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
二
稿
（
〔
こ
圓
（
5
4
）
）
に
見
ら
れ
る
「
牧
歌
風
現
実

を
気
安
く
好
む
趣
向
」
（
〔
こ
出
（
３
）
）
が
、
ゲ
ー
テ
自
ら
言
う
「
全
く
出
鱈
目

（
フ
ェ
ア
ト
イ
フ
ェ
ル
ト
）
に
人
情
脆
い
（
フ
マ
ー
ン
）
」
（
〔
二
〕
圓
（
6
4
）
）
自

作
劇
「
タ
ウ
リ
ス
の
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
」
と
と
も
に
、
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
鉢
す

「
或
る
美
し
い
魂
（
シ
ェ
ー
ネ
ー
ゼ
ー
レ
）
の
表
現
た
る
優
美
（
ア
ン
ム
ー
ト
）
」

（
シ
ラ
ー
「
優
美
と
尊
厳
」
一
七
九
三
年
）
を
形
造
る
に
終
始
し
、
生
け
る
自
然
の

一
断
面
を
穿
つ
に
過
ぎ
ぬ
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
と
し
て
大
団
円
を
迎
え
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
既
に
見
た
よ
う
に
、
実
は
生
来
の
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
に
と
り
所
詮

は
「
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
（
〔
一
〕
ぼ
）
に
過
ぎ
ぬ
観
念
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術

品
」
に
は
背
を
向
け
て
、
哲
人
シ
ラ
ー
の
雄
姿
は
、
「
人
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
に

「
厳
粛
な
る
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
」
（
〔
こ
閤
（
4
2
）
）
が
君
臨
す
る
「
あ

の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
」
（
〔
二
〕
閣
（
4
0
）
）
の
生
け
る
自
然
の
現
実
へ
と

踏
み
こ
ん
で
ゆ
く
。
あ
の
瞳
目
す
べ
き
シ
ラ
ー
の
美
学
芸
術
論
「
崇
高
論
」
で
「
怖



ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
」
が
語
り
出
だ
さ
れ
た
の
は
、

計
ら
ず
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
。

ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
が
彫
琢
造
形
さ
れ
た
の
と
同
じ
十
八
・

十
九
西
紀
の
転
回
点
で
あ
っ
た
。
書
簡
交
換
に
よ
る
間
接
手
段
な
ど
経
ず
と
も
、

「
自
然
の
真
性
」
（
〔
二
〕
㈲
）
に
導
か
れ
た
同
郷
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
詩
人
同
志
が

同
じ
く
古
典
悲
劇
を
目
指
す
道
を
、
一
人
は
五
十
歳
に
満
た
ぬ
死
（
一
八
〇
五
年
シ

ラ
ー
没
）
に
、
他
者
は
人
生
半
ば
に
し
て
狂
気
の
後
半
生
（
一
八
〇
七
年
－
四
三
年
）

に
向
け
、
残
り
少
な
い
歳
月
を
苦
闘
と
熟
慮
に
沈
深
し
つ
つ
別
々
に
両
者
生
き
別
か

れ
て
歩
み
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
雄
に
微
笑
か
け
だ
の
は
決
し
て
浪
漫

牧
歌
情
緒
な
す
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
も
「
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
」
で
も
な
く
、
正

に
止
み
難
い
「
自
然
の
真
性
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
ァ
ー
ル
ハ
イ
ト
）
」
に
導
か
れ
て

国
法
に
背
き
、
悲
劇
誕
生
の
清
澄
な
る
時
空
へ
と
姿
を
現
わ
す
、
「
優
美
に
し
て
尊

厳
（
ツ
ェ
ル
ト
リ
ヒ
ー
エ
ル
ン
ス
ト
）
な
る
女
主
人
公
」
た
る
「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
」

の
ヲ
゛
テ
ー
ゴ
礼
呻
）
」
べ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
死
」
第
一
稿
、

一
七
九
八
年
－
九
九
年
、
第
一
一
四
句
－
第
二
一
四
句
）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
「
優
美
に
し
て
尊
厳
な
る
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
の
古
典
悲
劇
な
す
崇
高
美
こ

そ
、
本
論
で
終
始
追
求
さ
る
べ
き
焦
眉
の
急
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
再
び
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
（
註
（
9
0
）
既
出
）
と
更
に
『
ア
ン
テ
ィ

ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
』
（
一
八
〇
四
年
）
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
　
０
既
に
述
べ
た
よ
う

に
此
所
で
は
、
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
が
問
題
と
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
「
平
衡
」
と
は
次
の
よ
う
に
論
述
さ
れ
て
い
た
。

一
つ
の
感
性
体
系
で
あ
る
人
間
存
在
全
体
が
自
然
の
威
力
’
（
エ
レ
メ
ン
ト
）
の
影
響
下
で

自
己
展
開
す
る
様
式
の
計
測
（
カ
ル
キ
ュ
ル
）
法
則
（
ゲ
ゼ
ッ
ツ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
一
章
、
註
（
9
0
）
）

こ
こ
で
「
計
測
法
則
」
と
し
て
樹
立
さ
れ
る
「
平
衡
」
は
恐
ら
く
「
調
和
（
ハ
ル
モ

ー
五
　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

ニ
ア
ー
）
」
と
も
言
え
よ
う
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
「
調
和
」
は
ゲ
ー
テ
「
フ
″
ウ

ス
ト
」
を
統
べ
る
「
機
械
仕
掛
け
の
親
爺
神
」
（
〔
二
〕
閤
（
1
0
）
）
の
よ
う
に
或
る

絶
対
専
制
君
主
が
全
て
を
丸
く
収
め
る
大
団
円
と
は
異
な
り
、
丁
度
あ
た
か
も
思
想

詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
よ
う
に

相
互
矛
盾
対
立
し
合
い
な
が
ら
二
律
背
反
桔
抗
し
つ
つ
も
表
裏
一
体
と
な
り
不
可
分

の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
な
す
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
を
基
調

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
術
語
を
使
い
Ｔ
一
言
で
以
て
蔽
え
ば
。

　
「
調
和
あ
る
対
立
「
ハ
ル
モ
ー
ニ
シ
ュ
ー
エ
ン
ト
ゲ
ー
ゲ
ン
グ
ゼ
ッ
ツ
Ｇ
ご
」
＾
’
詩

歌
精
神
の
と
る
べ
き
方
法
論
」
一
七
九
九
年
）
と
表
現
で
き
よ
う
。
故
に
、
諸
力
が

閲
ぎ
合
う
相
克
の
只
中
で
の
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ケ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
’
が
問
題
と
な

る
。
し
か
も
こ
の
「
平
衡
」
に
お
い
て
こ
そ
、
「
人
間
存
在
全
体
が
自
己
展
開
す
る
」

の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
己
展
開
」
と
は
シ
ラ
ー
の
言
葉
を
以
て
す
れ
ば
、

「
言
わ
ば
内
面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
」
（
〔
こ
閉
（
7
3
）
）
と
云
う
こ
と
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
シ
ラ
ー
の
遺
言
」
（
〔
一
〕
閉
）
と
し
て
語
ら
れ
た
こ
の
言
葉

に
続
く
「
一
つ
の
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
」
（
〔
一
〕
剛
（
7
3
）
）
こ
と
が
後
世
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
作
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
既
に
本
論
の
叙
述
で
こ

の
遺
言
執
行
の
嫡
出
児
と
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
相
応
し
い
詩
人
た
り
得
る
こ
と
は

確
か
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
」
と
は
、

自
己
省
察
へ
と
深
沈
し
つ
つ
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
真
摯
な
る
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ

ス
ム
ス
）
の
問
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
理
念
追
求
の
問
い
か
け
か
ら
、
作
品
内
の
詩
歌
象
徴
全
体
の
律
動
に
お
け
る

「
平
衡
」
が
深
求
さ
れ
る
。
こ
の
「
平
衡
」
へ
と
向
か
う
引
金
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は

「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
と
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
」
に
お
い
て

「
中
間
休
止
＾
カ
エ
ス
し
・
ご
」
と
命
名
し
、
例
を
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
悲
劇
の
双
璧

な
す
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
と
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
に
取
る
。
両
作
品
に
対
す

る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
註
解
」
各
々
の
第
一
章
で
同
じ
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、

此
所
で
は
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
一
章
か
ら
問
題
点
を
取
り
出
し
た
い
。
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

ま
ず
詩
人
は
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
を
念
頭
に
置
き
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
」

が
前
方
に
あ
る
場
合
を
説
明
し
、
次
い
で
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
を
踏
ま
え
て
「
中

間
休
止
」
が
後
方
に
あ
る
場
合
を
説
明
す
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
作
品
内
の
諸
表
象
の
律
動
の
在
り
方
が
こ
う
だ
と
す
る
と
、
つ
ま
り
、
常

　
軌
を
逸
し
た
迅
速
な
流
れ
に
よ
り
、
作
品
前
半
の
表
象
群
が
作
品
後
半
の
表
象
群
に
よ
り

　
拉
し
去
ら
れ
る
と
す
る
と
、
そ
の
必
然
と
し
て
、
中
間
休
止
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
律
動

　
の
流
れ
に
逆
行
す
る
中
断
は
、
‘
作
品
の
前
方
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
作
品

　
‘
の
前
半
が
後
半
に
対
し
て
首
わ
ば
守
ら
れ
平
衡
が
獲
ら
れ
る
。
蓋
し
、
こ
の
平
徴
の
傾
き
・
’

　
は
、
．
正
に
後
半
部
が
元
来
迅
速
で
ご
削
半
部
よ
り
重
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ど
れ

　
に
対
し
て
中
間
休
止
が
（
前
方
で
）
’
蜃
く
た
め
、
，
む
じ
ろ
後
方
か
ら
前
方
へ
向
か
つ
て
い

以
上
の
一
般
的
な
説
明
は
蓋
し
、
当
該
の
実
作
を
念
頭
に
置
く
と
理
解
し
易
く
な
る
。

　
論
述
の
前
半
部
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
の
進
行
は
、
劇

の
冒
頭
で
賢
者
の
誉
高
い
王
と
し
て
現
わ
れ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
無
知
の
知
が
、

次
第
に
高
ま
り
ゆ
く
緊
張
が
織
り
成
す
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
に
お
い
て
正

に
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
自
身
の
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
）
と
し
て
徐
々
に
曝

露
さ
れ
て
ゆ
く
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
過
程
に
あ
る
。
こ
の
賢
者
自
身
の
無
知
の
知
が

破
邪
顕
正
（
〔
三
〕
ぼ
）
す
る
様
は
、
あ
た
か
も
思
索
書
に
お
い
て
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）

が
次
第
に
明
知
へ
と
生
育
し
て
ゆ
く
脈
動
に
似
る
。
当
初
は
日
常
意
識
か
ら
出
発
し

つ
つ
、
一
見
何
事
も
無
さ
そ
う
な
こ
の
常
識
の
外
観
が
、
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ

ア
）
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス

ム
ス
）
に
よ
る
真
理
の
あ
か
ら
さ
ま
な
見
性
が
、
次
第
に
高
ま
り
ゆ
く
こ
の
凡
知
解

体
と
比
例
し
て
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
裸
形
を
呈
す
る
に
至
る
。
か
く
し
て
真
性
の
隠
れ

な
き
姿
が
顕
と
な
る
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
へ
と
向
か
い
諸
表
象
は
井
堰
切
っ

て
傾
れ
込
む
。
西
欧
哲
学
知
の
雄
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
「
詩
学
」
に
お
い
て
、
何

は
さ
て
置
き
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
を
鏡
と
し
た
の
も
至
極
自

然
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
悲
劇
で
は
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
一

層
と
緊
張
が
高
ま
り
劇
が
盛
り
上
が
り
ゆ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
語

る
よ
う
に
「
常
軌
を
逸
し
た
迅
速
な
流
れ
に
よ
り
、
作
品
前
半
の
表
象
群
が
作
品
後

半
の
表
象
群
に
よ
り
拉
し
去
ら
れ
る
」
。
（
註
（
1
0
3
）
）
’
の
で
あ
る
。
故
に
。
か
く
後

　
　
　
　
　
　
　
を
Ｉ
Ｉ
　
Ｆ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｉ

ガ
ヘ
と
ｔ
心
の
か
ケ
ー
作
品
全
体
化
「
平
を
」
を
獲
さ
せ
る
た
め
、
「
中
間
休
止

/゛へｉ’

カ
ー
エ
ズ
ー
ヽ
ラ
）
１
　
が
前
方
で
伸
し
掛
か
る
の
’
で
あ
る

’
　

。
　
一
　
、
～

こ
。
の
反
対
の
場
合
が
’
「
註
解
」
（
註
（
1
0
3
）
ブ
で
続
い
て
。
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

際
に
詩
人
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ド
」
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇

で
は
、
既
に
作
品
冒
頭
に
お
い
て
「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
決
断
を
迫
る
破
局
（
カ

タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
へ
の
突
破
口
が
傷
口
を
裂
く
が
如
き
凄
ま
じ
さ
で
開
か
れ
、
兄
弟

に
対
す
る
自
然
の
心
性
に
従
う
か
、
或
い
は
そ
れ
に
矛
盾
す
る
国
法
の
定
め
に
従
う

か
と
言
う
相
反
す
る
二
者
択
一
を
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
が
実
妹
イ
ス
メ
ー
ネ
ー
に
迫
る
。

こ
の
自
ら
切
開
し
た
「
絶
対
的
分
裂
」
（
〔
三
〕
剛
）
の
淵
へ
と
女
主
人
公
ア
ン
テ
ィ

ゴ
ネ
ー
が
呑
み
込
ま
れ
ゆ
く
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
過
程
が
劇
的
転
回
の
大
筋
な
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
真
迫
せ
る
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
へ
の
傾
斜
は
既
に
悲
劇

冒
頭
で
大
胆
な
形
相
も
ち
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
作
品
全
体
は
、
冒
頭
で
決
然
と

響
く
「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
運
命
の
動
機
に
懸
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
故
に
、

前
方
の
決
壊
へ
と
の
め
摺
り
込
ま
ぬ
よ
う
に
、
作
品
後
方
で
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー

ラ
）
」
が
押
し
留
め
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
語
る
「
中
間
休
止
」
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
概
念
や

観
念
と
し
て
単
な
る
理
論
上
措
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
詩
人
は
こ
の

　
「
中
間
休
止
」
が
、
一
人
の
具
体
的
な
登
場
人
物
た
る
盲
目
の
予
言
者
「
テ
イ
レ
シ

ア
ー
ス
の
発
言
（
レ
ー
デ
）
」
に
具
現
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。



両
作
に
お
い
て
中
間
休
止
を
形
造
る
の
は
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
盲
目

の
予
言
者
は
自
然
の
威
力
を
監
視
す
る
者
と
し
て
、
（
悲
劇
の
誕
生
に
君
臨
す
る
）
運
命

（
モ
イ
ラ
）
の
歩
み
の
只
中
へ
と
踏
み
込
ん
で
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ト
ス
ヘ
の
註
解
」
第
一
章
）

盲
目
の
予
言
者
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
に
よ
り
意
識
の
奥
底
な
る
無
明
の
淵
、
‘
す
な
わ
ち

悲
雄
の
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
逆
巻
く
徒
な
ら
ぬ
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
現
実
が
、
。
真

理
の
あ
か
ら
さ
ま
な
形
相
を
熟
視
す
る
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
の
閃
光
に
照
ら
し
出
さ
れ

た
如
く
明
る
み
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
。
の
「
中
間
休
止
」
な
す
予
一
言
者
の
発
言
の

無
明
の
心
眼
を
通
し
て
の
み
、
コ
条
の
光
明
が
悲
劇
誕
生
の
陰
惨
な
る
時
空
へ
と
、

あ
た
か
も
稲
妻
の
雷
光
の
如
く
到
来
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
…
…
あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
轟
く
。

・
：
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍
の
幸
に
満
ち
て

雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、
眼
界
を
過
り
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
突
入
し
て
来

　
る
。

　
（
「
パ
ン
七
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
二
句
－
第
六
四
句
、
〔
二
〕
Ｓ
　
（
？
3
）
）

悲
劇
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
世
界
に
君
臨
す
る
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」

の
明
暗
は
、
盲
目
の
予
一
言
者
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
が
言
明
す
る
無
明
の
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）

に
よ
り
始
め
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
こ
の
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
」
な
す
明

言
に
よ
り
悲
劇
誕
生
の
時
空
は
、
遂
に
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ケ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
誉

得
て
「
調
和
あ
る
対
立
（
ハ
ル
モ
ー
ニ
シ
ュ
ー
エ
ン
ト
ゲ
ー
ゲ
ン
グ
ゼ
ッ
ツ
ト
）
」

（
註
（
1
0
1
）
）
　
へ
と
高
ま
る
の
で
あ
る
。
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
以
上
の
「
中
間
休
止
」
の
考
察
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が

単
に
古
典
文
献
学
へ
の
寄
与
を
め
ざ
し
て
企
図
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
実
は
こ
の
考
察
の
根
は
更
に
深
く
、
詩
人
自
身
の
創
作
に
お
吠
る
自
己
認
識
に

ま
で
辿
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
古
典
悲
劇
の
誕
生

を
「
全
く
歴
史
記
述
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
ー
）
の
素
材
と
し
て
、
何
ら
か
の
与
え
ら
れ
た

一
七
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

客
体
と
し
て
処
理
さ
る
べ
く
処
理
し
た
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
の
で
は
な
く
、
他
者

に
自
己
を
見
詰
め
、
自
意
識
の
生
け
る
鏡
に
他
者
の
有
り
の
ま
ま
の
現
実
を
映
さ
ん

と
す
る
自
他
の
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
の
場
と
し
て
、
自
ら
の
敬
虔
（
ピ

エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
の
淵
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
こ
ア
イ
ー
フ
エ
）
’

に
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
と
と
も
に
古
典
悲
劇
祝
祭
な
す
畏
怖
と
荘
厳

（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
の
時
空
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
故
に

「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
」
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
言
う
実
作

に
お
い
て
も
考
察
さ
れ
て
然
か
る
べ
き
で
あ
り
、
実
は
本
論
が
「
中
間
休
止
」
に
よ

る
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
淵
源
も
畢
竟
こ

こ
に
在
る
の
で
あ
る
。

　
「
平
衡
」
と
は
作
品
全
体
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
どに
分
か
れ
、

－－－
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Ｌ．

－
－

¬
ギ

リ

シ

ア

の

日

－

¬
聖

な

る

夜
部

九 八 七 ／Ｘ 五 四
-
一一 一一 - 節

－
四
－一一

｜

一
六
〇

八一
八
Ｗ

一
一
一五

１

－

四
－－

ら一
八
Ｗ

－
○

九

｜

－
一
一
四

八－
j.
0

九

－

｜

－
○

八

/'ヘ
ー

八
Ｗ

七
－一一

｜

九
〇

心
一八
Ｗ

五
五

｜

七
－－

八
一
八
Ｗ

－
一一
,七

　｜

五

四

ら
一
八

Ｗ

一

九

｜

一－
一六

ら一
八

Ｗ

－

１

一
八

八
一
八Ｗ

句

心宸

Ｗ

五
一一

五
四

五
四

句

数



－

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
丸
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
三
部
の
み
詩
句
の
数
が
全
五
二
句
し
か
無
く
、

　
他
の
第
一
部
、
第
二
部
は
各
々
に
全
五
四
句
ず
つ
の
詩
句
が
存
在
す
る
。
こ
の
第
三

　
部
に
お
け
る
二
句
の
中
断
は
詳
し
く
見
る
と
第
七
節
に
在
り
、
こ
の
節
の
み
句
数
が

　
十
六
と
成
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
他
の
詩
節
は
い
ず
れ
も
各
十
八
句
ず
つ
で
一
節
を
形

　
造
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
諸
家
は
こ
の
中
断
二
句
を
「
錯
誤
（
イ
ル
ト
ゥ
ー
ム
）
」

　
只
イ
ス
ナ
ー
註
゛
と
か
（
誤
謬
＾
フ
ェ
ー
|
＾
-
）
Ｊ
　
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
゛
と
解
釈
し

　
て
片
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
。
し
か
し
本
論
と
し
て
は
此
所
で
び
し
ろ
敢
て
、
。
こ

　
の
中
断
を
形
式
上
の
「
い
甲
問
休
止
、
（
ヵ
。
エ
ス
ー
ラ
犀
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
と

　
思
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
ヽ
既
に
１
　
想
詩
全
体
の
鳥
瞰
図
か
ら
・
、
『
至
福
な
る
ギ
宍
シ
ブ
』
（
第
五
五
句
）
’
が
’

　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｒ
Ｆ

辰
二
賑
「
ギ
リ
シ
ア
ー
の
日
」
の
冒
頭
で
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。
‐
そ
し
て
、

　
こ
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
。
の
召
喚
の
後
に
、
本
論
の
焦
眉
の
急
を
な
し
て
い
た

　
「
か
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
な
す

　
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
第
六
二
句
）
が
轟
く
「
最
高
の
盛
り
上
が
り
」
を

　
迎
え
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
最
高
潮
で
、
召
喚
の
問
い
か
け
を
視
覚
造
形
へ
と
も
た

　
ら
す
讃
歌
の
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
゛
が
燃
え
上
が
廓
）
」
＾
シ
ｈ
　
.
｡
　
＾
ト
註
゛

　
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
、
こ
の
「
最
高
潮
」

　
を
「
讃
歌
の
霊
感
」
の
頂
点
と
し
て
前
半
に
盛
り
上
が
り
が
存
在
し
て
い
る
。
す
る

　
と
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
先
の
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
作
品
後

　
半
の
表
象
群
が
、
作
品
前
半
の
表
象
群
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
る
」
（
註
（
1
0
3
）
）
と
考

　
え
ら
れ
る
。
「
従
っ
て
こ
の
場
合
、
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
は
む
し
ろ

　
後
方
へ
と
傾
く
こ
と
に
な
る
」
（
註
（
1
0
3
）
）
。
故
に
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
、

　
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
律
動
の
流
れ
に
逆
行
す
る
中
断
は
、
作
品
の
後
方
に
位
置
す

　
る
こ
と
に
な
る
」
（
註
（
圈
）
）
。
か
く
し
て
第
七
節
の
中
断
二
句
が
、
「
中
間
休
止
」

　
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
詩
人
の
草
稿
の
複
写
写
真
を
も
併
せ
掲
載
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版
ヘ
ル
ダ
ー
リ

　
ン
全
集
の
第
六
巻
（
二
三
〇
頁
－
二
三
一
頁
）
か
ら
は
、
詩
人
自
身
が
詩
句
の
左
横

傍
に
点
を
付
し
て
句
数
を
数
え
た
跡
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
跡
に
拠
る
と
第
七
節
の

中
で
、
第
一
百
一
句
と
第
一
一
四
の
み
が
二
句
連
続
で
傍
点
を
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
解
か
る
。
通
例
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
は
六
歩
格
（
ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
）
と
五
歩

格
（
ペ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
の
二
行
連
句
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
コ
ン
）
詩
型
、
つ
ま
り
エ
レ

ゲ
イ
オ
ン
（
エ
レ
ギ
ー
）
詩
型
か
ら
成
る
の
で
、
詩
人
は
草
稿
の
奇
数
句
に
傍
点
を

付
す
の
を
常
と
し
て
い
る
。
故
に
第
コ
三
句
と
第
一
一
四
句
の
付
近
に
「
中
間
休

止
」
の
位
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
形
式
上
の
「
中
間
休
止
」
に
よ
り
、

一
思
想
詩
全
体
の
句
数
が
三
の
倍
数
で
丸
く
収
ま
ら
無
く
成
る
点
が
興
味
深
い
。
も
し

　
　
Ｉ
％
■
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

中
断
二
句
が
第
七
節
を
埋
め
る
と
な
る
と
、
各
部
毎
の
詩
句
数
は
皆
同
じ
全
五
四
句

　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
Ｊ
　
　
｀
’
　
　
　
ｆ
　
　
ｌ
　
　
■
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
戸
　
　
ｄ
　
！
　
Ｉ
“
　
　
　
″

ず
つ
、
つ
ま
旦
二
の
十
八
倍
の
句
数
で
大
団
円
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
に
。
全
く
矛
盾

　
‘
　
　
　
　
？
’
　
　
　
ｆ
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

な
ぐ
割
り
切
れ
て
し
ま
う
、
。
あ
た
か
も
ヴ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
如
き
調
律
は
、
恐
ら
ぐ

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
λ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
四
　
・
゜
Ｉ
Ｉ

古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
友
ヘ
ル
、
ダ
ト
リ
ン
の
詩
形
式
に
相
応
し
く
無
い
で
あ
ろ
う
。

既
に
本
論
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
展
開
の
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
Ｆ

ン
）
に
見
た
哲
人
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
（
〔
一
〕
囲
）
か
ら
見
て
も
明
ら

か
に
、
矛
盾
を
孕
む
こ
と
な
く
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
ほ

ど
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
疎
遠
な
も
の
は
無
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
も
、
第
七
節
の
中
断
二
句
を
在
来
の
研
究
の
よ
う
に
「
誤
謬
（
フ
ェ
ー
ラ
ー
）
」

（
註
（
1
0
7
）
）
と
か
「
錯
誤
（
・
イ
ル
ト
ゥ
ー
ム
）
」
（
註
（

1
0
6
）
）
と
し
て
片
付
け
て
し

ま
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
形
式
上
の
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
）
と
看
倣
す
方
が

思
想
詩
の
基
調
に
適
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
迄
本
論
で
は
、
形
式
上
の
「
中
間
休
止
」
と
し
て
第
七
節
の
中
断
二
句
を
考
察

し
た
が
、
今
度
は
更
に
本
質
的
な
内
容
上
の
「
中
間
休
止
」
へ
と
眼
差
を
向
け
る
こ

と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
詩
歌
象
徴
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
た
か
も

ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
悲
劇
の
予
言
者
「
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
発
言
」
（
註
（

1
0
4
）
）
の

如
く
、
作
品
全
体
の
明
暗
を
際
立
た
せ
詩
歌
象
徴
全
体
へ
と
一
条
の
光
明
を
投
げ
か

け
、
「
調
和
あ
る
対
立
」
な
す
高
次
の
「
平
衡
」
へ
と
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩

想
の
律
動
を
浄
化
し
、
そ
れ
に
幽
玄
霊
妙
な
る
陰
影
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
・
こ
れ



が
即
ち
、
第
六
節
終
結
部
（
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）
で
詩
歌
象
徴
の
調
べ

と
な
り
、
第
二
部
「
ギ
リ
シ
ア
の
日
」
を
締
め
括
り
宥
和
な
す
神
人
序
リ
ス
ト
像

（
〔
二
〕
閤
（
4
5
）
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
或
い
は
神
自
身
も
ま
た
来
臨
し
、
し
か
も
人
の
姿
を
と
り
、

　
　
　
そ
し
て
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
の
抑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
一
〇
七
句
丿
第
一
〇
八
句
）

こ
の
詩
節
へ
の
詳
し
い
論
究
（
〔
三
〕
�
）
は
後
に
譲
る
が
、
既
に
述
べ
た
（
〔
二
〕

剛
）
よ
う
に
「
至
福
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
在

る
か
ら
に
は
、
当
然
キ
リ
ス
ト
像
恚
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
顕
現
し
て
然
か
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
霊
妙
な
こ
と
に
神
人
４
　
リ
ス
ト
像
は
「
ギ
リ
シ
ア
の
日
」

（
第
二
部
）
の
終
結
な
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
と
同
時
に
「
西
欧
の
夜
」
（
第
三
部
）

の
始
源
と
な
る
。
こ
の
始
源
（
ア
ル
フ
″
Ｉ
）
に
し
て
終
結
（
オ
ー
メ
ガ
）
な
る
神

人
キ
リ
ス
ト
像
が
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
日
昼
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
夜
と
の
間
に

場
を
占
め
る
思
想
詩
の
本
質
的
な
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
」
と
看
倣
さ
れ
る
。

実
に
思
想
詩
で
「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
に
「
最
高
潮
」
（
註
（
1
0
8
）
）

の
燃
え
上
が
り
を
示
し
た
讃
歌
の
霊
感
が
、
こ
の
宥
和
す
る
神
人
牛
リ
ス
ト
像
の

「
中
間
休
止
」
（
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）
と
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ

ヒ
ト
）
」
を
形
造
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ヽ
か
く
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
古
典
古
代
理
念
追
求
は
、
ギ
リ
シ
ア
論
の
只
中
か

ら
産
声
を
あ
げ
た
「
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
」
を
機
に
、
神
人
キ
リ
ス
ト
ヘ
の

道
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
。
蓋
し
こ
れ
は
決
し
て
お
目
出
度
い
大
団
円
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
「
中
間
休
止
」
な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
は
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

に
お
い
て
、
言
わ
ば
空
無
の
中
断
と
表
現
で
き
る
盲
点
で
あ
り
、
あ
た
か
も
盲
目
の

予
一
言
者
テ
イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
無
明
の
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
の
如
く
「
（
悲
劇
の
誕
生
に

君
臨
す
る
）
運
命
の
歩
み
の
只
中
へ
と
踏
み
こ
ん
で
来
る
」
（
註
（
1
0
4
）
）
か
ら
で

あ
る
。
故
に
思
想
詩
の
第
六
節
で
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕
生
の
「
天
上
の
祝
祭
を

一
九
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

終
結
し
宥
和
し
た
」
（
第
一
〇
八
句
、
註
（
Ⅲ
）
）
と
歌
わ
れ
る
こ
の
神
人
手
リ
ス

ト
像
は
、
慎
ま
し
や
か
な
外
観
に
謹
厳
な
る
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕

剛
）
と
看
倣
さ
る
べ
き
「
中
間
休
止
」
の
零
点
で
あ
り
、
シ
ラ
ー
が
憂
慮
し
た
「
詩
歌

の
精
神
自
ら
に
危
険
と
な
る
よ
う
な
あ
の
妥
協
（
コ
ア
リ
ツ
ィ
オ
ー
ン
）
」
の
産
物

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
最
も
厳
格
な
分
離
に
努
力
を
傾
け
」
（
〔
一
〕
㈲
（
4
9
）
）
た

成
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
「
厳
格
な
る
分
離
」
の
成
果

が
シ
ラ
ー
の
立
言
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
（
〔
一
〕
山
（
７
）
）
の
如
く
、
こ
の
詩
人

の
友
ケ
ル
ナ
ー
の
言
う
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
（
〔
こ
剛
（
5
1
）
）
に
鮭

語
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
神
人
牛
リ
ス
ト
像
こ
そ
、

こ
の
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
に
誠
意
も
て
応
え
る
契
機
を
孕
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
を
苛
立
た
せ
も
し
な
い
し
、
か

と
言
っ
て
ま
た
そ
の
西
欧
意
識
に
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
恋
（
７
）
）
を

与
え
る
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
見
方
に
よ
っ
て
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像
こ
。
そ
が
、

西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
と
り
大
変
厳
し
い
造
形
と
看
倣
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は

「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
古
典
悲
劇
祝
祭
の
時
空
と
と
も
に
、
「
過
去
」
の
死
圏

へ
と
消
え
る
か
ら
で
あ
る
。
先
の
引
用
（
註
（
Ⅲ
）
）
に
あ
る
思
想
詩
・
第
六
節

（
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）
の
神
人
キ
リ
ス
ト
の
「
到
来
」
は
明
ら
か
に
動
詞

の
「
過
去
」
の
相
の
下
に
語
ら
れ
て
い
た
。

　
。
或
い
は
神
自
身
も
ま
た
来
臨
し
、
し
か
も
人
の
姿
を
と
り

　
　
　
そ
し
て
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
の
だ
。

古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
「
天
上
の
祝
祭
」
（
第
一
〇
八
句
）
と
と
も
に
、
神
人
キ

リ
ス
ト
も
西
欧
意
識
の
敬
虔
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵
に
「
希
望
（
ホ
フ
ヌ

ッ
グ
）
」
と
し
て
の
み
顕
現
す
る
。
蓋
し
こ
れ
は
人
情
脆
い
甘
い
「
希
望
」
で
は
な

く
、
古
典
悲
劇
誕
生
の
「
畏
怖
と
荘
厳
（
。
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
‘
・
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）

な
る
形
式
」
に
恥
じ
ぬ
威
容
な
す
静
謐
に
宿
る
「
希
望
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
脈



二
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

絡
は
思
想
詩
・
第
六
節
（
第
九
三
句
－
第
九
四
句
、
〔
二
〕
剛
（
8
2
）
）
で
次
の
よ

う
に
明
示
さ
れ
て
い
た
。

崇
高
な
る
神
々
に
嘉
せ
ら
れ
ぬ
も
の
は
何
で
あ
れ
、
光
明
に
眼
差
し
を
向
け
る
を
許
さ
れ

　
　
　
ぬ
。

　
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
を
眼
前
に
し
て
、
覇
気
を
欠
く
も
の
は
相
応
し
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
九
三
句
－
第
九
四
句
）

あ
～
「
偉
大
な
る
運
命
‘
（
モ
と
フ
）
ふ
轟
く
」
（
第
六
二
句
）
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
（
第
五
五
句
）
の
づ
「
最
高
１
　
」
（
註
’
（
1
0
8
）
）
と
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ｆ

ピ
ト
）
」
を
保
ち
得
る
に
足
る
「
中
間
休
止
（
ガ
エ
｀
ス
ー
ラ
）
」
な
す
神
人
キ
リ
ス
：

ド
像
へ
の
・
〔
希
望
〕
は
故
に
、
敬
虔
な
兪
祈
昨
の
深
み
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ー
ス
ー
ア
プ
グ
　

　
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
一
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
か
ら
始
め
て
問
わ
れ
得
る
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

そ
し
て
、
こ
の
慎
ま
し
く
も
幽
か
な
「
希
望
」
の
調
べ
に
こ
そ
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者

の
神
観
な
す
試
金
石
が
宿
る
の
で
あ
る
と
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
は
物
語

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
脈
絡
を
「
新
約
聖
書
」
の
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
（
第
八
章
）
で
使
徒
パ

ウ
ロ
は
次
の
よ
う
に
言
葉
巧
み
に
言
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
霊
気
（
プ
ネ
ウ
マ
）

が
無
言
の
呻
吟
な
し
て
執
り
成
す
」
（
第
二
六
節
）
「
こ
の
希
望
（
エ
ル
ビ
ス
）
に

よ
り
私
達
は
生
命
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
私
達
の
眼
前
に
あ
る
希
望
は
希
望

で
は
な
い
。
つ
ま
り
眼
前
の
も
の
が
希
望
さ
れ
る
わ
け
が
無
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ

眼
前
に
無
い
も
の
を
私
達
が
希
望
す
る
時
に
、
始
め
て
堅
忍
不
抜
の
心
で
私
達
は
待

ち
望
む
の
で
あ
び
）
」
＾
第
二
四
節
－
第
二
五
節
゛
・
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が

「
わ
が
魂
（
ゼ
ー
レ
）
の
人
」
と
し
て
敬
愛
し
た
使
徒
パ
ウ
ロ
の
明
言
に
倣
い
、
思

想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像
も
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
が
敬
虔
な

る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵
に
立
ち
「
堅
忍
不
抜
の
心
し
て
待
ち
望
む
希
望
」
の

光
明
（
シ
ャ
イ
ン
）
す
な
わ
ち
「
眼
前
に
無
い
」
仮
象
（
シ
ャ
イ
ン
）
と
看
傲
し
得

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
「
光
明
（
シ
ャ
イ
ン
）
」
は
後
述
（
〔
三
〕
�
）
の
如

　
く
、
死
圏
な
す
「
過
去
」
に
お
け
る
古
典
祝
祭
の
「
昼
」
へ
と
消
え
隠
れ
て
、
か
つ

　
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
魂
の
「
夜
」
に
現
わ
れ
る
明
暗
の
両
義
性
を
孕
ん
だ
濃
淡
細
や

　
か
な
「
仮
象
（
シ
ャ
イ
ン
）
」
（
〔
三
〕
�
（
伽
）
）
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
ヴ
ィ
ン

　
グ
ル
マ
ン
が
「
模
倣
（
ナ
。
ハ
ア
ー
ム
ン
グ
）
」
（
註
（
8
3
）
）
の
対
象
た
る
実
在
と

　
し
て
措
定
し
た
「
高
貴
な
る
単
純
と
静
か
な
偉
大
」
（
註
（
8
4
）
）
の
よ
う
に
、
眼

　
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
西
欧
自
我
意
識
の
所
産
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
、
正
に
こ
の

　
自
意
識
を
突
き
抜
け
た
「
至
福
（
ペ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」
の
彼
方
に
「
至
福
な
る

。
ギ
リ
シ
ア
」
と
と
も
に
問
わ
れ
る
「
希
望
」
の
光
明
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
Ｊ
。

､ S . ‘



〔
三
〕
神
話
の
神

か
く
し
て
全
て
の
宗
教
の
本
質
は
詩
歌
象
徴
と
な
る
で
あ
ろ
が
・
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
宗
教
論
」
一
七
九
九
年
）

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
目
指

す
「
神
話
の
神
」
は
、
「
偉
大
な
る
運
命
が
轟
く
」
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
最

高
潮
に
お
い
て
、
「
人
と
全
き
一
体
と
な
り
、
死
の
姿
を
と
り
現
前
成
就
す
る
無
媒

介
直
接
の
神
（
デ
ア
ー
ウ
ン
ミ
ッ
テ
ル
バ
ー
レ
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
で
あ
る
。
こ
の
畏
怖

と
荘
厳
な
る
悲
劇
の
誕
生
に
お
い
て
、
神
人
の
徹
底
合
一
と
同
時
に
「
絶
対
分
離
」

を
な
す
「
最
深
の
親
密
性
（
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー
フ
ス
テ
ー
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
が
見
性

さ
れ
る
。
こ
の
厳
粛
な
神
観
に
礎
を
据
え
本
論
で
は
、
在
来
の
研
究
に
お
け
る
思
想

詩
解
釈
の
基
調
な
す
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
を
不
十
分
な
説
明
と

し
て
批
判
す
る
。
即
ち
此
所
で
は
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
」
で
は
な
く
、
「
明
鏡

（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
の
水
を
し
か
と
飲
み
ほ

し
、
遠
い
彼
方
へ
と
静
聴
す
る
耳
を
そ
ば
だ
て
、
魂
の
歌
を
う
た
う
ド
イ
ツ
の
詩
人
」

の
精
神
の
充
溢
が
焦
眉
の
急
な
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
が
相
応
し
い
の
社
、
恐
ら
く
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
前
期
作
品
、
例
え
ば
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
へ
と
結
実
す
る
「
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
１
　
　
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
哲
学
長

編
小
説
」
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
が
フ
ィ
ヒ
テ
「
知
識
学
」
（
一
七
九
四
年
）
か
ら
ヘ
ー

ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
（
一
八
〇
七
年
）
へ
と
展
開
す
る
思
想
史
の
流
れ
の
中
に
身

を
置
い
て
い
る
。
哲
学
史
上
こ
の
過
渡
期
を
代
表
す
る
シ
ェ
リ
ン
グ
自
身
、
実
は
自

ら
の
同
窓
の
学
兄
た
ち
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や
ヘ
ー
ゲ
ル
と
類
似
の
思
考
上
の
歩
み
に
あ

り
、
実
際
こ
の
交
友
圏
か
ら
「
最
古
の
ド
イ
ツ
観
念
論
大
系
草
稿
」
が
生
ま
れ
允
の

-

一

一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

で
あ
る
。
こ
の
草
稿
に
お
い
て
は
「
美
の
理
念
」
が
中
心
に
据
え
ら
れ
、
「
あ
ら
ゆ

る
理
念
を
包
括
す
る
理
性
の
至
高
の
行
為
が
美
的
行
為
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
る
。

蓋
し
、
こ
の
美
的
観
念
論
の
象
徴
と
も
言
え
る
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
は
「
ヒ
ュ
ペ
ー

リ
オ
ン
」
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
に
お
け
る
「
内
的
事
件
」
’
の
展
開
の
途
上
で
玉

砕
し
、
新
た
な
悲
劇
認
識
の
芽
生
え
と
と
も
に
「
明
鏡
の
水
面
」
へ
と
詩
想
は
深
沈

し
、
「
最
深
の
親
密
性
」
に
お
け
る
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
へ
と
眼
差
を
向
け
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
が
現
前
成
就
す
る
の
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
古
典
ギ
リ

シ
ア
悲
劇
の
白
眉
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
に
お
い
て
で
あ
る
。
か
つ
て
賢
い
ス
ピ
ン

ク
ス
を
さ
え
知
恵
で
凌
い
だ
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が
「
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
撃

た
れ
」
て
自
己
解
体
す
る
淵
源
は
、
自
ら
の
「
無
知
の
知
」
が
あ
か
ら
さ
ま
な
真
実

と
な
る
自
己
認
識
に
見
い
出
せ
得
る
。
同
様
の
意
味
に
お
い
て
、
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス

の
所
謂
「
無
知
の
知
」
は
、
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
以
来
の
古
代
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）

世
界
観
の
価
値
大
系
を
微
塵
に
砕
く
非
神
話
化
合
理
の
始
祖
た
る
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）

の
誕
生
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
故
に
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
刑
死
が
、
真
理
の
明
鏡
ゆ

え
の
不
可
避
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
悲
劇
と
看
傲
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
天
地
を
何
ら
神
話
上
の
根
拠
な
き
「
無
か
ら
創
造
」
し
た
と
解
さ
れ
る
純
粋
精
神

な
す
三
位
一
体
の
神
人
キ
リ
ス
ト
は
、
精
神
史
上
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
「
無
知
の
知
」

に
始
ま
る
非
神
話
化
の
完
成
た
る
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
そ
の
も
の
の
権
化
と
考
え
ら
れ

る
。
故
に
古
典
古
代
に
君
臨
し
た
神
話
の
神
々
は
、
こ
の
叡
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
明
鏡

キ
リ
ス
ト
が
有
す
る
、
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
の
現
前
で
は
、
偶
像
と
し
て
没
落
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
唯
一
の
既
成
宗
教
と
し
て
俗
権
を

獲
て
、
堅
固
な
る
教
権
の
城
砦
と
な
り
、
教
会
体
制
の
甲
羅
を
ま
と
う
と
、
こ
の
甲

羅
化
を
砕
く
明
鏡
の
真
理
が
新
た
な
哲
学
知
と
し
て
萌
え
た
の
で
あ
る
。

　
近
世
思
潮
に
お
け
る
「
空
恐
ろ
し
く
も
壮
麗
」
な
認
識
の
中
で
、
思
想
詩
「
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
関
連
で
意
義
深
い
も
の
は
、
就
中
ス
ピ
ノ
ー
ザ
「
倫
理
学
（
エ
ー

テ
ィ
カ
）
」
と
カ
ン
ト
批
判
哲
学
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
両
者
は
と
も
に
、
・
有
限
者



ニ
ニ

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

と
無
限
者
と
の
間
に
横
た
わ
る
「
絶
対
的
分
裂
」
の
淵
を
直
視
し
た
。
か
く
し
て
こ

の
淵
に
は
、
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
如
き
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
が
虹
の
如
く

懸
か
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
「
使
徒
と
し
て
の
神
」
の
代
わ
び
に
、
「
無
媒
介

直
接
の
神
」
が
、
「
生
け
る
自
然
」
と
か
「
定
言
命
法
」
の
姿
を
と
り
、
「
偉
大
な

る
運
命
」
の
如
く
、
神
人
の
徹
底
合
一
と
絶
対
分
裂
と
が
同
時
に
織
り
成
す
「
最
深

の
親
密
性
」
へ
と
、
「
清
澄
な
る
大
気
か
ら
眼
界
を
過
’
り
突
入
し
て
来
る
」
の
で
あ

。
る
。
こ
の
よ
う
な
荘
厳
な
先
哲
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
を
鑑
み
、
思
想
詩
で
は
峻
厳
な

思
念
の
霊
峰
「
堅
固
に
留
ま
る
」
者
」
（
第
四
三
句
）
。
が
聳
え
。
、
詩
想
は
「
至
福
な

　
　
　
　
ｇ
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
χ
　
χ
　
一
　
Ｉ
Ｓ

る
ギ
丿
シ
ア
」
（
第
五
’
五
句
）
の
古
典
祝
祭
悲
劇
な
す
開
か
れ
た
時
空
へ
と
巨
歩
を

　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
』

進
め
る
の
で
あ
る
。
　
ヽ
・
ｊ
　
　
　
ｌ
　
。
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
ぶ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
ｊ
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
乙
の
「
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
神
自
身
」
｛
第
一
〇
八
句
｝
が
、
思
想
・

詩
で
は
幽
か
に
代
名
詞
「
彼
（
エ
オ
）
」
と
歌
わ
れ
、
二
度
こ
の
代
名
詞
は
悲
劇
祝
『

祭
空
間
に
君
臨
ず
る
「
或
る
神
」
に
、
す
な
わ
ぢ
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ｙ
ど
か
バ
。

コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
に
関
連
す
る
。
と
こ
ろ
が
同
時
に
、
「
或
い
は
も
し
か

す
る
と
彼
自
身
も
ま
た
…
…
」
（
第
一
〇
七
句
）
と
あ
る
文
脈
上
の
内
容
か
ら
、
こ

の
代
名
詞
「
彼
（
エ
ア
）
」
の
奥
に
「
神
自
身
」
た
る
三
位
一
体
の
神
人
キ
リ
ス
ト

が
読
み
込
ま
れ
得
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
行
す
る
悲
劇
祝
祭
空
間
に
現
前
成
就

す
る
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
が
、
あ
た
か
も
熾
烈
な
る
白
昼
の
日
輪
の
如
く
「
清
澄

な
る
大
気
か
ら
」
「
丈
夫
の
額
に
悲
雄
の
熔
印
を
撃
つ
」
（
第
一
〇
五
句
－
第
一
〇

六
句
）
の
に
対
し
、
こ
の
「
神
自
身
」
は
黄
昏
の
明
澄
な
月
影
（
シ
ャ
イ
ン
）
に
似
’

て
、
こ
の
夜
へ
と
移
り
ゆ
く
夕
暮
れ
の
情
緒
に
お
い
て
’
、
「
（
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
）
昼

の
終
結
を
告
げ
消
え
た
」
（
第
一
三
〇
句
）
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
「
神
自
身
」
が

明
鏡
の
如
き
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
と
し
て
「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
を
と
り
現
前

成
就
す
る
と
な
る
と
、
こ
の
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
は
万
有
を
百
雑
砕
の
無
に
帰
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
か
く
し
て
「
明
鏡
が
自
ら
隠
れ
る
」
（
道
元
）
の
が
必
定
と
な
り
、
こ
の
。
無
明
へ

と
「
隠
れ
て
働
く
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ー
ヴ
ィ
ル
ケ
ン
）
」
こ
と
に
よ
り
、
神
人
キ

リ
ス
ト
の
大
（
い
な
る
慈
）
非
Ｊ
（
ア
ガ
ペ
ー
）
は
月
影
（
シ
ヤ
イ
ン
）
の
真
諦
と
な

り
、
万
有
を
無
に
砕
く
よ
り
は
、
む
し
ろ
寛
く
包
み
、
有
へ
と
解
き
放
ち
「
無
か
ら

創
造
（
ク
レ
ア
ー
テ
ィ
オ
ー
・
エ
ク
ス
ヽ
ニ
ヒ
ロ
ー
）
」
す
る
神
威
と
な
り
得
る
の

で
あ
る
。
・
し
か
も
ご
の
月
影
な
す
神
人
牛
リ
ス
ト
像
は
、
日
輪
が
ポ
イ
ボ
ス
ー
神
ア
ポ

ロ
ー
ン
の
如
く
熾
烈
に
輝
く
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
祝
祭
に
密
や
か

に
隠
れ
現
わ
れ
つ
つ
、
そ
の
「
昼
」
を
終
結
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西

欧
と
が
矛
盾
相
克
す
る
「
敵
意
の
只
中
で
の
宥
和
の
仮
象
（
シ
ャ
イ
ン
）
」
と
成
る

こ
と
に
よ
り
、
シ
｀
ラ
ー
の
云
う
「
厳
格
な
分
離
」
を
裏
切
る
こ
乏
な
く
ハ
し
か
も
同

時
に
、
こ
の
詩
人
の
友
ヶ
ル
ナ
ー
の
諭
言
「
キ
ヅ
ス
乍
者

の
繊
細
な
精
神
」
に
も
誠

　
｀
“
　
ｉ
　
、
Ｆ
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Ｉ
χ
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Ｓ
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ｌ
－
４

意
有
て
応
え
ら
れ
得
る
詩
歌
象
徴
の
調
べ
な
ず
神
話
の
神
と
成
っ
た
の
で
あ
る
。
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．
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．
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る
の
’
で
あ
る
。
故
に
思
想
詩
に
お
け
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
は
経
験
直
観
可
能
な

「
根
源
現
象
（
ウ
ア
フ
ェ
ノ
メ
ー
ン
）
」
（
〔
一
〕
閣
。
（
2
0
）
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ

現
存
を
内
に
「
過
去
」
へ
と
超
越
し
た
彼
方
に
探
求
さ
る
べ
き
理
念
で
あ
り
、
こ
の

理
念
（
イ
デ
ー
）
を
追
求
し
て
倦
ま
ぬ
努
力
す
る
意
志
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
盤

の
刃
金
の
打
ち
込
み
こ
そ
が
、
古
典
古
代
の
生
け
る
実
相
へ
と
迫
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ
ｙ

　
か
く
理
念
を
追
い
求
め
る
内
省
す
る
魂
の
直
向
な
努
力
は
、
安
逸
な
「
形
而
上
の

心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
恋
（
７
）
）
に
落
着
せ
ず
、
円
満
な
る
救
済
な
す
「
丸
く
収
ま
っ

た
芸
術
品
」
（
〔
こ
閣
（
2
6
）
）
へ
と
陥
落
し
な
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
円
に
内
接

す
る
多
角
形
の
よ
う
に
、
理
念
（
イ
デ
ー
）
を
目
指
し
限
り
無
く
接
近
を
試
み
る
の

み
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
像
は
、
感
激
し
た

「
美
し
い
魂
」
（
〔
二
〕
閉
（
9
9
）
）
が
感
極
ま
り
雄
弁
に
歌
い
あ
げ
た
感
動
な
ど
と

云
え
る
甘
え
た
想
念
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
感
激
や
感
動
は
、
「
至
福
な

る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
と
と
も
に
木
端
微
塵
と
な
る
。
即
ち
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど

う
酒
」
の
基
底
で
は
、
霊
感
に
溢
れ
た
自
我
意
識
が
腫
瘍
の
如
く
膨
張
し
肥
大
す
る

の
と
は
逆
に
、
む
し
ろ
そ
の
腫
瘍
が
古
典
古
代
の
召
喚
と
と
も
に
空
無
へ
と
飛
散
し
、

そ
れ
と
同
時
に
悲
劇
誕
生
に
よ
り
粉
微
塵
に
百
雑
砕
と
化
し
た
西
欧
選
民
意
識
の
深

淵
に
、
始
め
て
祈
り
の
基
底
と
云
え
る
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
‘
の
碧
潭
が
顎
を
開
く

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
…
…
両
の
腕
に
抱
く
空
無
（
レ
ー
レ
）
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
’
　
―

　
　
私
達
が
息
吹
く
宇
宙
へ
と
放
下
せ
よ
、
恐
ら
く
は
飛
鳥
が

　
　
心
を
厄
め
た
内
面
（
イ
ニ
ヒ
）
の
飛
翔
と
と
も
に
、
か
く
空
無
に
う
ち
開
か
れ
た
蒼
冑
の

　
　
　
　
大
気
を
胸
一
杯
に
感
ず
る
で
あ
ろ
奨
・

　
　
　
　
　
　
（
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
第
二
三
句
－
第
二
五
句
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
時
空
に
お
け
る
こ
の
「
空
無
を
孕
み

心
を
箭
め
た
内
面
の
飛
翔
」
の
礎
は
、
既
に
思
想
詩
冒
頭
（
第
一
句
）
の
都
市
像

（
〔
一
〕
ｍ
（
7
4
）
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。

-

一

一

一

一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

こ
の
冒
頭
な
し
て
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
（
リ
ン
ク
ス
ー
ウ
ー
ム
ー
ル
ー
エ
ッ
ト
ー

デ
ィ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
）
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
都
市
内
部
の
市
街
空
間
に
「
遍
く
（
リ

ン
ク
ス
ー
ウ
ー
ム
）
」
ゆ
き
渡
る
「
静
寂
（
ル
ー
エ
）
」
は
、
四
面
を
市
壁
に
囲
ま
れ
、

そ
の
内
側
に
石
材
に
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
西
欧
都
市
特
有
の
佇
い
に
由
来
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
数
階
立
て
の
石
造
建
築
物
が
相
互
に
所
狭
し
と
緊
密
に
自
他
と
も
に
閲
ぎ

合
い
立
ち
並
ぶ
都
市
の
内
面
空
間
（
イ
ネ
ン
ラ
ウ
ム
）
に
寵
も
る
緊
張
関
係
か
ら
正

に
、
「
心
を
罷
め
た
内
面
（
イ
ニ
ヒ
）
の
飛
翔
」
（
註
（
２
）
）
の
母
胎
な
す
「
生

け
る
静
謐
（
レ
ベ
ン
デ
ィ
ゲ
・
ル
『
‐
エ
』
」
（
〔
二
〕
恋
（
1
7
）
）
が
誕
生
し
て
来
る

の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
の
引
き
続
く
第
一
句
後
半
の
詩
歌
の
調
べ
は
「
…
…
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
…

（
…
…
…
ン
ユ
タ
ッ
ト
ー
シ
ュ
テ
ィ
ル
…
…
）
」
（
註
（
３
）
）
と
頭
韻
を
成
し
て
口
箭

ら
れ
る
清
音
の
摩
察
閉
塞
音
（
シ
ュ
ト
）
の
反
響
と
と
も
に
、
文
字
通
り
「
ひ
そ
や

か
に
（
シ
ュ
テ
ィ
ル
）
」
心
を
寵
め
た
音
色
が
基
調
と
な
る
。
こ
こ
に
「
燈
火
の
光

明
（
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
」
が
点
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
｝
句
後
半
は
、
「
ひ

そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
（
シ
ュ
テ
ィ
ル
ー
ヴ
ィ
ル
ト
ー
デ
ィ
ー
エ
ア
ロ
イ

ヒ
テ
テ
ー
ガ
ッ
セ
）
」
（
註
（
３
）
）
と
歌
わ
れ
る
。
果
し
て
こ
の
さ
さ
や
か
な
光
明

（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ウ
ン
グ
）
は
、
路
地
の
街
燈
（
ラ
テ
ル
ネ
）
と
云
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
建
物
家
屋
内
部
か
ら
の
窓
辺
の
光
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
実
際
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

「
窓
辺
の
光
」
の
‘
方
が
、
「
街
路
照
明
（
ベ
ロ
イ
ヒ
ト
ウ
ン
グ
）
」
よ
り
も
人
の
住

居
に
よ
り
近
く
、
省
察
す
る
心
の
内
面
空
間
（
イ
ネ
ン
ラ
ウ
ム
）
を
と
も
す
燈
火
を

も
示
す
語
気
「
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
」
に
よ
り
相
応
し
い
と
看
傲
さ
れ
得
る
か
ら

で
あ
る
。
と
に
か
く
全
体
こ
乙
で
話
題
と
し
て
い
る
「
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
」
は
、

現
実
社
会
の
街
路
照
明
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
具
象
を
契
機
と
し
つ
つ
も
、
む

し
ろ
内
な
る
魂
を
点
し
つ
つ
、
現
存
の
彼
方
へ
と
越
え
出
で
て
ゆ
く
祈
り
の
光
明
で



二
四

識も

討

を　゜
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

こ
の
敬
虔
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
が
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
既
成
意

破
り
、
彼
方
の
死
圏
な
す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ

追
求
し
て
向
か
い
、
既
成
の
価
値
観
で
あ
る
西
欧
選
民
意
識

（
〔
二
〕
剛
）
す
る
の
で
あ
る
。

イ
デ
ー
）

に
崩
壊

　
こ
の
精
神
革
命
へ
の
意
志
は
既
に
、
思
想
詩
冒
頭
の
都
市
像
に
萌
し
て
い
る
。
只

今
述
べ
た
冒
頭
・
第
一
’
句
の
光
明
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
は
慎
ま
し
く
密
や
か

な
燈
火
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
既
成
の
封
建
制
下
の
諸
価
値
を
瓦
解
さ
廿
つ
つ
勃
興

し
て
凍
尭
謹
厳
力
市
民
意
識
の
明
鏡
七
も
看
倣
せ
る
。
こ
の
明
鏡
な
す
光
明
（
エ
ア
゛
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ロ
イ
ピ
ト
ゥ
’
ン

‘ グ
）
。
と
好
対
称
な
す
の
が
、
’
引
き
続
き
第
二
句
で
造
形
化
さ
れ
る
。

「
松
明
に
飾
ら
れ
」
だ
華
美
な
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
照
明
（
ペ
ロ
イ
。
ヒ
ト
ゥ
ジ
グ
）
」

で
あ
る
し
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ｌ
ｐ
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ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

。
静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
バ

　
　
　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
（
大
路
を
）
騒
然
と
（
幾
台
も
）
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
｝
句
－
第
二
句
）
　
　
。

光
の
対
比
は
同
時
に
、
場
の
対
比
と
な
る
。
「
ひ
そ
や
か
に
燈
火
が
と
も
る
街
路

（
が
。
セ
）
」
（
第
一
句
）
と
「
騒
然
と
（
幾
台
も
）
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」

（
第
二
句
）
に
足
る
「
大
路
（
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
）
」
が
好
対
称
を
な
し
て
い
る
。
こ

の
光
と
場
の
明
暗
の
下
に
、
第
一
句
で
は
謹
し
み
あ
る
厳
か
で
敬
虔
な
市
民
意
識
が

慎
ま
し
い
燈
火
の
光
明
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
の
下
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇

祝
祭
の
時
空
へ
と
深
沈
し
、
「
か
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
。
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー

リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
口
（
1
5
）
）
へ
と
真
摯
な
眼
差
し
を
向
け
る
。
他
方
、

こ
の
過
去
の
死
圏
へ
と
自
己
を
越
え
て
ゆ
く
内
面
へ
の
道
と
は
正
反
対
方
向
へ
「
松

明
に
飾
ら
れ
、
（
大
路
を
）
騒
然
と
（
幾
台
も
）
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
（
ヒ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
）
」
（
第
二
句
）
の
で
あ
る
。
こ
の
「
馬
車
」
が
目
指
す
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化

の
社
交
広
間
に
は
、
高
価
な
蜜
蝋
蝋
燭
の
装
飾
用
釣
燭
台
の
煌
々
た
る
照
明
（
ベ
ロ

イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
｀
が
輝
く
。
詩
人
は
何
気
な
く
事
も
無
げ
に
、
か
く
華
美
へ
と
流
れ

る
世
俗
空
間
を
「
過
ぎ
去
る
（
ヒ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
）
」
（
第
二
句
）
と
歌
い
上
げ
、
自
ら

は
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
註
（
２
）
）
を
目
指
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
（
第
五
五
句
）
へ
と
光
陰
の
矢
を
射
る
の
で
あ
る
。

五
五

至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
Ｉ
・

影
に
ヽ
一
体
所
ｔ
に
蜂
い
て
い
る
の
か
、
彼
方
を
ま
で
射
抜
ぺ
（
ア
ポ
ロ

　
（
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
．
し
ン
の
宮
居
す
）
デ
ル
ポ
イ
は
微
睡
ん
で
い
る
４
１

゛
ず
゛
～
何
処
に
廊
く
の
か
あ
の
ぶ
沃
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
は
？
一
　
い
　
¨

何
処
に
あ
の
神
速
の
運
命
は
’
、
何
処
で
砕
け
る
の
か
？
　
普
遍
の
幸
に
満
ち

ン
神
ポ
イ
ボ
ス
の
弓
弩
の
ご
と
き
）
あ
．
の
神
託
は
々
・

ポ
ス
冲
ア
ポ
ロ
．
し
ン
の
宮
居
す
）
デ
ル
ポ
イ
は
衡
駆
ん
で
い
ぢ
卜

　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
１

い
雷
鳴

‐

と
も
に
４
　
澄
な
る
状
感
吟
ら
眼
堺
を

ｉ
'
ｓ
>
'
　
ｍ
命
『
（
・
モ
～
ラ
）
ず
　
’
―

　
　
　
　
突
入
し
て
来
る
の
は
何
処
か
？
　
　
　
　
　
　
ヘ
レ
　
ペ
：
Ｉ
　
　
ヘ

　
’
ノ
（
「
パ
ン
と
が
ど
う
酒
」
第
四
即
第
五
五
句
－
第
六
四
句
）
・
　
、

　
　
恋
　
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

　
西
欧
意
識
の
魂
の
夜
に
燃
え
上
が
る
悲
劇
の
誕
生
に
見
性
さ
れ
る
「
古
典
神
話
の

畏
怖
と
荘
厳
」
（
〔
二
〕
園
）
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
ギ
リ
シ
ア
像
の
本

質
を
な
し
、
こ
の
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
」
に

相
応
し
い
現
存
の
存
在
様
式
が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
と
と
も
に
召
喚
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
現
存
様
式
の
範
型
（
イ
デ
ア
ー
）
が
、
他
な
ら
ぬ
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の

白
眉
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
と
考
え
ら
れ
る
。
思
想
詩
・
第
四
節
冒
頭
に
お
け
る
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
の
召
喚
（
〔
三
〕
山
（
５
）
）
に
先
立
つ
形
象

が
、
既
に
こ
の
悲
劇
の
雄
へ
の
追
想
を
物
語
る
。

五
〇

あ
の
開
か
れ
た
海
が
廊
く

）
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
の
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
（
に



か
　
　
り
１
Ｊ
一
『
■
b

彼
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
（
の
神
々
）
の
国
土
へ
と
、
彼
の
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が

宮
居
す
ポ
く
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
神
域
）

な
す
巌
へ
と
、

　
　
　
捨
て
ら
れ
し
バ
。
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
秘
儀
の
神
域
）
キ
タ
イ

　
　
　
ロ
ー
ン
の
山
間
へ
と
、
　
　
-
;
-
'
■
＝
-
£
:

　
新
緑
の
唐
檜
の
青
葉
の
下
、
実
り
落
つ
葡
萄
の
僥
僥
な
る
地
へ
と
、
彼
の
地

　
　
　
に
は

テ
ー
ベ
ー
の
泉
が
辱
き
、
イ
ス
メ
ー
ノ
ス
川
が
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と
デ
ィ
オ

　
゛
　
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
祖
）
カ
ド
モ
ス
の
地
（
テ
ー
バ
イ
）
を
沿
々
と
流
れ
、

　
彼
の
地
か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
神
（
バ
。

　
　
　
コ
ス
）
が
到
来
す
る
。

　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
九
句
－
第
五
四
句
）

父
祖
カ
ド
モ
ス
の
建
立
に
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
古
都
テ
ー
バ
イ
に
纒
わ
る
形
姿
に
溢
れ

た
こ
の
詩
節
が
、
果
し
て
カ
ド
モ
ス
の
會
孫
ラ
ー
イ
オ
ス
の
実
子
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
’

の
悲
劇
へ
の
追
想
な
の
か
？
　
或
い
は
カ
ド
モ
ス
の
娘
セ
メ
レ
ー
が
懐
胎
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
バ
ッ
コ
ス
神
話
へ
の
想
起
な
の
か
？
　
私
に
は
論

点
が
こ
の
両
極
へ
と
分
か
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
在
来
の
研
究
は
概
ね
バ
ッ
コ
ス
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
「
詩
人
が
こ
の
よ
う
に
言
葉
を
つ
く
し
て
言
う
と
き
、
そ
の
脳
裏

に
最
も
強
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
各
地
を
遍
歴
し
て
暗
礁
の
中
に
生
気
を
も
た
ら

す
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
主
神
ゼ
ウ
ス
の
血
を

受
け
て
出
生
し
た
と
い
わ
れ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
思
う
こ
と
は
、
お
の
ず
か
ら

詩
人
の
連
想
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
移
さ
ざ
る
を
え
な
以
（
手
塚
富
雄
註
）
と
説
明

さ
れ
る
。
同
様
の
観
点
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
は
此
所
に
、
「
大
行
列
を
な
し
遍
歴
し

て
遠
方
の
世
界
に
ま
で
到
る
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
ヘ
の
暗
示
」
を
読
み
取

り
、
こ
の
際
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
の
悲
劇
「
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
た
ち
（
バ
ッ
カ
イ
）
」

を
鑑
み
て
、
思
想
詩
・
第
三
節
終
結
部
（
註
（
６
）
）
の
第
五
〇
句
以
下
に
次
の
よ

う
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

一
一

五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

パ
ル
ナ
ソ
ス
山
を
後
に
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
空
間
を
詩
想
は
迅
速
に
潤
歩
し
、
両
の
神
域
な

す
山
岳
が
名
指
し
さ
れ
る
。
神
々
の
住
ま
う
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
山
と
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

神
誕
生
の
地
テ
ー
バ
イ
市
近
郊
の
森
林
山
脈
キ
タ
イ
ロ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
キ
タ
イ
ロ
ー

ン
に
向
か
い
神
懸
か
り
の
信
女
た
ち
が
聖
な
る
狂
乱
を
な
し
て
登
り
、
秘
儀
（
オ
ル
ギ
ア
）

を
祝
い
、
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
の
悲
劇
「
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
」
に
描
か
れ
た
不
幸
な
ペ
ン
。

デ
ウ
ス
の
運
命
も
ま
た
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
キ
タ
イ
ロ
ー
ン
の
名
称
と
と

も
に
再
び
中
心
主
題
「
酒
神
（
バ
。
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
」
が
奏
で
ら
れ
る
の

で
あ
徊
・

　
確
か
に
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
は
神
人
キ
リ
ス
ト
と
並
ん
で
、
思
想
詩
「
パ
ン
と

　
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
展
開
の
枢
軸
を
成
し
て
い
る
。
思
想
詩
の
表
題
そ
。
の
も
の
が
既

　
に
、
一
方
で
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
秘
跡
（
サ
ク
ラ
ー
メ
ー
ン
ト
ゥ
ム
）
な
す
「
パ
ン

　
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
聖
化
（
コ
ン
’
ウ
ェ
ル
ス
ィ
オ
ー
）
に
関
連
し
、
こ
の
聖
化
の
要
と

　
な
る
神
人
キ
リ
ス
ト
の
事
跡
（
受
肉
、
受
難
、
復
活
）
を
想
わ
せ
る
と
同
時
に
、
他

　
方
で
天
地
の
恵
み
で
あ
る
穀
物
と
葡
萄
酒
に
纒
わ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
、
す
な

・
わ
。
ち
穀
物
な
ど
大
地
の
豊
饒
を
言
祝
ぐ
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
女
神
と
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

　
ソ
ス
を
語
り
出
だ
し
て
い
る
。
故
に
第
三
節
の
終
結
部
で
論
者
が
釈
義
す
る
と
き
脳

」
扱
に
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
バ
ッ
コ
ス
を
思
い
描
く
の
も
無
理
は
な
い
。

　
　
と
こ
ろ
が
、
思
想
詩
の
第
三
節
終
結
部
（
註
（
６
）
）
を
第
四
節
の
「
至
福
な
る

　
ギ
リ
シ
ア
」
（
〔
三
〕
田
（
５
）
）
を
睨
み
合
わ
せ
て
再
考
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
両
詩

　
節
に
一
貫
し
て
熾
烈
な
る
閃
光
を
投
げ
か
け
て
い
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
を

　
も
見
過
ご
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
第
四
節
で
も
第
三
節
で
も
詩
人
は
「
デ
ル
ポ
イ
」

　
（
第
五
〇
句
と
第
六
二
句
）
を
直
接
に
名
指
し
、
明
ら
か
把
デ
ル
ポ
イ
神
域
の
岩
山

　
に
宮
居
す
託
宣
の
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
を
喚
起
す
る
。
殊
に
第
四
節
で
は
、
「
彼
方
を
ま

　
で
射
抜
く
（
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
ポ
イ
ボ
ス
の
弓
弩
の
如
き
）
神
託
」
（
第
六
一
句
）
が
、

　
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
君
臨
す
る
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
第
六
二
句
）

　
の
血
脈
に
逞
し
く
流
れ
て
い
る
。
解
釈
の
便
法
は
第
四
節
と
第
三
節
を
神
話
知
識

　
（
ミ
ュ
ー
ト
ロ
ギ
ア
ー
）
か
ら
別
様
に
区
分
け
し
て
体
裁
よ
く
整
理
し
て
、
例
え
ば

　
第
四
節
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
関
し
て
、
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」



二
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

を
描
く
の
に
形
姿
を
供
給
し
続
け
て
い
る
の
は
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
と
大
神
ゼ
ウ
ス
で

あ
る
」
と
説
明
し
、
「
ゼ
ウ
ス
が
清
澄
な
る
蒼
官
を
、
雷
鳴
を
１
　
か
す
群
馬
と
迅
速

な
る
二
輪
馬
車
を
駆
り
通
過
し
た
」
と
云
う
よ
う
な
「
ギ
リ
シ
ア
宗
教
の
全
く
一
般

的
な
絵
画
描
写
で
終
わ
る
」
（
ハ
リ
ソ
ン
註
）
こ
と
も
出
来
よ
う
。
蓋
し
文
献
学
の

こ
の
よ
う
な
便
法
は
、
「
古
典
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
畏
怖
と
荘
厳
」
（
〔
二
〕
閣
）

か
ら
眼
を
逸
ら
し
、
詩
人
が
「
生
け
る
自
然
」
（
〔
二
〕
閣
（
2
3
）
）
の
「
万
有
の
全

一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
（
〔
二
〕
㈲
（
3
3
）
）
な
す
現
実
を
直
視
す
る
心
眼

を
、
學
者
の
博
識
と
想
像
で
盲
目
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
‘
従
っ

て
本
論
と
し
て
は
、
神
話
知
識
ベ
ミ
ュ
ー
ト
ロ
ギ
ア
ー
）
と
し
て
流
布
し
た
「
一
般

的
な
絵
画
描
写
」
’
を
説
明
‘
の
便
法
と
せ
ず
に
、
む
し
ろ
思
想
詩
の
内
観
へ
と
眼
差
し

を
向
眼
る
こ
と
に
努
力
を
傾
け
た
い
・
。
そ
が
た
め
に
は
、
第
ご
貳
終
結
部
と
第
四
節

の
ギ
リ
シ
ア
像
で
詩
人
に
よ
り
倦
む
こ
と
な
く
追
求
さ
れ
て
い
る
理
念
（
イ
デ
ー
）

を
読
者
も
と
も
に
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ

の
理
念
追
求
の
た
め
の
原
像
（
ヴ
ァ
ビ
ル
ト
）
を
見
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
　
こ
の
脈
絡
を
鑑
み
て
先
程
の
シ
ュ
ミ
。
卜
註
へ
と
翻
り
、
「
中
心
主
題
「
酒
神

（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
」
が
奏
で
ら
れ
る
」
点
に
着
眼
し
た
こ
の
註
が
、
探
求
の

過
程
で
一
体
何
を
ギ
リ
シ
ア
像
に
見
い
出
し
て
い
る
の
か
を
問
う
こ
と
か
ら
論
究
の

糸
口
を
掴
む
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
は
次
の

よ
う
に
ギ
リ

シ
ア
探
求
の
基
本
姿
勢
を
表
明
し
て
い
る
。

詩
人
は
追
憶
（
ム
ネ
ー
モ
シ
ュ
ネ
ー
）
の
力
に
よ
り
、
神
々
し
く
充
実
し
た
過
去
の
時
代

の
現
存
を
眼
前
に
思
い
浮
か
べ
、
古
代
の
英
雄
や
半
神
や
詩
人
た
ち
の
崇
高
な
る
形
姿
に

霊
感
を
感
じ
て
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
、
現
今
の
乏
し
き
時
代
に
お
け
る
破
壊
的
な
威
力
、
つ

ま
り
生
を
空
洞
化
し
空
無
へ
と
開
く
あ
の
威
力
か
ら
自
ら
を
救
う
の
で
あ
る

こ
の
観
点
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
で
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
の
文

体
特
徴
を
も
次
の
よ
う
に
解
明
す
る
。

霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
に
相
応
し
い
性
格
を
有
し
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

第
三
節
は
讃
歌
風
の
言
い
回
わ
し
を
取
る
。
情
熱
に
溢
れ
た
動
き
、
大
胆
に
高
揚
し
再
び

急
降
下
す
る
律
動
の
波
ヽ
長
い
抑
制
ヽ
力
強
く
緊
張
あ
る
表
象
の
引
鯛
ｊ
。

こ
の
よ
う
に
力
説
さ
れ
る
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
を
思
想
詩
読
解

の
基
調
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
け
る
「
偉
大
な

る
運
・
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
第
六
二
句
）
が
歌
わ
れ
た
詩
節
（
〔
三
‘
〕
田
（
５
）
）
を

「
最
高
潮
」
。
と
看
傲
す
の
で
あ
る
。
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
ｙ
最
高
痢
を
な
し
、
稲
妻
を
投
擲
す
る
神
の
国
ト
ラ
イ
ド
ー
ゴ
ッ
テ
ス
）
か
ら
の
全
く
直
接

　
　
的
な
「
突
入
」
が
あ
る
・
。
こ
の
際
、
。
直
接
性
、
の
思
想
は
浙
「
清
澄
な
。
る
大
気
」
か
ら
の

　
　
「
雷
鳴
」
と
Ｉ
で
つ
伝
来
の
逆
説
表
象
に
よ
り
法
外
方
鋭
さ
を
獲
て
い
る
・
こ
こ
に
’
最
高
’

　
　
　
゛
一
　
『
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ

　
　
の
盛
り
上
が
り
か
お
る
。
召
喚
の
問
い
か
け
を
視
覚
造
形
へ
と
も
た
ら
す
讃
歌
の
霊
感

　
　
（
ベ
ガ
イ
ダ
ア
ル
ン
グ
）
が
こ
こ
で
燃
え
上
が
抑
。

最
高
度
に
高
揚
し
た
霊
感
の
只
中
で
語
ら
れ
た
言
葉
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ
テ

ス
）
」
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
。
ト
註
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
批
判
・
革
命
精
神

（
〔
一
〕
閤
）
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

が
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
「
神
の
国
」
に
過
ぎ
な
く
な
れ
ば
、
既
存
の
キ
リ
ス
ト
者
の

意
識
は
無
反
省
に
自
意
識
を
拡
張
し
て
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
を
弥
増
し
、
安
心

立
命
を
獲
て
感
激
と
霊
感
の
大
団
円
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
実
際
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
が

思
想
詩
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
見
い
出
し
た
も
の
は
、
こ
の
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高

な
る
高
揚
」
（
註
（
Ｈ
）
）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
畢
竟
「
中
心
主
題
「
酒
神

（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
」
が
奏
で
ら
れ
る
」
（
註
（
８
）
）
と
言
わ
れ
る
基
調
も
こ

こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
霊
感
高
揚
」
の
基
調
に
反
し
て
、
本
論
が
思
想
詩
の
ギ
リ
シ
ア
像

に
見
い
出
し
た
も
の
は
「
絶
望
」
の
淵
に
立
ち
「
至
福
・
（
ベ
ア
ー
テ
ィ
タ
ー
ス
）
」

を
待
望
す
る
「
希
望
（
エ
ル
ビ
ス
）
」
（
〔
二
〕
閉
（
ｍ
）
）
の
慎
ま
し
く
も
謹
厳
な



「
光
明
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ウ
ン
グ
）
」
（
〔
三
〕
田
（
３
）
）
で
あ
り
、
そ
の
濃
淡
細

や
か
な
「
知
恵
（
サ
ピ
エ
ン
テ
ィ
ア
）
に
溢
れ
た
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
」
（
〔
二
〕

圓
（
6
6
）
）
な
の
で
あ
る
。
故
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
’
・
」
（
〔
三
〕
山
（
５
）
）

の
叫
び
声
が
呼
応
す
る
の
は
、
む
し
ろ
リ
ル
ケ
の
「
悲
歌
」
冒
頭
に
他
な
ら
な
い
と

言
え
よ
う
。

お
お
如
何
に
私
か
叫

序
列
な
す
天
使
の
住

ん
だ
泡
て
、
わ
が
声
音
が
一
体
、

ま
う
何
処
で
聴
き
届
け
ら
れ
よ
う
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
リ
ル
ケ
「
ド
ウ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
第
一
句
－
第
二
句
）

蓋
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
の
よ
う
に
、
バ
ッ
コ
ス
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
霊
感

に
溢
れ
思
想
詩
の
基
調
を
読
み
取
れ
ば
、
こ
の
詩
人
リ
ル
ケ
の
叫
び
声
こ
そ
、
「
現

今
の
乏
し
き
時
代
に
お
け
る
破
壊
的
な
威
力
、
つ
ま
り
生
を
空
洞
化
し
空
無
を
開
く

あ
の
威
力
」
（
註
（
1
0
）
）
と
し
て
映
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
正

に
、
こ
の
よ
う
な
空
無
を
開
く
思
想
詩
の
詩
歌
象
徴
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
批

判
・
革
命
精
神
こ
ぞ
、
ひ
き
続
く
言
葉
で
以
て
、
前
掲
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
の
云
う
「
霊

感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
（
註
（
Ｈ
）
）
を
木
端
微
塵
に
砕
く
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

君
は
未
だ
知
ら
ぬ
の
か
？
　
両
の
腕
に
抱
く
空
無
を
、

私
達
が
息
吹
く
宇
宙
へ
と
放
下
せ
よ
１
・
　
恐
ら
く
飛
鳥
が

心
を
寵
め
た
内
面
の
飛
翔
と
と
も
に
、
か
く
空
無
に
う
ち
開
か
れ
た
蒼
寫
の
大
気
を
胸
一

　
　
杯
に
感
ず
る
で
あ
ろ
一
列
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
第
二
三
句
－
第
二
五
句
）

こ
の
よ
う
に
峻
厳
な
現
存
の
自
己
解
体
の
脈
絡
、
即
ち
そ
の
充
溢
が
正
反
対
の
百
雑

砕
へ
と
瓦
解
す
る
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
過
程
を
、
古
典
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
お
い
て

体
現
し
て
い
る
の
が
、
悲
劇
の
白
眉
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

閣
　
神
話
と
寓
意

　
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
は
、
謎
解
き
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
怪
獣
ス
ピ
ン
ク
ス
を
知

恵
で
凌
駕
し
、
賢
者
の
誉
高
い
王
者
と
し
て
人
々
に
慕
わ
れ
て
君
臨
し
て
い
た
。
オ

イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
の
真
骨
頂
は
、
こ
の
無
類
の
知
者
の
如
実
な
無
知
が
白
日
の
下

に
暴
露
さ
れ
晒
さ
れ
る
悲
劇
神
話
の
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
に
在
る
。
結
局
こ

の
王
者
こ
そ
人
非
人
で
あ
る
化
の
皮
が
剥
げ
て
ゆ
く
真
相
究
明
の
た
め
奔
走
す
る
の

が
実
は
他
な
ら
ぬ
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
自
身
な
の
で
あ
り
、
こ
の
無
類
の
知
者
は
正
に

自
ら
何
も
知
ら
な
い
無
知
ゆ
え
に
躍
気
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
怖
ろ
し
い
無
知
の
。

知
を
身
自
ら
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
託
の
生
贅
と
成
り
知
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス

は
具
現
し
て
ゆ
く
。
こ
の
無
知
の
破
邪
顕
正
を
、
悲
壮
な
る
激
情
（
パ
ト
ス
）
の
焔

の
燃
え
上
が
る
只
中
で
端
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
ィ
ア
）
と
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー

リ
シ
ス
）
と
し
て
提
示
し
、
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
造
形
美
を
、
古
典
ギ

リ
シ
ア
の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
と
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
繋
刃
で
彫
琢
し
織
り
成
し
て
ゆ
く
の

が
、
他
な
ら
ぬ
悲
劇
詩
人
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
な
の
で
あ
る
。

場
面
場
面
に
お
い
て
、
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
造

形
が
織
り
成
さ
れ
、
悲
劇
は
或
る
異
端
尋
問
を
思
わ
せ
、
黒
死
病
と
狂
気
の
只
中
に
普
遍

的
予
言
精
神
が
燃
え
上
が
る
世
界
の
言
葉
と
な
る
。

　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
、
〔
二
〕
閣
（
1
5
）
）

　
こ
の
悲
劇
神
話
に
お
い
て
、
中
世
神
学
に
お
け
る
「
聖
書
」
の
如
く
「
畏
怖
と
荘
厳
」

’
の
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
を
吐
く
の
が
神
域
デ
ル
ポ
イ
に
宮
居
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

　
ン
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
既
成
の
学
者
（
ソ
ピ
ス
テ
ー
ス
）
の
有
意
義

　
な
る
博
識
（
ド
ク
叫
「
」
・
を
百
雑
砕
へ
と
瓦
解
さ
せ
た
哲
学
（
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
）
の

　
雄
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
場
合
と
同
じ
く
、
此
所
で
も
神
域
デ
ル
ポ
イ
の
ポ
イ
ボ
ス
神

　
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
託
宣
（
オ
ラ
ー
ケ
ル
）
が
知
者
の
脳
裏
を
鋭
く
過
ぎ
る
Ｉ
汝
自
身



二
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
ヽ
人
文
科
学

　
を
知
れ
＾
グ
ノ
ー
テ
ィ
’
セ
ア
ウ
ト
ン
こ
心

　
　
　
　
知
恵
の
切
先
は
知
者
を
目
指
し
、
日
輪
の
閃
光
の
如
く
、
神
話
の
崇
高
で
空
怖
ろ
し
い
メ

　
　
　
　
ム
ノ
ー
ン
柱
像
を
射
る
。
す
る
と
不
意
に
拓
火
の
如
く
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
が
響
き
始

　
　
　
　
め
る
の
だ
。
Ｉ
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
旋
律
で
！

　
　
　
　
　
　
（
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
九
章
、
〔
一
〕
閤
（
4
7
）
、
〔
二
〕
圓
（
6
5
）
）

＜
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
知
者
の
み
な
ら
ず
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
お
い
て
も
ノ
こ
’
の
「
汝
自

　
身
を
知
れ
！
」
と
い
Ｉ
つ
神
言
は
ぎ
味
深
長
で
あ
る
・
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
思
想
詩
「
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
ｌ
ｒ

　
ジ
と
ぶ
ど
シ
酒
」
で
「
至
福
な
・
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
閃
光
の
下
に
明
る
み
に
出
そ
う
と
１

　
　
　
　
　
　
『
　
　
‐
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
η
　
　
‘
ｆ
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～
゛
÷
　
　
　
　
Ｉ
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努
め
’
る
の
も
、
―
・
実
は
こ
の
神
言
の
奥
義
に
外
な
ら
な
、
い
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
「
西
　
。

。
欧
選
民
意
識
粉
砕
」
（
〔
二
〕
圓
）
に
『
お
い
て
見
た
よ
う
に
。
、
‘
西
欧
キ
リ
ス
ド
者
は
ト

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
♂
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「
至
福
な
Ｉ
ギ
リ
シ
ア
」
の
閃
光
に
よ
り
、
自
意
識
滅
却
の
劇
的
急
転
（
ぺ
勺
ペ
テ
’

　
イ
ア
）
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
・
既
存
の
安
逸
な
る
拠
り
所
が
百
雑
砕
へ
と
瓦

　
解
し
、
深
遠
な
る
祈
り
の
淵
（
グ
ラ
ウ
ベ
ロ
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）

が
顎
門
を
開
く
の
を
眼
の
当
に
し
、
始
め
て
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
）

の

「
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
を
し
か
と

飲
み
ほ
す
」
（
〔
二
〕
剛
（
9
1
）
）
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
劇
誕
生
の
眼
目
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
詩
歌
「
光
の
ど
け
き
碧
空

の
下
…
…
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
巧
妙
に
表
現
し
て
い
る
。

あ
の
王
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
は
眼
を
一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
男
の
苦
し

み
、
そ
れ
は
筆
舌
尽
く
し
難
く
、
言
語
を
絶
し
、
表
現
不
能
で
あ
る
。
（
だ
が
し
か
し
、
）

も
し
（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
）
悲
劇
が
そ
の
よ
う
な
も
の
を
描
け
ば
、
そ
れ
は
現
わ
れ
る
。

そ
れ
が
私
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
か
？
　
汝
を
私
は
今
想
い
出
し
て
い
る
の
か
？
　
東
洋
の

よ
う
に
広
い
何
物
か
の
極
が
細
流
の
よ
う
に
私
を
拉
致
去
る
。
そ
う
だ
当
然
こ
の
苦
し
み

が
ヽ
こ
れ
が
知
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
も
の
な
の
抑
・

西
欧
意
識
も
「
眼
を
一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ
」
る
こ
と
に
よ
り
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
、
正
に
信
知
が
閲
ぎ
合
う
谷
間
か
ら
輝
く

曙
光
を
見
る
。
こ
の
三
つ
目
の
眼
光
こ
そ
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
が
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ
ｙ

盾
相
克
す
る
只
中
か
ら
見
性
さ
れ
る
光
明
で
あ
り
、
直
向
に
問
う
西
欧
キ
リ
ス
ト
者

の
魂
の
夜
な
す
心
の
深
淵
に
、
真
摯
な
祈
り
の
基
底
が
か
く
し
て
開
か
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
脈
絡
か
ら
私
は
、
哲
学
者
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
形
而
上
学
入
門
」
（
一
九
五
三

年
）
に
お
け
る
次
の
論
述
に
注
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
此
所
で
哲
人
が
、
本
論
の
焦

眉
の
急
で
あ
る
。
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
現
存
（
ダ
ー
ザ
イ
ン
）
」
の
本
質
な
す
契
機

を
語
り
出
だ
さ
ん
と
努
力
し
で
、
右
記
引
用
の
詩
歌
「
光
の
ど
け
き
碧
空
の
下
…
…
」

。
の
当
該
の
箇
所
に
言
及
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
プ
‘
・
　
　
∇
ヽ

だ
が
私
達
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ズ
を
偶
然
没
落
し
た
に
．
過
ぎ
ぬ
人
間
と
看
倣
す
べ
貪
で
は
な

い
°
　
５
＾
達
ぼ
オ
イ
デ
ィ
ア
ａ
ス
に
お
い
て
ｙ
か
匹
古
典
ギ
ｒ
シ
ア
現
存
の
形
姿
を
掴
ま
．
紅
に

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
咽
　
！
　
－
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｊ
　
Φ
｀

ば
な
忌
な
い
．
’
あ
の
形
姿
に
お
い
．
て
は
ン
そ
の
観
存
の
根
源
を
成
す
激
情
が
極
葡
て
広
汎
・

に
荒
『
々
し
く
乗
り
出
し
て
い
る
．
こ
の
訣
情
（
パ
ト
ス
）
こ
そ
、
存
在
（
ザ
イ
ン
）
の
隠
・
’

蔽
を
解
き
、
存
在
そ
の
も
の
へ
と
迫
る
戦
闘
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は

詩
歌
「
光
の
ど
け
き
碧
空
の
下
…
…
」
で
予
言
者
風
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
王
者
オ
イ

デ
ィ
プ
ー
ス
は
眼
を
一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ
な
の
だ
ろ
う
」
と
。
こ
の
「
多
く
持
ち
過
ぎ
た

眼
」
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
学
問
の
根
本
条
件
で
あ
り
、
ま
た
諸
学
の
唯
一
の
形
而
上

学
的
基
礎
で
あ
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
人
の
知
と
学
問
と
は
、
こ
の
激
情
（
パ
ト
ス
）
な
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
悲
劇
の
誕
生
が
、
西
欧
の
現
存
・
思
索
・
学
知
の
原
像

（
ウ
ア
ビ
ル
ト
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
悲
劇
の
現
存
へ
と
迫
り
、

そ
の
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
を
理
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
盤
刃
で
彫
琢
造
形
せ
ん
と
す
る

形
而
上
哲
学
の
仕
事
は
、
名
著
「
形
而
上
学
入
門
」
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
論
と

し
て
は
再
び
思
想
詩
の
第
三
節
か
ら
第
四
節
に
か
け
て
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
話
題
を
戻

す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
お
い
て
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
関
心
が
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

ソ
ス
に
無
い
と
は
云
え
な
い
。
だ
が
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
の
詩
想
が
、
・
想
像
と
博
識
の
両
翼
に
乗
り
空
想
に
天
翔
る
甘
美
な
夢
想
な



す
「
神
話
物
語
。
（
ミ
ュ
ー
ト
ー
デ
ー
ス
）
」
（
〔
二
〕
㈲
（
2
7
）
）
の
途
上
に
現
わ
れ

る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
像
に
は
無
縁
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
成
程
確
か
に
、
バ
ッ
コ

ス
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
は
思
想
詩
に
お
け
る
諸
々
の
詩
歌
象
徴
の
根
底
に

深
く
横
た
わ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
直
接
あ
か
ら
さ
ま
に
描
写
（
ペ
シ
ュ
ラ
イ
ベ
ン
）

さ
れ
る
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
諸
表
象
の
背
後
に
隠
れ
た
神
の
荘
厳
に
留
ま
り
歌

わ
れ
て
い
る
と
見
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
思
想
詩
の
第
三
節
終
結
な
す

第
五
四
句
で
「
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
）
神
（
バ
ッ
コ
ス
）
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
姿

が
こ
の
こ
と
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
彼
の
地
か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
神
が
到
来
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
五
四
句
、
〔
三
〕
口
（
６
）
）

蓋
し
こ
れ
は
暗
示
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
明
示
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
す
る
文
脈

か
ら
、
既
に
「
カ
ド
モ
ス
の
地
」
（
第
五
三
句
）
た
る
古
都
テ
ー
バ
イ
や
バ
。
コ
ス

神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
秘
儀
の
神
域
「
キ
タ
イ
ロ
ー
ン
の
山
間
」
（
第
五
一
句
）
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
４
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ど
の
形
象
が
バ
ッ
コ
ス
神
話
の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
を
告
げ
て
お
り
、
「
彼
の
地

か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
神
」
（
第
五
四
句
）
が
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
バ
。

コ
ス
以
外
に
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
敢
て
こ
れ
を
暗
示
な
す
表
現
と
看
倣
し
、
寓
意
（
ア
レ
ー
ゴ
リ
ア
ー
）

風
に
解
す
る
と
、
こ
の
「
到
来
す
る
神
（
デ
ア
ー
コ
メ
ン
デ
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
（
第
五
四

句
）
を
、
例
え
ば
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
の
よ
う
に
、
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
で
は
な
く
、

来
た
る
べ
き
神
、
来
た
る
べ
き
時
代
の
神
」
と
云
う
風
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
は
続
け
て
評
釈
す
る
。

　
　
私
達
の
諸
々
の
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
は
ギ
リ
シ
ア
に
由
来
し
、
こ
の
ギ
リ
シ
ア
の
理
想

　
　
に
未
来
が
属
し
て
い
る
・
こ
の
理
想
へ
と
私
達
は
帰
趨
す
べ
き
で
あ
り

こ
の
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
に
よ
れ
ば
、
「
来
た
る
べ
き
時
代
」
と
は
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
理

想
」
が
再
び
来
た
る
べ
き
時
で
あ
り
、
「
来
た
る
べ
き
神
」
と
は
、
そ
の
「
理
想

二
九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
の
再
来
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
は
、
こ
の
考
え

を
「
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
思
想
の
一
つ
」
と
看
倣
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
大
著
「
人
類
史
哲
学

考
」
（
一
七
八
四
年
－
九
一
年
）
に
お
け
る
基
本
命
題
「
人
類
の
英
霊
（
ゲ
ー
ニ
ウ
ス
）

は
様
々
な
形
態
を
と
り
常
に
若
返
り
、
諸
民
族
、
諸
々
の
世
代
や
種
族
に
お
い
て
再

生
を
繰
り
返
す
」
（
第
二
巻
、
一
〇
七
添
い
を
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第

三
節
の
終
結
部
な
す
第
五
四
句
解
釈
の
座
右
の
銘
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
既
出
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
の
云
う
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ
テ
ス
）
」
（
〔
三
〕
口

（
1
2
）
）
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
「
再
生
を
繰
り
返
す
若
返
り
」

の
思
想
の
場
合
も
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
が
離
反
相
克
す
る
西
欧
意

識
の
表
裏
構
造
が
開
け
る
た
め
の
明
暗
に
欠
け
る
と
言
え
る
。
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
に
よ

れ
ば
、
「
到
来
す
る
神
」
（
第
五
四
句
終
結
）
と
と
も
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

（
第
五
五
和
冒
頭
）
の
召
喚
は
、
「
人
類
の
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
再
来
へ
の
晴

や
か
な
る
呼
び
か
け
に
他
な
ら
ず
、
眼
差
し
は
未
来
に
お
け
る
理
想
実
現
の
明
る
い

希
望
へ
と
虹
の
橋
を
懸
け
る
の
で
あ
る
。
実
に
こ
の
楽
観
的
現
存
感
は
、
既
に
見
た

「
人
間
性
形
成
の
た
め
の
歴
史
哲
学
異
説
」
〔
二
〕
田
（
５
）
）
に
お
け
る
ヘ
ル
ダ
ー

の
古
代
ギ
リ
シ
ア
観
に
如
実
な
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
（
〔
一
〕
川
（
３
）
）

な
し
て
謳
歌
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
人
類
史
上
ギ
リ
シ
ア
は
最
も
麗
し
い
青
春
と
処
女
盛
り
の
楽
し
い
一
時
に
い
つ
ま
で
も
留

　
　
ま
る
だ
ろ
う
。
…
…
万
事
が
青
春
の
歓
楽
、
愛
ら
し
さ
、
遊
び
戯
れ
、
そ
し
て
恋
愛
な
の

　
　
だ
！
　
…
…

ベ
ツ
ォ
ル
ド
註
に
よ
る
と
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
も
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
理
想

（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
の
再
来
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
楽
観
的
見
通
し
が
勝
利
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
既
に
本
論
が
考
察
し
た
新
旧
の
神
々
（
古
典
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
と
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
神
）
の
相
克
矛
盾
に
よ
り
高
ま
る
緊
張
孕
む
西
欧
ギ
リ

シ
ア
論
の
熾
烈
な
る
詩
想
の
二
律
背
反
構
造
は
、
。
遺
憾
な
こ
と
に
思
想
詩
「
パ
ン
と

ぶ
ど
う
酒
」
に
お
い
て
全
く
等
閑
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。



三
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

か
く
し
て
此
処
で
は
、
も
は
や
「
至
福
（
ゼ
ー
リ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
が
彼
岸
へ
の
「
希

望
」
に
お
い
て
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
「
幸
福
（
グ
リ
ュ
。
ク
ゼ
ー

リ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
へ
と
質
的
転
換
を
起
こ
し
、
現
存
の
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
に
お
い
て

「
若
返
り
再
生
」
す
る
此
岸
の
問
題
に
過
ぎ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
正

に
こ
の
此
岸
へ
と
向
け
ら
れ
た
眼
差
し
に
対
し
て
こ
そ
、
思
想
詩
に
お
け
る
「
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
は
自
省
を
促
し
、
既
存
の
西
欧
自
意
識
を
百
雑
砕
へ
と
誘

｀
う
の
で
あ
る
。

　
　
既
成
の
自
意
識
が
百
雑
砕
へ
と
玉
砕
し
、
無
知
の
知
を
自
覚
見
性
す
る
悲
劇
誕
生

　
の
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
へ
と
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
’
を
辿
る
オ
イ
デ
ィ

少
－
。
・
ス
神
話
が
い
こ
の
脈
絡
で
息
を
吹
き
返
す
。
’
こ
の
古
典
ギ
リ
。
ヤ
ア
世
界
で
は
、

‐
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ー
フ
）
」
（
〔
二
〕
間
）
の
直
撃
柘
よ
・
り
、
既
成
の
現
存
が
百

雑
砕
へ
と
瓦
解
し
、
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ご
。
の
「
明
鏡
の
対
緋
づ
へ
と

目
指
す
。
こ
の
明
鏡
の
顕
正
に
よ
り
玉
砕
し
た
敬
虔
な
る
意
識
の
水
底
か
ら
は
、
詩

歌
の
音
声
が
、
「
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
！
」
と
、
リ
ル
ケ
の
悲
歌
風
の
産
声

（
〔
三
〕
恋
（
1
3
）
）
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

六
五

　
　
　
　
…
…
あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
廊
き
、

…
…
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍
の
幸
に
満
ち
て

　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、
眼
界
を
迦
り
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
突

　
　
　
入
し
て
来
る
。

父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
１
・
　
…
…

父
よ
！
　
清
澄
な
る
者
よ
！
　
こ
の
言
葉
は
久
遠
の
彼
方
ま
で
響
き
渡
る
の
一
一
一
一
・

　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
二
句
－
第
六
九
句
）

こ
こ
に
晴
や
か
な
大
団
円
を
迎
え
る
理
想
達
成
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
」
な
牧

歌
の
旋
律
を
聴
き
取
れ
ば
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
詩
想
は
、
ペ
ツ
ォ
ル
ド

評
に
云
う
「
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
思
想
の
一
つ
」
と
し
て
丸
く
収
め
ら
れ
、
そ
の
内
蔵
す

る
革
命
・
批
判
的
思
索
力
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
思
想
詩
の
「
清
澄
な

　
る
」
性
格
は
、
ニ
ー
チ
エ
が
「
悲
劇
の
誕
生
」
で
巧
み
に
言
い
中
て
た
「
古
典
ギ
リ

　
シ
ア
人
の
壮
麗
な
る
「
清
澄
」
さ
」
、
す
な
わ
ち
「
陰
惨
な
る
深
淵
か
ら
萌
え
出
ず

　
る
ア
ポ
ロ
ー
ン
文
化
の
精
華
」
（
〔
二
〕
出
（
２
）
）
で
あ
り
、
我
執
を
放
下
し
自
己

　
を
慎
ま
し
く
し
て
直
向
に
問
う
倦
む
こ
と
な
き
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
が

　
前
提
と
す
る
心
魂
の
空
無
へ
の
開
け
を
覚
醒
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
理
念
追
求
の
過
程
で
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
、
西
欧
ギ
リ

　
シ
ー
ア
論
の
原
像
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
に
遅
追
す
る
。
こ
の
原
像
（
ウ
ァ
ビ
ル
ト
）

　
の
背
後
に
こ
そ
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
の
二
柱
の
神
格
、
先
程
か
ら
話
題
の
デ
ル
ポ

　
イ
神
域
に
宮
居
す
ポ
イ
ボ
ズ
神
ア
ポ
ロ
ー
ツ
と
テ
ー
づ
イ
生
誕
の
バ
。
コ
’
ス
神
デ
ィ

　
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
ガ
荘
厳
な
る
明
暗
を
織
句
成
す
。
「
悲
劇
の
廓
生
」
に
お
い
て
ニ
ー

　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ゝ
チ
エ
が
、
古
典
ギ
リ
シ
，
ア
精
神
の
本
質
的
契
機
と
し
て
語
り
出
だ
し
た
両
神
の
霊
威
、

そ
れ
は
歌
う
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
「
新
た
な
魂
」
は
１
語
る
べ
き
で
は
無
か
っ

た
の
だ
Ｉ
・

　
（
ニ
ー
ヂ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
「
自
己
批
判
の
試
み
」
一
八
八
六
年
、
第
三
章
）

こ
の
「
自
己
批
判
の
試
み
」
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
が
目
指
し
た
意
図
は
、
既
に
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
の
詩
想
展

開
に
お
い
て
、
散
文
学
術
表
現
を
凌
ぐ
的
確
さ
で
達
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
な
ぜ
な
ら
此
所
に
は
、
雄
弁
な
無
駄
口
を
慎
し
む
抜
差
し
な
ら
ぬ
詩
想
が
、

古
典
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
に
一
脈
を
通
じ
、
古



典
交
響
曲
の
楽
想
の
如
く
脈
々
と
「
生
け
る
静
謐
」
（
〔
一
〕
恋
（
1
7
）
）
の
水
底
を

力
強
く
う
ね
り
流
れ
て
お
り
、
学
者
ニ
ー
チ
ェ
が
「
歌
う
べ
き
」
な
が
ら
、
「
語
る
」

に
過
ぎ
な
か
っ
た
・
思
想
を
、
何
ら
喧
伝
す
る
こ
と
の
な
い
落
ち
着
い
た
深
沈
の
水
底

か
ら
悠
然
と
響
か
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
開
か
れ
た
時
空

　
こ
の
水
底
の
諧
調
（
ハ
ル
モ
ニ
ア
ー
）
の
血
脈
な
す
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
ー
ン
）

は
Ｉ
デ
ル
ポ
イ
神
域
に
宮
居
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
と
、
古
都
テ
ー
バ
イ
に
由

来
す
酒
神
バ
ッ
コ
ス
ー
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
織
り
成
す
二
様
の
波
動
が
形
造
り
、

西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
の
焦
眉
の
急
な
す
オ
イ
デ
ィ
’
ブ
ー
ス
神
話
へ
と
的
が
絞
ら
れ
て
ゆ

く
。
こ
の
悲
劇
神
話
の
雄
へ
の
眼
差
し
が
現
存
の
基
底
深
く
洞
察
の
眼
光
を
射
る
場

は
蓋
し
、
酒
神
バ
。
コ
ス
ー
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
新
春
の
祝
祭
悲
劇

上
演
の
場
な
す
開
か
れ
た
野
外
劇
場
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
こ
の

開
か
れ
た
祝
祭
劇
場
は
、
西
欧
十
八
世
紀
オ
ペ
ラ
文
化
の
閉
じ
ら
れ
た
屋
内
劇
場
と

好
対
称
を
な
す
。
殊
に
十
八
世
紀
啓
蒙
期
当
時
の
西
欧
歌
劇
場
は
、
座
席
の
位
置
次

第
で
、
視
覚
効
果
の
み
な
ら
ず
音
響
効
果
も
相
当
左
右
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
個
人
専

用
の
着
替
室
（
ガ
ル
デ
ー
ロ
ー
ベ
）
ま
で
付
い
た
門
閥
用
の
特
別
座
席
か
ら
、
天
上

桟
敷
（
ガ
レ
リ
ー
）
の
立
見
席
に
至
る
ま
で
、
差
別
特
権
化
に
手
が
込
ん
で
い
て
、

有
利
な
席
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
高
価
で
利
点
が
多
い
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
権
主
義
の
権
化
と
看
傲
し
得
る
西
欧
歌
劇
場
と
好
対
象
な
す
古
代

ギ
リ
シ
ア
野
外
劇
場
に
は
、
差
別
特
権
へ
と
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
開
か
れ
た
共
和
精

神
の
原
理
が
確
か
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
八
〇
〇
年
頃
二
万
を
僅
か
に
下
回
る
詩

人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
故
郷
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
領
邦
国
家
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首

都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
人
口
を
皆
収
客
で
き
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
野
外
劇
場
に
比

べ
、
当
時
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
歌
劇
場
の
収
容
可
能
人
員
が
そ
れ
を
遥
か
に
下

回
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
野
外

三
一
　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

劇
場
は
素
朴
で
、
西
欧
歌
劇
場
の
よ
う
な
豪
華
な
装
飾
品
（
装
飾
用
釣
燭
台
）
な
ど

無
く
、
ま
た
形
に
お
い
て
歌
劇
場
の
よ
う
な
円
筒
形
で
は
な
く
、
精
緻
な
数
学
知
識

に
よ
り
案
出
さ
れ
た
播
鉢
状
を
な
し
、
身
を
乗
り
出
す
危
険
を
冒
し
て
も
舞
台
全
体

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
西
欧
歌
劇
場
の
両
翼
な
す
天
上
桟
敷
の
よ
う
に
差
別
さ
れ

た
劣
悪
な
観
覧
席
は
こ
こ
に
無
く
、
例
え
ば
今
尚
残
存
す
る
歴
史
遺
物
エ
ピ
ダ
ウ
ロ

ス
劇
場
で
は
、
舞
台
前
面
の
合
唱
席
（
オ
ル
ケ
ー
ス
ト
ラ
ー
）
で
燐
寸
を
擦
る
音
も

紙
を
く
し
や
く
し
ゃ
に
す
る
音
も
す
べ
て
、
最
も
遠
く
難
れ
た
最
上
段
の
観
客
席
に

ま
で
聞
き
取
れ
る
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。
こ
の
古
典
古
代
の
「
開
け
（
ダ
ス
ー
オ
ッ

フ
ェ
ネ
）
」
「
第
四
」
句
）
へ
と
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
の
詩
想
は
雄
飛
せ
ん

と
す
る
。

四
○

　
神
々
し
い
焔
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く

破
邪
（
ア
ウ
フ
ー
ツ
ー
・
ブ
レ
ッ
ヘ
ン
）
せ
ん
と
迫
る
。
来
た
れ
、
か
の
開
け

　
　
　
（
ダ
ス
ー
オ
こ

　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
（
ア
イ
ン
ー
ア
イ
ゲ
ネ
ス
）
を
求
め
。

　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
。
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
〇
句
－
第
四
二
句
）

こ
こ
で
未
だ
抽
象
語
で
「
開
け
（
ダ
ス
ー
オ
ッ
フ
ェ
ネ
）
」
と
語
ら
れ
た
に
過
ぎ
な

い
一
般
的
表
現
は
、
や
が
て
第
三
節
の
詩
想
展
開
に
お
い
て
具
体
的
な
ギ
リ
シ
ア
の

地
名
の
地
響
き
と
と
も
に
「
開
か
れ
た
海
」
（
第
四
九
句
）
と
し
て
具
象
化
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
れ
故
、
地
狭
イ
ス
ト
モ
ス
ヘ
と
赴
こ
う
。
彼
の
地
、
あ
の
開
か
れ
た
海
が
轟

五
〇

ｔ
゛
り
、

（
．
詩
神
の
故
里
）
パ
ル
ナ
ソ
ス
山
の
麓
へ
と
、
白
雪
が
輝
く
デ
ル
ポ
イ
（
に

　
　
　
宮
居
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
神
域
）
な
す
巌
へ
と
、

彼
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
（
の
神
々
）
の
国
土
へ
と
、
彼
の
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
が

　
　
　
捨
て
ら
れ
し
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
秘
儀
の
神
域
）
牛
タ
イ

　
　
ロ
ー
ン
の
山
間
へ
と
、
　
　
　
　
　
　
　
≫
-
'
-
t
:
-
t
;

A
｡

新
緑
の
唐
檜
の
青
葉
の
下
、
実
り
落
つ
葡
萄
の
僥
僥
な
る
地
へ
と
、
彼
の
地

　
　
に
は



三
二五

五

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

テ
ー
ベ
ー
の
泉
が
涌
き
、
イ
ス
メ
ー
ノ
ス
川
が
、
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と
デ
ィ

　
　
　
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
祖
）
カ
ド
モ
ス
の
地
（
古
都
テ
ー
バ
イ
）
を
溶
々
と
流

　
ｉ
　
れ
、

　
彼
の
地
か
ら
由
来
し
今
や
帰
郷
を
兆
す
。
（
バ
。
コ
ス
神
話
の
）
神
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ

　
　
　
ー
ソ
ス
）
が
到
来
す
る
。

四至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
　
<
I
5
>
　
　
　
　
ト
ヽ
ト

Å
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
１
第
四
節
バ
第
四
九
句
ト
第
五
五
毎
）

　
亡
う
し
て
語
り
出
だ
さ
れ
て
ゆ
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
祝
祭
の
時
空
へ
’
と
、
「
空
無

‘
を
孕
む
心
を
胆
め
た
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
。
が
開
か
れ
て
い
る
。
ど
の
飛
翔
の
’

。
礎
と
な
る
西
欧
の
時
空
は
既
に
略
述
し
た
よ
う
に
、
思
想
詩
冒
呪
の
都
市
像
の
只
中

　
に
萌
し
て
い
る
。
殊
に
冒
頭
な
す
第
一
句
で
語
ら
れ
る
。
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
」
の

　
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
と
も
る
燈
火
（
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
」
（
〔
三
〕
田
（
３
）
）

　
の
慎
ま
し
く
も
謹
厳
な
光
明
こ
そ
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
道
標
な
す
心
の

　
i
K
I
>
し
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
１
１

　
燈
火
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
へ
と
開
か
れ
た
燈
火
の
光
明

に
照
ら
さ
れ
、
意
識
の
高
揚
は
沈
深
せ
る
謹
厳
な
慎
ま
し
さ
を
畏
み
、
主
情
の
あ
か

ら
さ
ま
な
吐
露
を
自
ら
謹
慎
し
、
詩
想
の
水
底
を
力
強
く
流
れ
う
ね
り
つ
つ
も
、
表

相
に
現
わ
れ
る
こ
と
な
き
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
の
荘
厳
に
住
し
て
い

る
と
言
え
よ
頷
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
開
か
れ
た
西
欧
意
識
を
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が

決
し
て
呑
み
こ
む
の
で
は
な
い
。
そ
の
最
高
潮
に
見
性
さ
れ
る
古
典
ギ
リ
シ
７
　
悲
劇

神
話
の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
現
存
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
至
福
な

ぞ
ギ
リ
シ
ア
」
に
属
す
る
英
霊
の
現
存
も
そ
の
祝
祭
の
時
空
に
お
い
て
西
欧
意
識
に

対
し
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
現
存
と
西
欧
キ
リ
ス
ト
者

と
が
直
接
に
生
者
同
志
の
よ
う
に
手
を
繋
ぐ
こ
と
は
無
い
。
前
者
は
過
去
の
死
圏
に

往
し
、
後
者
は
生
者
の
圏
内
に
生
き
残
る
。
こ
の
よ
う
に
対
立
し
つ
つ
両
者
は
互
い

に
開
か
れ
て
い
な
が
ら
生
死
の
遅
遁
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

詩
想
の
基
本
命
題
「
調
和
あ
る
対
立
（
ハ
ル
モ
ー
ニ
シ
ュ
ー
エ
ン
ト
ゲ
ー
ゲ
ッ
ゲ
ゼ
ッ

ツ
（
リ
）
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
即
ち
、
西
欧
意
識
が
一
方
的
に
古
典
ギ

リ
シ
ア
現
存
の
範
形
（
イ
デ
ア
ー
）
を
「
模
倣
（
ナ
フ
ハ
ア
ー
ム
ン
グ
）
」
（
〔
二
〕

剛
（
8
3
）
）
し
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
は
無
い
。
故
に
西
欧
意
識
は
、
今
日
の
観

光
事
業
が
過
去
を
模
造
す
る
よ
う
な
野
外
劇
場
の
考
古
学
風
祝
祭
に
お
い
て
開
か

れ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
・
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
」
の
街
路
に
ひ
そ
や
か
に

と
も
。
る
燈
火
の
光
明
（
エ
″
ロ
イ
ヒ
’
ト
ゥ
シ
グ
）
の
下
、
古
典
古
代
を
理
念
（
イ

　
　
￥
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
４
　
１
　
　
　
χ
　
ｓ
　
χ
　
。
｀
‘
　
　
　
３
ｓ
　
χ
ｓ
、
　
ｓ
ｓ

デ
Ｌ
）
追
求
」
つ
つ
内
省
す
る
魂
の
夜
に
お
い
て
目
覚
め
開
か
れ
・
て
居
る
の
’
で
あ

　
○
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
゛
ｊ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
ダ
　
　
然
か
り
、
聖
夜
に
は
花
冠
と
詩
歌
を
捧
げ
る
の
が
相
応
し
い
。
―

　
　
　
　
　
　
即
ち
迷
悟
の
者
た
ち
や
死
者
た
ち
に
夜
が
神
聖
で
あ
り
、

　
三
〇
　
　
　
　
聖
夜
そ
の
も
の
は
全
く
自
由
無
碍
な
る
精
神
を
永
遠
の
本
質
と
な
す
故
。

　
　
　
　
　
　
だ
が
聖
夜
は
遅
疑
逡
巡
の
折
に

　
　
　
　
　
　
　
暗
闇
に
住
ま
う
私
達
に
何
か
拠
り
所
を
在
ら
し
め
ん
と
、

　
　
　
　
　
　
瓊
事
忘
却
と
聖
な
る
酔
い
を
恵
み
、

　
　
　
　
　
　
　
沿
々
た
る
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
を
、
崇
高
な
る
ダ
イ
モ
ー
ン
神
エ
ロ
ー
ス
の
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
如
く

　
三
五
　
　
　
徴
睡
な
き
言
葉
を
恵
み
、
満
満
と
溢
れ
る
杯
を
、
果
敢
な
る
生
を
、

　
　
　
　
　
　
　
神
聖
な
る
想
起
を
も
恵
む
の
だ
。
夜
に
目
覚
め
て
踏
み
留
ま
る
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
二
節
、
第
二
八
句
－
第
三
六
句
）
。

こ
こ
で
「
言
葉
（
ヴ
ォ
ル
ト
）
」
（
第
三
四
句
）
に
敢
て
「
ロ
ゴ
ス
」
と
訳
語
を
附
す

の
は
、
私
か
此
所
で
プ
ラ
ト
ー
ン
の
対
話
篇
「
饗
宴
（
シ
ュ
ム
ポ
シ
オ
ン
）
」
に
お

け
る
哲
学
（
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
）
の
雄
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
覚
醒
し
た
現
存
と
学
知

（
ロ
ゴ
ス
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
既
成
の
学
者
（
ソ
ピ
ス
テ
ー
ス
）

の
有
意
義
な
博
識
（
ド
ク
サ
ー
）
を
破
邪
し
つ
つ
真
理
顕
正
へ
と
向
か
う
こ
の
先
覚

者
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
「
饗
宴
」
に
よ
れ
ば
「
エ
ロ
ー
ス
神
の
徒
」
（
第
三
四
句
）



の
鏡
で
あ
り
、
学
問
の
師
、
参
学
の
先
達
に
他
な
ら
な
い
。

　
思
想
詩
に
云
う
「
夜
に
目
覚
め
て
踏
み
留
ま
る
（
ヴ
ァ
ッ
ヘ
ン
ト
ー
ツ
ー
・
ブ
ラ

イ
ン
ベ
ン
ー
バ
イ
ー
ナ
ハ
ト
）
」
（
第
三
六
句
）
と
は
、
こ
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
顕
正

へ
の
覚
者
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
心
魂
に
倣
い
て
、
現
存
の
内
面
に
「
明
鏡
の
水
面
か

ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
（
〔
二
〕
閉
（
9
1
）
）
を
開
く
こ

と
で
あ
る
。
故
に
、
「
聖
な
る
酔
い
」
（
第
三
三
句
）
と
は
、
博
識
と
想
像
の
双
翼
。

で
空
想
の
世
界
へ
と
天
翔
る
甘
美
な
夢
想
な
ど
で
は
決
し
て
無
く
、
西
欧
時
空
の
魂

の
夜
に
目
覚
め
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
二
律
背
反
し
矛
盾
相
克
す

る
現
実
を
直
視
し
て
見
据
え
、
こ
の
難
問
を
問
い
続
け
る
べ
き
覇
気
を
も
た
ら
す
霊

活
の
気
（
ガ
イ
ス
ト
）
な
の
で
あ
る
。

か
つ
ま
た
胸
中
に
心
魂
を
秘
し
て
も
無
駄
な
の
だ
。
無
駄
に
過
ぎ
ぬ
の
だ
、
‘

　
覇
気
（
ム
ー
ト
）
を
な
お
私
達
が
抑
え
よ
う
と
も
し
:
?
>
>

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
三
七
句
－
第
三
八
句
）

か
く
し
て
思
想
詩
の
第
二
節
終
結
（
第
三
六
句
）
に
云
う
「
神
聖
な
る
想
起
」
と
は
、

理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
探
求
過
程
で
現
存
の
既
成
の
殻
を
打
ち
破
り
開

か
れ
た
真
性
（
ア
レ
ー
テ
イ
ア
）
を
顕
正
せ
ん
と
す
る
ノ
剖
ク
ラ
テ
ー
ス
の
語
る
理

念
（
イ
デ
ア
ー
）
・
想
起
（
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
）
を
思
わ
せ
る
。
蓋
し
、
こ
の
顕
正
は

既
存
の
意
識
に
留
ま
る
者
に
は
当
然
、
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
と
し
て
映
ず
る
で
あ
ろ

う
。
だ
が
正
に
こ
の
「
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
」
こ
そ
新
た
な
心
の
「
開
け
（
ダ
ス
ー

オ
ッ
フ
ェ
ネ
）
」
（
註
（
2
6
）
）
に
他
な
ら
ず
、
既
成
の
現
存
意
識
が
百
雑
砕
へ
と
瓦

解
す
る
只
中
か
ら
打
ち
開
か
れ
る
真
性
が
破
邪
顕
正
す
る
人
知
の
自
然
な
る
必
然

　
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
の
で
あ
る
。

三
三

正
に
そ
れ

　
狂
気
の

幣
聖
な
る
夜
に
、
歓
呼
す
る
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）

は
、
世
人
の
嘲
り
を
嘲
け
り
返
す
に
躊
躇
し
な
い

縦
襲
う
と
、

（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
七
句
－
第
四
八
句
）

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

こ
の
「
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
」
（
第
四
七
句
）
と
は
、
霊
感
の
高
揚
に
よ
る
自
意
識
の

帝
国
拡
張
や
陶
酔
（
ラ
ウ
シ
ュ
）
銘
訂
で
は
決
し
て
無
く
、
既
に
述
べ
た
悲
劇
神
話

の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
如
く
「
眼
を
一
つ
多
く
ヽ
持
ち
過
ぎ
」
（
〔
三
〕
圓
（
2
0
）
）

た
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
故
に
、
既
存
の
自
意
識
が
玉
砕
し
、
新

た
な
存
在
了
解
な
す
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル

ン
）
の
水
を
し
か
と
飲
み
ほ
す
」
（
〔
二
〕
閉
（
9
1
）
）
に
至
る
激
情
（
パ
ト
ス
）
で
あ

り
、
止
み
難
い
霊
威
工
ロ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
を
プ
ラ
ト
ー
ン
ー
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー

ス
流
に
語
れ
ば
、
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
人
の
。
知
と
学
問
と
は
、
こ
の
激
情
（
パ
ト
ス
）

な
の
で
」
（
〔
三
〕
閣
（
2
1
）
）
あ
り
、
こ
の
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
へ
と
繋
が
る
理
念

追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
「
神
聖
な
る
想
起
（
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
）
」
（
第
三
六
句
）

に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

正
に
こ
れ
は
想
起
（
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
）
で
あ
り
、
…
…
い
ま
私
達
が
在
る
（
エ
イ
ナ
イ
）

と
云
う
も
の
を
低
く
見
て
、
有
り
て
有
る
（
オ
ン
ー
オ
ン
ト
ー
ス
）
も
０
の
方
へ
頭
を
も

た
げ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ト
ー
ン
「
パ
イ
ド
ロ
ス
」
二
四
九
ｃ
）

歴
史
が
物
語
る
如
く
、
既
成
の
神
々
を
信
奉
し
て
い
た
多
数
の
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
、

ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
批
判
・
革
命
的
学
知
認
識
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
を
潰
神
の
狂

気
沙
汰
と
し
て
死
に
値
す
る
罪
で
弾
劾
し
、
事
実
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
は
既
存
意
識
の

代
表
者
た
ち
の
判
決
に
よ
り
毒
を
飲
み
冥
界
へ
と
赴
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

既
成
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
世
界
が
哲
人
の
無
知
の
知
の
威
力
に
よ
り
百
雑
砕
へ
と

瓦
解
す
る
只
中
か
ら
誕
生
し
た
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
学
知
へ
の
狂
気

（
マ
ニ
ア
ー
）
こ
そ
が
、
新
た
に
生
ま
れ
来
た
る
西
欧
意
識
へ
と
開
か
れ
て
お
り
、

今
尚
キ
リ
ス
ト
者
の
自
意
識
に
も
強
く
働
き
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
論
述
を
踏
ま
え
て
再
び
、
先
に
問
題
と
し
た
シ
ュ
ミ
。
ト
註
（
〔
三
〕
恋

（
1
0
）
）
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
実
は
そ
の
註
解
の
基
本
姿
勢
を
示
す
言
辞
が
正

に
、
只
今
話
題
と
し
た
「
神
聖
な
る
想
起
」
（
第
三
六
句
）
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
で



三
四

あ
る
。

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

詩
人
は
追
憶
（
ム
ネ
ー
モ
シ
ュ
ネ
ー
）
の
力
に
よ
り
、
神
々
し
く
充
実
し
た
過
去
の
時
代

の
現
存
を
眼
前
に
思
い
浮
か
べ
、
古
代
の
英
雄
や
半
神
や
詩
人
た
ち
の
崇
高
な
形
姿
に
霊

感
を
感
じ
て
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
、
現
今
の
乏
し
き
時
代
に
お
け
る
破
壊
的
な
威
力
、
つ
ま

り
生
を
空
洞
化
し
て
空
無
へ
と
開
く
あ
の
威
力
か
ら
自
ら
を
救
う
の
で
あ
る
。

私
か
プ
・
ラ
ト
ー
ン
の
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
篇
の
雄
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の

説
く
「
想
起
（
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
）
」
に
関
連
せ
し
め
た
思
想
詩
・
第
三
節
の
「
神

聖
な
る
想
起
（
ハ
’
¨
イ
リ
ヒ
・
。
ゲ
デ
ヒ
ト
ニ
ス
）
」
、
（
第
三
六
句
）
を
、
シ
ュ
ミ
＞
＼
ト
註
。

は
び
し
ろ
神
話
知
識
（
で
。
ユ
ド
ト
ロ
ギ
ア
ー
）
か
ら
、
、
追
憶
の
女
神
ム
ネ
モ
シ
ュ
、
ネ
ー

ヘ
と
結
び
つ
け
、
本
論
と
は
正
反
対
に
、
内
面
へ
と
う
ち
開
か
れ
る
「
空
無
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｒ
　
　
　
　
Ｉ
ｒ
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
Ｓ
　
　
Ｉ
　
￥
　
　
一

む
し
ろ
逃
避
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
。
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
二
律
背
反
す
る
矛
盾
相
へ
‥

克
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
を
、
「
神
の
国
」
（
〔
三
〕
口
（
1
2
）
）
の
Ｉ
’
言
で
丸
く
収

め
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ
テ
ス
）
」
は
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
註
で
不
意
に
出
現
す
る
言
葉
で
は
な
い
。
実
に
こ
の
「
神
の
国
」
こ
そ
は
、

若
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
の
書
簡
に
瞥
見
さ
れ
る
注
目
す
べ
き
「
合
言
葉
」
な
の
で

あ
っ
た
。倒

　
神
　
の
　
国

僕
た
ち
が
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ
テ
ス
）
」
と
云
う
合
言
葉
を
交
し
て
別
れ
て
以
来
、

折
に
触
れ
君
が
僕
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
く
れ
た
と
僕
は
確
信
し
て
い
る
。
各
人
が
ど
ん

な
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
確
か
に
こ
の
合
言
葉
で
僕
た
ち
は
お
互
い
を
認
め
合
え
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
四
年
七
月
十
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
嗇
簡
八
四
）

こ
の
発
言
の
折
に
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
精
魂
傾
け
て
い
た
研
究
対
象
を
も
同
書

簡
は
明
示
し
て
い
る
。

ぼ
く
は
目
下
か
な
り
集
中
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
と
ギ
リ
シ
ア
人
達
が
唯
一
と

も
言
え
る
ぼ
く
の
読
書
な
の
だ
。
殊
に
カ
ン
ト
哲
学
の
美
学
方
面
に
造
詣
を
深
め
よ
う
と

僕
は
努
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
古
典
味
読
と
美
学
研
究
の
成
果
が
結
実
し
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
人
の
哲

学
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
に
は
、
当
該
の
「
神
の
国
」

が
一
層
キ
リ
ス
ト
教
国
ら
し
く
「
新
た
な
教
会
」
と
名
指
し
さ
れ
、
’
「
霊
感
を
得
た

雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
『
（
〔
三
〕
恋
、
（
Ｈ
）
）
に
溢
れ
て
雄
弁
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
此
所
に
は
、
新
た
な
自
己
存
在
あ
る
い
は
共
同
体
を
志
向
す
る
変
革
の
思
想

が
兆
し
て
い
る
。
だ
が
感
激
に
色
彩
ら
れ
た
「
霊
感
」
　
一
色
の
高
揚
に
は
詩
文
と
も

ど
も
底
力
が
欠
け
、
畏
怖
と
荘
厳
な
る
「
希
望
」
（
〔
二
〕
剛
（
ｍ
）
）
の
光
明
が
射

し
込
む
に
足
る
明
暗
な
す
濃
淡
細
や
か
な
「
絶
望
」
の
淵
が
体
裁
よ
く
蓋
を
被
わ
れ
、

正
に
≒
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
剛
一
（
７
）
）
が
「
機
械
仕
掛
け
の
神
（
デ
ウ



ス
ー
エ
ク
ス
・
。
マ
キ
ー
ナ
）
」
（
〔
二
〕
恋
（
８
）
）
と
し
て
登
場
す
る
。
引
用
に
云

う
「
新
た
な
教
会
」
の
言
表
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
来
の
在
り
来
た

り
の
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
に
向
か
い
雄
弁
に
語
り
か
け
叱
咤
激
励
し
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
現
実
生
活
で
忌
避
し
続
け
た
管
区
牧
師
の
説
教
と

基
本
的
に
区
別
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
右
に
言
う
「
新
た
は
教
会
が
こ
の
汚
れ

老
い
朽
ち
た
諸
形
態
の
中
か
ら
誕
生
し
、
神
性
に
目
覚
め
た
感
情
が
人
間
に
神
性
を

人
心
に
麗
し
い
青
春
を
再
来
さ
せ
る
」
な
ど
と
云
う
矩
は
、
恐
ら
く
新
教
・
旧
教
問

わ
ず
、
西
欧
の
政
治
集
会
に
お
い
て
も
、
ま
た
教
会
の
祭
壇
上
で
も
耳
に
出
来
は
し

ま
い
か
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
る
。
詩
文
の
思
想
の
切
先
は
未
だ
鈍
く
、
自
己
自
身
へ

と
刃
を
向
け
る
力
な
く
現
状
維
持
四
体
制
を
打
破
で
き
ず
、
結
局
キ
リ
ス
ト
者
の
自

意
識
肯
定
を
未
来
に
ま
で
約
束
し
活
気
づ
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
「
端

的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
心
の
慰
め
を
得
て
安

心
立
命
す
る
」
（
〔
二
〕
恋
（
７
）
）
と
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
で
説
明
し
て
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
故
に
此
所
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
に
は
、
未
だ
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

ア
」
の
革
命
思
想
（
〔
二
〕
圓
）
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
代

わ
り
、
甘
美
な
牧
歌
世
界
へ
の
夢
想
逃
避
行
が
企
て
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
　
夢
想
（
ト
ロ
イ
メ
ン
）
す
る
な
ら
人
は
神
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
、
第
一
書
）

渾
然
一
体
と
七
だ
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
＾
″
ｙ
）
の
全
能
に
比
べ
れ
ば
、
如
何
な
る
熱
意

あ
る
人
の
勤
勉
も
実
際
何
と
無
力
な
こ
と
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
同
巻
、
同
書
）

こ
の
よ
う
な
「
霊
感
」
と
「
夢
想
」
の
万
能
を
保
証
す
る
論
拠
は
、

三
五
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

私
達
の
内
部
に
一
切
が
在
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ー
ペ
リ
オ
ッ
」
同
巻
、
同
書
）

と
言
う
存
在
了
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
葉
を
換
え
て
云
え
ば

　
　
私
達
の
内
部
に
神
が
宿
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
同
巻
、
同
書
）

と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
脈
絡
を
更
に
具
象
的
に
説
明
し
て
い
る
の
が
、
次
の
件
で
あ

ろ
う
。

　
　
お
お
君
た
ち
最
高
善
を
探
求
す
る
人
た
ち
よ
、
叡
知
の
深
み
に
、
行
為
の
雑
踏
の
中
、
過

　
　
去
の
暗
闇
に
、
未
来
の
迷
宮
（
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
）
に
、
墓
穴
の
中
に
、
或
い
は
星
辰
の

　
　
彼
方
に
、
君
た
ち
は
そ
の
名
を
知
る
だ
ろ
う
か
？
　
一
に
し
て
全
な
る
者
の
名
を
？

　
　
　
そ
の
名
は
美
な
の
だ
。

　
　
　
君
た
ち
は
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
？
　
君
た
ち
自
身
が
欲
し
て
い
た
も
の
を
。
そ
れ
を

　
　
私
は
未
だ
知
ら
な
い
。
だ
が
昿
に
は
予
感
が
あ
る
の
だ
。
新
た
な
神
性
の
新
し
い
国
（
ノ

　
　
イ
ェ
ス
ー
ラ
イ
ヒ
）
の
予
感
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
同
巻
、
同
書
）

感
じ
易
い
読
者
の
心
の
琴
線
に
優
し
く
触
れ
る
、
こ
の
「
美
」
の
「
神
」
の
「
国

（
ラ
イ
ヒ
）
」
の
告
知
を
皮
切
り
に
、
作
品
は
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
へ
と
奔
走
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
霊
感
＝
夢
＝
内
な
る
神
＝
美
、
と
連
繋
し
た
想
念
に
お
い
て
話

題
と
な
る
「
神
の
国
」
は
純
粋
主
観
に
お
け
る
叡
知
直
観
（
〔
三
〕
圓
）
の
な
す
美

的
観
念
と
し
て
考
え
ら
れ
、
こ
の
観
念
の
絆
が
右
に
言
う
「
一
に
し
て
全
（
ヘ
ン
・

カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
の
同
一
性
と
看
倣
せ
る
の
で
あ
る
。

　
成
程
、
言
葉
の
上
で
こ
の
「
一
に
し
て
全
」
は
、
既
に
「
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘

厳
」
に
お
い
て
見
た
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
（
〔
二
〕
㈲
（
3
3
）
）

と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
ー
ン
）
は
全
く
異
な
る
。
す
な

わ
ち
、
此
所
で
云
う
「
一
に
し
て
全
」
が
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
浪
漫
情
緒
に
甘
え
た



三
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

「
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
）
」
（
註
（
3
6
）
）
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
既
に
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
々
お
ｌ

述
し
た
「
万
有
の
全
一
」
は
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ

ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
を
し
か
と
飲
み
ほ
す
」
（
〔
二
〕
剛
（
9
1
）
）
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー

ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
）
」
（
〔
二
〕
閣
（
2
3
）
）
の
（
清
澄
な
る
神
気
ア

イ
テ
ー
ル
）
」
（
〔
三
〕
閣
（
2
3
）
）
へ
と
開
か
れ
た
現
存
全
体
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
畏
怖
と
荘
厳
な
る
現
存
全
体
が
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
浪
漫
情
緒
に
せ
え

た
「
一
に
し
て
全
」
な
す
「
霊
感
」
を
粉
微
塵
の
百
雑
砕
へ
と
も
た
ら
す
べ
く
峻
厳

な
る
姿
で
立
ち
開
か
る
と
言
え
よ
う
。
だ
が
し
か
し
、
・
こ
の
大
業
は
後
期
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
成
果
で
あ
り
、
初
期
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
体
験
の
基
調
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の

神
観
を
揺
る
が
す
力
な
く
「
夢
想
（
ト
ロ
イ
メ
ン
）
」
（
註
（
3
7
）
）
に
雄
飛
す
る
の

で
あ
る
。
詩
人
の
友
人
ノ
イ
フ
ァ
ー
ヘ
の
書
簡
か
ら
一
例
を
引
こ
う
。

　
　
少
な
く
と
も
、
至
福
を
も
た
ら
す
自
然
の
懐
か
ら
、
或
い
は
（
老
哲
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
が

　
　
青
年
パ
イ
ド
ロ
ス
に
詩
神
ム
ー
サ
達
の
狂
気
を
語
る
プ
ラ
ト
ー
ン
対
話
篇
「
パ
イ
ド
ロ
ス
」

　
　
の
舞
台
で
あ
る
）
イ
リ
ソ
ス
河
畔
の
｝
｀
’
郵
の
木
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
森
か
ら
帰
っ
て
来
た
神
々

　
　
し
い
時
間
に
は
尚
の
こ
と
だ
’
。
ぼ
く
は
そ
こ
で
プ
ラ
ト
ー
ン
の
弟
子
た
ち
と
一
緒
に
横
た

　
　
わ
り
、
こ
の
壮
麗
な
哲
人
が
始
源
世
界
の
暗
い
彼
方
を
彷
徨
す
る
た
め
飛
翔
す
る
の
を
見

　
　
送
っ
た
。
ま
た
眩
惑
を
感
じ
な
が
ら
も
こ
の
哲
人
に
従
い
、
幽
玄
の
深
み
へ
と
霊
界
の
果

　
　
て
ま
で
も
僕
は
赴
い
た
。
そ
こ
に
は
世
界
霊
が
自
ら
の
生
命
を
自
然
の
千
の
血
脈
へ
と
注

　
　
ぎ
こ
み
、
ま
た
流
出
し
た
諸
力
が
測
り
知
れ
ぬ
循
環
を
経
て
戻
る
場
所
な
の
だ
。
（
以
上

　
　
プ
ラ
ト
ー
ン
「
テ
ィ
ー
マ
イ
オ
ス
」
三
四
Ｂ
圭
二
七
Ｃ
参
照
。
）
或
い
は
、
（
死
に
臨
み
つ

　
　
つ
も
清
澄
な
る
心
を
も
ち
、
魂
の
不
死
を
語
り
続
け
る
）
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
（
の
毒
）
杯

　
　
に
陶
酔
し
、
（
以
上
プ
ラ
ト
ー
ン
「
パ
イ
ド
ー
ン
１
　
　
参
照
。
」
更
に
は
（
プ
ラ
ト
ー
ン
の
）

　
　
「
饗
宴
（
シ
ュ
ム
ポ
シ
オ
ン
）
」
で
の
ソ
ー
ス
ラ
テ
ー
ス
と
の
友
好
の
集
い
に
酔
い
、
青

　
　
年
た
ち
が
感
動
に
満
ち
て
甘
美
な
熱
弁
で
、
聖
な
る
ダ
イ
モ
ー
ン
神
エ
ロ
ー
ス
に
奉
仕
し

　
　
て
い
る
の
に
耳
を
傾
け
た
。
そ
の
際
に
は
、
ふ
ざ
け
者
の
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ー
ス
が
茶
化
し

　
。
た
神
話
を
述
べ
、
そ
し
て
最
後
に
は
師
の
神
夕
し
い
ソ
ド
ク
ラ
テ
ー
ス
自
身
が
天
上
の
知

　
　
恵
で
ダ
イ
モ
ー
ン
神
工
ロ
ー
ス
の
本
質
を
青
年
た
ち
に
教
え
る
の
で
あ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
三
年
七
月
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
六
〇
）

確
か
に
こ
の
書
簡
は
、
古
典
詩
文
に
対
す
る
感
動
を
物
語
る
点
に
お
い
て
は
実
に
見

事
な
筆
力
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
感
動
で
あ
っ
て
、
表
現
は
未

だ
な
お
古
典
詩
文
そ
の
も
の
に
肉
迫
す
る
「
濃
密
な
る
造
形
へ
と
結
晶
す
る
」
（
〔
二
〕

園
（
2
5
）
）
に
至
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
（
〔
三
〕
口
（
Ｈ
）
）
を
初
期
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
の
表
現
に
確
か
め
た
が
、
但
し
全
体
が
こ
の
よ
う
な
「
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス

テ
ル
ン
グ
）
」
の
高
揚
一
色
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
私
達
の
心
も
、
彼
方
の
至
福
の
幻
影
を
前
に
し
て
沸
き
立
ち
、
果
敢
に
歓
呼
じ
て
私
達
の

　
　
精
神
も
ま
た
飛
翔
し
て
突
き
進
み
、
枠
を
粉
砕
し
た
の
だ
。
だ
が
振
り
返
る
と
、
悲
し
い

　
　
哉
、
そ
こ
に
は
無
限
の
空
無
（
レ
ー
ジ
）
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
。
…
…
わ
が
生
を
見
遣

　
　
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
究
極
は
何
で
あ
る
か
？
　
無
’
（
ニ
ヒ
ツ
）
な
の
だ
。
わ
が
精
神

　
　
が
高
揚
す
る
時
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
至
高
存
在
は
何
か
？
　
無
（
ニ
ヒ
ル
・
）
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
、
第
一
書
）

こ
の
よ
う
に
「
空
無
」
へ
の
眼
差
し
は
時
に
鋭
く
輝
く
の
で
は
あ
る
が
、
未
だ
こ
れ

が
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
田
）
へ
と
深
ま
る
に
は
時
の
熟
す
る
の
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
慎
し
み
は
あ
る
が
甘
美
な
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
を
基
調
と

す
る
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
で
は
、
折
に
触
れ
て
不
意
に
語
ら
れ
る
「
空
無
」

が
詩
想
に
孕
ま
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
あ
く
ま
で
「
空
無
」
が
あ
た
か
も
不
慮
の
出
来

事
と
し
て
現
わ
れ
る
に
留
ま
り
、
む
し
ろ
こ
の
「
空
無
」
か
ら
の
逃
避
行
な
す
恋
愛

や
感
激
が
主
流
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
逃
避
行
の
姿
勢
は
、
作
品
第
一
巻
の
母
胎
と
な
る
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
青

春
時
代
」
（
一
七
九
五
年
）
に
お
い
て
一
層
と
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
。

君
が
大
好
き
な
考
え
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
壮
麗
な
人
々
の
よ
う
に
成
る
こ
と
だ
。
こ
の

考
え
を
し
か
と
掴
み
、
意
気
消
沈
す
る
な
！
　
中
途
で
決
し
て
満
足
し
て
は
い
け
な
い
１
・

つ
ま
ら
ぬ
事
で
道
草
を
食
う
な
１
・
　
静
か
に
し
て
、
君
の
時
が
来
＆
ま
で
待
て
Ｉ
‘
　
君
の

英
雄
た
ち
と
の
交
友
に
生
き
よ
Ｉ
・
　
そ
の
よ
う
な
交
友
を
こ
の
世
の
人
た
ち
の
も
と
に

直
ち
に
見
い
出
す
の
は
難
い
。
君
自
身
を
大
切
に
秘
し
て
お
け
、
若
い
魂
よ
１
・
　
君
は
こ

の
世
に
属
し
て
い
な
い
の
だ
。
こ
の
世
界
と
あ
ま
り
係
わ
る
な
Ｉ
・
　
君
の
時
が
来
て
、
こ



の
世
に
君
が
働
き
か
け
る
ま
で
。
よ
り
良
き
時
代
の
歴
史
で
君
の
心
を
養
い
、
現
今
の
人

達
の
中
に
は
何
も
求
め
る
な
り

恐
ら
く
こ
の
脈
絡
を
礎
と
し
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
を
読
み
解

く
論
者
も
あ
ろ
う
。
実
際
に
例
え
ば
既
に
本
論
で
紹
介
し
た
ぺ
ｙ
オ
ル
ド
註
（
〔
三
〕

閣
（
2
2
）
）
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
（
〔
三
〕
口
（
1
0
）
）
が
そ
の
証
左
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
再
生
を
繰
り
返
す
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
若
返
り
の
思
想
」
（
ペ

ツ
ォ
ル
ド
註
）
の
場
合
も
、
ま
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
の
言
う
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇

高
な
る
高
揚
」
（
〔
三
〕
閣
（
Ｈ
）
）
を
基
調
と
し
た
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ
テ

ス
）
の
直
接
性
の
思
想
」
（
〔
三
〕
口
（
1
2
）
）
の
場
合
も
、
共
に
不
可
避
の
現
実
と

の
二
律
背
反
す
る
矛
盾
相
克
の
只
中
か
ら
心
魂
の
彼
方
へ
と
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求

す
る
熾
烈
な
る
閃
光
を
放
つ
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
現
実
と
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）

な
す
相
克
を
媒
介
せ
ず
に
、
む
し
ろ
現
実
に
対
し
背
反
し
て
乖
離
七
、
無
媒
介
・
直

接
に
理
想
世
界
の
実
在
性
を
抱
き
込
み
事
態
を
丸
く
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
実
際
、
こ
の
両
者
の
註
解
に
は
、
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
の
只
中
に

兆
す
「
無
限
の
空
無
」
『
註
』
（
4
3
）
）
の
思
想
の
萌
芽
す
ら
な
く
、
例
え
ば
シ
ご
、
ふ

卜
註
の
場
合
な
ど
、
決
然
と
こ
の
「
空
無
」
の
思
想
の
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）

必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
突
入
か
ら
身
を
逸
ら
し
、
「
崇
高
な
形
姿
に
霊
感
を
感
じ

て
取
り
囲
ま
れ
つ
つ
、
現
今
の
乏
し
き
時
代
に
お
け
る
破
壊
的
な
威
力
、
つ
ま
り
生

を
空
洞
化
し
、
空
無
へ
と
開
く
あ
の
威
力
か
ら
自
ら
を
救
う
」
（
〔
三
〕
閤
一
（
1
0
）
）

こ
と
を
力
説
し
て
、
革
命
的
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸

術
品
」
（
〔
こ
閣
（
2
6
）
）
へ
と
落
と
し
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

圓
　
叡
知
直
観

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
に
見
ら
れ
た
牧
歌
の
旋
律
は
、

十
八
世
紀
書
簡
体
世
俗
小
説
と
関
連
し
た
文
芸
思
潮
の
流
れ
に
お
い
て
よ
り
は
、
む

三
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

し
ろ
当
時
啓
蒙
期
か
ら
新
時
代
に
か
け
て
の
思
想
樹
立
な
す
精
神
運
動
と
の
脈
絡
で

理
解
さ
れ
る
の
が
本
筋
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
先
哲
カ
ン
ト
に
始
ま
る
新
た
な
古
典
哲

学
樹
立
へ
の
胎
動
の
只
中
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
達
は
。

テ
ュ
ー
ピ
Ｘ
ゲ
ン
神
学
院
の
同
窓
の
友
と
し
て
集
い
、
先
覚
者
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）

と
格
闘
し
つ
つ
、
新
生
な
す
思
念
の
意
味
到
思
（
ベ
ズ
ィ
ヌ
ン
グ
）
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
程
引
用
（
〔
三
〕
閤
（
3
5
）
）
し
た
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
が
精
魂
傾
け
て
い
た
対
象
に
再
び
注
目
し
て
み
よ
う
。

ぼ
く
は
目
下
か
な
り
集
中
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
と
ギ
リ
シ
ア
人
達
が
唯
一
と

も
言
え
る
読
書
な
の
だ
。
殊
に
カ
ン
ト
哲
学
の
美
学
方
面
に
造
詣
を
深
め
よ
う
と
努
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
四
年
七
月
十
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
八
四
）

こ
こ
に
新
思
潮
の
渦
の
目
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
此
所
で
は
明
ら
か
に
、
哲
学

理
論
や
倫
理
問
題
よ
り
も
、
む
し
ろ
美
の
判
断
へ
と
関
心
が
向
い
て
い
る
。
・
し
か
も

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
の
場
合
、
判
断
を
下
す
側
に
は
、
カ
ン
ト
批
判
哲
学
が
控
え
、

判
断
を
下
す
べ
き
課
題
と
し
て
古
典
の
雄
ギ
リ
シ
ア
詩
文
が
、
徹
底
し
た
吟
味
鑑
賞

に
十
全
に
耐
え
ら
れ
る
濃
密
な
る
造
形
美
の
結
晶
と
し
て
聳
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
探
求
の
糸
口
と
鏡
と
が
明
示
さ
れ
た
事
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
の
歩
み
を
容
易

な
ら
し
め
た
と
言
え
る
。
先
行
す
る
世
代
は
、
諸
外
国
か
ら
押
し
寄
せ
る
様
々
な
思

潮
に
よ
り
左
右
に
揺
ら
れ
、
明
確
な
探
求
の
対
象
に
集
中
し
て
一
意
専
心
に
問
い
続

け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
例
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
や
ラ
シ
ー
ヌ
の
規
範
が
浮
上
す

る
か
と
思
え
ば
、
ミ
ル
ト
ン
や
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
奔
放
が
驚
嘆
さ
れ
た
り
、
ま

た
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
思
想
の
森
が
天
を
衝
く
か
と
思
え
ば
、
。
経
験
論
の
懐
疑
に
よ
り

独
断
の
微
睡
か
ら
覚
ま
さ
れ
る
と
云
う
風
に
右
往
左
往
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ｙ
た
ち
の
問
題
意
識
は
、
明
ら
か
に
「
カ
ン
ト
と
ギ
リ
シ
ア
人
達
」

の
仕
事
に
負
う
所
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
自
然
（
ピ
ュ
シ
ス
）
と
し
て

存
在
（
オ
ン
）
を
問
う
た
古
典
古
代
が
、
美
を
あ
く
ま
で
感
性
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）



－
－一

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

の
造
形
（
イ
デ
ア
ー
）
力
に
よ
り
浮
き
彫
り
に
し
、
後
世
に
名
工
の
神
品
と
し
て
意

味
を
有
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
徹
底
し
て
自
由
の
理
念
（
イ
デ
ー
）
を
追
求
し
続

け
た
カ
ン
ト
が
、
そ
の
よ
う
な
感
性
の
現
象
（
パ
イ
ノ
メ
ナ
）
を
問
う
べ
く
、
「
物

自
体
」
等
の
独
自
の
理
性
哲
学
の
仮
説
に
よ
り
、
幾
何
数
学
の
厳
密
さ
に
匹
敵
し

得
る
ほ
ど
堅
固
な
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
大
伽
藍
を
建
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
た
ち
は
言
わ
ば
こ
の
大
聖
堂
の
荘
厳
に
住
し
、
説
教
あ
る
い
は
演
奏
し
、
。

・
そ
の
祭
壇
に
自
ら
据
え
た
古
典
古
代
の
造
形
美
の
神
品
に
相
応
し
い
表
現
へ
と
到
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
■
　
－
　
一

べ
く
苦
闘
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
初
期
の
活
動
は
、
主
観
性
観
念
論
の
大
伽
藍

の
閉
じ
た
系
の
聖
堂
内
で
自
己
陶
酔
し
、
そ
の
霊
感
の
高
揚
に
身
を
委
ね
る
に
留
ま

り
、
実
は
こ
の
大
聖
堂
が
、
‘
外
界
の
埃
に
ま
み
れ
た
汗
の
結
晶
で
あ
る
現
実
を
十
分

呑
み
こ
め
ず
、
内
界
の
主
観
性
に
閉
じ
て
い
た
と
云
え
る
。
故
に
こ
０
　
外
界
と
内
界

　

　
　
　
　
　
　
　
タ
四
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｊ
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
Ｊ
　
■
　
Ｆ

遡
の
隔
た
り
を
真
摯
な
対
話
（
デ
～
ア
レ
ダ
テ
ィ
ケ
Ｆ
）
ぞ
埋
め
る
、
べ
く
「
空
無
を

孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
が
後
期
の
労
作
に
課
題
と
し
て
委
ね
ら
れ
る
の
、

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
通
し
を
持
ち
、
此
所
で
は
当
面
の
初
期
活
動
に
的
を
絞
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
の
初
期
の
仕
事
が
、
カ
ン
ト
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
を
礎

と
し
な
が
ら
、
自
ら
の
探
求
方
向
を
見
定
め
よ
う
と
し
て
努
力
し
て
い
る
姿
は
、

例
え
ば
五
歳
年
少
の
友
シ
ェ
リ
ン
グ
（
一
七
七
五
年
－
一
八
五
四
年
）
が
、
学
兄
ヘ
ー

ゲ
ル
（
一
七
七
〇
年
－
一
八
三
一
年
）
に
宛
て
た
書
簡
文
中
に
垣
間
見
ら
れ
る
。

現
在
僕
は
哲
学
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
哲
学
は
未
だ
終
結
し
て
い
ま
せ
ん
。
カ
ン
ト
は
結

論
を
出
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
前
提
を
抜
き
に
し
て
誰
が
結
論
を
理
解
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
…
…
僕
た
ち
は
哲
学
を
更
に
前
進
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
！
・
　
－
カ
ン
ト
は
万

事
片
を
つ
け
ま
し
た
。
－
し
か
し
、
人
々
が
そ
れ
に
気
付
く
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う

か
？
　
人
々
の
眼
の
前
で
万
事
を
噛
み
砕
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
々
が
手
で
そ
れ
を
掴

め
る
よ
う
に
Ｉ
・
　
実
際
、
現
在
至
る
所
に
居
る
カ
ン
ト
学
の
先
生
た
ち
は
、
文
字
面
に
拘

泥
し
て
い
ま
す
。
…
…
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
学
者
先
生
が
カ
ン
ト
の
道
徳
律
を
ど
う
説

明
し
て
辻
棲
を
合
わ
せ
る
か
で
す
。
実
は
辻
棲
が
合
う
前
に
、
あ
の
機
械
仕
掛
け
の
神

（
デ
ウ
ス
ー
エ
ク
ス
ー
マ
キ
ー
ナ
）
が
躍
り
出
る
の
で
す
。
－
あ
の
天
上
に
座
す
、
個

と
人
格
性
の
本
質
＾
を
成
す
僕
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
の
神
゛
が
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
五
年
一
月
六
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
）

　
カ
ン
ト
哲
学
は
形
式
造
形
に
お
い
て
堅
固
な
大
伽
藍
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
書
簡

　
に
よ
る
と
、
当
時
の
「
カ
ン
ト
学
者
」
’
は
、
こ
の
伽
藍
の
造
形
力
に
目
を
奪
わ
れ
、

　
こ
の
聖
堂
の
内
部
空
間
を
充
た
す
べ
き
御
神
体
の
霊
気
の
吹
き
込
み
に
は
気
付
か
ず

　
に
居
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
霊
気
を
吹
き
込
む
べ
き
御
神
体
が
、
他
な
ら
ぬ
キ
リ
ス

　
ト
者
の
「
個
と
人
格
性
の
本
質
」
を
な
す
（
機
械
仕
掛
け
の
神
二
デ
ウ
ス
ー
エ
ク
ス
。
・

　
マ
キ
ー
ナ
）
」
公
０
　
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
カ
ン
ト
哲
学
は
キ
リ
ス
ト
教
弁
神
　

　
　
１
　
　
　
　
■
　
　
　
一
　
　
　
四
　
Ｊ
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
－

　
論
の
一
還
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
キ
リ
ス
ト
者
に
お
け
て
は
、
人
間
存

　
在
の
分
か
ち
得
（
デ
ィ
ー
ウ
ィ
ド
’
。
ウ
ウ
’
ム
）
な
い
個
人
（
イ
ン
デ
ィ
ｈ
ウ
ィ
ド
。
ウ

。
。
ム
）
。
が
現
存
の
核
を
な
し
、
人
格
（
ペ
ル
ソ
ー
ナ
）
’
が
そ
の
容
貌
の
外
皮
を
形
造
る
。

ど
の
「
個
と
人
格
性
の
本
１
　
」
と
は
ヽ
人
間
意
１
　
　
の
統
一
性
と
し
て
の
「
一
に
し
て

全
」
（
〔
三
〕
閣
（
4
1
）
）
と
考
え
ら
れ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
こ
の
「
一
に
し

て
全
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
な
す
御
神
体
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
が
カ
ン
ト

哲
学
の
大
聖
堂
内
に
霊
気
を
吹
き
こ
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
「
一
に
し
て
全
」
な
る
「
美
」
（
〔
三
〕
閤
（
4
1
1
）
）
の
権
化
た
る
統
一
さ
れ

　
た
人
格
な
す
個
人
が
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
哲
学
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
で
は
言

　
わ
ば
ヽ
か
４
　
０
　
か
を
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
’
像
と
し
て
登
場
す
る
・

　
　
最
高
善
、
…
…
一
に
し
て
全
、
…
…
美
、
…
…
新
た
な
神
の
国
…
…
お
お
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

　
　
マ
ヽ
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
ヽ
天
上
の
本
質
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
、
第
一
書
）

こ
の
感
動
的
な
浪
漫
情
緒
な
す
牧
歌
表
現
の
裏
付
け
を
な
す
、
現
実
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
体
験
に
つ
い
て
、
詩
人
は
友
人
ノ
イ
フ
ア
に
宛
て
た
書
簡
で
、
自
ら
の
魂
の
事
実

を
雄
弁
に
物
語
る
。



　
　
優
し
さ
と
気
高
さ
い
安
ら
ぎ
と
生
気
、
そ
し
て
精
神
と
心
情
と
容
姿
と
が
、
こ
の
人
の
本

　
　
質
に
お
い
て
は
、
唯
一
の
至
福
な
る
全
一
を
成
し
て
い
る
の
だ
。
僕
の
こ
の
言
葉
は
信
じ

　
　
る
に
足
る
。
こ
の
世
で
こ
の
よ
う
随
ｙ
が
予
感
さ
れ
る
こ
と
は
稀
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
人

　
　
を
再
び
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
業
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
六
年
六
月
下
旬
頃
、
第
二
一
三
書
簡
）

現
実
の
自
然
な
感
性
の
結
実
た
る
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
が
、
詩
人
の
内
観
に
は
一

種
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
の
典
型
と
映
じ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
蓋
し
、
こ
の
体
験

は
、
世
間
で
偶
然
突
発
し
た
椿
事
で
は
な
く
、
久
し
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
親
し

む
詩
人
自
ら
の
心
魂
の
奥
底
で
温
め
ら
れ
育
ぐ
ま
れ
て
き
た
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）

が
稀
有
な
出
会
い
を
機
に
、
期
せ
ず
し
て
詩
人
の
意
識
内
に
結
晶
し
た
の
で
あ
り
、

年
来
の
理
想
探
求
の
求
道
心
に
獲
ら
れ
た
造
形
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
ゲ
ー
テ
が
何
処
か
で
言
っ
て
い
る
。
「
意
欲
（
ル
ス
ト
）
と
愛
（
リ
ー
ベ
）
が
偉
大
な
行

　
　
為
の
双
翼
だ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
六
年
六
月
二
日
付
弟
宛
書
簡
一
二
二

現
実
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
と
の
恵
ま
れ
た
平
安
た
る
日
々
（
一
七
九
六
年
－
九

八
年
）
の
開
花
期
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
思
い
が
け
ず
「
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
」
の
詩

句
（
第
六
六
五
句
以
下
）
を
口
走
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
実
際
、
ゲ
ー
テ
の
古

典
古
代
探
求
と
自
己
省
察
の
成
果
「
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ェ
」
（
一
七
八
七

年
）
で
は
慧
眼
ゲ
ー
テ
自
身
が
「
こ
れ
は
全
く
出
鱈
目
に
（
フ
ェ
ア
ト
イ
フ
ェ
ル
ト
）

人
情
脆
い
＾
フ
マ
ー
沌
ご
と
自
評
し
た
人
道
の
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
牧
歌
風

主
旋
律
が
作
品
の
大
団
円
を
丸
く
収
め
る
。
確
か
に
、
こ
の
「
個
人
と
人
格
性
の
本

質
」
ズ
註
（
4
5
）
）
と
同
様
に
、
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
に
お
い
て
も
、
「
古
典

ギ
リ
シ
ア
の
魔
の
山
（
ツ
ァ
ウ
バ
ー
・
ベ
ル
ク
）
へ
と
至
る
魔
門
を
打
ち
破
る
に
成

巧
し
得
ず
…
…
蛮
地
タ
ウ
リ
ス
か
ら
ゲ
ー
テ
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
エ
が
海
の
彼
方
の
故

国
ギ
リ
シ
ア
ヘ
と
向
け
た
あ
の
憧
憬
の
眼
差
し
以
上
に
は
達
せ
ず
」
、
「
古
典
ギ
リ
シ

ア
本
質
の
中
核
へ
と
推
参
し
、
ド
イ
ツ
文
化
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
の
間
に
永
続
す
る

三
九
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

｜

ダ
イ
モ
ー
ン
神
工
ロ
ー
ス
の
絆
を
結
ぶ
」
に
は
、
な
お
更
に
こ
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
牧
歌
が
自
と
百
雑
砕
へ
と
瓦
解
す
る
必
然
（
ネ
Ｘ
．
シ
ス
）
な
す
「
純
粋
な
内
的
事

件
」
（
〔
三
〕
㈲
（
6
1
）
）
へ
と
作
品
が
成
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
蓋
し

哲
学
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
に
お
い
て
、
‘
　
「
生
の
顔

貌
に
か
く
も
深
く
刻
み
こ
ま
れ
た
暗
く
隠
れ
た
特
質
」
（
〔
二
〕
閣
（
6
2
）
）
が
破

邪
顕
正
さ
れ
、
「
生
け
る
自
然
」
な
す
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」

が
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
と
し
て
開
か
れ
萌
え
る
な
か
で
、
詩
想
が
「
清
澄
な
る
神

気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
〔
三
〕
ぼ
（
2
3
）
）
へ
と
純
粋
透
明
に
浄
化
し
て
ゆ
く
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
充
足
し
た
日
々
に
お
い
て
は
、
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
と
云
う
「
個

と
人
格
性
の
本
質
」
が
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
美
意
識
に
は
、
全
て
で
あ
り
唯
一
比

の
存
在
を
意
味
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

遥
か
な
る
憧
憬
に
満
ち
溢
れ
て
私
か

あ
の
唯
一
無
比
の
形
姿
に
息
を
吹
き
こ
ん
で
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
？

（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
１
　
　
第
七
四
三
八
句
－
第
七
四
三
九
句
、
〔
二
〕
閣
（
４
）
）

更
に
詩
人
は
、
自
ら
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ギ
リ
シ
ア
体
験
を
規
矩
と
し
て
哲
学
・

美
学
方
面
の
批
判
に
乗
り
出
す
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
専
ら
カ
ン
ト

批
判
哲
学
が
眼
前
に
浮
上
す
る
。
例
え
ば
「
美
に
寄
せ
る
讃
歌
」
（
一
七
九
一
年
）

の
表
題
の
下
に
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
（
一
七
九
〇

年
）
か
ら
の
引
用
を
掲
げ
る
の
で
あ
る
。

　
　
自
然
雌
自
ら
の
諸
々
の
美
し
い
形
式
で
私
達
に
象
徴
。
（
フ
ィ
グ
ー
ア
）
と
し
て
語
り
か
け

　
　
る
・
こ
の
暗
号
読
解
能
力
は
私
達
の
道
徳
感
情
に
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
カ
ン
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
美
に
寄
せ
る
讃
歌
」
第
二
稿
）

現
実
の
美
的
体
験
を
踏
ま
え
た
詩
人
に
と
り
、
「
自
然
の
美
し
い
形
式
辻
の
範
型



四
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

（
イ
デ
ア
ー
）
は
、
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
＝
ギ
リ
シ
ア
像
に
外
な
ら
な
い
。
問
う

べ
き
は
、
こ
の
美
し
い
形
姿
象
徴
（
フ
ィ
グ
ー
ア
）
の
意
味
づ
け
を
成
す
意
識
の
現

象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
枠
組
み
で
は
、
美
の
判
断
が
あ
く
ま

で
「
道
徳
感
情
」
に
従
属
せ
ら
れ
、
美
意
識
は
内
観
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
の
脈
絡
を
乗
り
越
え
、
美
の
存
在
に
意
識
内

観
か
ら
の
自
由
解
放
を
保
証
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
現
実
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
と
の
遅
追
・
（
一
七
九
六
年
）
以
前
に
既
祀
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
霊
感
」
と
「
狂

気
」
『
に
基
ず
き
プ
ラ
ト
ー
シ
対
話
篇
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
カ
ン
ト
哲
９
　
の

限
界
」
を
乗
り
越
え
よ
与
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
導
師
は
陽
郷
シ
ュ
ヴ
。
ア
ー
ベ
ー
ン
の

先
輩
シ
ラ
ー
で
あ
る
。
　
　
＼
　
Ｊ
　
　
”
｀
　
　
　
　
’
　
　
ｄ
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｉ
　
Ｉ

　
い
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
’
　
　
、
　
　
´
’
　
４
゛
　
゛
　
　
　
゛
゛
’
　
　
　
『
。
へ
Ｌ
　
　
゛
゛

　
　
　
　
″
　
　
　
゛
－
　
－
　
　
　
　
　
　
１
り
　
　
　
　
　
　
゛
’
”
’

ｆ
　
多
分
僕
は
君
に
美
的
理
念
に
つ
い
て
論
文
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
論
述
社
プ
ラ
ト
ー

　
　
ン
の
「
パ
イ
ド
ロ
ス
」
へ
の
註
解
に
当
た
り
得
る
だ
ろ
う
。
…
…
…
根
底
、
に
お
い
て
こ
の
論

　
　
文
は
、
美
と
崇
高
の
分
析
論
と
な
る
べ
き
で
、
僕
の
論
述
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
の
分
析
論

　
　
が
簡
素
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
の
論
述
が
多
面
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
既
に

　
　
シ
ラ
ー
が
著
嗇
「
優
美
と
尊
厳
に
つ
い
て
」
（
一
七
九
三
年
）
で
部
分
的
に
為
し
た
こ
と

　
　
な
の
だ
。
だ
が
し
か
し
、
シ
ラ
ー
は
カ
ン
ト
哲
学
の
限
界
を
い
ま
一
歩
踏
み
出
せ
て
い
な

　
　
い
。
僕
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
シ
ラ
ー
は
踏
み
出
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
四
年
十
月
十
日
付
ノ
イ
フ
ァ
ー
宛
書
簡
八
八
）

先
師
シ
ラ
ー
が
礎
と
す
る
カ
ン
ト
哲
学
で
は
、
第
一
批
判
「
純
粋
理
性
批
判
」
（
第

　
一
版
　
一
七
八
一
年
、
第
二
版
　
一
七
八
七
年
）
で
自
然
界
の
現
象
や
経
験
を
取
り

扱
か
い
、
現
象
や
経
験
が
成
立
す
る
契
機
と
し
て
、
自
意
識
の
根
底
に
あ
り
現
象
を

主
体
的
に
秩
序
づ
け
る
「
先
験
（
ト
ラ
ン
ス
ツ
ェ
ン
デ
ン
タ
ー
ル
）
的
統
覚
（
ア
ペ

ル
ツ
ェ
プ
ツ
イ
オ
ー
ン
）
」
と
、
現
象
の
背
後
に
控
え
経
験
を
客
体
の
側
か
ら
基
礎

づ
け
る
「
物
自
体
（
デ
ィ
ン
グ
ー
ア
ン
ー
ズ
ィ
ヒ
）
」
（
〔
二
〕
圓
（
一
は
）
）
と
の
二

元
論
を
両
柱
に
学
知
を
樹
立
し
た
。
カ
ン
ト
哲
学
を
批
判
的
に
継
承
す
る
シ
ラ
ー
の

場
合
も
、
こ
の
二
元
的
な
基
本
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
故
に
美
は
美
、
崇
高
は
崇
高

と
し
て
、
ま
た
優
美
は
優
美
、
尊
厳
は
尊
厳
と
し
て
、
更
に
言
う
な
ち
、
ギ
リ
シ
ア

の
神
々
は
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
（
〔
こ
剛
（
６
）
）
と
し
て
、
神
聖
な
る
野
蛮
人
は

神
聖
な
る
西
欧
野
蛮
人
キ
リ
ス
ト
者
（
〔
一
〕
剛
（
７
）
）
と
し
て
、
「
あ
れ
か
…
…

こ
れ
か
」
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
ず
、
シ
ラ
ー
の
友
ケ
ル
ナ
ー
の
言
う
「
キ
リ
ス
ト

者
の
繊
細
な
精
神
」
（
〔
一
〕
閤
（
5
1
）
）
に
誠
意
も
て
応
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

後
世
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
０
　
難
点
を
突
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
更
に
論
述
を
進
め
る
と
、
在
来
の
形
而
上
学
に
お
い
て
、
世
界
に
そ
れ
自
体
実
在

す
る
者
た
る
客
観
と
し
て
絶
対
化
さ
れ
た
ら
物
自
体
」
が
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ッ

ハ
イ
゛
ト
）
。
が
静
謐
な
る
荘
厳
装
住
し
プ
涙
実
へ
の
声
か
ら
さ
ｔ
な
君
臨
が
粉
砕
さ
れ

る
カ
ン
ト
批
判
哲
学
で
は
、
自
然
の
合
羽
的
性
あ
る
い
は
因
果
律
が
、
ふ
思
識
の
内

な
名
「
先
験
的
統
覚
」
に
よ
り
秩
序
づ
け
ら
れ
る
主
観
と
な
り
、
美
は
こ
の
主
観
‘

の
秩
序
・
調
和
と
し
て
肥
握
さ
れ
る
１
０
他
方
、
崇
高
句
感
情
は
、
・
実
践
理
。
性
の
道
”

徳
意
志
に
拠
る
。
道
徳
意
志
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
ヽ
第
二
批
判
‘
「
実
践
理
性
批
判
」

二
七
八
八
年
）
で
論
述
さ
れ
る
内
な
る
道
徳
律
を
以
て
、
「
英
知
（
イ
ン
テ
リ
ギ
ー

ベ
ル
）
界
」
（
〔
二
〕
㈲
（
8
0
）
）
へ
と
至
る
唯
一
の
明
鏡
と
し
て
、
主
体
の
公
平
無

私
な
純
粋
意
志
の
発
現
を
目
指
す
道
徳
行
為
が
自
意
識
を
彼
方
へ
と
超
越
す
る
地
平

に
開
か
れ
る
。
蓋
し
か
く
し
て
人
知
を
核
と
し
つ
つ
、
崇
高
へ
の
意
志
は
主
体
の
内

な
る
道
徳
律
へ
と
向
か
い
、
美
の
造
形
は
客
体
で
あ
る
自
然
へ
と
向
か
い
、
美
と
崇

高
の
感
情
は
両
極
分
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
分
裂
に
和
解
と
宥
和
を
も
た
ら
す
こ
と
。
こ
れ
が
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
目

標
と
な
る
。

　
　
自
然
と
私
達
の
内
な
る
神
性
と
の
間
に
平
和
と
一
致
を
樹
立
す
る
こ
錘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
韻
文
稿
、
一
七
九
四
年
―
九
五
年
）

詩
作
と
思
索
の
課
題
が
此
所
に
明
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
殊
に
現
実
の
女
性

デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
（
一
七
九
六
年
）
を
経
て
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
カ
ッ

ト
哲
学
の
限
界
」
を
踏
み
越
え
る
べ
く
、
「
実
践
理
性
の
助
け
を
借
り
ぬ
叡
知
（
イ

ン
テ
レ
ク
ト
ゥ
ア
ー
ル
）
直
観
（
ア
ン
シ
ャ
ウ
ウ
ン
グ
）
」
へ
と
眼
差
し
を
向
け
る
。



　
　
哲
学
書
簡
に
お
き
ま
し
て
私
は
、
私
達
の
思
考
と
現
存
と
が
基
づ
く
諸
々
の
分
離
（
ト
レ

　
　
ヌ
ッ
グ
）
を
説
明
す
る
原
理
を
見
っ
け
る
っ
も
り
で
す
。
こ
れ
は
ま
た
彼
の
抗
争
を
解
消

　
　
（
フ
ェ
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
デ
ン
）
す
る
こ
と
の
で
き
る
原
理
で
、
主
客
の
間
の
、
自
我
と
世

　
　
界
と
の
間
の
、
ま
た
正
に
理
性
（
フ
ェ
ア
ヌ
ン
フ
ト
）
と
啓
示
（
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ー
ル
ン

　
　
グ
）
と
の
間
の
抗
争
を
Ｉ
理
論
上
、
私
達
の
実
践
理
性
の
助
け
を
借
り
る
必
要
な
し
に
、

　
　
叡
知
直
観
に
お
い
て
解
消
す
る
こ
と
の
で
き
る
原
理
で
、
こ
の
た
め
に
私
達
は
美
意
識

　
　
（
エ
ス
テ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
ズ
ィ
ン
）
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
七
九
六
年
二
月
二
四
日
付
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
宛
書
簡
一
一
七
）

十
八
世
紀
啓
蒙
思
潮
の
集
大
成
と
も
言
え
る
カ
ン
ト
批
判
哲
学
は
蓋
し
、
良
識
化
根

ざ
し
た
認
識
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
と
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
を
論
究
の
眼
目
と
し
て

い
る
。
故
に
、
美
的
体
験
の
よ
う
な
一
見
日
常
意
識
か
ら
離
れ
た
現
実
の
解
明
は
、

そ
の
付
録
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
カ
ン
ト
哲
学
で
は
、
美
学
論
が
認
識
論
と

徳
論
の
真
善
な
す
批
判
大
系
を
試
金
石
と
し
て
、
こ
の
土
台
の
上
に
辛
う
じ
て
築
か

れ
て
い
る
。
敢
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
理
論
上
」
、
と
の
土
台
を
取
り
払
お
う
と
す

る
。
も
し
カ
ン
ト
哲
学
大
系
を
遵
守
す
る
な
ら
、
こ
の
敢
行
が
空
中
の
楼
閣
に
過
ぎ

な
く
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
む
し
ろ
カ
ン
ト
哲
学
を
逆
立
ち

さ
せ
、
学
問
・
哲
学
か
ら
宗
教
や
芸
術
を
説
明
す
る
か
わ
り
に
、
逆
に
芸
術
お
よ
び

宗
教
、
と
り
わ
け
詩
芸
術
か
ら
学
知
を
導
出
し
よ
う
と
す
る
。

　
　
（
畜
類
と
は
異
な
る
）
人
間
の
美
、
す
な
わ
ち
神
々
し
い
美
し
さ
の
初
子
は
芸
術
で
あ
る
。

作
（
デ
ィ
ヒ
ト
ウ
ン
グ
）
か
ら
沸
き
出
る
の
だ
。
…
…
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
）
の

時
に
の
み
万
有
が
最
も
親
密
（
イ
ニ
ヒ
ス
ト
）
に
協
和
す
る
事
実
を
経
験
し
な
い
人
は
、

懐
疑
す
る
哲
人
に
さ
え
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
…
…
…
北
欧
で
は
、
感
情
が
熟
す
る
前
に
、
既

に
分
別
知
（
フ
ェ
ア
シ
ュ
タ
ン
ト
）
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
分
別
知
は
精
神
美
を

欠
け
ば
、
如
才
な
い
徒
弟
の
如
く
、
親
方
の
至
上
命
令
に
盲
目
に
従
い
、
粗
材
か
ら
垣
を

四

－

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

　
　
組
み
、
組
み
立
て
た
棚
を
釘
で
止
め
、
親
方
が
手
懸
け
る
庭
園
の
枠
を
囲
う
だ
け
な
の
だ
。

　
　
…
…
理
性
は
精
神
美
と
心
の
麗
し
さ
を
欠
け
ば
、
あ
た
か
も
家
長
に
傭
わ
れ
奴
隷
を
支
配

　
　
す
る
だ
け
の
監
視
人
の
如
き
も
の
だ
。
…
…
単
な
る
分
別
知
か
ら
は
、
い
か
な
る
哲
学
も

　
　
誕
生
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
知
恵
を
愛
で
る
哲
学
は
、
既
存
の
事
柄
に
限
ら
れ
た
目
先

　
　
の
認
識
を
越
え
て
い
る
。
…
…
単
な
る
理
性
か
ら
は
、
何
ら
哲
学
は
生
ま
れ
な
い
。
す
な

　
　
わ
ち
哲
学
は
、
可
能
な
素
材
を
統
一
し
た
り
区
別
し
た
り
し
て
、
終
わ
る
こ
と
な
き
進
歩

　
　
を
盲
目
的
に
要
求
す
る
科
学
以
上
の
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
、
第
二
書
）
。

確
か
に
此
所
で
カ
ン
ト
批
判
哲
学
を
乗
り
越
え
る
旨
が
唱
導
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
乗
り
越
え
る
礎
を
カ
ン
ト
哲
学
が
築
き
、
そ
の
礎
の
上
に
乗
り
、
そ

こ
を
更
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
踏
み
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
を
見
逃
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
実
に
こ
の
踏
み
越
し
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
自
ら
足
を

置
く
礎
を
つ
く
返
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
礎
と
し
て
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
が
カ
ン
ト
哲
学
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
｛
　
つ
ま
り
「
単
な
る
理
性
か
ら
は
、

何
ら
哲
学
は
生
ま
れ
な
い
」
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
カ
ン
ト
が
「
純
粋
理
性
」

を
批
判
し
そ
の
限
界
を
定
め
、
科
学
知
の
限
界
設
定
を
成
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
限
界
設
定
の
動
機
は
何
か
？
　
と
言
う
脈
絡
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て

は
焦
眉
の
急
と
な
り
、
こ
の
動
機
を
先
に
シ
ェ
リ
ン
グ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
向
か
い
「
前

提
」
（
註
（
4
5
）
）
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
明
ら
か
に
、
こ
の
「
前
提
」
な
す
動
機
に
「
無
限
に
し
て

神
々
し
い
存
在
（
ザ
イ
ン
）
の
詩
作
」
（
註
（
5
6
）
）
を
見
て
い
る
。
「
知
恵
（
ソ

ピ
ア
ー
）
を
愛
で
る
哲
学
（
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
）
」
（
註
（
5
6
）
）
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の

言
う
よ
う
に
そ
の
「
結
論
」
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
哲
学
知
（
ロ
ゴ

ス
）
の
内
奥
に
、
「
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
美
」
（
註
（
5
6
）
）
が
「
渾
然
一
体
と
し

た
霊
感
（
ベ
ガ
イ
ス
。
テ
ル
ン
グ
）
の
全
能
」
（
〔
三
〕
閣
（
3
8
）
）
な
し
・
て
君
臨
す
る

と
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
精
神
美
」
の
君
臨
す
る
場
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
哲
学
論
文
「
判
断
と
存
在
」
（
一
七
九
五
年
）
に
よ
る
と
、
「
叡
知
直
観
に
お
け

る
最
も
親
密
（
イ
ニ
ヒ
ス
ト
）
な
主
客
の
統
一
　
（
フ
ェ
ア
ア
イ
ニ
グ
ン
グ
）
」
に
お



四
二

’
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

い
て
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
判
断
（
ウ
ア
タ
イ
ル
）
は
最
高
の
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
根
源
的
分
離
で
あ
り
、
叡
知
直

　
　
観
に
お
け
る
最
も
親
密
な
主
客
の
統
一
が
分
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
根
源
（
ウ
ア
）

　
　
分
離
（
タ
イ
ル
）
に
よ
り
始
め
て
客
観
と
主
観
が
分
か
た
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
「
我
は

　
　
我
な
り
」
と
云
う
命
題
が
、
こ
の
根
源
分
離
の
概
念
に
最
適
の
例
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の

　
　
分
離
は
理
論
上
の
判
断
の
場
合
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
践
上
の
判
断
の
場
合
は
、
こ
れ

　
　
が
自
己
自
身
で
は
な
く
、
非
我
で
あ
る
他
者
に
対
立
す
る
か
ら
（
根
源
的
で
は
な
い
の
）

　
　
で
あ
る
。
…
…
存
在
（
ザ
イ
ン
）
は
主
客
の
統
一
を
表
現
す
る
。
主
客
が
そ
の
部
分
に
留

　
　
ま
ら
ず
、
全
が
姿
で
統
一
さ
れ
る
場
合
ミ
・
・
…
こ
の
場
合
に
の
み
、
叡
知
直
観
の
場
合
と

　
　
同
様
ヽ
毎
在
そ
の
も
の
が
話
題
と
な
り
得
る
印
で
あ
抑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
一
　
―
　
　
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

｀
　
‘
　
｀
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
’
。
　
‘
　
’
バ
　
’
‘
』
　
　
。
。
ぶ
ん
ぺ
つ
　
　
　
　
ヽ
”
・

こ
こ

‘ で
・
は
冊
析
を
事
と
す
ゐ
池
庸
・
認
識
行
為
が
詰
ま
る
と
こ
ろ
分
別
行
為
と
し
て

把
え
ら
れ
、
認
識
判
断
に
先
行
七
て
存
在
そ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
つ
ま
り

「
根
源
（
ウ
ア
）
分
離
（
タ
イ
ル
）
」
な
す
認
識
判
断
（
・
ウ
’
ア
タ
イ
ル
）
の
成
立
以
。

前
に
遡
求
す
る
と
、
そ
こ
に
主
客
の
統
一
と
し
て
存
在
（
ザ
イ
ン
）
が
「
在
り
て
在

る
者
（
エ
ヒ
イ
エ
ー
ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
」
（
〔
二
〕
圓
（
6
8
）
）
と
し
て
現
前

成
就
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
全
一
の
存
在
（
ザ
イ
ン
）
が
叡
知
直
観
に
映
ず
る
と
、
「
ヒ
ュ
ペ
ー

リ
オ
ン
」
‘
第
一
巻
、
第
二
書
（
註
（
5
6
）
）
に
言
う
「
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
美
」
が

考
え
ら
れ
る
。
詩
人
は
こ
の
「
精
神
美
」
を
横
や
斜
め
か
ら
吟
味
し
た
り
、
あ
れ
こ

れ
分
別
し
て
判
断
（
ウ
ア
タ
イ
ル
）
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
素
直
に
受
け
入

れ
受
容
し
よ
う
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
吟
味
か
ら
受
容
へ
の
百
八
十
’

度
の
転
回
な
す
契
機
と
し
て
、
こ
の
脈
絡
で
は
哲
学
者
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
識
学
」

（
一
七
九
四
年
以
降
）
が
浮
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
冬
の
始
め
に
フ
ィ
ヒ
テ
に
本
腰
を
入
れ
る
ま
で
、
哲
学
と
取
り
組
む
と
し
ば
し
ば
頭

痛
が
少
々
し
た
も
の
だ
。
お
前
も
知
る
通
り
カ
ン
ト
哲
学
に
熱
を
入
れ
て
、
受
容
す
る
前

に
吟
味
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
の
で
ヽ
こ
の
頭
痛
は
尚
更
の
こ
と
だ
っ
伺
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
五
年
四
月
十
三
日
付
第
宛
嗇
簡
九
七
）

九

と
こ
ろ
で
、
こ
。
の
「
吟
味
」
か
ら
「
受
容
」
へ
の
百
八
十
度
の
転
回
は
、
考
え
方
に

よ
る
と
、
既
存
の
形
而
上
学
の
視
点
を
百
八
十
度
コ
ペ
ニ
ク
ス
的
に
転
回
し
た
カ
ン

ト
批
判
哲
学
（
〔
一
〕
剛
（
6
8
）
）
を
更
に
百
八
十
度
転
回
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

再
び
カ
ン
ト
以
前
の
既
成
西
欧
形
而
上
学
へ
の
逆
戻
り
を
意
味
す
る
と
言
え
よ

う
。
こ
う
考
え
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
「
知
識
学
」
の
契
機
は
、
カ
ン
ト
哲
学
が
提
起
し

た
「
物
自
体
」
を
そ
の
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
。
か
ら
現
実
へ
と
取
り
出

し
、
’
言
わ
ば
「
存
在
そ
の
も
の
」
（
註
（
5
7
）
）
と
し
て
西
欧
意
識
の
明
る
み
へ
と

も
た
ら
す
が
に
。
あ
る
こ
と
に
な
る
・
・
こ
の
場
合
ヽ
フ
ィ
ヒ
テ
訃
学
。
の
大
前
提
な
す
’
‘

「
絶
対
我
（
ダ
ス
’
・
ア
プ
ソ
ル
ー
テ
。
・
イ
ッ
ヒ
）
」
の
解
釈
が
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
当
該
の
フ
ィ
ヒ
テ
「
知
識
学
」
に
お
い
『
て
、
「
絶
対
我
」
。
は
無
制
約
の
大
前
提
で

あ
る
か
。
ら
、
、
「
我
」
と
は
言
う
け
れ
ど
も
い
自
我
意
識
で
は
な
い
。
故
に
こ
れ
を

「
者
」
と
言
お
う
が
「
物
」
と
言
。
お
う
が
「
神
」
と
言
お
う
が
、
［
見
大
同
小
異
に
。
。

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
敢
て
こ
れ
を
「
絶
対
我
」
と
表
現
す
る
所
に
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学

の
独
自
性
が
あ
る
。
一
面
で
は
此
所
化
主
体
意
志
行
為
を
重
ん
ず
る
倫
理
（
エ
ー
ト

ス
）
道
徳
意
識
が
色
濃
く
伺
え
る
と
同
時
に
、
他
面
で
選
民
に
し
か
語
ら
ぬ
キ
リ
ス

ト
教
神
学
を
も
包
括
し
得
る
普
遍
学
へ
の
強
い
志
向
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
実

は
こ
の
両
面
に
お
い
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
フ
ィ
ヒ
テ
と
格
闘
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
。

　
　
　
奎
後
者
の
普
遍
学
の
問
題
に
関
し
て
は
、
〔
三
〕
閣
を
も
参
照
。

　
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
識
学
」
が
強
い
倫
理
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
分

だ
け
自
然
観
が
乏
し
く
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ヒ
テ

哲
学
の
あ
り
方
を
、
詩
人
シ
ラ
ー
は
一
つ
の
比
喩
に
よ
る
人
為
行
為
で
説
明
し
て
い
る
。

自
然
世
界
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
自
我
が
投
げ
、
省
察
に
よ
り
再
び
受
け
取
る
球
に
過
ぎ

な
い
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
『
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
（
一
七
九
四
年
十
月
二
十
八
日
付
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
）



こ
の
大
胆
な
比
喩
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
「
知
識
学
」
で
は
、
自
然

哲
学
が
痩
せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。
こ
の
傾
向
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
自
然
観
と
衝

突
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

に
は
、
む
し
ろ
自
然
と
し
て
存
在
を
問
い
つ
つ
、
そ
の
自
然

ニ
ア
ー
）
な
し
て
統
べ
る
結
び
目
の
神
性
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
を

思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

調
（
ハ
ル
モ

と
が
本
務
に

輝
く
処
女
神
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
は
、
霊
妙
な
る
帯
で
、
歓
喜
に
酔
い
狂
う
万
有
を
結
び
合
わ

せ
る
。
…
…
…
荒
れ
狂
う
自
然
吻
四
大
も
、
ウ
ー
ラ
ニ
ア
ー
女
神
の
合
図
の
も
と
に
寄
り
斐

い
、
愛
に
よ
り
結
ば
れ
た
の
だ
。

　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
調
和
の
女
神
に
寄
せ
る
讃
歌
」
一
七
九
〇
年
－
九
一
年
、
標
語
）

こ
と
で
自
然
万
有
の
秩
序
な
す
「
愛
の
無
限
の
理
念
」
（
〔
三
〕
閣
（
1
0
0
）
）
に
関
し

て
、
詩
人
ノ
ヴ
。
Ｉ
リ
ス
が
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
落
胆
す
る
の
も
至
極
当
然
の
こ
と
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
残
念
な
こ
と
だ
。
私
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、
こ
の
観
点
「
愛
の
無
限
の
理
念
」
を
何
ら

　
　
見
い
出
さ
な
い
の
だ
。
こ
の
創
造
の
息
吹
き
を
何
ら
感
じ
な
い
の
だ
。

　
　
。
　
　
　
（
一
七
九
六
年
七
月
八
日
付
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
）

か
く
厳
し
く
浪
漫
感
情
を
寄
せ
つ
け
ぬ
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
は
、
カ
ン
ト
哲
学
同
様
に

倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
意
識
の
堅
い
扉
が
控
え
て
い
る
。
だ
が
も
し
こ
の
倫
理
の
扉
を

美
意
識
へ
と
開
け
ば
、
「
創
造
の
。
息
吹
き
」
や
「
ウ
ー
フ
ニ
７
　
Ｉ
女
神
の
霊
妙
な
る

帯
」
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
先
の
論
文
「
判
断
と
存
在
」
（
註
（
5
7
）
）

の
論
述
に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
そ
う
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
分

別
判
断
（
ウ
ア
タ
イ
ル
）
成
立
以
前
の
根
源
ま
で
遡
れ
ば
、
「
理
論
上
で
叡
知
直
観

に
お
い
て
」
（
註
（
5
5
）
）
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
存
在
（
ザ
イ
ン
）
そ
の
も
の
」
が
自

然
の
全
一
と
し
て
顕
現
す
る
旨
が
こ
の
哲
学
論
文
の
骨
子
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論

四
三

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

文
中
の
「
我
は
我
で
あ
る
」
と
い
う
「
根
源
分
離
（
ウ
ア
タ
イ
ル
）
」
を
示
す
「
理

論
上
の
判
断
」
で
、
明
ら
か
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
「
自
我
（
イ
ッ

ヒ
）
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
し
か
し
、
詩
人
は
こ
の
哲
学

命
題
に
よ
り
、
あ
く
ま
で
「
自
己
意
識
（
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
ベ
ヴ
ス
ト
ザ
イ
ン
）
」
の

み
し
か
考
量
し
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
実
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の

「
自
己
意
識
」
を
も
越
え
て
ゆ
か
ん
と
す
る
普
遍
命
題
「
絶
対
我
」
は
、
西
欧
自
我

意
識
へ
中
へ
と
丸
く
収
め
ら
れ
、
む
し
ろ
こ
の
自
我
意
識
を
も
突
き
破
ら
ん
と
す
る

理
念
（
イ
デ
ー
）
と
し
て
の
物
々
し
い
威
力
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
　
こ
の
よ
う
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
先
哲
フ
ィ
ヒ
テ
の
命
題
「
我
は
我
で
あ
る
」

を
「
自
己
意
識
」
の
「
同
一
性
（
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
ト
）
」
の
次
元
で
掴
ん
で
お
鶴

こ
の
「
自
我
」
の
奥
に
更
に
「
絶
対
存
在
（
ダ
ス
ー
ア
プ
ソ
ル
ー
テ
ー
ザ
イ
ン
）
」

を
見
い
出
す
。
と
こ
ろ
で
翻
り
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
う
。
「
絶

対
存
在
」
こ
そ
正
に
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
大
前
提
な
す
「
絶
対
我
」
の
一
つ
の
解
釈
と

看
傲
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
絶
対
我
」
か
ら
「
自
我
」
の
倫

理
（
エ
ー
ト
ス
）
側
面
が
拭
い
去
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
叡
知
直
観
に
お
け
る
最
も

親
密
な
主
客
の
統
二
（
註
（
5
7
）
）
と
し
て
「
絶
対
存
在
」
が
実
在
化
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
う
な
’
る
と
、
カ
ン
ト
哲
学
に
云
う
「
物
自
体
」
と
「
失
験
的
統
覚
」
と
が
直
結

さ
れ
、
「
主
客
が
全
き
姿
で
統
一
さ
れ
る
」
（
註
（
5
7
）
）
こ
と
に
な
り
、
か
く
し

て
思
想
史
上
、
再
び
超
越
神
実
在
論
（
デ
イ
ス
ム
ス
）
へ
の
巻
返
し
が
成
立
す
る
と

言
え
る
。
つ
ま
り
「
我
思
う
故
に
我
在
り
（
コ
ー
ギ
ト
ー
・
エ
ル
ゴ
ー
ス
ム
）
」
（
デ

カ
ル
ト
）
と
云
う
言
辞
に
表
明
さ
れ
る
思
念
と
存
在
の
一
致
の
順
序
が
逆
に
な
り
、

む
し
ろ
中
世
夙
に
「
我
在
る
故
に
我
思
う
（
ス
ム
ー
エ
ル
ゴ
ー
コ
ー
ギ
ト
ー
）
」
と
読

み
か
え
ら
れ
、
思
念
と
存
在
が
同
｝
の
根
源
で
あ
る
「
在
り
て
在
る
者
（
エ
ヒ
イ
エ
ー

ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
」
（
〔
二
〕
剛
（
6
8
）
）
、
す
な
わ
ち
「
絶
対
存
在
」
た
る
超

越
神
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
既
存
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
は
安
心
立
命
を
獲
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
‥
一
一



四
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
口
（
７
）
）
を
新
た
に
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

西
欧
意
識
の
檜
木
舞
台
に
颯
爽
と
登
場
す
る
「
叡
知
直
観
」
が
、
「
機
械
仕
掛
け
の

神
」
（
〔
二
〕
個
（
８
）
）
と
１
　
て
大
団
円
を
丸
く
収
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
達
成
不
可
能
な
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
事
実
と
な
り
、

　
　
名
状
し
難
き
こ
と
が
ヽ
こ
こ
で
成
し
遂
げ
ら
れ
一
５
'
°

　
　
（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
結
句
「
神
秘
合
唱
」
第
一
二
Ｉ
○
六
句
－
第
二
一
一
〇
九
句
）

こ
の
よ
う
な
～
悲
劇
の
死
」
（
ご
〔
二
〕
閣
（
1
3
）
）
を
八
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
哲
学
小

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
一

良
「
ヒ
ュ
ペ

‘
Ｉ
リ
オ
ン
」
第
一
巻
で
は
、
最
高
潮
な
す
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
‘
マ
牧
歌

が
象
徴
し
、
゛
あ
た
か
恚
「
フ
う
ウ
ス

‘ ト
」
第
二
二
】
○
句
柘
登
場
す
る
「
永
遠
の

女
性
（
ダ
。
ス
ー
エ
ー
ダ
イ
や
・
ヴ
ァ

‘
イ
プ
リ
ヘ
）
」
（
’
〔
二
〕
口
（
1
2
）
）
の
如
く
西
ぺ

欧
意
識
の
浪
漫
感
情
を
満
足
ざ
せ
る
の
で
あ
る
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

‘
’

　
比
所
で
十
八
世
紀
啓
蒙
期
の
西
欧
精
神
史
を
振
り
返
る
と
、
実
は
既
に
。
カ
ン
ト
哲

学
（
〔
二
〕
剛
（
6
8
）
）
が
、
当
該
の
「
永
遠
の
女
性
」
な
る
「
絶
対
存
在
」
と
の

根
を
分
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浪
漫
情
緒
の
心
情
吐
露
を
止
血
し
、
こ
の
形
而
上
に

お
け
る
悲
劇
の
誕
生
（
〔
一
〕
囲
（
4
4
）
）
の
只
中
か
ら
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛

翔
」
（
〔
三
〕
田
）
が
萌
え
出
で
、
新
た
な
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
学
知

　
（
ロ
ゴ
ス
）
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
瞳
目
す
べ
き
精
神
革
命
を
、
ハ
イ
ネ
は

巧
み
な
比
喩
で
次
の
よ
う
に
的
確
に
把
え
て
い
る
。

　
　
死
刑
執
行
人
の
斬
首
剣
が
ち
ら
つ
く
と
、
暗
闇
の
幽
霊
ど
も
が
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
と
言
う
。

　
　
だ
が
も
し
カ
ン
ト
の
「
純
粋
理
性
批
判
」
が
眼
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
ら
、
こ
の
幽
霊
ど

　
　
も
は
始
め
て
正
真
正
銘
の
恐
怖
に
怯
え
る
に
違
い
な
い
！
　
こ
の
書
物
が
ド
イ
ツ
で
超
越

　
　
神
実
在
論
（
デ
イ
ス
ム
ス
）
を
処
刑
し
た
斬
首
剣
な
の
で
あ
る
。
率
直
に
言
う
と
、
フ
ラ

　
　
ン
ス
人
諸
君
、
諸
君
は
私
達
ド
イ
ツ
人
に
比
べ
る
と
、
手
緩
く
温
順
だ
。
（
一
七
八
九
年
勃
発
の

　
　
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
で
）
諸
君
は
高
々
国
王
（
ル
イ
）
を
一
人
斬
首
（
一
七
九
三
年
）
し
た

　
　
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
（
王
権
神
授
説
を
楯
と
し
て
君
臨
し
た
絶
対
君
主
制
下
の
）

　
　
こ
の
国
王
は
、
斬
首
さ
れ
る
前
に
、
（
哲
人
カ
ン
ト
第
一
批
判
の
斬
首
剣
に
よ
り
）
す
で

　
　
に
（
一
七
八
一
年
、
自
己
存
在
の
礎
た
る
超
越
神
実
在
神
論
の
）
首
を
切
ら
れ
て
い
た
の

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
」
　
一
八
三
三
年
－
三
四
年
、
第
三
書
）

　
と
こ
ろ
が
「
超
越
神
実
在
神
論
」
は
再
び
、
浪
漫
感
情
の
疾
風
怒
濤
に
よ
り
復
古
さ

　
れ
ん
と
し
て
い
る
。
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
「
形
而
上
の
慰
め
」
を
斬
首
し
、
浪
漫
情

　
緒
の
心
情
吐
露
を
止
血
し
た
先
哲
カ
ン
ト
の
批
判
精
神
が
微
睡
み
始
め
る
。

　
　
｀
　

だ
が
聖
夜
は
…
一
：
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
微
睡
な
き
言
葉
（
ロ
ゴ
。
ス
）
ヽ
を
恵
み
、
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
ｙ

　
　
ｊ
神
聖
な
る
想
起
を
恵
む
の
だ
。
夜
に
ｍ
覚
め
て
あ
る
よ
う
、
に
Ｊ
　
ヽ
、
／
”
‥

　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
二
節
、
第
三
一
句
－
第
三
六
句
、
〔
三
〕
㈲
（
3
0
）
）
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
！
ｆ
　
　
ｒ
ｒ
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
Ｆ
　
　
■

ご

も
玉
砕
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
）
し
、
む
し
ろ
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳

　
　
（
〔
二
〕
㈲
）
な
す
悲
劇
誕
生
の
開
か
れ
た
時
空
〔
士
二
〕
園
）
へ
と
向
か
う
。
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
h
ｔ
t
p
:
/
/
w
w
w
.
.
c
o
m

感
の
高
揚
と
想
像
力
の
豊
満
に
甘
え
た
「
叡
知
直
観
」
の
微
睡
み
か
ら
魂
の
夜
に
目

　
覚
め
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
は
現
実
の
不
可
避
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す

　
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
）
へ
と
西
欧
意
識
が
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）

　
な
す
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
（
〔
三
〕
ぼ
（

1 9
）
）
の
如
き
狂
気
（
マ
ー
ニ
ア
ー
）

　
と
激
情
（
パ
ト
ス
）
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
問
い
は
、
西
欧
意
識
の

　
根
幹
な
す
伝
来
の
形
而
上
の
根
張
り
に
留
ま
ら
ず
、
更
に
こ
の
根
を
破
り
古
典
悲
劇

　
神
話
の
大
地
（
ガ
イ
ア
）
へ
と
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
を
な

　
す
。
こ
の
深
淵
へ
の
内
省
は
蓋
し
カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
は
欠
け
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

　
カ
ン
ト
は
既
存
の
形
而
上
の
根
を
切
断
し
、
自
然
の
先
に
照
ら
さ
れ
た
理
性
の
幹
に

　
付
随
す
る
枝
と
し
て
、
美
と
崇
高
の
感
情
を
提
示
し
得
た
に
留
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
故
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
は
ま
ず
、
切
ら
れ
た
根
を
接
木
す
る
こ
と
に
尽
力
す
る
。

　
だ
が
考
え
て
み
る
に
実
は
こ
の
接
木
の
努
力
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
よ
る
既
成
の
形
而

　
上
の
根
の
切
断
と
新
た
な
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
に
よ
り
始
め
て
覚
醒
さ



れ
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
接
木
の
努
力
の
成
果
が
、
今
迄
見
た
「
叡

知
直
観
」
の
下
に
展
開
さ
れ
た
初
期
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
存
在
論
で
あ
り
、
こ
れ
は
一

説
に
詩
人
の
構
想
の
下
に
シ
ェ
リ
ン
グ
が
叙
述
し
ヘ
ー
ゲ
ル
が
浄
書
し
た
と
推
さ
れ

る
「
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
草
稿
」
（
一
七
九
六
年
）
に
お
い
て
一
層
明
確
な
表
現
を

獲
得
す
る
の
で
あ
る
○
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
‘
・

自
意
識
あ
る
自
由
な
本
質
と
と
も
に
同
時
に
新
た
な
世
界
が
Ｉ
無
か
ら
誕
生
す
る
。
－

こ
の
無
か
ら
の
創
造
は
考
え
得
る
唯
一
の
真
正
な
創
造
で
あ
る
。
…
…
最
後
に
一
切
を
統

「
す
る
の
は
、
プ
ラ
ト
ー
ン
哲
学
の
高
次
な
意
味
に
お
け
る
美
の
理
念
で
あ
る
。
哲
学
者

は
正
に
詩
人
と
同
様
、
美
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）
の
力
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
美
意

識
の
無
い
人
間
は
、
文
字
面
に
拘
泥
す
る
我
ら
の
哲
学
学
者
で
あ
る
。
精
神
哲
学
は
美
の

哲
学
で
あ
る
。
美
意
識
を
欠
け
ば
、
精
神
の
豊
か
さ
は
無
く
な
り
、
歴
史
に
つ
い
て
さ
え

精
神
豊
か
に
論
述
で
き
な
い
。
…
…
詩
文
は
故
に
一
層
と
崇
高
な
尊
厳
を
得
る
。
詩
文
は

終
始
不
変
で
あ
り
、
人
類
の
教
師
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
哲
学
や
歴
史
が
存
在
し
な
く
な

ろ
う
と
も
、
詩
芸
術
だ
け
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
諸
学
や
諸
芸
よ
り
も
生
き
の
び
る
か
ら
で
あ

る
。
…
…
天
上
か
ら
高
次
な
精
神
が
送
ら
れ
、
我
々
の
下
に
こ
の
新
た
な
（
美
の
）
宗
教

を
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
な
り
。

既
に
引
用
し
た
一
七
九
五
年
一
月
六
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
で
シ
ー
エ
リ
ン
グ
が
述
べ

た
「
個
と
人
格
性
の
本
質
」
（
註
（
4
5
）
）
が
、
こ
こ
で
は
「
自
意
識
あ
る
自
由
な

本
質
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
「
天
上
か
ら
送
ら
れ
、
新
た
な
宗
教
を
樹
立
せ
ね
ば
な

ら
な
い
」
「
新
た
な
世
界
」
が
こ
の
関
連
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
「
神

の
国
」
（
〔
三
〕
閤
（
3
5
）
）
や
「
新
た
な
教
会
」
（
〔
三
〕
閤
（
3
6
）
）
に
呼
応
す
る

こ
の
「
新
た
な
世
界
」
が
、
「
美
意
識
」
を
礎
と
し
た
「
無
か
ら
の
創
造
（
ク
レ
ア
ー

テ
ィ
オ
ー
・
エ
ク
ス
・
ニ
ヒ
ロ
ー
）
」
と
七
て
、
あ
た
か
も
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」

（
註
（
4
5
）
）
の
如
く
楽
観
的
見
通
し
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。

四
五

つ
い
に
美
の
領
域
の
奥
深
く
突
き
進
ん
だ
と
き

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

彫
像
は
、
素
材
と
の
激
し
い
苦
闘
の
か
げ
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

す
っ
き
り
と
、
無
か
ら
飛
び
出
た
（
よ
う
に
か
る
が
る
と
）

恍
惚
と
う
ち
な
が
め
る
目
の
前
に
立
ち
あ
が
り

す
べ
て
の
懐
疑
も
、
す
べ
て
の
闘
争
も

勝
利
の
高
い
確
信
の
な
か
に
沈
黙
し
て
ゆ
く
。
。

（
シ
ラ
ー
「
理
想
と
人
生
」
第
九
節
、
第
八
一
句
－
第
八
八
句
、
〔
こ
ｇ
　
（
　
　
S
i
）
）

こ
の
「
美
意
識
」
の
殿
堂
に
「
叡
知
直
観
」
が
智
天
使
の
如
く
控
え
て
い
る
。
諸
学
・

諸
芸
万
事
の
根
に
「
高
次
な
意
味
に
お
け
る
美
の
理
念
」
が
据
え
ら
れ
、
こ
の
「
美
」

の
殿
堂
に
「
創
造
の
息
吹
き
」
（
註
（
6
1
）
）
が
始
め
て
感
じ
ら
れ
、
倫
理
（
エ
ー

ト
ス
）
意
識
は
美
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）
的
体
験
を
経
て
の
。
み
成
立
す
る
。
「
体
系

草
稿
」
は
、
こ
の
よ
う
な
美
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）
の
観
念
論
（
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
）

を
表
明
し
、
倦
む
こ
と
な
き
哲
人
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
風
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム

ス
）
に
と
り
「
理
想
（
イ
デ
７
‐
ル
）
」
（
〔
一
〕
ぼ
）
に
し
か
過
ぎ
な
い
「
観
念

（
ア
イ
デ
ア
）
」
の
泡
を
美
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
し
て
む
ん
ず
と
掴
ん
だ
の
で

あ
る
。

　
こ
の
「
観
念
論
体
系
草
稿
」
へ
と
結
実
し
た
思
索
の
歩
み
に
お
い
て
、
既
に
見
た

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
劣
ら
ぬ
日
進
月
歩
の
躍
進
を
成
し
て
い
た
の
が
五
歳
年
少
の
シ
ェ

リ
ン
グ
（
一
七
七
五
年
生
）
で
あ
る
。
殊
に
世
俗
で
の
名
声
で
初
期
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、

同
窓
の
学
兄
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
を
逞
か
に
凌
ぎ
、
公
刊
し
た
著
作
の

分
量
で
も
群
を
抜
い
て
い
た
。
但
し
シ
ェ
リ
ン
グ
の
場
合
は
、
ど
の
著
作
も
諸
説
を

要
領
よ
く
ま
と
め
雄
弁
に
叙
述
す
る
才
能
が
勝
を
占
め
て
い
た
。
故
に
シ
ェ
リ
ン
グ

は
、
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
祖
述
か
ら
始
め
、
学
兄
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
た
ち
に
学
び
つ
つ
、

自
ら
の
哲
学
書
の
叙
述
を
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が

自
己
の
全
身
全
霊
を
投
入
し
た
現
実
で
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
か
ら
「
高
次

に
お
け
る
美
の
理
念
」
（
註
（
6
6
）
）
を
自
己
展
開
し
た
の
に
対
し
、
シ
ェ
リ
ン
グ

の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
現
実
に
裏
打
ち
さ
れ
た
魂
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
が
欠
落
し

て
い
た
の
で
あ
る
。



四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
Ｓ
　
一
　
－
ｆ

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
．
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
敢
て
貴
殿
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
書
「
世
界
霊
（
ヴ
ェ
ル
ト
ー
ゼ
ー
レ
）
に
つ
い
て
」
を
献

　
　
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
本
に
は
大
変
に
見
事
な
見
解
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

　
　
し
か
し
た
だ
一
層
と
心
を
こ
め
て
望
む
ら
く
は
、
著
者
が
経
験
（
エ
″
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）

　
　
の
裏
付
吋
を
得
て
詳
細
に
記
述
し
て
｝
層
よ
り
解
か
ら
せ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

　
　
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
八
年
六
月
二
十
一
日
付
フ
ォ
ー
ク
ト
宛
ゲ
ー
テ
書
簡
）

哲
｛
子
圭
一
の
中
で
は
殊
に
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
作
を
品
員
に
し
理
解
も
深
か
っ
た
詩
人
ゲ
ー

テ
が
、
こ
の
よ
う
に
初
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の
欠
点
を
語
る
に
誤
り
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
と
で
話
題
め
。
「
世
界
葺
（
ヴ
ェ
ル
ト
ー
ゼ
ー
レ
）
し
に
っ
『
い
で
は
後
に
・
［
堅
固
に

留
ま
る
一
者
（
フ
エ
‥
ネ
ト
ー
ブ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
ン
ー
ス
）
」
（
〔
三
〕
‘
図
）
を
問
う
中
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

ゲ
ー
ー
ア
の
思
想
詩
「
「
者
と
万
有
」
。
（
〔
三
〕
‘
剛
（
1
0
2
）
）
に
お
い
て
歌
わ
れ
た
形
で
取
　

り
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
、
此
所
で
は
「
世
界
霊
犯
つ
い
て
」
・
（
一
七
九
八
年
）
以
前
　
・

の
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
作
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　
前
述
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
別
稿
や
哲
学
論
文
「
判
断
と
存

在
」
と
同
年
に
成
立
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
作
の
う
ち
の
一
つ
「
哲
学
原
理
と
し
て

の
自
我
、
あ
る
い
は
人
知
に
お
け
る
無
制
約
者
に
つ
い
て
」
（
一
七
九
五
年
）
で
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
「
知
識
学
」
の
「
絶
対
我
」
を
、
既
に
見
た
「
叡
知
直
観
」
に
お
け
る

「
無
制
約
」
な
「
絶
対
存
在
」
と
し
て
解
す
る
方
向
が
見
定
め
ら
れ
て
い
る
。

絶
対
我
は
故
に
単
な
る
形
式
原
理
で
は
な
い
し
、
ま
た
理
念
や
客
体
で
も
な
い
。
そ
れ
は

純
粋
自
我
で
あ
り
ヽ
叡
知
直
観
に
お
け
る
絶
対
現
実
性
と
定
義
さ
れ
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
哲
学
原
理
と
し
て
の
自
我
」
第
十
五
節
）

主
観
と
客
観
と
の
両
面
か
ら
現
象
を
考
察
す
る
カ
ン
ト
批
判
哲
学
を
継
承
す
る
フ
ィ

ヒ
テ
「
知
識
学
」
に
あ
っ
て
は
、
「
絶
対
我
」
と
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
「
叡
知

直
観
」
と
は
、
あ
く
ま
で
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
の
無
限
な
る
努
力
過
程
の
果
無
き

彼
方
に
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
（
フ
ェ
ス
ト
ー
ブ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
ン
ス
）
」
（
〔
三
〕

閣
）
の
如
く
峻
厳
に
聳
え
立
つ
霊
峰
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
主
客
の
対
立
を
「
叡

知
直
観
」
に
よ
り
乗
り
越
え
よ
う
と
努
め
る
シ
ェ
リ
ン
グ
の
場
合
、
そ
れ
は
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
が
「
判
断
と
存
在
」
で
云
う
「
絶
対
存
在
」
（
註
（
6
2
）
）
や
哲
学
小
説
「
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
で
言
う
「
無
限
に
し
て
神
々
し
い
存
在
」
（
註
（
5
6
）
）
と
か
、

或
い
は
「
観
念
論
大
系
草
稿
」
に
在
る
「
美
の
理
念
」
（
註
（
6
6
）
）
と
同
様
に
、

不
可
分
で
無
二
の
「
絶
対
現
実
性
」
（
註
（
6
8
）
）
な
の
で
あ
り
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
が
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
創
作
時
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
至
高
の
言
葉

「
美
」
（
註
（
5
6
）
）
と
一
如
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
得
よ
う
。
こ
れ
は
「
純
粋
自
我
」

（
註
（
6
8
）
）
の
純
粋
主
観
に
宿
る
「
叡
知
直
観
」
に
お
い
て
の
み
把
え
ら
れ
る
観

念
（
ア
イ
デ
ア
）
に
ほ
か
な
ら
ず
、
既
に
見
た
シ
ラ
ト
の
思
想
詩
「
理
想
と
人
生
」

　
〔
二
〕
図
）
の
「
人
生
（
レ
ー
１
ふ
と
）
」
・
の
観
点
か
ら
見
据
え
れ
ば
い
牧
歌
風
浪
・

漫
情
緒
な
す
、
「
’
理
想
（
。
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
に
過
ぎ
な
い
ぢ
の
と
看
倣
ざ
れ
得
よ
う
。
’

　
声
の
よ
う
な
観
念
論
（
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
ｙ
を
シ
ェ
リ
ン
グ
。
は
懸
命
に
理
論
化
し
よ

う
と
努
め
、
更
に
「
哲
学
原
理
と
し
て
の
自
我
」
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
別
の
著
作

「
独
断
論
と
批
判
論
に
関
す
る
哲
学
書
簡
」
（
一
七
九
五
年
）
で
は
、
「
純
粋
自
我
」

の
「
叡
知
直
観
に
お
け
る
絶
対
現
実
性
（
ア
プ
ソ
ル
ー
テ
ー
レ
ア
リ
デ
ー
ト
）
」
（
註

（
6
8
）
）
が
「
無
媒
介
直
接
（
ウ
ン
ミ
ッ
テ
ル
バ
ー
ル
）
の
経
験
（
エ
″
フ
″
－
ル

ン
グ
）
」
と
し
て
、
「
魂
の
抜
け
た
死
せ
る
体
系
に
生
命
（
レ
ー
ベ
ン
）
を
吹
き
込

み
得
る
」
「
創
造
の
息
吹
き
」
（
註
（
6
1
）
）
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
。

　
　
最
も
厳
密
な
意
味
で
の
無
媒
介
直
接
の
経
験
（
ウ
ン
ミ
ッ
テ
ル
バ
ー
レ
ー
エ
″
フ
ァ
ー
ル

　
　
ン
グ
）
、
つ
ま
り
外
に
何
ら
原
因
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
客
観
因
果
律
か
ら
独
立
（
ウ
ン
ア
プ

　
　
ヘ
ン
ギ
ヒ
）
し
た
経
験
（
エ
ア
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
か
ら
、
私
達
の
学
知
は
由
来
せ
ね
ば
な

　
　
ら
な
い
。
こ
の
原
理
－
直
観
と
経
験
－
の
み
が
、
魂
の
抜
け
た
死
せ
る
体
系
に
生
命

　
　
（
レ
ー
ベ
ン
）
を
吹
き
込
み
得
る
の
で
あ
り
、
私
達
の
認
識
が
戯
れ
る
最
も
抽
象
的
な
概

　
　
念
で
さ
え
、
こ
の
生
命
（
レ
ー
ベ
ン
）
と
現
存
（
ダ
ー
ザ
イ
ン
）
に
関
係
す
る
唯
一
無
比

　
　
の
経
験
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
抑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
独
断
論
と
批
判
論
に
関
す
る
哲
学
書
簡
」
第
八
）

此
所
か
ら
、
芸
術
家
の
創
造
力
な
す
「
直
観
と
経
験
」
に
学
知
認
識
の
原
型
が
見
い



出
さ
れ
る
と
説
く
シ
ェ
リ
ン
グ
「
先
験
観
念
論
体
系
」
「
」
八
〇
〇
年
）
ま
で
さ
ほ

ど
遠
く
は
な
い
。
か
く
し
て
唯
美
観
に
色
濃
く
彩
Ｇ
れ
た
浪
漫
美
学
が
、
理
論
哲
学

と
実
践
哲
学
と
を
統
合
す
べ
き
「
芸
術
哲
学
（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
・
デ
ア
ー
ク
ン
ス

ト
）
」
（
一
八
〇
二
年
）
を
説
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
遍
く
認
め
ら
れ
如
何
な
る
仕
方
に
お
い
て
も
否
定
し
去
り
難
い
こ
の
叡
知
直
観
（
イ
　
　
う

ン
テ
レ
ク
ト
ゥ
ア
ー
レ
ー
ア
ン
シ
ャ
ウ
ウ
ン
グ
）
の
客
観
化
が
芸
術
（
ク
ン
ス
ト
）
そ
の

も
の
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
美
の
直
観
が
正
に
客
観
化
さ
れ
た
叡
知
直
観
な
の
で
あ
る

か
ら
○
｀
”
゜
‘
’
か
く
な
る
直
観
が
全
哲
学
知
の
機
関
（
オ
ル
ガ
ノ
ン
）
で
あ
る
。
だ
が
こ
の

直
観
は
感
覚
（
セ
ー
ン
ス
ス
）
で
は
な
く
叡
知
（
イ
ン
テ
レ
ー
ク
ト
ゥ
ス
）
に
属
し
、
客

観
を
も
主
観
を
も
対
象
と
せ
ず
、
そ
れ
自
身
は
主
観
と
も
客
観
と
も
な
ら
な
い
絶
対
的
同

一
　
（
ダ
ス
ー
ア
プ
ソ
ル
ー
ト
ー
イ
デ
ン
テ
ィ
ッ
シ
エ
）
を
対
象
と
し
、
こ
の
純
粋
な
る
内

観
（
イ
ン
ネ
レ
ー
ア
ン
シ
ャ
ウ
ウ
ン
グ
）
そ
の
も
の
は
自
己
反
省
し
て
自
ら
を
対
象
化
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
が
・

　
　
（
「
先
験
観
念
論
体
系
」
第
六
部
「
哲
学
の
普
遍
機
関
（
オ
ル
ガ
ノ
ン
）
の
演
縄
、
或

　
　
　
い
は
先
験
観
念
論
の
根
本
命
題
に
依
る
芸
術
哲
学
の
基
本
命
題
」
第
三
章
「
全
哲

　
　
　
学
体
系
へ
の
芸
術
の
関
係
」
）

剛
　
絶
対
的
分
裂

　
只
今
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
哲
学
書
簡
」
（
〔
三
〕
圓
（
6
9
）
）
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
直

観
（
ア
ン
シ
ャ
ウ
ウ
ン
グ
）
と
経
験
（
エ
″
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
」
と
は
、
「
絶
対
現

実
性
」
な
す
「
絶
対
存
在
」
の
「
叡
知
直
観
」
で
あ
り
、
そ
れ
と
一
如
を
な
す
「
無

媒
介
直
接
の
経
験
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
哲
学
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー

リ
オ
ン
」
第
一
巻
を
中
心
と
す
る
「
観
念
論
体
系
草
稿
」
の
思
想
圏
の
言
葉
で
示
せ

ば
、
端
的
に
’
「
美
」
と
一
言
で
以
て
こ
れ
を
蔽
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
成
程
シ
ェ
リ

ン
グ
の
叙
述
に
関
し
て
言
え
ば
、
先
程
の
詩
人
ゲ
ー
テ
の
洞
察
（
〔
三
〕
㈲
（
6
7
）
）

に
あ
る
よ
う
に
、
「
経
験
（
エ
″
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
の
裏
付
け
を
得
て
詳
細
に
記
述

し
て
一
層
よ
り
解
か
ら
せ
る
」
文
才
が
欠
け
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し

四
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

か
し
な
が
ら
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
に
結
実
し
た
女

性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
に
関
し
て
こ
れ
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
デ
ィ

オ
テ
ィ
ー
マ
体
験
こ
そ
が
、
初
期
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
著
述
で
は
正
真
正
銘
の
「
経
験

の
裏
付
け
」
な
の
で
あ
り
、
こ
の
詩
人
の
初
期
活
動
は
、
こ
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
像
に
終
結
し
宥
和
さ
れ
完
成
す
る
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
確
か
に
感
受
性
の

乏
し
く
な
い
読
者
な
ら
、
こ
の
麗
し
い
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
に
「
高
次
な
意

味
に
お
け
る
美
の
理
念
」
（
〔
三
〕
圓
（
6
6
）
）
の
顕
正
を
見
い
出
す
で
あ
ろ
う
。
敢

て
詩
人
ゲ
ー
テ
の
「
色
彩
論
」
（
一
八
一
〇
年
）
の
用
語
で
と
れ
を
表
示
す
れ
ば
、

哲
学
小
説
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
で
甘
美
な
最
高
潮
な
す
女
性
デ
ィ
オ
テ
ー
イ
ー

　
マ
像
こ
そ
「
根
源
現
象
（
ウ
″
フ
ェ
ノ
メ
ー
ン
）
」
（
〔
こ
閣
（
2
0
）
）
と
表
現
で

　
き
よ
う
。

゛
‘
　
だ
が
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
牧
歌
情
緒
な
す
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
に

よ
り
、
「
心
を
慰
め
ら
れ
て
、
厳
粛
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
努

力
に
も
拘
わ
れ
ず
、
形
而
上
の
心
の
慰
め
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の

持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
」
（
〔
二
〕
閉

（
７
）
）
こ
と
な
く
、
更
に
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
道

程
を
歩
み
続
け
る
。
当
然
こ
の
道
標
な
し
て
先
達
カ
ン
ト
学
徒
シ
ラ
ー
の
畑
眼
が
鋭

く
「
美
」
の
観
念
論
（
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
）
の
急
所
ア
キ
レ
ス
腱
を
熾
烈
な
る
ポ
イ
ボ

ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
弓
弩
（
〔
二
〕
㈲
（
3
5
）
）
の
如
く
射
抜
く
。

そ
れ
は
経
験
（
エ
″
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
理
念
（
イ
デ
ー
）
な

の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
シ
ラ
ー
と
の
初
対
面
ｉ
幸
運
な
出
来
事
」
一
七
九
四
年
）

こ
こ
に
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
閃
光
が
稲
妻
の
如
く
、
「
叡
知
直
観
」

に
よ
る
「
経
験
（
エ
″
フ
ァ
ー
ル
ン
グ
）
」
の
殻
を
突
き
破
り
、
「
空
無
を
孕
む
内

面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
が
始
ま
る
。



四
八

六
五

高
知
大
嘩
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
…
…
あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
轟
き
、

　
　
　
…
…
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍
の
幸
に
満
ち
て

　
　
　
　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
眼
界
を
過
り
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が

　
　
　
　
　
　
突
入
し
て
来
る
。

　
　
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
！
　
…
…

（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
二
句
－
第
六
五
句
、
〔
三
〕
ａ
（
2
3
）
）

壮
年
四
十
五
歳
に
達
せ
ん
と
し
て
い
た
ゲ
Ｆ
’
テ
は
理
念
（
イ
デ
ー
）
顕
正
に
よ
り
既

存
の
自
意
識
が
百
雑
砕
へ
と
瓦
解
す
る
の
を
眼
前
と
し
う
つ
も
、
『
尚
｡
＞
s
　
i
K
-
と
の
出

会
い
を
「
幸
運
な
出
来
事
」
’
（
註
（
7
1
）
）
・
と
し
て
新
た
な
精
神
の
選
遁
へ
と
実
ら
上

せ
る
心
情
の
余
裕
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
故
に
親
友
シ
ラ
ー
の
死
（
一
八
〇
五
年
）

柘
お
い
七
ゲ
ー
テ
は
文
字
通
り
「
自
ら
の
半
身
を
今
や
失
な
う
」
。
（
〔
一
〕
剛
（
6
1
）
）

と
言
い
得
た
の
で
あ
る
。
　
　
ｒ
”
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ｉ
ｊ
　
　
－
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¶

　
と
こ
ろ
が
と
れ
に
反
し
、
学
兄
ヘ
ー
ゲ
ル
が
大
海
亀
の
歩
み
に
も
似
た
堅
忍
不
抜
。

な
足
取
り
で
、
あ
た
か
も
小
兎
の
如
き
早
熟
駿
足
シ
ェ
リ
ン
グ
の
学
知
の
急
所
ア
キ

レ
ス
腱
を
踏
み
砕
い
た
衝
撃
の
折
、
つ
ま
り
「
精
神
現
象
学
」
（
一
八
〇
七
年
）
の

熾
烈
な
新
た
な
認
識
が
燃
え
上
が
っ
た
時
に
は
、
「
幸
運
な
出
来
事
」
に
は
恵
ま
れ

ず
、
同
窓
の
知
己
は
挟
を
分
か
ち
訣
別
し
た
。
若
き
日
に
「
神
の
国
（
ラ
イ
ヒ
ー
ゴ
ッ

テ
ス
）
」
（
〔
三
〕
閤
（
3
5
）
）
の
合
言
葉
に
よ
る
「
叡
知
直
観
」
で
結
ば
れ
た
初
期
の

盟
約
は
、
か
く
し
て
左
右
に
亀
裂
し
、
こ
の
「
絶
対
的
分
裂
」
の
淵
か
ら
「
否
定
的

な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
」
を
孕
む
新
た
な
学
知
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
萌
え
出
で
た
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

否
定
的
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
、
そ
れ
は
思
惟
（
デ
ン
ケ
ン
）
す
な
わ
ち
純
粋
自
我
の

威
力
で
あ
る
。
彼
の
非
現
実
を
敢
て
死
と
呼
ぶ
な
ら
、
こ
の
死
は
最
も
畏
怖
に
値
す
る

（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ス
ト
）
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
死
を
し
か
と
掴
む
に
は
、
最
大

の
力
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
力
無
き
美
は
知
性
（
ロ
ゴ
’
ス
）
を
憎
む
。
な
ぜ
な
ら
知
性

が
、
力
無
き
美
に
能
力
以
上
の
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
死
を
厭
い
、

荒
廃
か
ら
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
回
避
す
る
生
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
死
を
耐
え
、
こ
の

死
の
只
中
に
お
い
て
自
立
す
る
生
か
、
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
の
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
な
の
で

あ
り
、
絶
対
的
分
裂
（
ア
プ
ソ
ル
ー
テ
ー
ツ
ェ
ア
リ
ッ
セ
ン
ハ
イ
ト
）
の
只
中
に
お
い
て

こ
そ
、
精
神
は
真
理
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
が
こ
の
よ
う
な
力
量

（
マ
ハ
ト
）
で
あ
る
の
は
、
否
定
的
な
も
の
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
こ
れ
は
何
で
も
な
い
と

か
偽
り
で
あ
る
と
か
言
っ
て
片
を
つ
け
、
別
事
に
移
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
実
定
的
な
も
の
で

あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
精
神
が
否
定
的
な
も
の
を
見
据
え
、
こ
の
否
定
的
な
も
の
に
留

ま
る
か
ら
こ
そ
そ
う
な
の
で
あ
抑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
序
論
）

此
所
で
壮
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
こ
〕
叫
）
が
明
旬
（
ロ
ゴ
ス
）
に
受
肉
し
　

た
と
万
っ
に
恥
じ
ぬ
西
欧
古
典
哲
学
の
雄
姿
が
「
実
定
（
ポ
ズ
ィ
テ
ィ
‘
－
フ
）
的
な
」

　
’
　
　
．
．
，
『
は
だ
・
　
　
　
　
．
　
．
．
　
　
　
，
　
，
　
　
’
　
ｊ
　
　
　
　
り
　
ｉ
ｌ

る
安
逸
に
立
ち
開
か
る
Ｊ

‘
か
く
し
て
・
、
’
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
や
シ
ェ
リ
ツ
グ
の
言
う
「
叡

　
　
　
ｆ
ｊ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
ｌ

紺
直
観
」
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
去
う
、
「
絶
対
的
分
裂
」
が
、
ゲ
ト
』
テ
め
言
う
「
経
験
」
‘

ル
は
、
同
窓
の
学
友
た
ち
の
語
り
出
だ
し
た

き
、
次
の
よ
う
に
浪
漫
風
（
感
情
が
全
て
な
の

三
四
五
六
句
）
を
批
判
す
る
。

皿啄
知
直
観
」
の
要
請
を
念
頭
に
置

（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第

そ
う
い
う
要
求
に
押
さ
れ
て
、
哲
学
は
、
実
体
の
閉
じ
ら
れ
た
姿
を
開
い
て
、
こ
れ
を
自

己
意
識
に
高
め
る
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
じ
よ
う
に
、
混
沌
と
し
た

意
識
を
、
考
え
ぬ
か
れ
た
秩
序
に
、
ま
た
概
念
の
単
純
な
姿
に
か
え
し
て
や
ろ
う
と
は
し

な
い
。
む
し
ろ
思
想
が
分
離
し
た
も
の
を
ご
た
ま
ぜ
に
し
、
区
別
す
る
概
念
を
抑
え
つ
け
、

実
在
を
感
情
と
し
て
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
洞
察
を
与
え
る
よ
り
も
信
心
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
。
美
し
い
も
の
（
シ
ラ
ー
）
、
神
聖
な
も
の
、
永
遠
な
も
の
（
シ
ェ
リ
ン
グ
）
、

宗
教
、
愛
な
ど
（
シ
ラ
ー
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
な
ど
）
は
、
喰
い
つ
く
よ
ろ
こ
び
を
呼
び
さ

ま
す
の
に
必
要
な
餌
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
概
念
把
握
で
は
な
く
て
忘
我
が
、
ひ
や
や
か
に



　
　
進
ん
で
行
く
事
柄
の
必
然
性
で
は
な
く
、
わ
き
立
つ
霊
感
が
実
体
の
豊
か
さ
を
支
え
、
そ

　
　
れ
を
た
え
ず
拡
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
総
じ
て
ロ
マ
ン
主
義
的
な
、
感
傷

　
　
的
な
態
度
を
さ
対
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樫
山
欽
四
郎
訳
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
序
論
）

こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
う
「
ひ
、
や
や
か
に
進
ん
で
行
く
事
柄
の
必
然
性
」
を
詩
人
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
が
「
古
代
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩
み
」

（
〔
三
〕
閉
（
9
5
）
）
に
見
い
出
し
、
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
聖
な
る
覚
醒
（
バ
イ
リ
ヒ
・

ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
を
し
か
と
飲
み
ほ
す
」
（
〔
三
〕
剛
（
9
1
）
）
い
き
さ
つ
に
関

し
て
は
既
に
本
論
で
考
量
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の

厳
粛
な
眼
差
（
〔
一
〕
閣
（
4
2
）
）
を
蔵
し
た
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
の
脈
動
が
「
精

神
現
象
学
」
と
し
て
、
あ
た
か
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
一
七
七
〇
年
－
一
八
二
七
年
）

の
「
英
雄
（
エ
ロ
イ
カ
）
交
響
曲
」
（
一
八
〇
四
年
）
の
如
く
想
念
を
送
ら
せ
、
新

た
な
躍
進
を
思
想
界
が
遂
げ
よ
う
と
す
る
正
に
こ
の
一
八
〇
七
年
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
は
精
神
病
患
者
と
判
断
さ
れ
、
大
学
町
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
市
の
指
物
師
ツ
ィ
ン

マ
ー
マ
ン
の
世
話
の
下
、
所
謂
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
塔
で
の
罪
の
な
い
狂
人
と
し
て
の

後
半
生
（
一
八
〇
七
年
－
四
三
年
）
を
送
り
始
め
た
。
『
‘

　
早
合
点
の
解
釈
は
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
仕
事
を
哲
学
者
シ
ェ
リ
ン
グ
の
初
期

活
動
と
同
値
に
置
い
た
。
確
か
に
詩
人
の
生
存
中
に
公
刊
さ
れ
た
唯
一
の
書
物
「
ヒ
ュ

ペ
ー
リ
オ
ン
」
、
殊
に
そ
の
第
一
巻
を
瞥
見
す
る
の
み
な
ら
ば
、
円
満
な
大
団
円
に

丸
く
収
ま
る
当
時
の
浪
漫
感
情
の
表
出
と
し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
想
が
片
づ
け

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
現
に
右
記
の
樫
山
訳
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」

よ
り
引
用
の
箇
所
が
、
「
総
じ
て
ロ
マ
ン
主
義
的
な
、
感
傷
的
な
態
度
」
の
一
例
と

し
て
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」
に
言
及
し
て
い
る
の
が
こ
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
本
論
で
既
に
言
及
し
た
此
所
百
年
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
解
釈
の
代
表

例
で
あ
る
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
解
（
一
八
九
六
年
－
九
七
年
、
〔
三
〕
倒
（
2
2
）
）
と
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
研
究
（
一
九
六
八
年
、
〔
三
〕
口
（
1
0
）
？
（
1
2
）
）
に
お
い
て
も
、
こ

の
よ
う
な
浪
漫
的
見
解
は
不
動
で
あ
る
。
確
か
に
狂
気
の
詩
人
と
し
て
久
し
く
衆
目

四
九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
。
（
高
橋
）

に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
群
と
り
わ
け
霊
峰
な
す
後
期
の
雄
篇

は
近
世
ド
イ
ツ
文
化
の
至
宝
と
し
て
忘
却
の
淵
な
す
秘
蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ

ト
）
の
荘
厳
に
住
し
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
意
味
深
長
な
釈
義
は
、
次

第
に
広
汎
な
視
野
の
下
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
考
え
て
み
る
に
、
実
は
思
想
詩

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
成
立
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
が
、
「
精
神
現
象
学
」
刊

行
（
一
八
〇
七
年
）
に
先
立
つ
こ
と
数
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル

の
労
作
に
先
行
し
て
秘
蔵
の
内
で
は
あ
る
が
既
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚

と
と
も
に
、
安
逸
な
西
欧
意
識
の
浪
漫
感
情
が
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量

　
（
マ
ハ
ト
）
」
（
註
（
7
2
）
）
に
よ
り
震
憾
さ
せ
ら
れ
る
熾
烈
な
る
時
空
が
思
想
詩
に

開
か
れ
、
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
十
八
・
十
九
世
紀
の
転
換
点
で
既
存
の

西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
脳
裏
を
意
味
深
長
に
過
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
「
英
雄
交

響
曲
」
の
誕
生
（
二
八
〇
四
年
）
と
と
も
に
ヴ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
円
満
に
丸
く
収
ま

る
和
声
は
決
定
的
に
砕
か
れ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
ヘ
と
至
る
新
た
な
壮

大
な
楽
曲
形
式
が
萌
え
出
ず
る
時
代
が
到
来
す
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
想
は
、
こ

の
新
時
代
の
楽
想
へ
と
脈
を
通
じ
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
、
暫
ら
く
俊
才
シ
ェ
リ
ン
グ
の
影
武
者
と
し
て
働
き
、
・

例
え
ば
「
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
体
系
と
シ
ェ
リ
ン
グ
哲
学
体
系
の
差
異
」
（
一
八
〇
〇
年
）

と
か
「
信
仰
と
知
」
（
一
八
〇
二
年
）
な
ど
を
物
し
つ
つ
、
堅
実
に
先
人
の
学
知
を

丹
念
に
咀
嘔
し
、
遂
に
若
き
日
の
甘
き
盟
約
「
神
の
国
」
の
浪
漫
感
情
を
粉
砕
し
た

思
索
の
金
字
塔
「
精
神
現
象
学
」
を
打
ち
建
て
た
。
類
似
の
道
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ

ン
は
人
に
知
ら
れ
ぬ
孤
独
の
中
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
文
と
と
も
に
歩
ん
だ
。
一
時
結

実
し
た
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
に
お
け
る
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
理
想
像
と
、

こ
の
浪
漫
感
情
の
必
然
な
す
不
可
避
の
玉
砕
を
機
に
、
詩
想
は
牧
歌
に
よ
る
現
実
の

潤
色
に
甘
ん
ぜ
ず
、
詩
人
の
内
観
に
打
ち
開
か
れ
る
祈
り
の
深
淵
か
ら
・
「
空
無
を
孕

む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
を
目
指
し
召
喚
さ
れ
た
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
が
、

詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
し
て
幽
玄
霊
妙
な
明
暗
を
濃
く
し
、
こ
こ
に
罷
め
ら
れ
た
豊
か

な
思
想
内
容
は
陰
影
を
深
く
、
濃
密
な
る
造
形
結
晶
が
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス



五
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
卜
教
西
欧
」
の
如
き
峻
厳
に
対
時
す
る
表
裏
構
造
を
成
し
て
聳
え
立
つ
の
で
あ
る
。

　
　
時
代
精
神
の
動
静
は
か
く
も
類
似
し
て
い
る
。
だ
が
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
如

　
く
「
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
撃
た
れ
」
（
〔
二
〕
聞
（
む
）
）
た
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

　
リ
ン
が
救
い
な
く
没
落
の
淵
へ
と
深
沈
し
て
ゆ
く
の
に
対
し
、
文
学
界
の
長
老
ゲ
ー

　
テ
同
様
に
、
学
知
の
大
成
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
に
も
、
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
終
結
部
に

　
似
て
、
究
極
で
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
楽
観
思
想
が
勝
利
を
占
め
自
意
識
を
内
へ
と
閉

　
じ
る
。
言
わ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
り
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
青
年
時
代
は
、
壮
年
牛
リ
ス

．
ト
教
西
欧
が
繁
茂
す
る
幹
で
あ
り
、
非
西
欧
な
す
東
洋
の
幼
年
時
代
が
そ
の
根
を
な

　
す
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
一
度
「
絶
対
精
神
」
が
西
欧
で
自
ュ
」
展
開
し
て
し
ま
う

　
ど
、
こ
め
根
幹
は
、
繁
茂
す
る
西
欧
学
知
’
’
（
ロ
ゴ
ス
ブ
の
頭
脳
‘
の
下
位
に
置
か
れ
る

ら
｀
　
　
ｇ
一
　
　
　
　
　
　
　
１
　
ー
“
ー
゛
　
　
一
　
　
　
Φ
　
　
　
　
　
　
　
ー
’
｀
か
ｆ
　
　
　
　
　
ｆ
－

ぃ
四
肢
胴
体
ｊ
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
か
く
し
て
頭
脳
な
す
西
欧
意
識
が
文
化
財
と
七
て
摂
’

こ
の
「
理
性
」
も
「
現
実
」
も
基
本
的
に
、
西
欧
理
性
で
あ
り
西
欧
の
現
実
で
あ
る

こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
Ｊ
　
こ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
偉
大
な

る
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
」
と
し
て
西
欧
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
祖
「
プ
ラ
ト
ー
ン
」
を

考
え
、
更
に
こ
の
ロ
ゴ
ス
を
神
人
キ
リ
ス
ト
の
出
現
に
よ
る
西
欧
意
識
の
誕
生
な
す

「
世
界
史
転
回
の
基
軸
｛
ア
ン
グ
ル
｝
」
（
〔
三
〕
�
（
Ⅲ
）
）
に
結
び
つ
け
て
い
る
か

ら
で
あ
孫
０
　
か
く
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
向
き
あ
う
姿
勢
は
、
本
論
で
既
に
述
べ
た
美

術
史
学
ヴ
ノ
ン
ケ
ル

　
７
ン
の
場
合
（
〔
二
〕
閉
（
8
3
）
～
（
8
4
）
）
｀
に
類
似
し
て
、
そ

の
終
結
な
す
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
お
い
て
古
典
古
代
を
丸
く
収
め
完
結
し
た
結
果
に

、
お
い
て
西
欧
意
識
に
取
り
込
ん
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
　
。
”
レ

　
え
の
脈
絡
か
ら
西
欧
意
識
の
完
成
と
七
て
ヘ
ト
ゲ
ル
哲
学
を
考
え
て
み
る
七
、
ヘ
ー

’
‘
ゲ
ル
・
の
「
哲
学
知
の
百
科
全
書
」
。
（
一
八
一
七
年
）
第
一
部
ノ
「
論
理
学
」
　
（
第
八
八

章
）
－
に
見
い
出
さ
れ
る
次
づ
命
題
が
と
り
わ
け
瞳
目
に
値
す
る
こ
と
『
に
な
る
。
　
。

　
　
　
存
在
（
ザ
イ
ン
）
の
真
理
は
、
無
・
（
ニ
ー
ヒ
ツ
）
の
真
理
と
同
様
、
。
故
に
両
者
の
統
】
～
あ

　
　
　
り
ヽ
こ
の
統
一
が
生
成
（
ヴ
ェ
ア
デ
ン
）
で
あ
抑
・

「
絶
対
精
神
」
が
自
己
展
開
し
「
生
成
」
し
て
「
統
□
さ
れ
た
歴
史
上
の
現
実
と

し
て
何
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
「
理
性
」
の
「
現
実
」

た
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
で
あ
る
。
こ
の
西
欧
意
識
の
誕
生
に
お
い
て
バ
死
圏

な
す
「
無
の
真
理
」
た
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
と
生
者
圏
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の

「
存
在
の
真
理
」
と
が
統
一
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
学

知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
よ
り
カ
ン
ト
哲
学
に
始
ま
る
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
の
嵐
が
静
ま

り
、
「
新
た
に
燃
え
上
が
る
実
有
（
ウ
ー
シ
ア
ー
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ

ン
ト
マ
キ
ア
ー
）
」
（
〔
二
〕
閤
（
5
2
）
）
が
丸
く
収
ま
る
大
団
円
を
迎
え
た
と
す
る

と
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
萌
え
西
欧
意
識
そ
の

も
の
を
も
彼
方
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と
越
え
て
問
い
つ
づ
け
ん
と
す
る

「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
出
）
は
中
途
で
途
絶
え
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
「
否

定
的
な
も
の
を
見
据
え
、
’
こ
の
否
定
的
な
も
の
に
留
ま
る
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
」
（
註

（
7
2
）
）
が
「
生
成
」
な
す
「
統
□
に
安
住
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
ヘ
ー



ゲ
ル
哲
学
も
、
既
成
キ
リ
ス
ト
教
弁
神
論
と
し
て
観
念
論
（
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
）
の
円

環
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
若
き
青
春
の
日
々
以
来
ヘ
ー
ゲ
ル
も
親
友
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
と
も
に
、
沸

き
立
つ
宗
教
感
情
が
発
酵
す
る
只
中
で
、
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
二
〕
㈲
）

な
す
現
存
の
解
体
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
悲
劇
誕
生
へ
と
眼
差
し
を
向
け
、
こ
の
「
眼
を

一
つ
多
く
持
ち
過
ぎ
」
（
〔
三
〕
閣
（
2
0
）
）
だ
三
つ
目
の
悲
雄
の
「
激
情
な
す
苦
悩

（
パ
ト
ス
）
と
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
9
）
）
に
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
人

の
知
と
学
問
」
（
〔
三
〕
閣
（
2
1
）
）
を
見
い
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
だ
が
両
者
の
相
違
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
振
り
返
り
見
て
閉
鎖
し
た
の
に
対
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ

　
　
ン
は
前
を
見
や
り
開
け
た
の
で
あ
が
・

　
　
（
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
形
而
上
学
入
門
」
第
四
章
「
存
在
の
限
定
」
第
三
節
「
存
在
と
思
考
」
）

詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
「
開
か
れ
た
時
空
」
（
〔
三
〕

㈲
）
に
お
い
て
自
己
を
空
し
く
し
て
古
典
古
代
に
心
を
開
き
、
そ
こ
か
ら
召
喚
し
た

悲
劇
神
話
の
雄
た
る
三
つ
目
の
英
霊
オ
イ
デ
ィ
プ

ル
は
あ
た
か
も
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
如
く
、

ず
結
局
は
顔
を
背
け
た
こ
と
に
な
る
。

齢
の
現
存
を
、
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ

は
呼
び
出
し
た
に
も
拘
わ
ら

フ霊霊

　
　
　
わ
し
を
呼
ぶ
の
は
誰
だ
？

ア
ウ
ス
ト
（
顔
を
背
け
）
　
　
　
怖
ろ
し
い
顔
だ
！
・
　
…
…
災
い
だ
！
　
私
に
は
お
前

　
　
が
耐
え
難
い
の
だ
！

　
　
　
お
前
が
興
奮
し
て
息
弾
ま
せ
、
わ
し
に
会
い
た
い
、
わ
し
の
声
を
聞
き
た
い
、

　
　
わ
し
の
顔
を
見
た
い
と
懇
願
し
た
の
で
は
な
い
か
。
お
前
の
魂
の
強
い
願
い
に
牽

　
　
か
れ
て
、
わ
た
し
は
こ
こ
に
来
た
の
だ
ぞ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
四
八
二
句
－
第
四
八
九
句
）

霊
の
畏
怖
と
荘
厳
に
恐
れ
「
フ
″
ウ
ス
ト
は
崩
お
れ
な
が
ら
」
（
第
五
一
四
句
）
も

既
存
の
西
欧
意
識
の
神
言
を
口
走
る
。

　
、
私
は
神
の
似
姿
な
の
だ
ぞ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
（
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
五
一
六
句
）

五

－

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

こ
の
神
言
（
「
旧
約
聖
書
」
「
創
世
記
」
第
一
章
、
第
二
六
節
－
第
二
七
節
）
を
言

明
す
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
裏
で
は
、
「
あ
の
機
械
仕
掛
け
の
神
が
、
あ
の
天

上
に
座
す
個
と
人
格
性
の
本
質
が
躍
り
出
る
」
（
〔
三
〕
圓
（
4
5
）
）
の
で
あ
る
。

　
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
出
）
で
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
開
け
た
」

（
註
（
7
8
）
）
に
も
拘
わ
ら
ず
、
分
別
知
溢
れ
た
「
ヘ
ー
ゲ
ル
が
閉
鎖
」
（
註
（
7
8
）
）

し
た
意
味
は
こ
の
脈
絡
で
理
解
で
き
る
。
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
は
「
神
の
似
姿
」
と
し

て
「
個
と
人
格
性
の
本
質
」
を
把
握
す
る
。
こ
の
本
質
は
、
無
限
な
る
絶
対
者
が
有

限
存
在
に
介
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
西
欧
弁
神
論
は
こ
の
無
限
と
有
限

と
の
間
の
絆
を
求
め
、
無
限
な
る
絶
対
超
越
神
か
ら
有
限
な
る
現
存
に
何
ら
か
の
内

在
化
し
た
働
き
か
け
が
あ
る
と
信
じ
る
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
「
魔
笛
」
（
一
七
九
一

年
）
の
ザ
ラ
ス
ト
ロ
や
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
「
主
な
る
親
爺
神
」
（
〔
二
〕

口
（
８
）
）
に
見
ら
れ
る
、
万
事
を
丸
く
収
め
る
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
根
拠
が

此
所
に
あ
る
。
「
単
子
（
モ
ナ
ド
）
論
」
（
一
七
一
四
年
）
な
ど
の
弁
神
論
に
お
い

て
、
哲
学
者
ラ
イ
プ
ユ
ッ

ル
モ
ニ
ー
プ
レ
エ
タ
ブ
リ

　／へ
ときツ

（
一
六
四
六
年
－
一
七
一
六
年
）
．
は
「
予
定
調
和
（
ア

の
糸
に
よ
り
、
後
に
ほ
ぼ
一
世
紀
後
ヘ
ー
ゲ
ル
が
正

反
合
の
弁
証
法
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
）
の
糸
で
も
っ
て
、
無
限
者
と
有
限
者
と
の

間
に
横
た
わ
る
「
絶
対
的
分
裂
（
ア
プ
ソ
ル
ー
テ
ー
ツ
ェ
ア
リ
ッ
セ
ン
ハ
イ
ト
）
」

（
註
（
7
2
）
）
の
綻
び
を
縫
い
合
わ
さ
ん
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
雄
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
対
話
（
デ
ィ
ア

レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
に
。
は
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
（
デ
ィ
ア
レ
・
ク
テ
ィ
ク
）

の
甘
さ
が
見
ら
れ
な
い
。
実
際
、
こ
の
古
典
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
の
有

し
た
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
」
（
註
（
7
2
）
）
に
よ
り
、
古
来
の
神
話

（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
世
界
の
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
新
た
な
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
神
ダ
イ

モ
ー
ン
と
の
間
に
、
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
「
偉
大

な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
〔
二
〕
ぼ
）
を
孕
ん
だ
「
絶
対
的
分
裂
」
の
深
淵
が
開
か

れ
、
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
は
こ
の
悲
劇
誕
生
の
顎
門
に
呑
み
込
ま
れ
毒
を
飲
み
刑



五
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

死
し
た
と
言
え
る
。
故
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー

フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
の
現
存
（
〔
二
〕
圃
）
を
目
指
し
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を

召
喚
す
る
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
絶
対
的
分
裂
」
の
破
綻
を
こ
そ

濃
密
な
る
造
形
の
結
晶
へ
と
彫
琢
せ
ん
と
努
め
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に

「
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ズ
ト
教
西
欧
」
（
〔
二
〕
）
と
の
間
に
横
た
わ
る
敬
虔
（
ピ

　
　
　
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
弁
著
作
－
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
（
一
七
九
四
年
）
は
…
…
君
の
強
い

　
　
｀

関
心
を
牽
く
だ
ろ
う
。
当
初
僕
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
独
断
論
（
ド
グ
マ
テ
ィ
ス
ム
ス
）
の
嫌
疑

　
　
　
を
か
け
て
い
た
。
も
し
僕
の
推
量
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
岐
路
に
立
っ
て
い
た

　
　
　
と
思
え
る
し
、
或
い
は
今
も
な
お
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
－
フ
ィ
ヒ
テ
は
理
論

　
　
　
に
お
い
て
、
意
識
の
事
実
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
…
…
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
絶
対
我
」

　
　
　
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
云
う
「
実
体
（
ス
ブ
ス
タ
ン
テ
ィ
ア
）
」
だ
。
…
…
絶
対
我
と
し
て
僕

　
　
　
は
い
か
な
る
意
識
も
持
た
な
い
。
僕
が
い
か
な
る
意
識
も
持
た
な
い
限
り
に
お
い
て
、
つ

　
　
　
ま
り
僕
が
漣
箔

　
　
　
ッ
）
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
し
‘
。
一
　
　
』
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
”

し
　
　
へ
　
　
　
　
（
一
七
九
五
年
一
月
二
十
六
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
）
、

　
　
ｒ
　
い
』
‘
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｆ

’
親
友
ヘ
ー
・
ゲ
ル
に
向
か
い
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
’
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
性
格

。
を
叙
述
し
て
い
る
。
。
こ
の
場
合
ｒ
独
断
論
」
を
「
ス
。
ピ
ノ
ー
ザ
」
哲
学
と
考
え
れ
ば
。
。

　
こ
れ
は
同
時
に
無
神
論
‘
（
ア
テ
イ
ス
ム
ス
）
と
も
言
わ
れ
る
。
此
所
に
言
う
無
神
論

　
と
は
当
然
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
有
神
論
が
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
言

　
う
と
非
キ
リ
ス
ト
教
無
神
論
で
あ
り
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
の
意
味
で
の
無
世
界

　
観
で
あ
る
。
故
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
フ
ィ
ヒ
テ
は
理
論
に
お
い
て
、
意
識
の
事
実

　
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
語
る
の
を
、
本
論
の
脈
絡
で
換
言
す
れ
ば
、
既
成
の

　
キ
リ
ス
ト
者
の
西
欧
意
識
を
開
き
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」

　
（
〔
三
〕
剛
）
を
企
て
て
い
る
と
読
解
で
き
よ
う
。

　
　
既
成
の
西
欧
意
識
に
と
り
危
機
と
な
る
こ
の
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
を
フ
ィ

　
ヒ
テ
哲
学
に
予
感
し
た
の
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
み
で
は
な
く
、
若
冠
シ
ュ
リ
ン
グ
も

　
こ
れ
を
「
（
キ
リ
ス
ト
者
の
）
人
格
性
の
粉
砕
」
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
学
兄

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
向
か
い
シ
ェ
リ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

神
は
絶
対
我
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
絶
対
我
は
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
的
な
も
の
を
空
無
化

し
た
以
上
、
理
論
哲
学
に
お
い
て
は
従
’
つ
て
零
（
ゼ
ロ
＝
Ｏ
）
で
す
。
人
格
（
ペ
ル
ソ
ー

ナ
）
性
は
意
識
の
統
｝
に
よ
り
生
じ
、
意
識
は
客
体
な
く
し
て
不
可
能
で
す
。
だ
が
絶
対

我
と
し
て
の
神
に
は
全
く
客
体
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
客
体
が
あ
れ
ば
、
絶
対
で
は
無

く
な
る
か
ら
で
、
―
故
に
人
格
神
（
キ
リ
ス
ト
）
は
存
在
せ
ず
、
僕
た
ち
の
努
力
の
結

を
切
り
開
く
の
で
あ
る
。
こ
の
明
鏡
の
水
底
に
無
機
（
ヌ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
裸
形

が
峻
厳
に
聳
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

聖
な
る
覚
醒
の
明
鏡
（
ハ

ガ
コ
え
１
４
々
べ

沼
湖
い
植

撫
言
勁
酷

榛
ミ
軋
ル

図
　
無
の
思
想

イ
丿
ヒ
ー
こ
Ｉ
ユ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
面
ぺ
と
。
‥

（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
生
の
な
か
ば
」
第
七
句
－
第
十
四
句
）

　
思
想
史
で
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ラ
イ
プ
ユ
ッ
ツ
が
弁
証
法
や
「
予
定
調
和
」
の
糸
に
よ
り

縫
合
せ
ん
と
努
め
た
「
絶
対
分
裂
」
（
〔
三
〕
剛
）
の
綻
び
は
、
実
は
既
に
ス
ピ
ノ
ー

ザ
や
カ
ン
ト
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
物
々
し
い
威
力
に
よ
り
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
後
年
カ
ン
ト
が
プ
ロ
イ
セ
ン
政
治
権
力
に
よ
り
宗
教
諭
発
表
を
断
念

　
二
七
九
四
年
）
さ
せ
ら
れ
た
り
、
先
師
カ
ン
。
ト
を
継
承
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
が
無
神
論

の
嫌
疑
（
一
七
九
八
年
）
を
受
け
翌
一
七
九
九
年
に
イ
ェ
ー
ナ
大
学
教
授
職
を
去
ら

ざ
る
を
得
た
か
っ
た
の
も
故
な
し
で
は
な
い
。



晶
は
、
僕
た
ち
（
キ
リ
ス
ト
者
）
の
人
格
性
の
粉
砕
、
絶
対
領
域
な
す
存
在
へ
の
移
行
と

な
り
ま
す
が
ヽ
し
か
し
こ
れ
は
永
遠
に
不
可
能
な
の
で
刻
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
七
九
五
年
二
月
四
日
付
ヘ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
）

詰
ま
る
と
こ
ろ
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
「
個
と
人
格
性
の
本
質
な
す
あ
の
機
械
仕
掛
け
の

神
」
（
〔
三
〕
圓
（
4
5
）
）
へ
え
、
す
な
わ
ち
「
叡
知
直
観
」
に
お
対
る
「
美
」
の
観

念
論
（
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
）
へ
と
逃
げ
こ
む
。
な
ぜ
な
ら
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に
は
「
（
キ

リ
ス
ト
者
の
）
人
格
性
の
粉
砕
」
が
、
文
字
通
り
「
永
遠
に
不
可
能
」
と
思
え
た
か

ら
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
に
反
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
「
意
識
の
事
実
を
越
え
」

（
註
（
8
2
）
）
、
よ
り
包
括
的
な
普
遍
学
を
目
指
す
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
識
学
」
に
お
い

て
は
、
在
来
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
弁
神
論
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
西
欧
自
我
意
識
を

「
絶
対
我
」
の
空
無
な
す
零
（
ゼ
ロ
＝
Ｏ
）
占
一
（
註
（
8
3
）
）
へ
と
超
克
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
弁
神
論
と
普
遍
学
の
綻
び
を
縫
合
す
る
外
科
手
術
は

　
一
旦
ラ
イ
プ
ユ
ッ
ツ
の
「
予
定
調
和
」
説
に
よ
力
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
内
科
・
批
判
哲
学
の
眼
光
は
此
所
に
も
不
可
避
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
破
綻

を
見
た
。
こ
の
際
、
先
師
カ
ン
ト
よ
り
も
急
進
性
を
孕
む
故
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
非
キ

リ
ス
ト
教
無
神
論
の
嫌
疑
（
一
七
九
八
年
）
を
一
層
と
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
構
造
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
哲
学
の
形
式
造
形
の
大
聖
堂

で
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
弁
神
論
演
奏
の
音
響
効
果
が
殺
が
れ
る
と
云
う
嫌
疑
が
さ

程
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
に
反
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
大
伽
藍
で
は
何
処
か
で
、
こ
の

弁
神
論
演
奏
の
音
響
が
「
絶
対
我
」
の
零
点
な
す
風
穴
を
通
し
て
空
無
の
「
清
澄
な

る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
〔
三
〕
閣
（
2
3
）
）
へ
と
洩
れ
、
既
存
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者

の
自
意
識
に
不
安
を
掻
き
立
て
た
と
言
え
よ
う
。

　
啓
蒙
期
十
八
世
紀
末
に
フ
ィ
ヒ
テ
が
主
体
の
側
か
ら
な
し
た
こ
の
非
キ
リ
ス
ト
教

無
神
論
へ
の
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
、
実
は
十
七
世
紀
に
既
に
客
体
（
実

体
）
の
側
か
ら
ス
ピ
ｙ
－
ザ
’
（
一
六
三
二
年
－
七
七
年
）
の
主
著
「
幾
何
学
秩
序
に

よ
り
証
明
さ
れ
た
倫
理
学
（
エ
ー
テ
ィ
カ
）
」
（
一
六
七
七
年
）
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら

五
三

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

れ
て
い
た
。
事
実
、
十
八
世
紀
西
欧
に
お
い
て
、
無
神
論
ゆ
え
物
議
を
醸
し
出
し
た

点
で
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
は
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
を
凌
駕
し
て
い
た
。
殊
に
古
い
西
欧
意

識
が
比
較
的
良
く
残
存
し
て
い
た
ド
イ
ツ
文
化
圏
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
文
筆
家
レ
ッ

シ
ン
グ
（
一
七
二
九
年
―
八
一
年
）
が
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
思
想
を
信
奉
し
た
こ
と
が
い

知
識
人
に
は
衝
撃
と
な
り
内
面
の
苦
悩
へ
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。

レ
ッ
シ
ン
グ
が
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
信
奉
者
だ
っ
た
。
（
西
欧
で
）
正
統
（
の
キ
リ
ス
ト

教
）
の
神
概
念
に
レ
。
ジ
ン
ク
は
反
し
、
こ
の
（
既
成
の
）
神
概
念
を
受
容
で
き
な
か
っ

た
の
だ
。
一
者
と
万
有
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
１
１
・
・
こ
れ
以
外
の
こ
と
を
レ
ア
ソ
ン

グ
は
知
ら
な
か
っ
た
。
…
…
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
精
神
は
恐
ら
く
古
言
「
無
（
ニ
ヒ
ル
）

か
ら
は
無
が
生
ず
る
の
み
（
ア
ー
・
ニ
ヒ
ロ
ー
・
ニ
ヒ
ル
ー
フ
ィ
ッ
ト
）
」
以
外
何
者
で

も
な
い
。
こ
の
古
言
を
最
も
抽
象
化
し
て
考
え
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
こ
う
看
倣
す
。
「
有
限

な
る
も
の
に
お
け
る
、
ど
の
生
起
、
或
い
は
ど
の
転
移
に
お
い
て
も
結
局
、
無
（
ニ
ヒ
ツ
）

か
ら
何
か
或
る
も
の
（
ア
イ
ン
・
エ
ト
ヴ
ァ
ス
）
が
措
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
。

故
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
、
無
限
な
る
も
の
か
ら
有
限
な
る
も
の
へ
と
移
行
は
全
て
斥
け
る
の

で
あ
刮
。

　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
思
想
に
関
す
る
ヤ
コ
ー
ビ
の
書
簡
考
」
　
一
七
九
一
年
）

当
時
衆
目
の
触
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
ヤ
コ
ー
ビ
（
一
七
四
三
年
－
一
八
一
九
年
）

著
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
思
想
に
関
す
る
書
簡
」
（
一
七
八
五
年
）
を
祖
述
し
つ
つ
内
心
動

揺
を
隠
せ
な
い
若
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
直
面
し
た
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
と
は
、
有
限
者

　
（
人
）
と
無
限
者
（
神
）
と
の
「
絶
対
的
分
裂
」
な
す
魂
の
淵
を
、
幾
可
数
学
の
厳

密
さ
で
論
証
し
西
欧
意
識
の
彼
岸
へ
と
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
な
す
無
の
思

蘇
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
が
現
実
に
存
在
と
看
倣
す
も
の
も
「
結
局
、

無
か
ら
何
か
或
る
も
の
が
措
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
　
五
疸
皆
空
プ
・
い
Ｉ
・
：
色
不
異
空
。
空
不
異
色
。
色
印
是
空
。
空
即
是
色
。
…
…
諸
法
空
相
。

　
　
…
…
究
竟
涅
槃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
（
玄
奘
訳
「
般
若
心
経
」
）

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
云
う
「
神
の
叡
知
愛
（
ア
モ
ル
ー
デ
イ
ー
・
イ
ン
テ
レ
ー
ク
ト
ゥ
ア
ー



五
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

リ
（
巧
ご
と
は
、
人
性
の
情
緒
や
霊
感
に
甘
え
た
「
愛
の
無
限
の
理
念
」
（
〔
三
〕
㈲

（
6
1
）
）
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
人
性
の
垢
脂
を
殺
ぎ
削
る
倫
理
（
エ
ー
ト

ス
）
観
想
（
テ
オ
ー
リ
ア
ー
）
の
裸
形
を
経
て
始
め
て
「
永
遠
の
相
の
下
に
（
ス
ブ
・

ア
エ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ー
ス
ペ
キ
ェ
ー
）
」
、
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）
」
と
し
て
開
け
る
実
体
の
大
悲
で
あ
り
、
こ
の
「
生
け
る
自

然
」
と
は
、
現
存
意
識
の
安
直
な
牧
歌
風
大
団
円
を
丸
く
収
め
る
喜
劇
の
誕
生
に
で

は
な
く
、
む
し
ろ
既
成
意
識
の
百
雑
砕
へ
の
自
己
解
体
を
契
機
と
し
て
慎
ま
し
く
謹

厳
で
敬
虔
な
る
祈
り
の
淵
か
ら
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
を
目
指
す
魂
の
悲
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
。
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ね
ん

に
「
生
け
る
」
べ
・
き
時
空
な
の
で
あ
る
。
こ
。
の
’
‐
「
生
け
る
自
然
」
（
〔
二
〕
。
閣
（
2
3
）
）

に
始
め
で
「
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ダ
リ
ヒ
・
。
フ
ァ
イ
ア
ー
、
リ
ヒ
）
」

（
〔
二
〕
㈲
）
が
霊
峰
な
し
て
聳
え
る
脈
絡
は
既
に
本
論
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
。
の
霊
峰
に
至
る
に
未
だ
日
暮
れ
て
道
遠
じ
の
若
き
ヘ
ル
ダ
ド
リ
ン
に
は
、
‐
ス
ピ

　
ー
　
　
　
　
・
　
－
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
一
一
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
　
　
　
・

’
ノ
ー
ザ
の
無
の
思
想
が
重
く
心
に
伸
し
掛
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
若

き
未
熟
な
心
魂
の
中
に
育
く
ま
れ
続
け
て
い
た
「
永
遠
と
神
（
人
キ
リ
ス
ト
）
に
向

か
う
願
望
」
が
、
有
限
者
と
無
限
者
と
の
間
の
心
垢
の
絆
を
断
ち
切
る
不
安
に
懸
念

を
抱
き
、
既
成
の
西
欧
風
救
済
観
を
放
下
す
る
こ
と
難
く
。
若
き
詩
人
は
内
心
で
大

い
に
悩
む
の
で
あ
る
。

　
　
最
近
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
関
す
る
書
物
と
ス
ピ
ノ
ー
ザ
自
身
の
著
作
と
が
手
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
前
世
紀
の
偉
大
で
高
貴
な
人
物
は
、
し
か
し
な
が
ら
厳
密
に
申
し
ま
す
と
神
を
否
認

　
　
し
た
人
（
ゴ
ッ
テ
ス
ー
ロ
イ
グ
ナ
ー
）
で
す
。
確
か
に
理
性
で
詳
細
に
吟
味
す
れ
ば
、
但

　
　
し
心
情
。
（
ヘ
ル
ツ
）
を
放
下
し
た
冷
徹
な
理
性
で
の
話
で
す
が
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
理

　
　
念
に
到
達
す
る
必
然
を
私
は
認
め
ま
す
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
何
も
か
も
説
明
し
よ
う
と
す

　
　
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
私
に
は
わ
が
心
情
（
ヘ
ル
ツ
）
の
信
仰
が
残
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
信
仰
に
は
、
永
遠
と
神
に
向
か
ラ
願
望
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
私
達
が
望
み
願
う
こ
と
に
お
い
て
正
に
私
達
は
｝
番
迷
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

　
　
の
こ
と
は
私
の
説
教
で
も
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
迷
宮
か
ら
私
達
を
助
け
出
し
て
く

　
　
れ
る
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
？
　
Ｉ
キ
リ
ス
ト
で
す
０
　
キ
リ
ス
ト
は
奇
跡
に
よ
り
、
自
ら

　
　
が
公
言
す
る
正
に
そ
の
神
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
一
年
二
月
十
四
日
付
母
宛
書
簡
四
一
）

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
非
キ
リ
ス
ト
教
無
神
論
が
語
る
「
無
か
ら
は
無
（
ア
ー
・
ニ
ヒ
ロ
ー
・

ニ
ヒ
ル
）
」
（
註
（
8
4
）
）
と
云
う
無
の
思
想
は
当
然
、
永
遠
な
る
神
界
か
ら
有
限
な

る
現
存
へ
の
「
奇
跡
（
ミ
ー
ラ
ー
ク
ル
ム
）
」
に
よ
る
介
入
を
も
斥
け
る
。
か
く
空

無
へ
と
放
下
し
た
敬
虔
な
る
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
思
想
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
生
け

る
自
然
」
に
反
す
る
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
入
る
余
地
は
全
く
無
い
。
そ
れ
の
み

で
は
な
い
。
有
限
な
る
人
間
が
、
わ
が
世
界
わ
が
思
想
と
信
じ
る
も
の
も
実
は
「
無

か
ら
何
か
が
措
定
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
（
註
（
8
4
）
）
と
説
く
無
の
思
想
か

ら
推
せ
言
、
’
既
存
‐
の
西
欧
キ
リ
ズ
ト
教
が
約
束
す
る
「
救
済
」
’
も
無
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
無
の
思
想
を
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
Ｉ
「
倫
理
学
」
に
の
み
な
’

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
｀
　
　
　
　
　
ｉ
■
　
　
ｊ

ら
ず
、
カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
も
見
い
出
す
の
’
は
困
難
な
こ
と
で
唸
な
い
。
つ
ま
り
カ

ン
ト
が
主
体
の
側
か
ら
現
象
を
秩
序
づ
け
る
と
し
た
「
先
験
的
統
覚
」
が
、
何
か
或

る
絶
対
の
力
に
よ
朕
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
し
、
こ
の
「
統
覚
」
が
様
々
に
。

形
造
る
外
界
が
、
あ
く
ま
で
十
人
十
色
の
世
界
で
あ
り
、
各
人
の
自
由
な
構
想
力
に

よ
る
神
話
の
神
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
客
体
の
側
か
ら
見
て
現
象
の
背
後
に
あ
る
「
物

自
体
」
が
認
識
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
現
象
と
し
て
生
じ
た
い
か
な
る
神
話

の
神
と
て
、
確
実
な
客
観
の
拠
り
所
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
、
絶
対
空
間
・
時
間
（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）
で
あ
れ
、
相
対
性
理
論
（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
）
で
あ
れ
、
学
知
を
仮
説
と
し
て
あ
た
か
も
空
中
の
楼
閣
の
如
く
築
い
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

色
即
是
空
。
空
即
是
色
。

こ
の
有
限
者
の
拠
り
所
の
無
さ
を
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
も
カ
ン
ト
も
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）

不
可
避
と
し
て
素
直
に
認
め
つ
つ
も
、
し
か
し
虚
無
思
想
の
皮
肉
（
イ
ロ
ニ
ー
）
や

懐
疑
（
ス
ケ
プ
シ
ス
）
な
す
泥
沼
に
転
落
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
向
か

う
方
向
は
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
と
し
て
在
る
。
つ
ま
り
「
神
の
叡
知
愛
」
と
「
道



徳
律
」
に
よ
り
、
既
成
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を
滅
却
し
て
彼
方
へ
と
開
き
自

己
の
殼
を
突
き
破
る
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
現
存
の
姿
勢
を
毅
然
と
決
定

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
無
有
恐
怖
。
遠
離
一
切
顛
倒
夢
想
。
究
竟
涅
槃
。

閣
　
堅
固
に
留
ま
る
一
者

　
以
上
の
よ
う
な
無
の
思
想
と
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
を
念
頭
に
置
き
、
「
一
者
と

万
有
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
（
〔
三
〕
閣
（
8
4
）
）
を
考
量
す
る
と
、
「
生
け

　
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
の
峻
厳
な
詩
歌
象
徴
は
、
未
踏
の
霊

峰
を
想
わ
せ
る
超
絶
し
た
概
念
を
惹
起
し
、
カ
ン
ト
の
公
平
無
私
な
る
定
言
命
法
な

す
「
道
徳
律
」
や
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
厳
正
な
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
な
す
「
神
の
叡
知
愛
」

へ
と
繋
が
る
畏
怖
と
荘
厳
な
る
無
の
思
想
と
し
て
、
思
想
詩
に
お
け
る
「
空
無
を
孕

む
内
面
の
飛
翔
」
の
久
遠
の
彼
方
に
造
形
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
有
限
な
る
現
存
と
は
深
淵
を
隔
て
て
、
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
が
厳
然
と
久
遠

の
彼
方
に
聳
え
、
来
た
る
べ
き
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
の
召
喚
と

そ
れ
に
必
然
と
伴
な
う
西
欧
選
民
意
識
の
百
雑
砕
へ
の
瓦
解
（
〔
二
〕
剛
）
を
、
あ

た
か
も
デ
ル
ポ
イ
に
宮
居
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
託
宣
（
オ
ー
釘
‐
ケ
ル
）
の

如
く
予
感
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
ベ
ッ
ク
マ
ン
評
に
あ
る
「
蔵

言
（
シ
ュ
プ
ル
ッ
ホ
）
」
や
「
格
言
（
ヴ
ァ
イ
ス
ハ
イ
ツ
ー
ヴ
ォ
ル
ト
）
」
な
ど
と

言
う
分
別
知
の
産
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
な
ら
で
は
見
ら
れ
な

始
め
て
顕
正
さ
れ
る
と
で
も
言
え
る
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
の
超
絶
し
た
卓
越
性

の
下
に
「
生
け
る
自
然
」
を
目
指
す
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
は
、
理
念
追
求

の
力
で
既
成
の
キ
リ
ス
ト
者
の
殻
を
破
邪
せ
ん
と
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
と

西
欧
意
識
を
開
か
ん
と
す
る
。

　
四
〇
　
　
　
神
々
し
い
焔
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く

　
　
　
　
　
破
邪
せ
ん
と
迫
る
。
来
た
れ
、
顕
正
せ
ん
た
め
、

　
　
　
　
　
　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
（
ア
イ
ン
ー
ア
イ
ゲ
ネ
ス
）
を
求
め
。

　
　
　
　
　
堅
固
に
留
ま
る
一
者
（
ア
イ
ン
ス
）
。
南
北
の
極
地
で
あ
れ
、

　
　
　
　
　
　
真
昼
で
あ
れ
夜
中
で
あ
れ
、
永
遠
に
存
続
す
る
唯
一
の
規
矩
（
ア
イ
ン
ー
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
）
、

　
四
五
　
　
万
人
に
普
遍
に
し
て
、
各
人
に
も
ま
た
各
様
の
（
規
矩
）
が
授
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
何
処
へ
往
き
巻
来
し
よ
う
と
ゝ
誰
も
自
由
で
あ
太
万

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
〇
句
－
第
四
六
句
）

の
「
究
竟
涅
槃
」
が
眺
み
合
わ
さ
れ
る
。
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
で

は
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
死
圏
に
「
究
竟
涅
槃
」
た
る
「
生
け
る
叫
が
」

（
〔
三
〕
ぼ
（
2
3
）
）
が
在
り
、
そ
こ
を
目
指
す
現
存
の
西
欧
意
識
は
、
「
自
ら
を
厳

粛
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
に
あ
た
り
」
（
〔
二
〕
閣
（
７
）
）
、
自
己
を
空
し

く
し
て
、
既
成
の
殻
を
突
き
破
り
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
自
己
超
克
の

敬
虔
な
る
心
魂
が
見
晴
か
す
霊
峰
と
し
て
、
第
四
節
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

（
第
五
五
句
）
へ
の
途
上
で
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
が
歌
い
出
さ
れ
る
。

　
　
堅
固
に
（
フ
ェ
ス
ト
）
留
ま
る
（
ブ
ラ
イ
プ
ト
）
　
一
者
（
ア
イ
ン
ス
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
三
句
）

此
所
で
は
意
味
内
容
な
す
概
念
ば
か
り
で
は
な
く
、
霊
峰
な
す
峻
厳
な
る
詩
語
の
響

き
に
も
留
意
し
た
い
。
。
静
聴
す
る
と
、
一
語
、
一
語
、
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
の
盤

刃
が
鋭
く
打
ち
込
ま
れ
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
始
源
以
来
、
万
有
の
根
源
（
ア
ル
ケ
ー
）

を
問
う
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
が
焦
眉
の
急
と
し
た

「
一
者
（
ヘ
ン
）
」
が
、
此
所
で
は
荘
厳
な
詩
歌
象
徴
の
響
き
と
成
り
、
・
何
ら
自
意

識
の
経
験
な
す
直
観
に
な
ど
依
存
し
な
い
理
念
造
形
の
三
連
峰
を
形
成
し
て
い
る
。

五
五

へ
・
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）



五

六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
此
所
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
ー
カ
ン
ト
の
無
の
思
想
（
〔
三
〕
閣
）
の
「
規
矩
」
が
語
ら
れ

　
て
い
る
と
私
は
読
む
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
「
自
由
（
リ
ー
ベ
ル
タ
ー
ス
）
」
と
解

　
せ
る
。
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
「
道
徳
律
」
が
目
指
す
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
「
自
己

　
（
ア
ウ
ト
）
立
法
（
ノ
モ
ス
）
」
（
〔
こ
閉
（
6
7
）
）
’
は
、
自
由
（
リ
ー
ベ
ル
タ
ー

　
ス
）
な
無
私
の
徳
行
（
ウ
イ
ル
ト
ゥ
ー
ス
）
に
他
な
ら
ず
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
「
倫
理

　
学
」
を
締
め
括
る
第
五
部
は
「
人
間
の
自
由
（
リ
ー
ベ
ル
タ
ー
ス
）
に
つ
い
て
」
と

　
題
さ
れ
、
・
こ
。
の
終
結
部
で
例
の
峻
厳
な
る
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
な
す
「
神
の
叡
知
愛

　
（
ア
モ
ル
ー
デ
イ
ー
・
イ
ン
テ
レ
ー
ク
ト
ゥ
ア
ー
リ
ス
）
」
（
〔
三
サ
図
（
郎
こ
）
が
課

　
題
と
さ
れ
る
・
こ
の
「
自
由
」
と
は
文
字
通
り
「
解
放
（
リ
ー
¨
ベ
ル
タ
ー
ズ
）
」
で
あ

　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
ｒ
　
　
一
　
　
　
　
ｊ
　
ｌ
　
ｌ
Ｆ
ｆ
Ｉ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
゛

”
り
「
・
解
脱
」
で
あ
力
「
涅
槃
（
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
）
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
か
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
‘
　
　
　
　
り
　
Ｉ

　
ぱ
例
え
ば
社
会
政
治
上
の
出
来
事
と
し
で
は
、
フ
・
ラ
ン
。
ス
１
１
大
革
命
に
お
け
る
人
権
宣

　
言
。
（
一
七
八
九
年
）
の
採
択
が
そ
の
証
左
で
あ
り
、
別
に
哲
学
思
想
史
上
で
ば
本
論

　
の
焦
眉
の
急
だ
る
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
顕
著
な
瞳
目
す
べ
ぎ
好
例
で
あ

　
る
。
革
命
の
人
権
宣
】
言
に
し
て
も
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
に
し
て
も
、
も
は

　
や
人
間
存
在
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
に
と
ら
わ
れ
ぬ
自
由
無
碍
な
相
の
下
に
探

　
求
さ
れ
て
お
り
、
か
く
し
て
漸
く
敢
て
国
際
的
視
野
の
下
に
問
題
提
起
が
成
さ
れ
得

　
る
時
空
が
開
け
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
に

　
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
（
フ
ェ
ス
ト
ー
プ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
ン
ス
）
」
（
第
四
三
句
）

　
は
、
そ
の
よ
う
な
「
自
由
・
解
放
・
解
脱
・
涅
槃
」
を
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
す
る

　
求
道
心
が
、
久
遠
の
彼
方
に
遠
望
す
る
道
標
と
し
て
聳
え
る
霊
峰
な
の
で
あ
る
。

　
　
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
（
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
　
　
　
ｂ
ｌ
ｅ
ｉ
ｂ
ｔ
　
　
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
）
　
（
註
（
9
4
）
）
と
、
「
一

　
者
（
ア
イ
ン
ス
）
」
の
語
頭
が
第
四
三
句
で
大
文
字
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
前

　
後
で
語
ら
れ
る
意
味
深
長
な
二
語
「
自
然
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
）
ア
イ
ン
ー
ア
イ
ゲ
ネ

　
ス
」
（
第
四
二
句
）
と
「
規
矩
（
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｆ
３
）
ア
イ
ン
ー
マ
ー
ス
」
（
第
四
四
句
）

　
を
理
念
と
し
て
繋
ぐ
結
果
の
「
ア
イ
ン
（
唯
一
）
」
を
、
厳
然
と
し
た
概
念
「
一
者

　
（
ア
イ
ン
ス
）
」
で
濃
密
に
造
形
化
し
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
多
義
性
を
孕
む
具

　
象
表
現
を
最
高
度
に
捨
象
し
た
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
威
力
で
あ
る
。
古
典
ギ
リ
シ

　
　
ア
哲
学
よ
り
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
は
、
こ
の
「
一
者
（
ヘ
ン
）
」
の
霊
峰
を
目
指
し
て

　
　
参
学
し
た
。
こ
こ
で
敢
て
プ
ラ
ト
ー
ン
（
紀
元
前
四
二
七
年
－
三
四
七
年
）
や
ブ
ロ
ー

　
　
テ
ィ
ー
ノ
ス
（
西
歴
二
〇
五
年
頃
－
二
七
〇
年
頃
）
の
労
作
を
枚
挙
す
る
ま
で
も
な

　
　
か
ろ
う
。
つ
ま
り
哲
人
は
、
世
界
の
多
彩
に
眩
む
こ
と
な
く
、
具
体
化
さ
れ
た
諸
物

　
　
の
贅
肉
の
脆
さ
を
殺
ぎ
削
昨
、
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
（
ヘ
ン
）
」
へ
の
求
道
心
が
、

　
’
既
成
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
現
存
了
解
「
万
有
の
全
一
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
（
〔
二
〕

　
　
㈲
（
3
3
）
）
な
す
古
典
神
話
（
ｊ
ラ
ー
ト
ス
）
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
三
〕
㈲
）
た
る

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｊ
　
　
一

　
濃
密
な
造
形
結
晶
（
〔
二
〕
㈲
（
2
5
）
）
’
の
殻
を
も
突
き
破
り
、
古
典
古
代
世
界

　
　
　
　
　
゛
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咽
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

’
全
体
（
パ
’
－
ン
）
・
な
す
’
「
実
有
（
ウ
ー
シ
ア
ー
）
。
を
も
越
え
た
彼
方
」
。
（
註
（
9
3
）
）

　
　
’
　
　
　
　
　
！
・
コ
ず
　
　
　
　
　
　
　
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
’
・
’
　
　
　
　
　
　
－

戸
　
　
　
　
｀
　
　
　
１
ゆ
　
　
　
　
　
　
一

　
　
へ
と
自
己
を
放
７
　
し
た
の
で
あ
ぷ
。
実
犀
神
人
牛
り
不
ト
像
（
〔
二
〕
剛
（
1
1
0
・
）
）

ご
｛
が
、
・
と
の
。
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
の
彼
方
に
始
め
て
問
わ
れ
得
、
。
西
欧
精
神

　
史
の
、
「
中
限
休
止
（
。
カ
エ
ス
ー
ラ
ご
（
〔
ユ
〕
皿
（
1
0
2
）
）
な
す
空
無
の
、
‘
「
４
　
（
ぜ

　
　
ロ
＝
Ｏ
）
」
（
〔
三
〕
㈲
（
8
3
）
）
た
る
無
明
の
神
言
（
ロ
ゴ
ズ
）
と
し
て
、
－
「
（
悲
劇

　
　
の
誕
生
の
時
空
に
君
臨
す
る
偉
大
な
る
）
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
歩
み
の
只
中
へ
と
踏

　
　
み
込
ん
で
来
る
」
（
〔
二
〕
剛
（
1
0
4
）
）
の
で
あ
る
　
こ
の
古
典
古
代
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト

　
　
ス
）
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
自
己
解
体
の

　
　
如
実
な
造
形
と
し
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
歌
象
徴
の
白
眉
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話

　
（
〔
三
〕
ぼ
）
が
浮
か
び
上
が
る
。
正
に
こ
の
悲
雄
の
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ

　
　
ス
）
が
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
な
し
て
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ベ
ー
）
へ
と
向

　
　
か
う
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
古
典
悲
劇
誕
生
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
「
生
け
る
自
然

一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
の
只
中
か
ら
、
彼
方
に
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者

（
ヘ
ン
）
」
が
謹
厳
な
る
哲
人
の
眼
差
し
で
凝
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
一
者
（
ア
イ
ン
ス
）
が
堅
固
（
フ
ェ
ス
ト
）
に
留
ま
る
」
と
言
え
る
の
は
、
あ
く

ま
で
敬
虔
な
祈
り
の
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
か
ら
視
て
そ
う
言
い
得
る
の
で
あ
っ

て
、
も
し
こ
の
祈
り
の
淵
が
安
逸
な
る
浪
漫
感
情
の
疾
風
怒
濤
な
す
帝
国
拡
張
の
嵐

に
呑
ま
れ
、
楽
天
な
す
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
に
よ
る
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕



口
（
７
）
）
に
よ
り
蓋
を
被
わ
れ
丸
く
収
め
ら
れ
れ
ば
、
む
し
ろ
「
堅
固
に
留
ま
る
」

ゆ
え
に
辛
く
も
甲
羅
化
し
て
脆
く
も
亀
裂
を
生
じ
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
、

こ
の
安
逸
な
概
念
の
甲
羅
化
へ
と
詩
語
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
を
も
た
ら
さ
な
い
た

め
に
、
読
者
は
こ
の
詩
歌
象
徴
の
調
べ
「
フ
ェ
ス
ト
ー
ブ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
’
ン
ス
」
に

静
聴
し
、
あ
た
か
も
哲
人
カ
ン
ト
の
説
く
「
物
自
体
」
（
〔
二
〕
圓
（
7
7
）
）
の
如
く
秘

蔵
（
フ
ェ
ア
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
の
荘
厳
に
住
ま
う
理
念
（
イ
デ
ー
）
と
し
て
「
一
者

（
ア
イ
ン
ス
）
」
を
幽
玄
霊
妙
な
る
深
み
で
掴
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
諸
家
の
註
解
は
ほ
と
ん
ど
、
こ
の
「
ア
イ
ン
ス
」
を
単
に
「
一
つ
‘
’

の
こ
と
」
を
示
す
に
過
ぎ
ぬ
抽
象
語
と
解
し
て
い
る
。
後
述
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
も

ペ
ツ
ェ
ル
ド
註
も
共
に
こ
の
観
点
か
ら
詩
語
「
フ
ェ
ス
ト
ー
ブ
ラ
イ
プ
ト
ー
ア
イ
ン

ス
」
を
見
て
お
り
、
畢
竟
こ
れ
が
「
一
つ
の
こ
と
」
と
し
て
、
引
き
続
い
て
第
四
四

句
で
語
ら
れ
る
「
唯
一
の
規
矩
（
ア
イ
ン
ー
マ
ー
ス
）
」
の
言
い
換
え
と
し
て
片
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
を
顧
慮
す
る
と
、
当
該
の
箇
所
（
第
四
三
句
丿

第
四
四
句
）
は
一
応
次
の
よ
う
に
訳
せ
よ
う
。

堅
固
に
留
ま
る
一
つ
の
こ
と
。
…
…

　
…
…
そ
れ
は
永
遠
に
存
続
す
る
唯
一
の
規
矩
、

こ
の
読
み
は
詩
歌
象
徴
の
律
動
と
調
和
し
難
い
。
す
な
わ
ち
、
「
永
遠
（
イ
ム
マ
ー
）

に
存
続
（
ベ
シ
ュ
テ
ー
ー
エ
ア

む
し
ろ
悠
然
と
な
だ
ら
か
に
下
り
ゆ
き
、
句
点
（
。
）
。
で
は
な
く
読
点
（
、
）
、
西

欧
風
に
は
（
・
）
で
は
な
い
〔
〕
を
付
さ
れ
、
完
結
し
引
き
締
ま
ら
な
い
ま
ま
次

の
第
四
五
句
へ
と
流
れ
こ
む

　
　
　
　
　
　
…
…
…
水
遠
に
存
続
す
る
唯
一
の
規
矩
、

　
四
五
　
　
　
万
人
に
普
遍
に
し
て
、
…
…

こ
れ
に
対
し
て
第
四
三
句
前
半
な
す
詩
歌
象
徴
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
は
、
中
間

休
止
（
和
訳
で
の
丸
〔
。
〕
が
原
典
で
は
〔
；
〕
と
表
記
）
に
よ
り
塞
き
止
め
ら
れ
、

五
七
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

厳
然
と
峻
絶
し
て
霊
峰
「
堅
固
（
フ
ェ
ス
ト
）
に
留
ま
る
（
ブ
ラ
イ
プ
ト
）
　
一
者

（
ア
イ
ン
ス
）
」
を
形
造
り
、
峻
厳
な
る
理
念
（
イ
デ
ー
）
の
調
べ
な
し
て
聳
え
立

つ
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
詩
語
「
一
者
（
ア
イ
ン
ス
）
」
を
単
に
「
一
つ
の
こ
と
」

を
示
す
に
過
ぎ
ぬ
抽
象
語
と
解
す
る
な
ら
ば
、
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
（
イ
デ
ア
リ

ス
ム
ス
）
の
詩
想
に
反
し
、
色
槌
せ
た
抽
象
一
般
概
念
の
貧
弱
な
骸
骨
が
残
る
に
過

ぎ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
脈
絡
を
念
頭
に
お
い
て
此
所
で
は
、
諸
家
の
研
究
か
ら
当
該
の
詩
節
に
関

し
て
も
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
関
す
る
今
世
紀
の
代
表
的
註
解
で
あ
る

シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
へ
と
ま
ず
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。
こ
の
註
解
が
思
想
詩
の
基
調
を
、

‘
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
（
〔
三
〕
口
（
1
1
）
）
に
見
て
い
る
点
は
既

に
本
論
で
論
究
の
対
象
と
し
た
。
こ
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
当
該
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註
で

は
思
想
詩
の
第
四
三
句
以
下
を
把
え
る
。
但
し
こ
の
際
、
本
論
が
焦
眉
の
急
と
し
た

¨
’
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
（
第
四
三
句
）
に
は
深
入
り
せ
ず
、
シ
ュ
ー
ツ
ト
註
は
第

　
四
四
句
の
「
規
矩
（
マ
ー
ス
）
」
に
焦
点
を
絞
り
詩
節
を
解
釈
す
る
。

　
　
堅
固
に
留
ま
り
永
遠
に
存
続
す
る
こ
、
の
「
規
矩
」
は
、
「
真
昼
」
で
も
「
夜
中
」
で
も
、

　
　
つ
ま
り
燃
え
る
現
在
に
せ
よ
、
神
々
の
顕
現
（
あ
る
い
は
神
の
啓
示
）
が
不
在
の
日
食
に

　
　
せ
よ
、
人
間
が
歴
史
に
繋
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
に
は
こ
の
運
命
的
な
（
歴
史

　
　
の
）
絆
が
在
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
私
達
は
精
神
に
お
い
て
は
前
進
で
き
る
。
す
な
わ
ち
現

　
　
在
で
は
誰
も
が
想
像
力
に
照
ら
さ
れ
た
王
国
、
つ
ま
り
実
現
の
土
地
と
時
空
と
を
保
有
で

　
　
き
ヽ
こ
政
実
現
の
王
国
に
向
か
い
自
ら
の
思
想
を
避
逢
さ
せ
る
の
で
あ
が
・

こ
の
よ
う
な
甘
美
な
「
想
像
力
」
の
「
適
遥
」
に
よ
る
楽
観
的
見
通
し
の
下
に
、
シ
・
ユ

ミ
ッ
ト
註
が
賞
揚
す
る
の
を
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
と
看
傲
し
て

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
思
想
詩
の
詩
歌
象
徴
は
浪
漫
感
情
の
充
溢
と
し

て
内
実
を
空
洞
化
さ
れ
、
「
一
者
（
ア
イ
ン
ス
）
」
は
単
な
る
「
一
つ
の
こ
と
」
と
’

し
て
抽
象
化
さ
れ
た
貧
し
い
概
念
に
終
わ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
「
至
福
な
る
ギ
リ

シ
ア
」
へ
と
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
既
存
意
識
を
開
く
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」

の
本
質
な
す
「
自
由
（
リ
ー
ベ
ル
タ
ー
ス
）
」
た
る
べ
き
「
唯
一
の
規
矩
（
ア
イ
ン
・



　
五
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
マ
ー
ス
）
」
も
、
む
し
ろ
束
縛
と
し
て
の
「
歴
史
」
の
「
運
命
的
な
絆
」
た
る
鎖
と

　
な
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
幽
玄
な
る
詩
想
の
霊
妙
な
る
調
べ
は
、
遂
に
丸
く
収
ま
っ

　
た
「
想
像
力
」
の
「
適
逞
」
と
し
て
大
団
円
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
次
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
関
す
る
前
世
紀
（
一
八
九
六
年
一
九
七
年
）

　
の
労
作
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
へ
と
移
ろ
う
。
こ
の
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
も
前
述
シ
ュ
ミ
ッ
ト
註

　
と
同
様
に
、
「
規
矩
（
マ
ー
ス
）
」
（
第
四
四
句
）
に
お
い
て
、
註
釈
者
自
身
が
思
想

　
詩
の
基
調
と
解
し
た
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
に
鮭
鮪
す
る
内
容
を

　
読
み
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
感
情
の
充
溢
に
抗
し
て
理
知
の
定
言
・
「
堅

四
五

…
…
…
水
遠
に
存
続
す
る
唯
一
の
規
矩
、

万
人
に
普
遍
に
し
て
、
各
人
に
も
ま
た
各
様
の
（
規
矩
）
が
授
け
ら
れ
、

ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
で
は
「
唯
一
の
規
矩
（
ア
イ
ン
ー
マ
ー
ス
）
」
（
第
四
四
句
）
を
一
般

的
普
遍
的
な
「
道
徳
（
モ
ラ
ー
ル
）
判
断
の
、
或
い
は
道
徳
価
値
の
尺
度
」
と
解
し
、

「
各
人
各
様
の
（
規
矩
）
」
（
第
四
五
句
）
を
十
人
十
色
の
「
情
操
（
プ
シ
ュ
ー
ケ
ー
）

が
達
成
す
る
能
力
の
度
合
い
」
と
把
え
る
。
後
者
の
「
情
操
能
力
」
を
思
想
詩
の
例

の
基
調
「
霊
感
を
得
た
雄
飛
と
崇
高
な
る
高
揚
」
と
見
る
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
は
、
既
に

言
及
し
た
「
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
思
想
」
（
〔
三
〕
ぼ
（
2
2
）
）
に
拠
り
所
を
見
い
出
し
、

「
個
の
独
自
性
」
を
尊
重
し
擁
護
す
る
ヘ
ル
ダ
ー
の
思
想
に
敵
対
す
る
対
極
と
し
て

カ
ン
ト
哲
学
を
位
置
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
の
「
道
徳
律
」
を
貧
し
い
抽
象

性
の
枠
組
で
把
え
た
限
り
の
「
万
人
に
普
遍
に
・
し
て
、
永
遠
に
存
続
す
る
唯
一
の
規

矩
」
と
看
倣
す
。
こ
の
よ
う
に
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
は
「
情
操
」
や
「
道
徳
」
と
言
う
分

別
知
で
以
て
、
思
索
と
熟
慮
な
す
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
詩
歌
造
形
に
代
え
た
の
で

あ
る
。
殊
に
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
の
力
説
す
る
所
は
、
思
想
詩
の
根
底
に
同
時
代
の
著
名

な
神
学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
一
七
六
八
年
－
一
八
三
四
年
）
の
「
宗
教
論
」

　
（
一
七
九
九
年
）
に
通
ず
る
観
想
（
テ
オ
ー
リ
ア
ー
）
を
説
み
取
り
、
こ
の
観
想
の
。

拠
り
所
を
「
ヘ
ル
ダ
ー
流
の
思
想
」
に
見
い
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
こ
の
指
摘
は
大
変
興
味
深
い
。
実
に
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
「
宗
教
論
」
は
思
想

詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
１
０
一
年
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
十
八
・

十
九
世
紀
の
転
換
点
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
成
程
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
が
、
。
思
想
詩
の
基

調
に
読
み
取
る
「
独
自
の
心
情
（
＾
｛
「
ル
ヅ
」
の
想
念
」
を
「
力
強
く
弁
護
す
る
人
を
・

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
－
に
見
い
出
爽
卜
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
但
し
こ
れ
は
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
の
詩
想
を
「
ハ
イ
ム
が
理
解
し
た
よ
う
な
「
浪
漫
詩
文
の
傍
系
（
ザ
イ
テ
’

ン
ー
ト
リ
Ｌ
プ
）
」
」
（
〔
二
〕
倒
（
6
2
）
）
。
と
看
倣
し
て
の
話
で
あ
る
。
～
尤
が
本
論
が
、

究
明
し
た
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
二
〕
㈲
）
な
す
思
想
詩
の
「
空
無
を
孕
む

内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
は
、
正
に
こ
の
観
点
を
百
雑
砕
に
粉
砕
し
、
む
し
ろ
シ
ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
「
宗
教
論
」
の
浪
漫
感
情
と
は
正
反
対
の
古
典
造
形
の
巨
匠
と
し

て
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
近
代
ド
イ
ツ
文
化
史
上
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
論
と
し
て
は
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
の
云
う

「
力
強
く
弁
護
す
る
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
」
（
註
（
9
6
）
）
の
言
葉
に
一
度
耳
を

傾
け
て
み
よ
う
。

宗
教
の
本
質
は
、
思
惟
で
も
な
く
行
為
で
も
な
く
、
直
観
（
ア
ン
シ
ャ
ウ
ウ
ン
グ
）
で
あ

り
感
情
（
ゲ
ヒ
ュ
ー
ル
）
で
あ
る
。
…
…
直
観
に
全
て
が
由
来
せ
ね
ば
な
ら
な
い
○
゜
゜
’
“
゜

ど
の
直
観
も
本
性
上
、
感
情
と
結
び
つ
い
て
い
抑
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
宗
教
論
」
第
二
講
）

既
に
述
べ
た
「
叡
知
直
観
」
（
〔
三
〕
圓
）
に
基
ず
く
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
（
ゲ
ヒ
ュ

ー
ル
ー
イ
ス
ト
ー
ア
レ
ス
）
」
（
〔
三
〕
剛
（
7
4
）
）
と
云
う
浪
漫
感
情
が
、
此
所
で

は
「
宗
教
の
本
質
」
と
し
て
雄
弁
に
語
り
出
だ
さ
れ
て
い
る
。
更
に
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル



マ
ハ
ー
は
、
こ
の
「
感
情
と
直
観
」
を
裏
付
け
る
根
拠
と
し
て
、
世
界
の
只
中
で
脈
々

と
働
き
か
け
る
絶
対
な
る
「
唯
一
の
神
の
行
為
」
た
る
「
世
界
精
神
」
を
考
え
る
。

　
　
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
唯
一
の
神
の
行
為
と
看
倣
す
こ
と
、
こ
れ
が
宗
教
で
あ
る
。
・
：

　
　
世
界
精
神
（
ヴ
ェ
ル
ト
ー
・
ガ
イ
ス
ト
）
を
愛
で
、
よ
ろ
こ
ん
で
そ
の
働
き
を
見
や
る
こ
と
、

　
　
こ
れ
が
私
達
（
キ
リ
ス
ト
者
）
の
宗
教
の
目
標
な
の
で
あ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
宗
教
論
」
第
二
講
）

此
所
で
は
も
は
や
「
堅
固
に
留
ま
。
る
一
者
」
の
峻
厳
な
霊
峰
は
、
「
感
情
」
の
雲
と

「
直
観
」
の
霧
に
隠
れ
、
「
唯
一
の
神
」
が
世
界
に
内
在
す
る
動
者
「
世
界
精
神
」

と
し
て
、
現
存
を
底
か
ら
突
き
動
か
す
。
実
際
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー

　
「
宗
教
論
」
の
思
想
が
、
ヘ
ル
ダ
１
　
リ
ン
の
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
の
裏
付

け
に
な
る
と
は
考
え
難
く
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
ペ
ツ
ォ
ル
ド
註
が
正
鵠
を
射
て
い
る

と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
宗
教
論
」
に
お
い
て
神
学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
は
更
に
、

自
ら
の
浪
漫
感
情
を
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
の
解
釈
に
も
導
入
す
る
。

諸
君
、
私
と
共
に
賠
勲
に
、
あ
の
排
斥
さ
れ
た
神
聖
な
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
霊
に
髪
束
を
捧

げ
ら
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
宗
教
論
」
第
二
講
）

久
し
く
非
キ
リ
ス
ト
教
無
神
論
と
し
て
「
排
斥
さ
れ
た
ス
ピ
ノ
ー
ザ
」
哲
学
を
、
神

学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
は
む
し
ろ
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
弁
神
論
へ
と
取
り
込
も
う

と
す
る
。
こ
の
解
釈
か
ら
す
る
と
、
峻
厳
な
る
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
意
識
を
孕
む

「
生
け
る
自
然
」
（
〔
Ξ
〕
図
（
8
8
）
）
な
す
「
一
者
と
万
有
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー

ン
）
」
（
〔
三
〕
図
（
8
4
）
）
は
、
本
論
が
見
い
出
し
た
無
の
思
想
（
〔
三
〕
㈲
）
を

百
八
十
度
転
回
し
た
、
正
反
対
の
有
の
思
想
と
し
て
全
く
別
様
に
解
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
実
は
こ
の
有
の
思
想
を
念
頭
に
置
い
て
ノ
ヴ
″
－
リ
ス
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
。
「
知

識
学
」
に
は
見
い
出
せ
な
か
っ
た
「
創
造
の
息
吹
き
」
（
〔
三
〕
㈲
（
6
1
）
）
を
、
ス

五
九
ヽ
　
’
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

ピ
ノ
ー
ザ
「
倫
理
学
」
に
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
と
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
生
命
の
弦
楽
の
躍
動
を
、
愛
（
リ
ー
ベ
）
の
無

だ1こ限
の
理
念
と
し
て
探
求
し
、
こ
の
理
念
ゆ
え
に
自
ら
を
、
自
ら
の
た
め
に
こ
の
理
念
を
、

の
（
世
の
）
花
糸
（
シ
ュ
タ
ウ
プ
ー
フ
ァ
ー
デ
ン
）
に
実
現
す
る
方
法
を
予
感
し
た
の

　
　
　
　
（
一
七
九
六
年
七
月
八
日
付
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
。
・
シ
、
ユ
レ
ー
ゲ
ル
宛
書
簡
）

「
在
り
て
在
る
者
（
エ
ヒ
イ
エ
ー
ア
シ
ェ
ル
ー
エ
ヒ
イ
エ
）
」
（
〔
二
〕
圓
（
6
8
）
）

に
対
す
る
信
仰
と
、
こ
の
生
け
る
神
（
イ
ェ
ホ
ヴ
ァ
ー
）
に
由
来
す
る
「
創
造
の
息

吹
き
」
を
感
知
す
る
「
情
操
（
プ
シ
ュ
ー
ケ
ー
）
能
力
」
（
註
（
9
6
）
）
が
、
こ
の

よ
う
な
甘
美
で
麗
し
い
ス
ピ
ノ
ー
ザ
解
釈
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
浪
漫
感
情
と
は
裏
腹
に
、
十
九
世
紀
の
変
革
（
一
八
三
〇
年
七
月
革
命
）
な

す
現
実
に
お
い
て
苦
闘
す
る
鬼
才
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
（
一
八
一
三
年
－
三
七
年
）
に
よ

り
、
‘
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
は
政
治
革
命
思
想
を
も
孕
む
無
神
論
に
ま
で
鋳
直
さ
れ
る
誦

で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
新
た
な
時
代
を
生
む
急
進
性
こ
そ
実
は
十
九
世
紀
西
欧

浪
漫
感
情
の
帝
国
拡
張
の
波
に
呑
ま
れ
悲
劇
誕
生
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
に
直
面
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
浪
漫
情
緒
の
「
感
情
と
直
観
」
（
註
（
9
7
）
）

に
潤
色
さ
れ
、
何
ら
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
自
意
識
を
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」

（
〔
三
〕
出
）
へ
と
も
た
ら
す
底
力
無
く
、
既
成
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
を
励
ま
し
既
成

体
制
に
呑
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
有
神
論
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
学
像
こ
そ
勝
ち
ど
き
を
あ
げ
た

の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
例
え
ば
そ
の
証
左
と
し
て
次
に
掲
げ
る
ゲ
ー
テ
の
思
想
・

詩
二
者
と
万
有
（
ア
イ
ン
ス
ー
ウ
ン
ト
ー
ア
レ
ス
）
」
（
一
八
二
一
年
）
を
見
て
み

よ
・
つ
。

無
限
な
る
も
の
の
中
に
自
ら
を
見
い
出
さ
ん
と
、

個
体
は
よ
ろ
こ
ん
で
消
え
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

世
界
霊
（
ヴ
ェ
ル
ト
ー
ゼ
ー
レ
）
よ
、
来
た
り
、
我
ら
を
貫
け
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さ
ら
ば
、
世
界
精
神
（
ヴ
ェ
ル
ト
ー
ガ
イ
ス
ト
）
そ
の
も
の
と
格
闘
す
る
こ
と

　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

我
ら
の
諸
力
の
高
き
召
命
と
な
る
。

こ
れ
に
手
を
か
し
、
良
き
霊
た
ち
が
導
く
、

至
高
の
名
工
（
た
る
こ
の
霊
）
た
ち
が
穏
や
か
に
手
を
取
り
、

万
有
を
古
今
創
造
し
続
け
る
造
物
主
の
も
と
へ
と
誘
う
。
‘

　
　
　
■
一
ｒ
Φ
一
一
一
Ｉ
一
一

永
遠
な
る
生
き
た
活
動
が
働
き
、

無
か
っ
た
も
の
も
ニ
今
や
生
成
せ
ん
と
す
る
。
’

永
遠
な
る
も
の
が
万
象
の
中
で
働
き
続

　
　
一
一
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
　
　
　
ふ

け
て
い
石
。

こ
の
詩
想
を
補
足
し
た
「
遺
言
」
（
一
八
二
九
年
）
に
お
い
て
一
層
こ
の
有
神
論
は

不
動
と
な
る
。

い
か
な
る
本
性
も
無
に
帰
す
る
こ
と
は
無
い
の
だ
！

永
遠
な
る
も
の
が
万
有
の
中
で
働
き
続
け
て
い
石
、
。

＾
に
づ
ア
ウ
ス
ト
」
に
お
い
て
ゲ
ー
テ
が
万
有
の
根
源
（
ロ
ゴ
ス
）
を
「
活
動
（
タ
ー

ト
）
」
（
第
二
三
七
句
）
と
訳
す
根
拠
を
な
す
世
界
観
た
る
万
有
神
論
（
パ
ン
テ
イ

ス
ム
ス
）
が
、
こ
の
思
想
詩
「
一
者
と
万
有
」
と
そ
の
「
遺
言
」
詩
篇
に
明
示
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
右
記
の
詩
節
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
万
有
の
。
根
源
に
「
活
動
」
を
認
め
る
万
有
神

論
（
パ
ン
テ
イ
ス
ム
ス
）
に
お
い
て
、
ゲ
ー
テ
が
「
無
」
の
思
想
を
根
本
的
に
斥
け

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
既
に
見
た
「
迷
う
努
力
人
間
」
（
〔
二
〕
恋
（
９
）
）

を
専
ら
と
す
る
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
を
統
べ
る
「
機
械
仕
掛
け
の
親
爺
神
」
の
断
言

「
良
き
人
間
は
…
…
正
道
を
踏
み
外
さ
な
い
」
に
顕
著
な
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

現
存
は
「
迷
悟
」
（
〔
二
〕
ぼ
（
1
1
）
）
や
「
有
無
」
の
複
眼
に
開
け
る
こ
と
な
く

「
迷
え
る
有
」
へ
と
閉
じ
て
明
暗
の
濃
淡
に
欠
け
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
「
機
械
仕
掛
け

の
親
爺
神
」
の
「
活
動
（
タ
ー
ト
）
」
に
よ
り
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕

閣
（
2
6
）
）
と
し
て
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒

の
持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
あ
の
世
で
の
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
」

（
〔
二
〕
’
恋
（
７
）
、
）
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
・

　
’
一
五
。
。
永
遠
な
る
生
き
た
店
動
か
働
か
、
バ
…
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
無
か
っ
た
も
、
の
も
、
今
や
生
成
枇
ん
と
す
る
。
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

　
　
　
ブ
　
　
。
‘
　
　
　
　
コ
　
¨
　
。
（
「
一
者
と
万
有
」
第
『
一
五
句
―
第
一
六
句
』

　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
Ｉ
　
四
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
し
’
―
“
ｓ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
Ｉ
　
Ｊ

一
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー
テ
の
万
有
神
論
が
美
し
い
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
し
て
、
当
代
名
う
‘
・

て
の
説
教
牧
師
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
註
。
（
9
7
）
？
（
9
9
）
）
の
雄
弁
を
も
凌
ぐ
。

響
き
を
獲
得
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
と
し
て
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
部
の
「
マ
ル

テ
の
庭
」
の
場
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
主
人
公
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、
「
神
を
信
じ
て

い
ま
す
か
？
」
（
第
三
四
二
六
句
）
と
云
う
純
朴
な
女
性
キ
リ
ス
ト
教
徒
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
（
恋
人
グ
レ
ー
ト
ヘ
ン
）
の
質
問
に
対
し
て
、
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」

　
〔
二
〕
圓
（
5
1
）
）
に
反
す
る
こ
と
な
く
こ
の
恋
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
説
得
し
魅

惑
し
よ
う
と
次
の
よ
う
な
熱
弁
を
振
う
。

　
　
　
　
　
万
物
を
包
む
も
の
、

　
　
　
　
　
万
物
を
保
た
せ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

三
四
四
〇
　
そ
れ
が
、
お
ま
え
を
も
、
わ
た
し
を
も
、
自
身
を
も

　
　
　
　
　
包
み
、
保
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
’
・

　
　
　
　
。
天
は
あ
の
上
の
ほ
う
で
丸
天
井
を
な
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
地
は
こ
の
下
に
ゆ
る
が
ず
横
た
わ
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
そ
し
て
永
遠
の
星
は

三
四
四
五
　
あ
ち
こ
ち
に
登
っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
お
ま
え
と
目
と
目
を
見
あ
わ
し
て
い
る
と
、



　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、

　
　
　
　
　
お
ま
え
の
頭
と
胸
に
迫
っ
て
行
き
、

　
　
　
　
　
永
遠
の
秘
密
の
う
ち
に
、
お
ま
え
の
そ
ば
で
、

三
四
五
〇
　
見
え
な
い
よ
う
に
、
見
え
る
よ
う
に
、
働
い
て
い
は
し
な
い
か
。

　
　
　
　
’
お
ま
え
の
胸
が
ど
ん
な
に
大
き
く
て
も
、
そ
の
力
で
胸
が
満
た
さ
れ
、

　
　
　
　
　
そ
の
気
も
ち
で
お
ま
え
が
ま
づ
た
く
祝
福
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
時
、

　
　
　
　
　
そ
れ
を
、
お
ま
え
の
心
の
ま
ま
に
名
づ
け
る
が
い
い
。

　
　
　
　
　
幸
福
と
で
も
、
心
と
て
も
、
愛
と
で
も
、
神
と
で
も
！

三
四
五
五
　
わ
た
し
は
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
名
ま
え
を

　
　
　
　
　
知
ら
な
い
。
感
情
が
す
べ
て
だ
。

　
　
　
　
　
名
ま
え
は
、
天
の
火
を
お
ぼ
ろ
に
包
む

　
　
　
　
　
ひ
び
き
と
煙
に
す
ぎ
な
い
ん
だ
。

以
上
の
雄
弁
へ
の
註
解
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
は
女
性
キ
リ
ス
ト
教
徒
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の

言
葉
を
直
ち
に
繋
げ
る
。

　
　
　
　
　
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
何
も
か
も
ほ
ん
と
に
美
し
く
け
っ
こ
う
で
す
わ
。

三
四
六
〇
　
牧
師
さ
ん
も
ヽ
あ
ら
か
た
そ
の
よ
う
に
中
し
ま
一
一
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
一
部
、
第
三
四
三
八
句
－
第
三
四
六
〇
句
）

哲
人
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
（
〔
一
〕
閤
）
に
よ
り
「
空
無
を
孕
む
内
面
の

飛
翔
」
　
（
〔
三
〕
田
）
へ
と
開
か
れ
た
「
最
も
厳
格
な
分
離
」
（
〔
三
〕
圓
（
4
9
）
）

な
す
「
絶
対
的
分
裂
」
（
〔
三
〕
剛
）
の
淵
、
す
な
わ
ち
「
死
を
厭
い
、
荒
廃
か
ら
き

れ
い
き
っ
ぱ
り
と
回
避
す
る
生
で
は
な
く
、
こ
の
死
を
耐
え
、
こ
の
死
の
只
中
に
お

い
て
自
立
す
る
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
ブ
の
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
の
敬
虔
な
る
祈
り
の
深

み
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
『
は
、
方
有
神
論
（
パ
ン
テ

イ
ス
ム
ス
）
’
の
言
明
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
」
に
よ
り
「
善
生
」
へ
と
閉
じ
、
現
存

の
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
「
悪
」
へ
の
問
い
が
浪

漫
感
情
の
雲
霧
に
よ
り
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
浪
漫
風
疾
風
怒
濤
が
逆
巻
く

十
八
・
十
九
世
紀
の
転
換
点
に
お
い
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
は
敢
然
だ

六
一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

る
眼
差
し
を
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
〔
二
〕
㈲
）
へ
と
向
け
、
自
己
を
空
し
く

滅
却
し
て
彼
方
の
明
鏡
・
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像
を
理
念
（
イ

デ
ー
）
追
求
す
べ
く
、
久
遠
な
す
無
の
霊
峰
「
堅
固
に
留
ま
る
一
者
」
を
凝
視
す
る

の
で
あ
る
。

�
　
最
深
の
親
密
性

結
　
　
論

←

今
回
同
時
刊
行
を
留
保



六
二

註
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

解

（
欧
文
註
は
今
回
同
時
刊
行
を
留
保
）

，
〔
二
〕
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

　
圓
　
西
欧
選
民
意
識
粉
砕

　
　
　
一
　
　
ｒ
　
゛
一
・
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
．
（
０
）
’
全
集
、
．
第
「
巻
、
一
七
八
瓦
。
〔
古
〕
�
（
聊
）
。
ぃ
　
‥
　
ご
‘
‘

　
（
卵
）
　
　
｝
八
○
二
年
「
月
十
九
日
付
シ
一
７
ー
宛
曾
箇
。
記
念
版
、
．
第
二
○
巻
、
一
九
四
九

へ

79

W

八

80

W

（
8
1
）

一
」
○

巻
、
九
六
頁
Ｌ
九
七
頁
。
作
品
集
、
第
三
巻
、
五
七
頁
。

　
作
品
集
、
第
四
巻
、
七
頁
。

　
「
純
粋
理
性
批
判
」
、
先
験
的
方
法
論
、
第
二
章
　
純
粋
理
性
の
規
矩
（
カ
ノ
ン
）
、

第
二
節
　
最
高
善
の
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
に
つ
い
て
。
第
二
版
、
八
三
九
頁
。
作

品
集
、
第
三
巻
、
五
二
六
頁
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
六
八
八
頁
。

　
類
似
の
詩
想
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
七
節
、
第
一
〇
九
句
１
第
一
ご
一
句
に

も
見
い
出
さ
れ
る
。

…
…
成
程
、
神
々
は
生
き
て
い
る
。

だ
が
頭
上
高
い
別
世
界
（
な
す
死
圏
）
に
住
す
る
。
　
　
　
　
　
　
’
・
・

限
り
な
く
そ
こ
‘
で
働
き
か
け
、
ほ
と
ん
ど
気
に
か
け
て
い
な
い
よ
う
だ
、

。
私
達
生
者
の
こ
と
な
ど
。
。
　
‘
　
゛
｀
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・
　
ｊ
（
全
果
第
二
巻
、
九
三
悪

(
8
2
）

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
・

　
。
剛
　
古
典
古
代
理
・
念
追
求
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

（
8
3
）
　
「
模
倣
論
」
（
レ
ク
ラ
ム
文
庫
）
　
一
九
六
九
年
、
四
頁
。

（
8
4
）
　
「
模
倣
論
」
　
二
二
頁
。

（
8
5
）
　
著
作
集
、
第
三
巻
、
六
八
頁
。

（
8
6
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
一
五
二
頁
。

（
8
7
）

（
8
8
）

（
8
9
）

（
9
0
）

（
9
1
）

（
9
2
）

（

9 3
）

（

9 4
）

（
9
5
）

（
9
6
）

（
9
7
）

（

9 8
）

　
著
作
集
、
第
二
巻
、
四
〇
六
頁
。

　
中
央
公
論
世
界
の
名
著
、
第
三
八
巻
、
ゲ
ー
テ
、
小
栗
浩
訳
、
｝
九
七
九
年
、

四
五
六
頁
。
作
品
集
、
第
十
二
巻
、
一
一
九
頁
。

　
全
集
、
第
四
巻
、
二
三
三
頁
。

　
全
渠
、
第
五
巻
、
一
九
六
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
二
〇
二
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
四
二
六
頁
。

　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
一
二
頁
－
二
二
頁
。

　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
〇
巻
、
四
三
五
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
三
八
〇
頁
。

　
全
集
、
第
四
巻
、
二
二
Ｉ
頁
。

　
全
集
、
第
四
巻
、
二
二
Ｉ
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
四
二
二
頁
。



（
9
9
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
〇
巻
、
二
八
九
頁
。

（
1
0
0
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
七
頁
。

（
1
0
1
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。
〔
三
〕
㈲
（
2
9
）
。
〔
こ
圓
（
5
2
）
。

（
1
0
2
）
　
特
に
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
一
章
参
照
。
全
集
、
第
五
巻
、
一
九
六
頁
。

（
1
0
3
）
　
全
集
、
第
五
巻
、
一
九
六
頁
。

（
1
0
4
）
　
全
集
、
第
五
巻
、
一
九
七
頁
。

（
1
0
5
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
一
九
五
頁
。

（
川
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
六
〇
四
頁
。

（
1
0
7
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
エ
レ
ギ
ー
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
一
九
六
八
年
、
八
頁
。

（
1
0
8
）
　
前
掲
書
、
八
六
頁
。
〔
三
〕
ａ
（
１
９
一
）
。

（
1
0
9
）
　
歴
史
批
判
版
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版
全
集
、
第
六
巻
、
一
九
七
六
年
、
二
三
〇
頁
－

　
　
　
二
三
一
頁
。

（
Ⅲ
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
〔
二
〕
閣
（
4
5
）
。
〔
三
〕
�
（
川
）
。

（
Ⅲ
）
　
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
聖
書
協
会
刊
・
原
典
希
羅
対
訳
「
新
約
聖
書
」
（
〔
二
〕
圓
（
6
8
）
）

　
　
　
四
〇
七
頁
。

（
Ⅲ
）
　
　
一
七
九
五
年
十
一
月
九
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
一
〇
六
。
全
集
、
第
六
巻
、
一
八
四

　
　
　
頁
。

〔
一
゛
ニ
〕
神
話
の
神

　
（
１
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
二
八
一
頁
。

剛
　
内
面
の
飛
翔

（
２
）

（
３
）

（
４
）

へ

５

ｗ

(2)
八
６

ｗ

八
７

ｗ

ハ
８

口

六
三

　
　
全
集
、
第
一
巻
、
六
八
五
頁
一
六
八
六
頁
。
〔
三
〕
閣
（
1
4
）
。

　
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

　
　
以
上
の
思
想
詩
に
お
け
る
都
市
像
の
諸
問
題
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
筆
者
の
別
論
、

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三
二
巻
、

　
人
文
科
学
、
二
Ｉ
頁
一
七
〇
頁
、
一
九
八
四
年
三
月
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
全
集
。
第
二
巻
、
九
一
頁
一
九
二
頁
。

オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

　
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
｝
頁
。
〔
三
〕
倒
（
2
7
）
。

　
　
「
ヘ
ル
ダ
ト
リ
ン
」
第
六
章
。
著
作
集
、
第
二
巻
、
一
九
八
一
年
、
一
五
五
頁
。

　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
エ
レ
ギ
ー
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
〔
二
〕
’
閉
（
1
0
7
）
）
六
三
頁
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
ジ
７
　
論

（
高
橋
）

（
９
）
　
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
ギ
リ
シ
ア
文
学
」
一
丸
七
五
年
、
一
〇
四
頁
－
一
〇
五
頁
。

（
1
0
）
　
前
掲
書
、
五
三
頁
。

（
1
1
）
　
前
掲
書
、
六
四
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
書
、
八
六
頁
。
〔
二
〕
閉
（
1
0
8
）
。

（
1
3
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
六
八
五
頁
。
〔
二
〕
圓
（
7
6
）
。

（
1
4
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
六
八
五
頁
－
六
八
六
頁
。
〔
三
〕
田
’
（
２
）
。

閣
　
神
話
と
寓
意

（
1
5
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
「
詩
学
」
一
四
五
〇
Ａ
。
希
独
対
訳
レ
ク
ラ
ム
文
庫
、
一
九

　
　
　
八
二
年
、
二
二
頁
。

（
1
6
）
　
全
集
、
第
五
巻
、
二
〇
一
頁
一
二
〇
二
頁
。

（
1
7
）
　
プ
ラ
ト
ー
ン
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
弁
明
」
や
「
プ
ロ
ー
タ
ゴ
ラ
ー
ス
」
等
を
参

　
　
　
照
。

（
1
8
）
　
岩
波
「
ギ
リ
シ
ア
ー
ロ
ー
マ
引
用
語
祭
典
」
（
一
九
六
三
年
）
二
四
頁
で
は
、
デ
ィ

　
　
　
オ
ゲ
ネ
ー
ス
ー
ラ
ー
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
「
著
名
な
哲
人
の
生
活
と
意
見
、
併
び
に
各
学

　
　
　
派
の
要
綱
」
（
三
世
紀
初
期
成
立
）
第
一
巻
の
第
四
〇
節
を
典
拠
に
し
て
、
古
代
ギ

　
　
　
リ
シ
ア
七
賢
人
の
筆
頭
ソ
ロ
ー
ン
の
言
葉
「
グ
ノ
ー
テ
ィ
ー
サ
ウ
ト
ン
」
を
ま
ず
掲

　
　
　
げ
、
そ
の
下
に
同
義
の
「
グ
ノ
ー
テ
ィ
ー
セ
ア
ウ
ト
ン
」
を
も
ソ
ロ
ー
ン
の
発
言
と

　
　
　
し
て
引
用
し
て
在
る
。

（
1
9
）
　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
六
三
頁
。
〔
こ
閤
（
4
7
）
。
〔
二
〕
倒
（
6
5
）
。

（
2
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
三
七
三
頁
。

　
　
　
　
こ
の
詩
歌
は
実
作
と
し
て
公
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
バ
イ
ス
ナ
ー

　
　
　
編
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
で
は
、
実
証
的
な
観
点
か
ら
こ
の
詩
歌
が
実
作
と
し
て

　
　
　
疑
わ
し
い
（
ツ
ヴ
ァ
イ
フ
ェ
ル
ハ
フ
ト
）
と
さ
れ
て
い
る
（
全
集
、
第
二
巻
、
三
七

　
　
　
二
頁
上
二
七
四
頁
）
し
、
ミ
ー
ト
編
パ
ン
サ
ー
版
全
集
（
一
九
七
〇
年
）
に
も
、
和

　
　
　
訳
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
」
（
一
九
六
六
年
－
六
九
年
）
に
も
こ
の
詩
歌
は
拾
わ
れ

　
　
　
て
い
な
い
。
確
か
に
学
術
的
実
証
の
正
確
さ
を
唯
一
の
尺
度
と
す
る
今
日
の
文
献
学

　
　
　
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
処
置
が
止
む
を
得
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
私

　
　
　
に
は
、
こ
の
作
を
真
と
し
て
確
証
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
偽
作
と
し
て
斥
け
る
方
が

　
　
　
一
層
困
難
に
思
わ
れ
る
。
望
む
ら
く
は
作
の
真
偽
問
題
が
、
実
証
文
献
学
の
慎
重
な

　
　
　
る
専
門
家
の
留
保
に
で
は
な
く
、
学
問
と
詩
歌
に
勤
し
む
諸
氏
の
活
発
な
批
判
活
動

　
　
　
に
委
ね
ら
れ
て
在
る
べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

（
2
1
）
　
　
「
形
而
上
学
入
門
」
第
四
部
「
存
在
の
限
定
」
第
三
早
「
存
在
と
仮
象
」
、
八
一
頁
。

（
2
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
　
一
八
九
六
年
―
九
七
年
、
一
九
六
七
年

　
　
　
複
刻
、
九
六
頁
。



六
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻

（
2
3
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。

（
2
4
）
　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、

（
2
5
）
　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、

倒
　
開
か
れ
た
時
空

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

八一一/へ

30 29

-－

（
一
九
八
五
年
度
）

〔
三
〕
�
（
1
1
5
）
。

一
コ
頁
。
〔
こ
川
（
２
）
。

九
頁
。

人
文
科
学

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。
〔
こ
閉
（
7
2
）
。

　
『
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。
〔
二
〕
関
（
６
）
。
〔
三
〕
口
（
６
）
。

　
以
上
の
脈
絡
に
関
す
る
詳
論
は
、
筆
者
の
別
論
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
｀

都
市
像
（
〔
三
〕
田
（
４
）
）
　
〔
三
？
市
民
　
ぼ
祝
祭
と
オ
ペ
ラ
・
文
化
（
四
九
頁
－

五
五
頁
）
。
を
参
照
き
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
’
‘

全
果
、
第
四
巻
ご
エ
ハ
○
頁
。
Å
二
〕
閉
（
1
0
1
・
）
。
〔
一
〕
叩
（
り
一
）
。

全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。

（
3
1
）
・
‘
　
全
集
、
第
二
巻
、
だ
一
頁
。
【
】
〕

（

1
3
2
）
　
’
プ
‘
ラ
ト
。
－
ン
‘
「
パ
イ
ド
ー
ン
」
七
二

EI剛、
（
7
2
）
。
　
　
’

「
私
達
に
は
学
ぶ
こ
と
‘
（
々
テ
ー
シ
ス
）
・

　
　
・
が
想
起
。
（
ア
ナ
ム
ヽ
ネ
ー
シ
又
）
に
他
な
ら
な
い
」
（
学
術
書
籍
協
会
編
・
、
希
独
対
訳
。

　
　
　
「
プ
ラ
ト
ー
ン
作
品
集
」
一
九
七
一
年
一
八
一
年
、
第
三
巻
八
双
四
頁
）
。
　
　
゜
ｊ
ｌ
″

（
3
3
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。

（
3
4
）
　
作
品
集
、
第
五
巻
、
八
四
頁
。
〔
二
〕
圓
（
6
8
）
。

　
　
　
　
こ
の
脈
絡
で
「
詩
歌
の
女
神
（
ム
ー
サ
）
た
ち
の
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
」
（
「
パ
イ

　
　
　
ド
ロ
ス
」
二
四
五
Ａ
）
も
語
ら
れ
て
い
る
。
作
品
集
、
第
五
巻
、
六
六
頁
。

閤
　
神
の
国

（

3 5
）

（
3
6
）

（

3 7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（

4 2
）

（
4
3
）

　
全
渠
、
第
六
巻
、
こ
一
六
頁
‐
こ
一
八
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
三
二
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
九
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
一
四
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
一
七
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
一
七
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
五
二
頁
一
五
三
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
八
六
頁
。

　
全
集
、
第
三
巻
、
四
五
頁
－
四
六
頁
。

　
類
似
の
脈
絡
は
同
時
代
の
書
簡
体
小
説
ゲ
ー
テ
作
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」

（
一
七
七
四
年
）
に
お
け
る
一
七
七
一
年
八
月
十
八
日
付
嗇
簡
（
作
品
集
、
第
六
巻
、

五
一
頁
一
五
三
頁
）
参
照
。

（
4
4
）
　
全
渠
、
第
三
巻
、
二
〇
八
頁
圭
一
〇
九
頁
。

圓
　
叡
知
直
観

（
朽
）
　
　
へ
｜
ゲ
ル
書
簡
集
、
一
九
五
二
年
‐
六
○
年
、
第
一
巻
、
一
四
頁
。

（
如
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
五
二
頁
‐
五
三
頁
。

（
5
1
）
　
全
集
。
第
三
部
、
第
一
巻
、
’
一

（
5
2
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
一
五
二
頁
。

全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
『
こ
一
五
頁
。

ヵ
ｙ
ト
の
・
「
判
断
力
批
判
」
で
は
、
当

「
こ
う
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
「
こ

のに該・

一
九
四
九

美
学
判
断
を
解
明
ず
る
の
は
業
と
ら
し
過
ぎ
る
’
ゆ
え
に
。
、
こ
。
’
の
判
断
を
バ
自
然
が
自
ら

０
　
諸
々
の
美
し
い
形
式
で
私
達
に
象
徴
と
し
・
て
語
り
か
け
る
暗
号
の
真
正
な
読
解
と
看

傲
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と
。
」
（
第
一
部
美
学
的
判
断
の
批
判
、
第
一
篇
　
美
学
的

判
断
力
０
　
分
析
論
、
第
二
章
。
崇
高
の
分
析
論
、
第
四
二
節
　
美
に
対
す
る
知
性
的
関

心
に
つ
い
て
。
作
品
集
、
第
五
巻
、
三
〇
一
頁
）
。

（
5
3
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
一
三
七
頁
。

（
5
4
）
　
全
渠
、
第
三
巻
、
一
九
〇
頁
。

（
5
5
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
〇
三
頁
。

（
5
6
）

（

5 7
）

（

5 8
）

（
5
9
）

（
6
0
）

（
6
1
）

（

6 2
）

（

6 3
）

（
6
4
）

（
6
5
）

（
6
6
）

（
6
7
）

（
6
8
）

の
。
箇
所
が
次
の
よ
う
に
論
述
さ
れ
て
い
る
プ

よ
。
う
に
道
徳
感
情
と
め
親
近
性
に
お
い
て
Ｊ

　
全
集
、
第
三
巻
、
八
〇
頁
一
八
三
頁
。

　
全
集
、
第
四
巻
、
二
Ｉ
六
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
一
六
四
頁
。

　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
七
巻
、
一
九
五
八
年
、
七
四
頁
。
〔
一
〕
閣
（
2
3
）
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
一
三
〇
頁
一
一
三
一
頁
。

　
著
作
集
、
第
四
巻
、
一
五
三
頁
。
〔
三
〕
剛
（
1
0
0
）
。

　
全
集
、
第
四
巻
、
二
Ｉ
七
頁
。

　
デ
カ
ル
ト
（
一
五
九
六
年
一
一
六
五
〇
年
）
「
方
法
序
説
」
（
一
六
三
七
年
）
第

四
部
。
作
品
・
書
簡
集
（
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
）
　
　
一
九
五
三
年
、
｝
四
七
頁
。

　
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
六
四
頁
。

　
全
集
、
第
八
巻
、
一
九
七
二
年
、
一
九
三
頁
一
一
九
四
頁
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
第
四
巻
、
二
九
七
頁
一
二
九
九
頁
。

　
記
念
版
、
第
十
九
巻
、
一
九
四
九
年
、
三
四
五
頁
。

　
作
品
集
、
第
一
巻
、
一
九
二
七
年
、
一
三
二
頁
。
原
典
版
、
第
一
巻
、
二
〇
八
頁
。



（
6
9
）
　
作
品
集
、
第
一
巻
、
二
四
二
頁
－
二
四
三
頁
。
原
典
版
、
第
一
巻
、
三
一
八
頁
一

　
　
　
三
一
九
頁
。

（
7
0
）
　
作
品
集
、
第
二
巻
、
一
九
二
七
年
、
六
二
五
頁
。
原
典
版
、
第
三
巻
、
六
二
五
頁
。

閉
　
絶
対
的
分
裂

（
7
1
）
　
「
シ
ラ
ー
と
の
初
対
面
」
　
記
念
版
、
第
一
二
巻
、
一
九
四
九
年
、
六
二
三
頁
。

　
　
　
「
幸
運
な
出
来
事
」
　
作
品
集
、
第
一
〇
巻
、
五
四
〇
頁
。
〔
一
〕
倒
（
2
1
）
。
・

（
7
2
）
‘
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
六
頁
。
・

（
7
3
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
一
頁
。

（
7
4
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
一
〇
頁
。
〔
二
〕
閣
（
５
）
。
。
〔
三
〕
閣
（
1
0
4
）
。
「
初
稿
フ
″

　
　
　
ウ
ス
ト
」
（
一
七
七
五
年
）
第
｝
一
四
八
句
。
作
品
集
、
、
第
三
巻
。
四
〇
七
頁
。

（
7
5
）
　
世
界
の
大
思
想
、
第
一
巻
、
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
、
河
出
書
房
新
社
、

　
　
　
　
　
】
九
七
三
年
、
一
八
頁
。

（
7
6
）
　
作
品
集
、
第
七
巻
、
二
四
頁
。

（
7
7
）
　
作
品
集
、
第
八
巻
、
一
八
八
頁
。
・
結
論
（
３
）
。

（
7
8
）
　
「
形
而
上
学
入
門
」
　
第
四
部
「
存
在
の
限
定
」
　
第
三
章
「
存
在
と
思
考
」

　
　
　
一
九
六
頁
。

（
7
9
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
二
三
頁
－
二
四
頁
。

　
　
　
「
旧
約
聖
書
」
「
創
世
記
」
第
一
章
、
第
二
六
節
Ｉ
第
二
七
節
参
照
。

（
8
0
）
　
「
単
子
論
」
　
第
七
八
章
。
「
哲
学
文
庫
」
第
二
五
八
巻
、
一
九
五
六
年
、
六
二
頁
。

（
8
1
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
七
頁
。

　
　
　
　
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
と
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
両
詩
想
展
開
の
呼

　
　
　
応
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
別
論
、
西
欧
の
夜
－
「
乏
し
き
時
代
」
　
〔
こ
明
鏡
と

　
　
　
水
底
Ｉ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
生
の
な
か
ぱ
」
論
｛
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
・
第

　
　
　
Ξ
四
巻
、
人
文
科
学
、
｝
九
八
六
年
、
九
五
頁
－
一
四
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

閣
　
無
の
思
想

（
8
2
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
一
五
五
頁
。

（
8
3
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
書
簡
集
、
第
一
巻
、
二
二
頁
。

（
8
4
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
二
〇
七
頁
。
内
容
は
ヤ
コ
ー
ピ
著
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
思
想
に
関
す

　
　
　
る
書
簡
」
（
一
七
八
五
年
）
よ
り
引
用
し
つ
つ
祖
述
。
ヤ
コ
ー
ビ
作
品
集
、
第
四
巻
、

　
　
　
第
一
分
冊
、
一
八
一
九
年
、
一
九
八
〇
年
複
刻
、
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
8
5
）
　
「
般
若
心
経
」
（
岩
波
文
庫
）
　
　
一
九
六
〇
年
、
一
〇
頁
－
こ
一
頁
。
’

（
8
6
）
　
「
倫
理
学
」
　
第
五
部
、
定
理
三
十
二
系
。
羅
独
対
訳
「
エ
ー
テ
ィ
カ
」
（
レ
ク

　
　
　
ラ
ム
文
庫
）
　
｝
九
七
七
年
、
六
七
八
頁
。

六
五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
『
リ
シ
ア
論

（
高
橋
）

§?

心

陥

口

＠

Ｗ

（
9
0
）

剛（
9
1
）

（
9
2
）

　
　
「
倫
理
学
」
第
二
部
、
定
理
四
十
四
、
系
二
。
「
エ
ー
テ
ィ
カ
」

　
　
「
倫
理
学
」
第
一
部
、
定
理
二
十
九
、
備
考
。
「
エ
ー
テ
ィ
カ
」

　
　
全
集
、
第
六
巻
、
六
四
頁
。

　
　
「
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「･¶｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
sind fiir 。Brod und Wein “ wohl vor allem die in Spinozas 。Ethica“ und in Kants kriti-

scher Philosophie von Belang.　Beide Philosopher! postulieren･ eine 。absolute Zerris-

senheit“ zwischen dem Endlichen und dem Unendlichen, zwischen denen kein 。metaphysischer

Trost“ kein Regenbogen der Hoffnung wie ein 。deus 6χ machiria“ vermitteln kann. Anstatt

dieses‘。Gottes eines　Apostels“（ⅢaO)117) bricht　。der　ｕりmittelbare　Gott“　in der Gestalt

der　。natura　naturans “　Oder　des　。kategorischen Imperativs “ ･in　。die　tiefste　Innigkeit“

der　。absoluten　Zerrissenheit “　und　der　restlosen｡Vereiねigung　von　Gott　und　Mensch

zugleich　wie　。das　groBe Geschik “　。aus ｡･heit面面ｸﾞLｕfレliber　die Augen　herein‘「（Ⅲao)

115)｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　ト

　Derjenige, der inよBrod und Wein “ dieses 。Himmlische Fest“ der Tragodie 。vollendet'

und schloB“ (V. 108), erscheint　nur　als　。ｅｒ“(V.107):Dies　ist　wohl　eine provisori-

sche　Beziehung fiir　solch　。einen　Gott“( V. 105) der　,,schr6klichfeierlichen “　Tragodie,

wie z.B.　Apollon　Oder　Dionysos, aber　im　Kontext ・。Oder er　kam　auch　selbst　‥パ

（Ｖ.107）Ｖｏｍ　ｌりhalt　her　im　Verborgenen　zugleicホauch Christus.　Im　Gegensatz　zum

vorhergehenden　。unmittelbaren　Gott “　des　tragischりｎ　Festspielraums, der　wie　gliihende

Sonne 。aus　heiterer　Luft “　。den　Stempel　dem ・Getroffenen　aufdriikt “ (V.106), steht

･･er selbst“ wie klarer Mondschein　in der Aber!ddammerung, der in dieser　Zwitterzeit

｡des　Tags ＳEnde　verkiindet' “ (V. 130). Wenn。er selbst“ als 。spiegelreine Wahrheit“

in seinen 。schroklichfeierlichen Formen “　vergegenwartigt werden konnte, wiirde　vor　dem

Angesicht des 。unmittelbaren Gottes“ das Weltall in Nichts zerfallen.

　So　wird es klar, daB。sich die spiegelreine Wahrheit selbest verbirgt“（ⅢQ0)127) und

die Liebe Christi, in der 。spiegelreinen Wahrheit‘!　des Mondscheins 。verborgenwirkend“

（ⅢaO)123) das Weltall nicht etwa in Nichts auflost, sondern ｅ８へ･ganzim Gegenteil groB －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　　●I¥d　　　　　　　　　l　　　　　●●miitig umfangt, um es aus dem Nichts zu befreien (creatio ex nihilo). Uberdies erscheint

Christus als　。stiller Genius “ （ⅢttO)124)･im　himmlischen Feiertag der　。schroklichfeier-

lichen“ Tragodie, um Hellas und Hesperien ｚｕ㎡‘Zやiegesprach einzuladen, und 。vollendet'

und schloB trostend das himmlische:Fest” （Ⅲ皿賛3), ,,so daB in diesem Moment, in dieser

hochsten　Feindseeligkeit die　hochste　Versohnung
。wirklich zu　seyn

scheint“ （ⅢttO)120).

Mit diesem 。Schein“ vom 。Gott der Mythe“ ｡erfiillt Holder!in.｡das verfeinerte Christen･

tｕｍ“, wobei er　nicht nur　。die strengste Separation“11 Schillers aufrecht erhalt, sondern

auch zu dem Ziel gelangt, ,,so gleichsam von innen' heraus und auf einem rationalen Wege

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごein Griechenland zu gebahren“｡　　　　　　　　　　　　・　　　プ



bruchs und hohen Aufschwungs“（Ⅲ(2)11), den die bisherige Forschung 稲ｒ den Grundton

der Holderlinschen Gedankenlyrik　hielt, als　unzulanglicher　Erklarungsversuch　anzusehen.

Denn hier geht es nicht um einen 。Sturm und Drang “ der Seele :　。GefiJhl　ist alles “
，

sondern um iene Geistesfiille des 。deutschen Dichters “ , der　。singt, wenn er des heiligen

niichternen Wassers
／ Genug

getrunken, fernhin　lauschend　in　die　Stille, /　Den　See-

lengesang“(1(7)91).

　Der　。Charakter des begeisterten Aufbruchs und hohen Aufschwungs‘pragt　sich　wohl

in H81derlins　frijherer　Dichtung　heraus　und　kommt　im　ersten　Band　des　。Hyperion “

(1797)
zur Reife, in dem die Diotima-Pastorale iiberwiegt. Dieser

。philosophische

Roman“(n(5)62) bildet　auch　eine　Ubergangsstufe　in　der　Entwicklung　des　deutschen

Idealismus　von　Fichtes　。Wissenschaftslehre “(1794)
zu　Hegels　。Phanomenologie　des

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　●●
Geistes “ ( 1807 )

.
Der　reprasentativste　Philosoph　dieser　Ubergangsperiode, Schelling,

stand　damals　in　seinem　Denken　seinen　alteren Freunden, Holderlin　und　Hegel　sehr

nahe.　In　diesem　Freundeskreis　entstand　。das　alteste　Systemprogramm　des　deutschen

Idealismus“
，
in dem die

。Idee
der Schonheit “ im Mittelpunkt

steht, und man behauptet。,daB

der　hochste Akt　der　Vernunft,　‥‥.　ein　asthetischer　Akt　ist
“(m (6) 66).

Dieser　asthetische　Idealismus, den　die　Diotima-Pastorale　verkorpert,
bricht　im

zweiten　Band　des　。Hyperion“( 1799) konsequenterweise zusammen. Der
･dichter･ische

Gedanke gelangt
zur tragischen Erkenntnis, versenkt sich　。ins heilignuchterne Wasser“

（Ⅲ(7);8i):der kiihlenden Besinnung
und erblickt den　。unmittelbaren Gott “　der　。tiefsten

Innigkeit“｡

‘Dieser　。unmittelbare Gott “
vergegenwartigt sich　vor　allem　im　Oedipus-Mythos　der

hellenischen　Tragodie.　Der　Zusammenbruch　des　von　。Apollo　geschlagenen
“　Oedipus,

der dereinst sogar die Sphinx
an　Weisheit ubertraf, beruht auf der Erkenntnis seiner

eigenen　Unwissenheit, die so　zur　。spiegelreinen　Wahrheit “　wird. In　ahnlichem　Sinn

gilt in der entmythologisierenden und rationalisierenden Philosophie und　Wissenschaft,

die　die　bisherige, seit　der　。Ilias “　gangige　Auffassung　der　Mythenwelt　fur　voUig

wertlos erklart, die　Sokratische　。Erkenntnis　der　Unwissenheit “　als　eine　offenkundige

Wahrheit. Daher　Ia6,t　sich　aufgrund　der　wissenschaftlichen
；
Erkenntnis　der　。spie-

gelreinen Wahrheit“ Sokrates Hinrichtung als unvermeidliche Tragodie ansehen.｡‘

Der　christliche　Gott, der　nun ‘Himmel　und　Erde
・ nicht mehr aus　mythischem　Ur-

grund　geschaffen
(creatio　ex　nihilo) hat,

gilt　als　Verkorperung　der　。spiegelreinen

Wahrheit “　selbst, die　zur　Vpllendung　dむr　rationalisierenden　Entmythologisierung

seit　der　Sokratischen　゛｡Erkenntnis　der　Unwissenheit “　wurde. Deswegen　gab　die

christliche　Wahrheit　der　Offenbarung　die　vorher　regierenden　Gotter　der　Mythe　als

damonische Gotzen dem Untergang
preis. Als aber　das Christentum als einzig　ijbrig-

bleibende　Religion　zur　weltlichen　Macht　gelangte,
indem es　die　Kirchengewalt

politisch　festigte　und　gleichzeitig　der　weltlichen　Hierarchie　ideologisch　den　Riicken

starkte, zeigten　sich　auch　Ansatze　einer　neuen　。spiegelreinen　Wahrheit “　in　der

Gestalt　philosophischer　Erkenntnisse, die　dann　spater　diesen　feudalen　Gedanken-

konformismus zerschlug･

　Von　den　。furchtbar　herrlichen “　Erkenntnissen　seit　dem　Ausgang　des　Mittelalters



　In　Holderlins　。heiligniichterner "　Besinnung erscheint・das　hellenische　Wesen　nicht

mehr　als　。edle　Einfalt　und　stille　GroBe“, der　liach‘Winckelmann　。die　vorziigliche

GroBe　eines　Raffaels“･( n (7)84 ) entspreche, sdndern　es sind　’｡apollinische Erschei-

nungen, in denen sich Dionysus obiectivirt“ (n(4)25)｡　wie etwa‘ die 。furchtbar herrliche“

Erscheinung　des　Phoebus　Apollon mit　seinem ,パ

n(4)35):　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　し

6ａ岫辰己・ｒｒｎ　ｒ^ｖｔｘ'　hpΥｕｐｅｏtｏβtｏtｏ.　/

(Schrocklichfeierlicher Klang tonte silbernen Bogens.) :

Im　Einklang　mit dieser　Anschauung　der 。apollinischen“ ,,Naturwahrheit “(n (5)49) vom

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　ΓφΓ　　　　　　　　　　　　｀klassischen　Griechentum　schreibt　Holderlin　in　einem　Brief :　i,wie　man　Helden　nach-

spricht, kann ich wohl sagen, dal3 mich Apollo gescホlagen“(11(5)43).

　Solch hellenische 。Naturwahrheit“ aber 。ist nicht vorhanden", spndern wird erst 。durch

fleiBiges und geistvoUes Studium der Alten“(n (7)87) hervorgebracht　und　zwar　in　der

unermiidlichen　Auseinandersetzung　des　。heiligen　Barbaren" mit den　。Gottern　Griechen-

landes“。.indem er dem Negativen ins Angesicht schaut, bei ihm verweilt“ en (7)72).

Inmitten　dieser　folgerichtigen ゛｡Geburt　der Tr昭6diが５ aus der　Glaubensabgrundtiefe

des deutschen Geistes bildet das Christusbild von　。Brod und　Wein “　。die　Casur　Oder

die　gegenrhythmische　Unterbrechung“(n (7)103), undｽI｡tritf‘ein in den Gang des　Schik-

saals“ vom 。schroklichfeierlichen “ ， ･｡seeligen Griechenland “ ， wie einst in Sophokles

Tragodien　。Tiresias'‘ ｡｡als　Aufseher　iiber　die　Naturmacht“(n (7)104), urn　die　Briicke

eines　。heiligniichternen “　Gleichgewichtes　von　Hellas　und　Hesperien　ins　unendliche

Jenseits zu schlagen.　Dieses　gedankenlyrische Christusbild　ohne jeden　。metaphysischen

Trost“, das　eine　Glaubensabgrundtiefe　f如S　abendlandische　Seelenheil　aufschliefit,

steht zum 。verfeinerten Chris tentum“ wohl nicht in Widerspruch｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

〔Ⅲ〕。GOTT DER ＭＹＴＨＥ‘I

　So ware alle Religion ihrem Wesen nach poetisch.･

　　　　　　　　　　　　(Holderlin 。Uber Religion“: Ⅲ｡1)

　Im Hohepunkt des 。seeligen Griechenlandes " 如9　。Brod ｕηｄ Weinで“。1 wo to net das

groBe　Geschik “(mttO)115), wird　der 。Gott　d鰐　Mythe“,,der. unmittelbare Gott, ganz

Eines mit dem Menschen“ 。in der Gestalt deｓ〉Todes∧gegenwartig “(nttO)117). In

dieser　。schroklichfeierlichen“　。hochsten　Feindseeligkeit'‘　erscheint　zugleich　。die

tiefste　Innigkeit “ von　Gott　und　Mensch:es　!entsteht　eine　Einheit　aus　restloser

　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　（　●Vereinigung　und　absoluter　Zerrissenheit “ （皿（7）･72り･，初　。da(3　das　granzenlose　Ei-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1●　　t　　　｡.neswerden　durch　granzenloses　Scheiden　sich　reiniget “ （･n (3) 20).　Angesichts　dieser

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a｡furchtbar　herrlichen “　Gottesanschauung　ist　der　。Charaktむｒ　des　begeisterten　Auf-



　So gelang es　Schiller　nicht, die　Antithetik　von　Hellas　und　Hesperien　in ein　。har-

monischentgegengeseztes“ Gleichgewicht zu bringen: sie blieb einer Nachwelt　iiberlassen,

die aus einem 。verfeinerten Christentum“ und dessen erhabener WUrde 。gleichsam von innen

heraus und auf einem rationalen Wege ein Griechenland zu gebahren “ ( I (7)75) versuchte,

wie Holderlin in 。Brod und Wein“（1800-01）ｏｄｅｒGoethe in 。Faust‘「(1832)｡

〔II〕HELLAS UND HESPERIEN

　Das Abendland lag fortwahrend in diesem Kampf zwischen Mittag und Mitternacht. Es

　entwiirdigte sich erst mit der Verlassung dieses Kampfes、 mit der Verfinsterung･ des Tages

　durch die Nacht. Inmitten der hesperischen Nacht erwartet der sonnenhelle Ge-

　danke seine Morgenrote.。

　　　　　　　　　　　　　(Camus｡La Pensee de Midi“:　U. 1)

　Im　heutigen　Griechenland　wird　jedem　Besucher　eine　Diskordanz　zwischen　klassischem

ＧＩ゛iechentumｕりd orthodoxem Chris tentum augenfallig.　Aus der ganzen Welt･ selbst aus

dem　fernostlichen　Japan, wallfahren　zahlreiche　Bewunderer･ der　hellenischen　Kunst zu

den antiken" Ruinen;　doch hat mit diesen mythischen Gbttersitzen der Glaube der Christ-

lichen　Griechen　nichts　zu　tun.　Der　Gotterhain　in　Olympia　ist　fiir　die　Griechen

kein 。Heiliger Hain“ mehr, wie etwa fur uns, Japaner ein schintoistischer Wallfahrtsort,

sondern　vielmehr　ein　archaologischer　Ausstellungsraum.　Denn　der　。eifersiichtige　Gott

（＆臨ぐ77λωΓ面）“( n (6)70) der christlichen Bibel, der seinen Anhangern jegliche mythische

Gotterverehrung verbietet. stiirmte, ahnlich wie spater die Mongolen aus der oden Mitte

Asiens, aus der Wiiste Israels hervor, gegen die himmlischen Machte der antiken Welt,

und　rottete　iede　Volksreligion　aus.　Dieser　。eifersiichtige　Gott “ , dem　ja　Schi!lers

｡heiliger Barbar “ entspricht, steht im　Zentrum der christlichen Universalreligion, und

mithin auch des griechischen orthodoxen Glaubens. Aber er hat mit der volksreligiosen

｡Anmut und Wiirde“ ( I (2)13) der klassischen Antike nichts mehr gemein｡

　Dies ist der Hintergrund, vor dem in 。Brod und Wein “ das verlorene Altertum als

｡seeliges　Griechenland “( n (2) 6 ) beschworen　wird. Nur scheinbar entspringt das Grie-

chenbild dieser Gedankenlyrik empfindsamer Schwarmerei ；　im Grund ist der dichterische

Schwung; mit ’seinem pathetischen Grundton den 。zum Bilde verdichteten“（皿4)25)。schrok-

lichfeierlichen ・Formen “(n(2)15) im　gedankenlyrischen　Hohepunkt durchaus　angemessen･

Hier　handelt　es　sich naturlich　nicht um　einen　。metaphysischen Trost “( n (2) 7 ), wie

z.B. um ein ..naives“ Einigkeitsgefiihl　mit dem Weltall: 。Gefiihl ist　alles“(n(2) 5),

sondern vielmehr um eine 。heilige nijchterne“ Besinnung auf 。den sichern, durch und durch

bestimmten≒und　uberdachten Gang der alten Kunstwerke“(n(7)95) in der 。Allmacht der

ungetheilten Begeisterung“（Ⅲ(5) 38)｡



〔１〕SCHILLERS FRAGESTELLUNG　　　　　‥　　．･･　，卜

　Daher weiB ich fur den poetischen Genius kein Heil, als d祠3 9ｒ sich aus dem　Gebiet

　der wirklichen Welt zurijckzieht und anstatt jener　Koalition, die･ihm gefahrlich sein

　wiirde, auf die strengste Separation sein Bestreben richteし∧尚'

　　　　　　　　　　　　　　　(SchillersBrief an Herder den 4. Nov. .1795トI(6)49)

　In　der　ersten　Fassung　von　■,Die　Gotter　Griechenlandes “ （ 1788) beschrieb　Schiller

den christlichen Menschen ｄ.h･auch sich selbst als ・。heiligen Barbaren“ （I（1）7）.ｌｍ

Gegenspiel zu　diesem entmythologisierenden　lind　rationalisierenden　Naturfeind, der　die

himmlischen Machte ，der Ant ike vor ein Ketzergericht zitiert, steigen a us unschuldiger

Idylle　die　olympischen　Gotter　in　verklarter　Gestalt　empor.　Stolberg, ein　heftiger

Verteidiger des evangelischen Triumphes iiber die my.thische ‘Gotterwelt, greift　Schiller

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　I　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　●in . seinen　。Gedanken ｡‥“(1(1)8) heftig ・an, da ihmしdieser∧Hellenenfreund ein anti-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=」･｡　･1　　r･　　　　　　　　　　　・christlicher　Gotteslasterer　zu　sein　scheint.　Ｂｅｉ二solchem　Eifer　gegen　den　Hei-

denfreund wurde freilich sogar Novalis unwohl･ so daB　diesやr frommherzige Romantiker

schlieBlich meinte。.wenigstens unparteiisch zu seinへ(I (4) 28)｡＼

　Forster sah dagegen　in Stolbergs 。heiliぽem Eifer“(1(4)28)･｡einige neuere　At-

tentate gegen die Denk- und Gewissensfreyheit" (I (4) 29 )レdie 。den friedlichen･ Streit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　●der　Vernunft　einer　heiligen　Hermandad　ijberlassen, die　ihn　etwa　mit　dem　HolzstoB

entscheidet “ (I (4) 31 ) .　Doch　fand　Forster　in　Schiliers　Gedankenlyrik, nicht　das

｡Gift“ einer tragischen Erkenntnis, sondern nur den 。Honig“(I (4)35) einer 。jugendlich

gliihenden Phantasie" ( I (4)32), und iibersah daher wohl, die. eigent!iche Auseinandersetzung

des ｡heiligen Barbaren“ mit den 。Gottern Griechenlandes'‘｡プ

　Denn　Schiller　zieht　das　。Gift“　dem　。Honig “　ｖｏｒ･ und macht　entschlossene　Front

gegen　die　。Leute“:　。Man　mul3 sie　incommodieren,･ihre　Behaglichkeit　verderben “

(1(5)39). Die folgenden Verse zeugen von diesern tragischen Ernst:

　　Nur dem Ernst, den keine Miihe bleichet,　　・　ニ

　　Rauscht der Wahrheit tief versteckter Born, I　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　（｡Das Ideal und das Leben･･ 8.Str.. V.77-78:, 1(3)27)

Hier　spielt　das　。naive “　Ideal　eine　idyllische　Nebenrol!ｅ t　es　ist　nur　ein　beifal-

liger　Auftakt　zum　。furchtbar　heiヽrlichen　Schauspiel“(1(5)40) des　。sentimentalischen “

Lebens｡

　Aus　dieser　Sicht　erscheint　der　。heilige　Barbar “　ａ!Sよ｡eine　aus　vielen　gebrechlichen

schiefen　Vorstellungsarten　zusammen　gefloBene　MiBgeburt“: eine。,Fleur　du　mal “
。,nach

einer gewaltsamen Operation, d.i. nach Absbnderﾘｎ１ und neuer. Zusammenfiigung“

( I (4)37)･entstanden. Mit dieser
。MiBgeburt

“ stimmt jedoch　。das verfeinerte Chris-

tentum“( I (6) 51 ) kaum　iiberein, so　daB Schillerい｡。Die　Gotter　Griechenlandes “

1793　neu　faBt　und　1800　veroffentlicht.　Diesmal　steht
■
aber ganz　das　Idyllische　als

･･abgerundetes Knnstwerk “ ( I (3)26) in!　Mittelpunkt, wahrend　d卵･so　wichtige　Zwie-

gesprach des
。heiligen

Barbaren “ mit den
。Ｇぷ湖心卜Griechenlandes“

in den Hintergrund

tritt.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　1　　　1



Zum Verstandnis dieser Arbeit

AUSBLICK

　　Vor　die　Aufgabe, die　Antithetik　von　Hellas　und　Hesperien　in　ein　。harmonischent-

gegengeseztes “ Zwiegesprach zu verwandeln, sieht sich das abendlandische Denken seit

alters gestellt. Ausgehend vom christlichen 。heiligen Barbaren“ und dem ｡｡seeligen Grie-

chenland “　untersucht　diese　Arbeit　verschiedene　Hintergrundperspektive　jenes　Wider-

spruchs und　schlieBlich　den　。stillen ，Genius“, der　als　Vollendung　des　。seeligen ，Grie-

chenlandes “　dem　abendlandischen ，BewuBtsein　im　。verborgenwirkenden “　Namen　Christ!

,;erschienen“ist und ..schwand“・（Ⅲ･ttO)124)｡

　　Den urspriinglichen Grund fiir das 。heilige“　Wesen ｄとs abendlandischen Chris tentums

legt der ,,lebendige Gott （灸屁で（加）“(n(6)68), der Himmel　und　Erde　schuf, die　also

keinem mythischen Urquell entsprungen sind. Wenn er aber das Weltall ganz nach Belieben

regiert, wie etwa ein autoritarer Tyrann der europaischen Moderne sein Land, und zudem die

G6t･terbilder der mythischen ，Kunst zu Gotzen　erklart und　ausrottet, muBte er ･;,･Barbar“

genannt　werden.　In　。Die　Gotter　im　Ｅχil “ (1853) beschreibt　Heine　sehr　einpragsam,

wie 。der wahre Herr der Welf sein Kreuzbanner auf die Himmelsburg pflanzte, und die

ikonoklastischen Zeloten, die schwarze Bande der Monche,･alle Tern pel brachen und　die

verjasrten Gotter mit Ffiuer 'ind Fluch verfolgten“ (1(5)41)｡

　Im Gegensatz zu diesem　。eiferslichtigen ･Gott (･z?£oc <r'7λω７.面‘）“,der　die　hellenische

Gotterwelt um ihre　。Anmut und　Wiirde “　beneidete, vermag　der　。verborgenwirkende “

Christus　als　。stiller ･Genius “　das　。himmlische　Fest “･　des　。seeligen　Griechenlandes“

mit　。zartlichernster “ ( n (7) 100 ) GroBlmiitigkeit　zu　umschlieBen.' Die　Lie be　Christi

wahrt die mythische 。Anmut und Wiirde“ der hellenischen Klassik, denn　。er kam auch

selbst und nahm des Menschen Gestalt an ／ Und voUendet' und schloB　trostend das

himmlische Fest“（ⅢttO)113)｡

　Im　Hinblick　auf　eine　spatere　Analyse　des　。zartlichernsten“ Christusbildes　von

Holderlins　。Brod　und　Wein “　untersucht　diese　Arbeit　zuerst　Schillers　Fragestellung

in　Bezug　auf　den　, heiligen　Barbaren “　in　。Die　Gotter　Griechenlandes “ .　Ahnlich

wie　in　Raffaels　Gemalde　。Die　Verklarung　Christi “　verkorpert　der　。Herr “　einen

｡deus ex machina“(n(2)8), der als　。metaphysischer Trost“　die Problematik in einem

｡abgerundeten Kunstwerk“　auflost, wie in　Goethes　。Faust“, zwar　in einer　idyllischen

｡Koalition “ von　Hellas　und　Hesperien :　。Das　Ewig-Weibliche　／　Zieht uns　hinan“

( n (2) 12 ) . Weil　Schiller　。anstatt jener　Koalition, die　ihm　gefahrlich　sein　wiircle,

auf　die　strengste　Separation　sein　Bestreben　richtet “ ，' tut　sich　ihm　eine　Kluft

　｡absoluter　Zerrissenheit “　zwischen　dem　。heiligen　Barbaren “　und　den　。Gottern　Grie-

　chenlandes“auf.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
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